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はじめに

このマニュアルは、REST API の使い方について説明したものです。

REST API は、ストレージシステムの情報取得や構成変更を行うための、REST（Representational State
Transfer）の原則に従った Web API を提供します。

 対象ストレージシステム

 マニュアルの参照と適合ファームウェアバージョン

 対象読者

 サポート

 マニュアルで使用する記号について

 変更履歴
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対象ストレージシステム
このマニュアルでは、次に示すストレージシステムに対応する製品（プログラムプロダクト）を対
象として記述しています。

• Virtual Storage Platform F350
HT-40SF-F350

• Virtual Storage Platform F370
HT-40SF-F370

• Virtual Storage Platform F700
HT-40SE-F700

• Virtual Storage Platform F900
HT-40SE-F900

• Virtual Storage Platform G150
HT-40SG-CBSS/CBSLE

• Virtual Storage Platform G350
HT-40SF-CBSS1/CBSL1

• Virtual Storage Platform G370
HT-40SF-CBSS2/CBSL2

• Virtual Storage Platform G700
HT-40SE-CBLH1

• Virtual Storage Platform G900
HT-40SE-CBLH2

このマニュアルでは、これらのストレージシステムを単に「ストレージシステム」と称することが

あります。

マニュアルの参照と適合ファームウェアバージョン
マニュアルを参照されるときは、ご使用の「DKCMAIN」プログラムと同じ梱包内のマニュアル用

のメディアに添付されているマニュアルを使用 してください。このマニュアルは、DKCMAIN プロ

グラムのバージョン「88-01-0X-XX/XX」以降（XX は規定外）に適合しています。

対象読者
このマニュアルは、次の方を対象読者として記述しています。

• 日立製のストレージシステムの運用に関する知識がある方

• REST API を利用したプログラムを作成するスキルがある方

サポート
REST API の導入時および運用時のお問い合わせ先は、次のとおりです。

• 保守契約をされているお客様は、以下の連絡先にお問い合わせください。

日立サポートサービス：http://www.hitachi-support.com/

• 保守契約をされていないお客様は、担当営業窓口にお問い合わせください。
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マニュアルで使用する記号について
このマニュアルでは、製品を安全にご使用いただくための注意書きを、次のとおり記載しています。

重要　

重要情報や追加情報を示します。

メモ　

解説、補足説明、付加情報などを示します。

ヒント　

より効率的にストレージシステムを利用するのに役立つ情報を示します。

変更履歴

版番号 発行年月 変更内容

初版 2018 年 1 月 新規
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1
REST API の概要

この章では、REST API を利用するためのシステム構成、リソースの指定方法、リクエストとレス

ポンスの形式および各オブジェクトについて説明します。

 1.1 REST API のシステム構成

 1.2 SSL 通信を利用する場合の要件

 1.3 管理対象のリソースの指定

 1.4 オブジェクト ID の指定方法

 1.5 サポートする HTTP メソッド

 1.6 ユーザ認証

 1.7 セッション管理

 1.8 リクエストヘッダ

 1.9 レスポンスヘッダ

 1.10 HTTP ステータスコード

 1.11 リクエストおよびレスポンスのフォーマット

 1.12 クエリパラメータ

 1.13 データ型

 1.14 出力形式

 1.15 データオブジェクト

 1.16 ジョブオブジェクト

 1.17 エラーオブジェクト
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 1.18 リクエストオブジェクト

 1.19 Action テンプレートオブジェクト

 1.20 リソースのロック
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1.1 REST API のシステム構成
REST API を使用するための基本的なシステム構成について説明します。

REST API の基本的なシステム構成を次に示します。

ストレージシステム

REST API での情報取得や構成変更の対象となるストレージシステムです。REST API は次に

示すストレージシステムを対象としています。

• VSP F350、VSP F370、VSP F700、または VSP F900

• VSP G150、VSP G350、VSP G370、VSP G700、または VSP G900

GUM（Gateway for Unified Management）

ストレージシステムの基本的な管理機能を持つコンピュータです。外部からストレージシス

テムを管理する場合には、GUM と通信します。

CTL1 と CTL2 の各コントローラに存在します。

REST API サーバ

REST API クライアントから REST API のリクエストを受け付け、ストレージシステムに命令

を発行し、実行結果を REST API クライアントに返すサーバとしての役割を担うコンポーネン

トです。

ストレージシステムの GUM 上に配置されます。

メモ　

CTL1 側と CTL2 側の GUM 上にある REST API サーバは、それぞれ独立して動作します。そのため、片方

の GUM で障害が発生した場合も、もう一方の GUM 上の REST API サーバを利用して操作を実行できま

す。ただし、次の情報は REST API サーバ間で引き継がれません。

• ジョブの情報

• リモートストレージシステムの情報

必要に応じて、もう一方の REST API サーバにもリモートストレージシステムの情報を登録してください。

REST API クライアント

REST API サーバへリクエストを発行するクライアントです。REST API を利用したソフトウ

ェアまたはスクリプトが該当します。

REST API では、このマニュアルに記載された API のほかに、シンプルな形式で情報を取得したり、

高速なレスポンスでの操作ができる API も実行できます。操作の詳細については、「Hitachi Storage
Advisor Embedded ガイド」に記載されている REST API の説明を参照してください。
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重要　 REST API サーバは、内部で GUM 上の RAID Manager と連携しています。REST API サーバが使用する

RAID Manager のインスタンス番号は、1048～2047 の最大 1000 個です。REST API 以外の用途で GUM 上の

RAID Manager を使用する場合は、1048～2047 以外のインスタンス番号を使用してください。

1.2 SSL 通信を利用する場合の要件
REST API で SSL 通信をする場合の要件について説明します。

REST API では、REST API クライアントと REST API サーバ間で SSL 通信が利用できます。

REST API クライアントと REST API サーバ間の SSL 通信には、GUM にインストールされている

HTTPS 用のサーバ証明書が使用されます。デフォルトではこのサーバ証明書は自己署名証明書で

あるため、クライアントプログラムによっては、通信がエラーになる場合があります。この問題を

解決するためには、次のどちらかの対応が必要です。

• ストレージシステムの証明書を VeriSign 社などの認証局に信頼されたサーバ証明書に変更す

る。

認証局の署名済み証明書の入手方法と GUM での証明書の更新方法については、マニュアル「シ

ステム管理者ガイド」または「Hitachi Device Manager - Storage Navigator ユーザガイド」を参照

してください。

• クライアントプログラムでエラーを回避するように作成する。

クライアントプログラムでエラーを回避するための方法は、プログラム言語によって異なりま

す。ここでは Python の例を説明します。

Python では、Requests ライブラリを使用している場合、リクエスト発行時に verify=Falseを

指定することでサーバ証明書の検証処理をスキップできます。

メモ　

REST API クライアントと REST API サーバ間の SSL 通信には、TLS バージョン 1.2 が利用できます。

使用できる暗号方式（Cipher Suite）は次のとおりです。

• ECDHE-RSA-AES256-GCM-SHA384
• ECDHE-RSA-AES128-GCM-SHA256
• AES256-GCM-SHA384
• AES256-SHA256
• AES128-GCM-SHA256
• AES128-SHA256

1.3 管理対象のリソースの指定
REST API では、管理対象のリソースを URL の形式で指定します。

REST API では、操作の種類ごとにドメインを分けています。URL の形式はドメインごとに異なり

ます。REST API で使用するドメインと、指定する URL の形式を次に示します。

objects ドメイン

REST API の操作対象の個々のオブジェクトに対する操作を定義するドメインです。例えば、

LDEV やプールなどのストレージシステムのリソースに対する操作が該当します。次に示す

形式で URL を指定します。

＜プロトコル＞://＜ホスト名＞:＜ポート番号＞/ConfigurationManager/＜バージョン
＞/objects
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services ドメイン

REST API サーバで提供するサービスを定義するドメインです。サービスとは、複数のオブジ

ェクトに対する一括操作や、REST API サーバの運用や構成変更についての操作を指します。

例えば、リソースグループのロックやアンロックなどが該当します。次に示す形式で URL を

指定します。

＜プロトコル＞://＜ホスト名＞:＜ポート番号＞/ConfigurationManager/＜バージョン
＞/services

configuration ドメイン

REST API サーバに関する設定を定義するドメインです。例えば、REST API のバージョン情報

の取得が該当します。次に示す形式で URL を指定します。

＜プロトコル＞://＜ホスト名＞:＜ポート番号＞/ConfigurationManager/
configuration

このマニュアルでは、「＜プロトコル＞://＜ホスト名＞:＜ポート番号＞/
ConfigurationManager」をベース URL と表記します。

• プロトコルには、httpsまたは httpを指定します。セキュリティのため、httpsを指定する

ことを推奨します。

• ホスト名には、GUM の IP アドレスまたは名前解決のできるホスト名を指定します。

• ポート番号には、REST API サーバとの通信に使用するポート番号を指定します。デフォルトの

ポート番号は、SSL 通信の場合は 443、非 SSL 通信の場合は 80です。デフォルトのポート番

号で通信する場合は、ポート番号の指定を省略できます。

• バージョンには REST API のバージョンを指定します。現在指定できる値は v1です。

ヒント　

Configuration Manager REST API と同じ形式の URL で指定することもできます。次の形式で指定します。

• objects ドメイン

＜プロトコル＞://＜ホスト名＞:＜ポート番号＞/ConfigurationManager/＜バージョン
＞/objects/storages/＜ストレージデバイス ID ＞

• services ドメイン

＜プロトコル＞://＜ホスト名＞:＜ポート番号＞/ConfigurationManager/＜バージョン
＞/＜ストレージデバイス ID ＞/services

ストレージデバイス ID には、「操作対象のストレージシステムの機種ごとの固定値＋ 6 けたのシリアル番号の合

計 12 けた」を指定します。 ストレージシステムの機種ごとの固定値を次に示します。

ストレージシステム 固定値

VSP F370、VSP F700、または VSP F900
VSP G370、VSP G700、または VSP G900

886000

VSP F350
VSP G150、VSP G350

882000

• 各ドメインでサポートする URL の形式を次に示します。

objects ドメインの場合：
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URL の形式 （ベース URL を除く）
HTTP

メソッド
操作の内容

/v1/objects/storages GET 操作対象のストレージシス

テムの概要情報の取得

/v1/objects/storages/instance

次の形式でも指定できます。

/v1/objects/storages/＜ストレージデバイス ID ＞

GET 操作対象のストレージシス

テムの詳細情報の取得

/v1/objects/＜オブジェクトタイプ＞

次の形式でも指定できます。

/v1/objects/storages/＜ストレージデバイス ID ＞/
＜オブジェクトタイプ＞

GET 複数オブジェクトの一覧取

得

POST 新規オブジェクトの作成

/v1/objects/＜オブジェクトタイプ＞/＜オブジェクト
ID ＞

次の形式でも指定できます。

/v1/objects/storages/＜ストレージデバイス ID ＞/
＜オブジェクトタイプ＞/＜オブジェクト ID ＞

GET 単一のオブジェクトの取得

PATCH 単一のオブジェクトの属性

変更

DELETE 単一のオブジェクトの削除

/v1/objects/＜オブジェクトタイプ＞/＜オブジェクト
ID ＞/actions/＜アクション名＞

次の形式でも指定できます。

/v1/objects/storages/＜ストレージデバイス ID ＞/
＜オブジェクトタイプ＞/＜オブジェクト ID ＞/
actions/＜アクション名＞

GET 単一のオブジェクトに対す

る Action テンプレートの取

得

/v1/objects/＜オブジェクトタイプ＞/＜オブジェクト
ID ＞/actions/＜アクション名＞/invoke

次の形式でも指定できます。

/v1/objects/storages/＜ストレージデバイス ID ＞/
＜オブジェクトタイプ＞/＜オブジェクト ID ＞/
actions/＜アクション名＞/invoke

POST 単一のオブジェクトに対す

るアクションの実行

services ドメインの場合：

URL の形式 （ベース URL を除く）
HTTP

メソッド
操作の内容

/v1/services/＜サービス名＞/actions/＜アクション
名＞/invoke

次の形式でも指定できます。

/v1/＜ストレージデバイス ID ＞/services/＜サービス
名＞/actions/＜アクション名＞/invoke

POST サービスの特定のアクショ

ンの実行

configuration ドメインの場合：
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URL の形式 （ベース URL を除く）
HTTP

メソッド
操作の内容

configuration/version GET REST API のバージョン情報

の取得

URL の例を次に示します。

https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs

1.4 オブジェクト ID の指定方法
オブジェクト ID は、リソースを一意に識別するための ID です。URL で特定のリソースを指定する

場合に使用します。

オブジェクト ID の指定方法には、次の 2 つの方法があります。

• GET 操作を実行して、実行結果からオブジェクト ID を取得する（推奨）。

例：LDEV のオブジェクト ID を指定する場合

オブジェクトタイプが「ldevs」の場合、LDEV のオブジェクト ID はストレージシステム内で

一意であるため、GET 操作で取得したオブジェクト ID をそのまま使用します。LDEV のオブジ

ェクト ID が「100」の場合、次のように指定します。

ldevs/100

• 複数の属性値をコンマでつないだ文字列でオブジェクト ID を生成する。

例：ホストグループのオブジェクト ID を指定する場合

オブジェクトタイプが「host-groups」の場合、ホストグループのオブジェクト ID は、ポー

トの属性値とそのポートに属するホストグループの属性値をコンマでつなぐことで生成できま

す。ポートを示す属性値が「CL1-A」、そのポートに属するホストグループを示す属性値が

「200」の場合、次のように指定します。

host-groups/CL1-A,200

複数の属性値をコンマでつないでオブジェクト ID を生成する場合、属性値が次に示す RFC3986 に

定められた予約文字を含むときは、REST API クライアントで属性値をエンコードする必要があり

ます。各属性の値をエンコードしたあとで、属性値をコンマでつないだ文字列をオブジェクト ID
として指定します。

予約文字 エンコードした文字列

! （感嘆符） %21

# （番号記号） %23

$ （ドル記号） %24

& （アンパサンド） %26

' （アポストロフィ） %27

( （始め丸括弧） %28

) （終わり丸括弧） %29

* （アスタリスク） %2A
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予約文字 エンコードした文字列

+ （正符号） %2B

, （コンマ） %2C

: （コロン） %3A

; （セミコロン） %3B

= （等号） %3D

? （疑問符） %3F

@ （単価記号） %40

[ （始め角括弧） %5B

] （終わり角括弧） %5D

次の属性値から CHAP ユーザのオブジェクト ID を指定する場合の例を示します。

"portId"："CL1-A"

"hostGroupNumber"：234

"wayOfChapUser"："TAR"

"chapUserName"："pmd2g,user1"

CHAP ユーザのオブジェクト ID は、chapUserNameの値に含まれるコンマを「%2C」にエンコー

ドしたあと、それぞれの値をコンマでつないだ次の文字列になります。

CL1-A,234,TAR,pmd2g%2Cuser1

重要　

• GET 操作でオブジェクト ID を取得する場合、REST API サーバはエンコード済みの値を返します。GET 操

作で取得したオブジェクト ID を別の操作のリクエストに使用する場合は、オブジェクト ID をデコードしな

いでそのまま使用してください。

• オブジェクトを新規に作成したり属性を変更したりする場合、上記の予約文字を含まないように指定するこ

とをお勧めします。

関連参照

• 1.11 リクエストおよびレスポンスのフォーマット

1.5 サポートする HTTP メソッド
HTTP では、リソースに対して実行できる操作をメソッドとして定義しています。

REST API では、次に示す HTTP メソッドをサポートしています。

HTTP
メソッド

説明 処理方式

GET オブジェクトの情報を取得する。またはオブ

ジェクトのリストを取得する。

例：プールの一覧を取得する。

同期
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HTTP
メソッド

説明 処理方式

POST • オブジェクトを新規に作成する。

例：プールを作成する。

• オブジェクトに対して特定のアクション

を実行する。

例：プールを拡張する。

非同期

ただし、次の API は同期処理で実行されます。

• セッションの生成

• 初期設定に必要なファイルのアップロー

ド

PATCH オブジェクトの属性や状態を変更する。

例：プールのしきい値を変更する。

非同期

ただし、次の API は同期処理で実行されます。

• ストレージシステムのシステム日時設定

DELETE オブジェクトを削除する。

例：プールを削除する。

非同期

ただし、次の API は同期処理で実行されます。

• セッションの破棄

REST API の処理方式（同期処理と非同期処理）について説明します。

• 同期処理の場合、処理の実行結果がレスポンスとして返ります。

• 非同期処理の場合、リソースに対する操作はジョブとして登録され、処理を受け付けたことを

表す HTTP ステータスコード（202）とともにジョブの情報がレスポンスとして返ります。登録

されたジョブは、その後、非同期に実行されます。ジョブの登録に失敗した場合は HTTP ステ

ータスコード（500）が返ります。

ヒント　

• 非同期処理の操作の場合でも、リクエストヘッダで Response-Job-Statusに Completed
を指定すると、ジョブの実行が完了するまで待ってからレスポンスが返ります。

• ペアの操作では、リクエストヘッダの Job-Mode-Wait-Configuration-Changeを使っ

て、ジョブのステータスが Completedになるタイミングを指定できます。NoWaitを指定す

ると、データコピーが完了するまで待たないでジョブのステータスを Completedにします。

関連参照

• 1.8 リクエストヘッダ

1.6 ユーザ認証
ストレージシステムに対する操作を実行する場合、ユーザ認証が必要です。 ユーザ認証を行うに

は、Authorization ヘッダを指定します。

REST API では、セッションベースのユーザ認証を行います。 REST API クライアントが REST API
サーバにアクセスして操作を開始する際には、必ず最初にセッションを生成します。セッション生

成のリクエストでは、ストレージシステムにアクセスするためのユーザ ID とパスワードによる認

証を行いますが、セッション生成後は、セッションの情報を Authorization ヘッダに指定し、セッシ

ョンの情報に基づいて認証を行います。

ユーザ ID とパスワードによる認証

Authorization ヘッダに、次の形式で認証情報を指定します。

Authorization: Basic ＜認証情報＞
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認証情報

ユーザ ID とパスワードをコロン（:）でつないだ文字列を Base64 でエンコードした文字列を

指定します。 ストレージシステムのリソースを操作できるユーザアカウントのユーザ ID とパ

スワードを使用してください。

REST API では、ユーザ ID とパスワードに次の文字を使用できます。

項目 文字数 使用できる文字

ユーザ ID 1～63 文字 • 半角英数字

• 次の半角記号

- . / @ _

パスワード 6 ～63 文字 • 半角英数字

• 次の半角記号

, - . / @ _

ユーザ ID が sample-user、パスワードが sample-passwordの場合の Authorization ヘッダの例

を次に示します。

Authorization: Basic c2FtcGxlLXVzZXI6c2FtcGxlLXBhc3N3b3Jk

セッションによる認証

Authorization ヘッダに、次の形式でセッションのトークンを指定します。

Authorization: Session ＜トークン＞

トークン

トークンは、セッションを生成すると返却される認証情報です。この情報を基に、リクエスト

が認証済みユーザから発行されたかどうかを判定します。

Authorization ヘッダの指定例：

Authorization : Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f

関連概念

• 3.1 ユーザ管理とアクセス制御の概要

1.7 セッション管理
REST API では、セッションを使用して、複数のリクエストを同一クライアントによる一連の操作

として識別します。例えば、あるユーザが同じアカウントを使用して平行に 2 つのクライアントプ

ログラムを実行したい場合は、それぞれ別のセッションを生成する必要があります。それぞれのプ
ログラムは REST API サーバ上でセッションの情報に基づいて識別されます。また、REST API でリ

ソースに排他ロックをかけて操作する場合は、セッション単位にロックが制御されます。

REST API クライアントが REST API サーバにアクセスしてストレージシステムの操作を開始する

際には、必ず最初にセッションを生成します。セッションを生成すると、クライアントにはセッシ

ョン ID とトークンが返却されます。以降の操作では、各リクエストの Authorization ヘッダに、認

証情報としてトークンを指定します。REST API クライアントからの操作を終了するときは、セッ

ションを削除して、サーバ上に不要なセッションが残らないようにしてください。
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セッションの生成

REST API のセッションは、ユーザがセッション生成の API を実行することで生成されます。1 ユー

ザが複数のセッションを生成できます。使用できるセッションの上限数は、1DKC 当たり 64 セッシ

ョンです。

セッションを生成すると、クライアントには次の情報がレスポンスとして返ります。

• セッション ID
REST API サーバ上でセッションを識別するための ID です。セッションが有効かどうか確認し

たり、セッションを破棄したりするのに使用します。セッション ID は、セッションを生成した

ユーザのほか、Administrator ユーザグループ（ビルトイングループ）に属するユーザが参照でき

ます。

• トークン

リクエストの発行元が特定のユーザであることを識別するための情報です。同一セッションの

リクエストであるかどうかを判定するのに使用します。トークンは、セッションを生成したユ

ーザだけが参照できます。

セッションを使用した API の実行

セッションを使用して API を実行するには、リクエストの Authorization ヘッダに認証情報としてト

ークンを指定します。同じトークンを指定したリクエストは同一セッションによる操作として扱わ

れます。トークンを指定した Authorization ヘッダの指定例を次に示します。

Authorization : Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f

セッションが使用されずに一定時間が経過すると、セッションは自動的に破棄されます（セッショ

ンタイムアウト）。セッションタイムアウトまでの経過時間は、そのセッションが生成されてから、

または、セッションを指定したリクエストの実行結果が返却されてから経過した時間です。同期処

理中の待ち時間や、非同期処理の API のレスポンス待ち時間は、経過時間にカウントされません。

経過時間中にそのセッションを使用したリクエストが発行されると、セッションタイムアウトまで

の経過時間はリセットされます。セッションタイムアウトまでの時間はデフォルトで 300 秒（5 分）

ですが、セッション生成時に時間を指定することもできます。

継続中の操作のセッションがセッションタイムアウトによって破棄されないようにするには、対象

セッションを使用したリクエストを定期的に発行してください。

ヒント　

セッションの使用中に、セッションを生成したユーザの情報（ロールやリソースグループなど）が変更された場

合は、セッション使用中でも操作に反映されます。セッションを生成したユーザのパスワードが変更された場

合、セッションが破棄されることがあります。

セッションの破棄

一連の操作が終了してセッション管理が不要になった場合は、セッションを破棄します。セッショ

ンは、生成したユーザと Administrator ユーザグループ（ビルトイングループ）に属するユーザだけ

が破棄できます。

セッションを指定してリソースをロックしていた場合は、そのセッションが破棄されるとロックも

解除されます。

関連参照

• 2.4 セッションの一覧を取得する

• 2.5 特定のセッションの情報を取得する
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• 2.6 セッションを生成する

• 2.7 セッションを破棄する

1.8 リクエストヘッダ
REST API でサポートするリクエストヘッダについて説明します。

ヘッダ 指定区分 説明 指定できる値

Accept 任意 レスポンスのメディアタイプを指

定するヘッダです。

*/* (json)
デフォルト値：*/* (json)

Content-Type 任意 リクエストボディのメディアタイ

プを指定するヘッダです。

リクエストボディを指定する場合

に Content-Type ヘッダを指定でき

ます。リクエストボディがない場

合は指定しても無視されます。

application/json
デフォルト値：application/
json

Content-Length 任意 リクエストボディのサイズを指定

するヘッダです。

リクエストボディを指定する場合

に Content-Length ヘッダを指定で

きます。クライアントソフトウェ

アの仕様によっては、自動的に付与

されます。

バイト単位で指定します。

デフォルト値：なし

Authorization 必須 認証情報を指定するヘッダです。

バージョン情報の取得の API およ

びストレージシステムの一覧取得

の API の場合は、指定する必要はあ

りません。

次のどちらかの形式で指定します。

• セッション生成時

Basic ＜認証情報＞

認証情報はユーザ ID とパスワ

ードを Base64 でエンコードし

た文字列を指定してください。

ストレージシステムのリソー

スを操作できるユーザアカウ

ントのユーザ ID とパスワード

を使用してください。

• セッション生成時以外

Session ＜トークン＞

セッション生成時に取得した

トークンを指定してください。

デフォルト値：なし

Remote-
Authorization

必須

（右記のオブジ

ェクトタイプを

対象とした API
の場合）

リモートストレージシステムにア

クセスする場合に使用する認証情

報を指定するヘッダです。次のオ

ブジェクトタイプを対象とした

API で使用します。

• remote-mirror-copygroups

• remote-mirror-copypairs

• remote-storages

次の形式で指定します。

Session ＜トークン＞

リモートストレージシステムで生

成したセッションのトークンを指

定してください。※

デフォルト値：なし

Response-Max-
Wait

任意 非同期処理の API を発行する場合

に、レスポンスを返すまでの最大待

ち時間を指定するヘッダです。

REST API サーバが API を受け付け

0～1800の整数

単位：秒

デフォルト値：なし
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ヘッダ 指定区分 説明 指定できる値

た時点から、指定した時間が経過す

るとレスポンスが返ります。

最大待ち時間が経過する前に処理

が完了した場合は、その時点でレス

ポンスが返ります。

レスポンスを受け取るまでの時間

は、ネットワークの状況や REST
API サーバの負荷などの影響を受

けるため、指定した最大待ち時間を

超えることがあります。最大待ち

時間は、これらの影響を考慮して指

定してください。

Response-Job-
Status

任意 非同期処理の API を発行する場合

に、レスポンスを返してほしいジョ

ブの状態を指定するヘッダです。

指定した状態にジョブが遷移した

時点またはエラー終了した時点で

レスポンスが返ります。

次のどちらかの形式で指定します。

＜ジョブのステータス＞;

または

＜ジョブのステータス＞; Job-
State=＜ジョブの状態＞

デフォルト値：なし

Job-Mode-Wait-
Configuration-
Change

任意 ペアの操作で、非同期処理の API を
発行する場合に、ジョブのステータ

スを Completedにするタイミン

グを指定するヘッダです。

次の条件を満たす API で使用しま

す。

• オブジェクトタイプが次のど

れか

◦ local-clone-copygroups

◦ local-clone-copypairs

◦ remote-mirror-copygroups

◦ remote-mirror-copypairs

• HTTP メソッドが次のどちらか

◦ POST

◦ PATCH

次のどちらかを指定します。

• Wait：データコピーが完了す

るまで待ってから、ジョブのス

テータスを Completedにす

る

• NoWait：データコピーが完了

するまで待たないで、ジョブの

ステータスを Completedに

する

NoWaitを指定すると、ジョブのス

テータスを Completedにして、デ

ータのコピーを継続します。デー

タのコピーが完了したかどうかは、

対象のリソースの状態を取得して

確認します。

デフォルト値：Wait

注※　リモートストレージシステム側で生成するセッションのタイムアウト時間は 60 秒以上を指

定してください。 60 秒未満を指定した場合、リモートストレージシステムのセッションタイムア

ウトにより、リクエストの実行が失敗することがあります。

上記以外のヘッダが指定された場合、そのヘッダは無視されます。

Response-Max-Wait と Response-Job-Status は組み合わせて指定できます。両方を指定した場合、どち

らかの条件が満たされた時点でレスポンスが返ります。

Response-Max-Wait と Response-Job-Status のどちらも指定しない場合は、ただちにレスポンスが返り

ます。

関連概念

• 3.1 ユーザ管理とアクセス制御の概要
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関連参照

• 1.16 ジョブオブジェクト

1.9 レスポンスヘッダ
REST API サーバが返すレスポンスヘッダについて説明します。

ヘッダ 説明 デフォルト

Content-Type レスポンスデータのメディアタイプを示し

ます。
application/json;charset=UTF-8

WWW-Authenticate HTTP ステータスコード 401 が返される場

合に、認証が必要であることを示します。
• セッション生成時

Basic realm="Block storage"
• セッション生成時以外

Session realm="Block
storage"

1.10 HTTP ステータスコード
REST API は、処理結果を示すために次に示す標準的な HTTP のステータスコードを使用します。

ステータス

コード
説明

200 Success
リクエストが適切に処理されたことを示します。 情報取得のリクエストでの取得結果が 0
件の場合も、このステータスコードが返ります。

202 Accepted
非同期処理のリクエストの受け付けが完了したことを示します。

400 Bad request
リクエストヘッダ、クエリパラメータ、またはリクエストボディが不正であることを示しま

す。

401 Unauthorized
リクエストヘッダに Authorization ヘッダが指定されていない、または Authorization ヘッダに

指定された情報での認証に失敗したことを示します。

403 Forbidden
操作を実行するために必要な権限がないことを示します。

404 Not found
URL で指定したリソースが見つからない、またはリソースに対する Read 権限がないことを

示します。

405 Method not allowed
URL で指定したリソースに対して、許可されていないメソッドを指定したことを示します。

406 Not acceptable
Accept ヘッダに、サポートしていないメディアタイプが指定されたことを示します。

409 Conflict
URL で指定したリソースに対して、矛盾した状態や不可能な状態への変更を要求したことを

示します。

例：作成済みのリソースと同じ ID のリソースを作成しようとした。

411 Length Required
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ステータス

コード
説明

Content-Length ヘッダを指定する必要があることを示します。

412 Precondition failed
API を実行するための条件を満たしていないことを示します。

415 Unsupported media type
Content-Type ヘッダに、サポートしていないメディアタイプを指定したことを示します。

417 Expectation Failed
Expect ヘッダの指定に誤りがあるか、Web サーバが Expect ヘッダに対応していないことを示

します。

500 Server error
REST API サーバまたは操作対象のストレージシステムで内部エラーが発生したことを示し

ます。

502 Proxy Error
REST API サーバからの応答がないことを示します。

503 Service unavailable
REST API サーバまたは操作対象のストレージシステムがビジー状態でリクエストを受け付

けられないことを示します。

このステータスコードが返る場合は、再度リクエストを実行してください。

ステータスコードのうち、API 固有の説明があるものについては、各 API のセクションで説明しま

す。

1.11 リクエストおよびレスポンスのフォーマット
リソースの作成、変更時の属性値の指定、またはリソースの情報取得結果には、JSON のフォーマ

ットを使用します。

POST メソッドでリソースを作成、追加したり 、PATCH メソッドでリソースを変更、編集したりす

る場合、JSON 形式でリソースの属性を指定します。GET メソッドでリソースの情報を取得する場

合、レスポンスは JSON 形式で返ります。

サポートする文字コードは UTF-8 です。

リクエストの形式

• string 型の属性に空文字を指定した場合は、その属性の値は空になります。

• string 型以外の属性に空文字を指定した場合は、その属性は指定していないものと見なされま

す。

• 属性の値には、次の文字が使用できます。

A-Z a-z 0-9 , - . : @ _

重要　

• コンマ、コロン、単価記号を含む文字列を指定した場合、オブジェクト ID を生成するときに

これらの記号をエンコードする必要があります。これらの記号は使わないよう運用すること

をお勧めします。これらの記号をエンコードしないままオブジェクト ID を生成した場合、

API を発行する際の URL が不正となりエラーとなる場合があります。

• ハイフンだけの値を指定することはできません。また、値の先頭にハイフンを指定することは

できません。
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• URL にバックスラッシュまたはスラッシュは指定しないでください。

レスポンスの形式

• API の処理が成功した場合、レスポンスは JSON 形式で返ります。

• 処理が失敗した場合、エラーの内容によっては JSON 形式ではなく HTML 形式でレスポンスが

返る場合があります。

プログラム中で HTTP ステータスコードを基にエラー処理を行う場合には、レスポンスヘッダ

の Content-Type の値をチェックしてください。

ヒント　

リクエストボディの形式に誤りがあった場合のエラーメッセージの見方について、次の例を使用して説明しま

す。

リクエストボディ：

{
  "parameters": {
    "status": blk
  }
}

エラーメッセージ：

{
  "errorSource": "/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/5/actions/
change-status/invoke",
  message": "リクエストボディの形式、または指定した内容が不正です。詳細 = 
Unexpected character ('b' (code 98)): expected a valid value (number, 
String, array, object, 'true', 'false' or 'null')\n at [Source: 
java.io.ByteArrayInputStream@10f607b; line: 3, column: 16]",
"  "solution": "リクエストボディの形式、または指定した内容を見直してください。",
  "messageId": "KART40046-E"
}

メッセージの詳細の at以降に、エラーの対象となった場所が出力されます。この例では、line: 3, column:
16にエラーがあることを示しています。

リクエストボディの 3 行目、16 文字目を確認すると、本来は string 型で指定する status属性が、正しく指定

されていないことが分かります。

1.12 クエリパラメータ
GET メソッドでオブジェクトを取得する際に、クエリパラメータを指定することで特定の条件で実

行結果をフィルタリングできます。

クエリパラメータは、URL の末尾に次の形式で指定します。

?＜パラメータ＞=＜値＞

複数のパラメータを指定する場合は、&記号でつなぎます。複数のパラメータを指定する場合の例

を次に示します。

?＜パラメータ＞=＜値＞&＜パラメータ＞=＜値＞...

クエリに指定できるパラメータについては、各 API の説明を参照してください。
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パラメータは大文字と小文字が区別されます。各 API で指定できるパラメータ以外を指定した場

合、無効なパラメータは指定されなかったものとみなし、有効なパラメータだけで実行結果がフィ

ルタリングされます。

パラメータの値が RFC3986 に定められた予約文字を含む場合は、エンコードした文字列を指定して

ください。RFC3986 に定められた予約文字については、オブジェクト ID の指定方法を参照してく

ださい。

メモ　

クエリパラメータを指定してオブジェクトを取得する場合に、ほかの REST API クライアントやストレージ管理

ソフトウェアが対象のオブジェクトに対して構成変更操作を行っていると、正確な情報が取得できないおそれが

あります。正確な情報を取得するには、ロックを取得してからオブジェクトを取得してください。

関連参照

• 1.4 オブジェクト ID の指定方法

• 1.20 リソースのロック

1.13 データ型
REST API で指定できるデータの型について説明します。

REST API がサポートするデータ型と対応する JSON のデータ型を次に示します。

データ型
JSON のデータ

型
説明

boolean boolean trueまたは falseを表す型。

大文字と小文字は区別されません。

例：true

int number 32 ビットの符号付き整数を表す型。

例：100

long number 64 ビットの符号付き整数を表す型。

例：1048576

string string 任意の文字列を表す型。

例："host_group_1"

ISO8601string string ISO 8601 拡張形式（YYYY-MM-DDThh:mm:ssZ）で時刻を表す型。

指定できるタイムゾーンは UTC だけです。

例："2015-03-20T09:27:35Z"

link string URL のパスを表す型。

link 型は、リソースの URL を示します。例えば、非同期処理のリクエスト

を発行時にジョブオブジェクトへの URL を link 型で返します。

link 型は、URL からプロトコル、ホスト名、ポート番号を除いた文字列に

なります。link 型を基に URL を構成する場合は、プロトコル、ホスト名、

ポート番号を補って使用してください。

例：

"/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/100"

上記のデータ型以外に、JSON 形式の次のデータ型を使用します。

• object 型
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属性と値をコロン（: ）でつないだ文字列を{ }で囲む形式です。属性と値のペアが複数ある場

合は、コンマで区切ります。

• array 型

複数の値をコンマで区切った文字列を[ ]で囲む形式です。

1.14 出力形式
API を発行すると、API の処理方式、API の処理種別、実行結果に応じてレスポンスが返ります。

リクエストの処理が成功した場合のレスポンスの出力形式について次に示します。

API の処理

方式
API の処理種別

実行結果の

ステータス

コード

出力形式

同期処理 GET （単一のオブジェクトの取得） 200 各 API のレスポンスメッセージの説

明を参照

GET （複数のオブジェクトの取得） 200 データオブジェクト

GET（Action テンプレート） 200 Action テンプレートオブジェクト

上記以外 200 各 API のレスポンスメッセージの説

明を参照

非同期処理 すべて 202 ジョブオブジェクト

リクエストの処理が失敗した場合は、レスポンスとしてエラーオブジェクトが返ります。

1.15 データオブジェクト
データオブジェクトは、オブジェクトのリストを返すためのオブジェクトです。

データオブジェクトのスキーマを次に示します。

属性 データ型 説明

data array オブジェクトのリスト

data オブジェクトの例を次に示します。

{
  "data": [
      {
          "parityGroupId"："5-2",
          "numOfLdevs"：3,
          "usedCapacityRate"：45,
          "availableVolumeCapacity"：4000,
          "raidLevel"："RAID5",
          "raidType"："2D+2D",
          "clprId"：0,
          "driveType"："DKR5C-J600SS"
      },
      {
          "parityGroupType",
          ...
      },
       ...
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  ]
}

1.16 ジョブオブジェクト
ジョブオブジェクトは、非同期処理の API を発行したときに返るジョブ情報のオブジェクトです。

ジョブオブジェクトのスキーマを次に示します。

属性 データ型 説明

jobId long ジョブのオブジェクト ID

self link ジョブの情報にアクセスするための URL

userId string ジョブを登録する契機となる API を発行したユーザ ID

status string ジョブのステータス

次の値が返ります。

• Initializing：ジョブが初期化中であることを示す

• Running：ジョブが実行中であることを示す

• Completed：ジョブが実行完了したことを示す

state string ジョブの状態

次の値が返ります。

• Queued：ジョブがキューイングされた状態を示す

• Started：ジョブが開始された状態を示す

• StorageAccepted：ストレージシステムに要求が受け付けられ

た状態を示す ※

• Succeeded：ジョブが成功した状態を示す

• Failed：ジョブが失敗した状態を示す

• Unknown：ジョブの状態が不明なことを示す

createdTime ISO8601string ジョブが作成された時刻

updatedTime ISO8601string ジョブの状態が更新された時刻

completedTime ISO8601string ジョブが終了した時刻

request Request Object リクエストの情報を保持するオブジェクト

affectedResources link[] 操作対象のリソースにアクセスするための URL
1 つの API で複数のリソースを操作する場合は、すべての操作対象の

リソースの URL が返ります。ジョブが途中で失敗した場合は、処理が

完了したことを確認できたリソースの URL だけが返ります。

リソースの削除操作が成功した場合、削除対象のリソースの URL が返

ります。この URL にアクセスすると 404 エラーとなり、正常に削除さ

れたことが確認できます。

ジョブの情報を取得する API のレスポンスにも affectedResources が含

まれます。この場合、ジョブを登録する契機となった API の操作対象

のリソースにアクセスするための URL が返ります。

error Error Object エラーの情報を保持するオブジェクト

注※　StorageAcceptedは、リモートコピーペアを作成するジョブの場合にだけ返る状態です。

重要　

ジョブの情報は最大で 3,000 件保持されます。3,000 件を超えたジョブの情報は、createdTime の古い順に削除さ

れます。
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ジョブが実行を開始したときのジョブオブジェクトの例：

{
  "jobId": 111111,
  "self": "/ConfigurationManager/v1/objects/jobs/111111",
  "userId": "user1",
  "status": "Running",
  "state": "Started",
  "createdTime": "2015-04-01T08:00:00Z",
  "updatedTime": "2015-04-01T08:05:00Z",
  "request": {
    "requestUrl": "/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs",
    "requestMethod": "POST",
    "requestBody": "{\"ldevId\" : 112, \"poolId\" : 100, \"blockCapacity
\" : 1000}"
  }
}

ジョブが成功して完了したときのジョブオブジェクトの例：

{
  "jobId": 222222,
  "self": "/ConfigurationManager/v1/objects/jobs/222222",
  "userId": "user1",
  "status": "Completed",
  "state": "Succeeded",
  "createdTime": "2015-04-01T08:00:00Z",
  "updatedTime": "2015-04-01T08:10:00Z",
  "completedTime": "2015-04-01T08:10:00Z",
  "request": {
    "requestUrl": "/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs",
    "requestMethod": "POST",
    "requestBody": "{\"ldevId\" : 112, \"poolId\" : 100, \"blockCapacity
\" : 1000}"
  },
  "affectedResources": [
    "/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/112"
  ]
}

ジョブが失敗して完了したときのジョブオブジェクトの例：

{
  "jobId": 333333,
  "self": "/ConfigurationManager/v1/objects/jobs/333333",
  "userId": "user1",
  "status": "Completed",
  "state": "Failed",
  "createdTime": "2015-04-01T07:00:00Z",
  "updatedTime": "2015-04-01T07:01:00Z",
  "completedTime": "2015-04-01T07:01:00Z",
  "request": {
    "requestUrl": "/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs",
    "requestMethod": "POST",
    "requestBody": "{\"ldevId\" : 112, \"poolId\" : 100, \"blockCapacity
\" : 1000}"
  },
  "error": {
    "errorSource": "/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs",
    "messageId": "KART30000-E",
    "message": "An error occurred in the storage system. (message = The 
state of the pool is incorrect.)",
    "cause": "An error occurred during execution of a RAID Manager 
command.",
    "solution": "See the manual of the RAID Manager and remove the cause 
of the error.",
    "solutionType": "SEE_ERROR_DETAIL",
    "errorCode": {
      "SSB1": "2E10",
      "SSB2": "6014"
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    }
  }
}

1.17 エラーオブジェクト
エラーオブジェクトは、リクエストの処理に失敗したときに返すエラー情報のオブジェクトです。

API の処理が失敗すると、レスポンスデータとしてエラーオブジェクトが返ります。エラーオブジ

ェクトのスキーマを次に示します。

属性 データ型 説明

errorSource link エラーが発生した URL

messageId※ string メッセージ ID

message string エラーメッセージの内容

cause string エラーの要因

solution string エラーの対処

solutionType string エラーの対処の分類

• RETRY：リトライで対処可能なエラー

• SEE_ERROR_DETAIL：エラーメッセージの内容に基づいた対処

が必要なエラー

この属性に RETRYが返る場合、失敗したリクエストをリトライして

ください。

リクエストの内容は、ジョブオブジェクトの requestの値で確認で

きます。

errorCode object ストレージシステムのエラーコード

ストレージシステムでエラーが発生して、次に示すエラーコードが

ある場合にだけ値が返ります。

• RAID Manager の SSB1 コードおよび SSB2 コード

• RAID Manager のエラーコード

ストレージシステムのエラーコードは、ストレージシステムの保守

に必要になります。

注※　属性名は messageIDで返ることがあります。

REST API サーバでエラーが起きた場合のエラーオブジェクトの例

{
  "errorSource": "/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs",
  "messageId": "KART20008-E",
  "message": "Required parameters are not specified.",
  "solution": "Check parameters.",
  "solutionType": "SEE_ERROR_DETAIL"
}

ストレージシステムでエラーが起きた場合のエラーオブジェクトの例

{
  "errorSource": "/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/16",
  "messageId": "KART30000-E",
  "message": "An error occurred in the storage system. (message = The 
state of the pool is incorrect.)",
  "cause": "An error occurred during execution of a RAID Manager 
command.",
  "solution": "See the manual of the RAID Manager and remove the cause 
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of the error.",
  "solutionType": "SEE_ERROR_DETAIL",
  "errorCode": {
    "SSB1": "2E10",
    "SSB2": "6014"
  }
}

1.18 リクエストオブジェクト
リクエストオブジェクトは、リクエストの情報を保持するためのオブジェクトです。

リクエストオブジェクトのスキーマを次に示します。

属性 データ型 説明

requestUrl link 非同期処理の API でリクエストした URL
URL の文字列が 2048 バイトを超える場合、文字列は途中で省略され

ます。

requestMethod string 非同期処理の API でリクエストした HTTP メソッド

requestBody string 非同期処理の API でリクエストしたリクエストボディ

リクエストボディの文字列が 1024 バイトを超える場合、文字列は途

中で省略されます。

1.19 Action テンプレートオブジェクト
Action テンプレートオブジェクトは、Action を実行するために必要なリクエストボディのひな型で

す。GET メソッドで Action テンプレートオブジェクトを取得して、実行したい Action に合わせて

テンプレートに値を設定し、リクエストボディに指定して実行します。

Action テンプレートオブジェクトのスキーマを次に示します。

属性 データ型 説明

parameters object 操作実行時に必要なパラメータ

Action テンプレートオブジェクトの例として、ボリュームの容量拡張の Action テンプレートを次に

示します。

{
  "parameters": {
    "additionalBlockCapacity": null
  }
}

Action テンプレートには、Action の実行時に指定が必要な属性があらかじめ記載されています。値

には、空であることを示す nullまたは[]が設定されています。これらの属性に値を指定してくだ

さい。この例では、ボリュームに追加する容量を指定するための 2 つの属性が記載されています。

取得した Action テンプレートに値を指定した例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "additionalBlockCapacity": 500
  }
}
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必要な属性の行を残して、属性値を設定したものをリクエストボディに指定して Action を実行しま

す。

1.20 リソースのロック
複数の REST API クライアントが同じリソースに対して同時に操作しようとした場合、予期しない

構成変更が実行され、期待した結果を得られないことがあります。REST API では、ユーザが自分

に割り当てられたリソースグループをロックすることで、ほかのユーザがそのリソースグループ中
のリソースを構成変更できないようにします。

REST API では、セッション単位にロックを制御します。ロックは、セッションを生成したユーザ

に割り当てられているリソースグループのリソース全体が対象です。自分に割り当てられているリ

ソースグループが、ほかのユーザによってロック中の場合は、ロックを取得できません。

リソースをロックするリクエストで使用したセッションだけが、ロック中のリソースに対する構成

変更のリクエストを実行できます。1 つのユーザアカウントが複数のセッションを生成した場合、

同じユーザアカウントによって生成されたセッションでも、ロック時に使用したのとは異なるセッ

ションを指定したときは、構成変更のリクエストを実行できません。

ただし、ペアの状態変更や REST API サーバに対する操作など、ストレージシステム上のリソース

の構成変更に影響のない操作は、ロックによる排他制御の影響を受けないで実行できます。ロック

の影響を受けない操作は次のとおりです。

• セッションの生成、削除

• REST API サーバへのリモートストレージシステムの情報登録および削除

• コピーペアまたはスナップショットの状態変更（分割、再同期、およびリストア）

• 情報取得

ただし、クエリパラメータを指定して情報を取得する場合は、ほかの REST API クライアントや

ストレージ管理ソフトウェアからの構成変更の操作の影響により、正確な情報を取得できない

おそれがあります。正確な情報を取得するには、ロックを取得してから操作してください。

• ストレージシステムのシステム日時設定

• 初期設定に必要なファイルのアップロード

1 つのユーザアカウントで複数のセッションを使用している場合は、そのうち 1 つのセッションだ

けがリソースをロックできます。

操作が終了してロックが不要になったら、リソースグループをアンロックする API を実行します。

ロック時に使用したセッションが破棄されると、同時にリソースグループがアンロックされます。

セッションタイムアウトでセッションが破棄される場合も、同時にアンロックされます。

ヒント　

• 非同期処理の API が実行中でも、セッションタイムアウトは発生します。非同期処理の API の実行中、ロ

ックを継続したい場合は、定期的にジョブの状態をチェックするリクエストを発行するなどして、セッショ

ンがタイムアウトしないようにしてください。

• REST API クライアントから意図せずにロックが継続されている場合や、トークンを紛失した場合など、強

制的にロックを解除したいときは、セッションタイムアウトになるまで待つか、Administrator ユーザグルー

プ（ビルトイングループ）に属するユーザでセッションを強制的に破棄してください。

• ロック中に、ロックしているユーザの情報（ロールやリソースグループなど）が変更された場合は、ロック

が解除されてから操作に反映されます。
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ロック機能を使用して API を実行する操作の流れ

リソースグループをロックして API を実行する場合の操作の流れを次に示します。

ステ

ップ
操作内容 Authorization ヘッダに指定する内容

1 セッションを生成します。 ユーザ ID とパスワード

2 リソースグループをロックします。 ステップ 1 で生成したセッションのトークン

3 ロックしたリソースに対する操作を実行します。 ステップ 1 で生成したセッションのトークン

4 リソースグループをアンロックします。 ステップ 1 で生成したセッションのトークン

5 セッションを破棄します。 ステップ 1 で生成したセッションのトークン

ロック機能を使用して API を実行する操作の流れ（リモートコピーの場合）

ストレージシステム間でのコピー操作（リモートコピー）で、コピーグループやコピーグループ内

のリソースに対する構成変更操作を実行する場合に、対象のリソースをロックして操作したいとき

は、ローカルストレージシステムとリモートストレージシステムの両方のリソースをロックします。

両方のリソースをロックするとき、およびロックされたリソースに対して操作を実行するときは、

Authorization ヘッダと Remote-Authorization ヘッダにそれぞれのセッションのトークンを指定しま

す。Remote-Authorization ヘッダは、次のオブジェクトタイプを対象とした API でだけ使用します。

• remote-mirror-copygroups

• remote-mirror-copypairs

• remote-storages

ローカルストレージシステムとリモートストレージシステムの両方のリソースをロックする場合の

操作の流れについて次に示します。

ステ

ップ

操作対象のスト

レージシステム
操作内容 Authorization ヘッダに指定する内容

1 ローカルストレ

ージシステム

セッションを生成します。 ローカルストレージシステムのユーザ

ID とパスワード

2 リモートストレ

ージシステム

セッションを生成します。

リモートストレージシステム側で生成

するセッションのタイムアウト時間

は、60 秒以上を設定します。

リモートストレージシステムのユーザ

ID とパスワード

3 ローカルストレ

ージシステム

リソースグループをロックします。 ステップ 1 で生成したセッションのト

ークン

4 リモートストレ

ージシステム

リソースグループをロックします。 ステップ 2 で生成したセッションのト

ークン

5 ローカルストレ

ージシステム

コピーグループやコピーグループ内の

リソースに対する操作を実行します。

ステップ 1 で生成したセッションのト

ークン

合わせて、ステップ 2 で生成したセッシ

ョンのトークンを Remote-Authorization
ヘッダに指定します。

6 ローカルストレ

ージシステム

リソースグループをアンロックしま

す。

ステップ 1 で生成したセッションのト

ークン
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ステ

ップ

操作対象のスト

レージシステム
操作内容 Authorization ヘッダに指定する内容

7 リモートストレ

ージシステム

リソースグループをアンロックしま

す。

ステップ 2 で生成したセッションのト

ークン

8 ローカルストレ

ージシステム

セッションを破棄します。 ステップ 1 で生成したセッションのト

ークン

9 リモートストレ

ージシステム

セッションを破棄します。 ステップ 2 で生成したセッションのト

ークン

ヒント　

リモートコピーペア作成を実行すると、ストレージシステムでのペア作成の初期コピー処理に長時間掛かること

があります。その場合、ペア生成が完了するまでリソースをロックしたままでいると、長時間ほかのクライアン

トがそのリソースグループのリソースを使用できなくなります。ストレージシステムでペア作成の要求が受け

付けられたあとは、REST API でロックをかける必要はないため、リモートペア作成時には、ジョブの状態が

StorageAccepted に遷移した時点でロックを解除することをお勧めします。

関連参照

• 2.10 リソースグループをロックする

• 2.11 リソースグループをアンロックする

• 3.4 リソースグループの一覧を取得する
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2
REST API で共通の操作

この章では、セッションの生成やジョブの情報取得など、REST API で共通の操作について説明し

ます。

 2.1 バージョン情報を取得する

 2.2 ストレージシステムの一覧を取得する

 2.3 特定のストレージシステムの情報を取得する

 2.4 セッションの一覧を取得する

 2.5 特定のセッションの情報を取得する

 2.6 セッションを生成する

 2.7 セッションを破棄する

 2.8 ジョブの情報の一覧を取得する

 2.9 特定のジョブの情報を取得する

 2.10 リソースグループをロックする

 2.11 リソースグループをアンロックする
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2.1 バージョン情報を取得する
REST API のバージョン情報を取得します。

実行権限

この API の実行に必要なロールはありません。

リクエストヘッダ

この API は認証されないため、Authorization ヘッダの指定は不要です。

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/configuration/version

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "productName": "Configuration Manager REST API",
  "apiVersion": "1.9.1"
}

属性 型 説明

productName string REST API の名称

apiVersion string REST API のバージョン

ステータスコード

この操作のリクエストに対する ステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
X GET https://192.0.2.100/ConfigurationManager/configuration/version
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関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

2.2 ストレージシステムの一覧を取得する
REST API から操作できるストレージシステムの一覧を取得します。ストレージシステムのストレ

ージデバイス ID やシリアル番号などの情報を確認できます。

実行権限

この API の実行に必要なロールはありません。

リクエストヘッダ

この API は認証されないため、Authorization ヘッダの指定は不要です。

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/storages

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "storageDeviceId": "886000123456",
      "model": "VSP G700",
      "serialNumber": 123456,
      "ctl1Ip": "192.0.2.100",
      "ctl2Ip": "192.0.2.101"
    }
  ]
}

属性 型 説明

storageDeviceId string ストレージデバイス ID

model string ストレージシステムのモデル名

serialNumber int ストレージシステムのシリアル番号

ctl1Ip string ストレージシステムのコントローラ 1 の IP アドレス
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属性 型 説明

ctl2Ip string ストレージシステムのコントローラ 2 の IP アドレス

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/storages

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

2.3 特定のストレージシステムの情報を取得する
操作対象のストレージシステムについて、詳細な情報を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/storages/instance

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

instanceを指定します。instanceは、単一のインスタンスしか持たないオブジェクトの場

合に、オブジェクト ID として指定する固定の値です。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "storageDeviceId" : "886000123456",
  "model" : "VSP G700",
  "serialNumber" : 123456,
  "ctl1Ip": "192.0.10.10",
  "ctl2Ip": "192.0.10.11",
  "dkcMicroVersion" : "88-01-01/00",
  "communicationModes": [
    {
      "communicationMode": "lanConnectionMode"
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    }
  ],
  "isSecure": true
}

属性 型 説明

storageDeviceId string ストレージデバイス ID

model string ストレージシステムのモデル名

serialNumber int ストレージシステムのシリアル番号

ctl1Ip string ストレージシステムのコントローラ 1 の IP アドレス

ctl2Ip string ストレージシステムのコントローラ 2 の IP アドレス

dkcMicroVersion string ストレージシステムのマイクロコードのバージョン

communicationModes object[] 通信モードの配列

REST API サーバとストレージシステムの通信モードについて次

の属性が表示されます。

• communicationMode（string）
通信モード

lanConnectionModeが表示されます。

isSecure boolean REST API サーバとストレージシステム間通信の安全が確保され

ているかどうか

trueが表示されます。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/storages/instance

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

2.4 セッションの一覧を取得する
REST API サーバ上の有効なセッションの一覧を取得します。この操作は、Administrator ユーザグル

ープ（ビルトイングループ）に属するユーザだけが実行できます。

実行権限

Administrator ユーザグループ（ビルトイングループ）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/sessions
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リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "sessionId": 8,
      "userId": "rest-user",
      "ipAddress": "192.0.2.100",
      "createdTime": "2015-09-14T01:02:24Z",
      "lastAccessedTime": "2015-09-14T01:02:24Z"
    },
    {
      "sessionId": 6,
      "userId": "api-user",
      "ipAddress": "192.0.2.100",
      "createdTime": "2015-09-14T00:59:58Z",
      "lastAccessedTime": "2015-09-14T00:59:58Z"
    },
    {
      "sessionId": 5,
      "userId": "admin-user",
      "ipAddress": "192.0.2.100",
      "createdTime": "2015-09-14T00:59:53Z",
      "lastAccessedTime": "2015-09-14T00:59:53Z"
    }
  ]
}

属性 型 説明

sessionId int セッション ID

userId string セッションを生成したユーザ ID

ipAddress string セッションを生成した REST API クライアントの IP アドレス

REST API クライアントから別のサーバを経由して REST API サーバ

にアクセスしている場合は、クライアントの IP アドレスと経由した

サーバの IP アドレスを連結した文字列（REST API サーバが受信した

X-Forwarded-For ヘッダの内容）が出力されます。

createdTime ISO8601string セッションが生成された時刻

lastAccessedTime ISO8601string セッションが最後に使用された時刻

対象のセッションを使用した API が未実行の場合は、セッションが生

成された時刻が出力されます。
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ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/sessions/

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

2.5 特定のセッションの情報を取得する
セッション ID を指定して、REST API サーバ上で有効なセッションの情報を取得します。リクエス

トの Authorization ヘッダには、セッションのトークンを指定してください。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/sessions/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

セッション生成時に取得した sessionIdの値を指定します。

属性 型 説明

sessionId int （必須）セッション ID

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "token": "97c13b8082444b36bc2103026205fa64",
  "sessionId": 9
}

属性 型 説明

sessionId int セッション ID
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属性 型 説明

token string トークン

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/sessions/9

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 2.4 セッションの一覧を取得する

2.6 セッションを生成する
セッションを生成して、REST API サーバでセッション管理を行います。1DKC 当たり、最大 64 セ

ッションを生成できます。最大セッション数を超えると HTTP ステータスコード（503）が返りま

す。この場合は、しばらくしてから再度リクエストを実行してください。

メモ　 リモートコピーの場合、リモートストレージシステム側で生成するセッションの aliveTime属性には

60 秒以上となる値を指定してください。 60 秒未満を指定した場合、リモートストレージシステムのセッション

タイムアウトにより、リクエストの実行が失敗することがあります。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/sessions

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

セッションタイムアウトまでの時間を指定する場合のコード例を次に示します。

{
  "aliveTime": 5
}
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属性 型 説明

aliveTime long （任意）セッションタイムアウトまでの時間（秒）

1～300の値を指定します。※

省略した場合、300が指定されたと見なされます。

注※：実際にセッションタイムアウトするまでの時間は、指定した時間よりも最大で 5 秒長く

なることがあります。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "token": "d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f",
  "sessionId": 3
}

属性 型 説明

sessionId int セッション ID
セッションを管理するための ID です。

token string トークン

リクエストの発行元が特定のユーザであることを識別するための情報

です。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
u rest-test:rest-api -X POST https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/
objects/sessions/ -d ""

関連参照

• 1.6 ユーザ認証

• 1.7 セッション管理

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 2.4 セッションの一覧を取得する

2.7 セッションを破棄する
不要になったセッションを破棄します。セッションを破棄すると、そのセッションで取得したロッ
クも同時に解除されます。リクエストの Authorization ヘッダには、破棄するセッションのトークン

を指定してください。

実行権限

ストレージ管理者（参照）
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リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/sessions/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

セッション生成時に取得した sessionIdの値を指定します。Administrator ユーザグループ

（ビルトイングループ）に属するユーザは、セッション情報取得で取得した sessionIdの値

を指定できます。

属性 型 説明

sessionId int （必須）セッション ID

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "force": true
}

属性 型 説明

force boolean ほかのユーザが生成したセッションも強制的に破棄するかどうかを指定します。こ

の属性は、Administrator ユーザグループ（ビルトイングループ）に属するユーザだけ

が指定できます。

• true：ほかのユーザのセッションも強制的に破棄する

• false：自分が生成したセッションだけを破棄する

省略した場合、falseが指定されたと見なされます。

レスポンスメッセージ

ボディ

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/sessions/1

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.7 セッション管理
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• 2.4 セッションの一覧を取得する

2.8 ジョブの情報の一覧を取得する
ユーザが REST API から投入したジョブの情報の一覧を取得します。Administrator ユーザグループ

（ビルトイングループ）に属するユーザの場合、登録されているすべてのジョブについて情報を取得
できます。ジョブの情報は発行した API の内容を確認したり、ストレージシステムで発生した問題

の原因を特定する情報として利用したりします。

実行権限

この API の実行に必要なロールはありません。対象となるストレージシステムに認証が通るユー

ザで発行します。

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/jobs

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

クエリパラメータを指定しない場合、ユーザが参照できるジョブ情報のうちジョブの投入時刻

が新しいものから 100 件を取得します。

パラメータ 型 フィルタ条件

startCreatedTime ISO8601string （任意）取得するジョブ投入時刻の始点を YYYY-MM-DDThh:mm:ssZ
形式で指定します。

指定された時刻以降（指定時刻を含む）に投入されたジョブ情報を取

得します。

endCreatedTime ISO8601string （任意）取得するジョブ投入時刻の終点を YYYY-MM-DDThh:mm:ssZ
形式で指定します。

指定された時刻より前（指定時刻を含まない）に投入されたジョブ情

報を取得します。

count int （任意）取得するジョブの件数を 1～100の値で指定します。

指定された件数を上限としてジョブ情報を取得します。

省略した場合、100が指定されます。

status string （任意）取得するジョブの状態（Status）として、次の値を指定しま

す。

• Initializing：初期化中

同時に state を指定する場合、state には Queuedを指定します。

• Running：実行中

同時に state を指定する場合、state には Startedを指定します。

• Completed：実行完了

同時に state を指定する場合、state には Succeeded、Failed、
Unknownのどれかを指定します。

state string （任意）取得するジョブの状態（State）として、次の値を指定します。

• Queued：ジョブがキューイングされた状態
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パラメータ 型 フィルタ条件

• Started：ジョブが開始された状態

• Succeeded：ジョブが成功した状態

• Failed：ジョブが失敗した状態

• Unknown：ジョブの状態が不明

例として、2015/05/01 08:00:00 以降 2015/05/31 23:59:59 以前のジョブ情報のうち正常終了した

ものをジョブ投入時刻の新しいものから 30 件を上限として取得する場合を次に示します。

?
startCreatedTime=2015-05-01T08:00:00Z&endCreatedTime=2015-05-31T23:59
:59Z&count=30&state=Succeeded

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "jobId": 2,
      "self": "/ConfigurationManager/v1/objects/jobs/2",
      "userId": "rest-test",
      "status": "Completed",
      "state": "Succeeded",
      "createdTime": "2015-09-14T02:08:13Z",
      "updatedTime": "2015-09-14T02:08:13Z",
      "completedTime": "2015-09-14T02:08:13Z",
      "request": {
        "requestUrl": "/ConfigurationManager/v1/services/resource-
group-service/actions/lock/invoke",
        "requestMethod": "POST",
        "requestBody": {
          "parameters": {
            "waitTime": null
          }
        }
      },
      "affectedResources": [
        "/ConfigurationManager/v1/objects/resource-groups"
      ]
    },
    {
      "jobId": 1,
      "self": "/ConfigurationManager/v1/objects/jobs/1",
      "userId": "rest-test",
      "status": "Completed",
      "state": "Failed",
      "createdTime": "2015-09-14T02:04:11Z",
      "updatedTime": "2015-09-14T02:04:12Z",
      "completedTime": "2015-09-14T02:04:12Z",
      "request": {
        "requestUrl": "/ConfigurationManager/v1/services/resource-
group-service/actions/lock/invoke",
        "requestMethod": "POST",
        "requestBody": {
          "parameters": {
            "waitTime": null
          }
        }
      },
      "error": {
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        "errorSource": "/ConfigurationManager/v1/services/resource-
group-service/actions/lock/invoke",
        "message": "An error occurred in the storage system. 
(message =  Access denied with Lock/Unlock)",
        "cause": "An error occurred during execution of a RAID 
Manager command.",
        "solution": "See the manual of the RAID Manager and remove 
the cause of the error.",
        "solutionType": "SEE_ERROR_DETAIL",
        "messageId": "KART30000-E",
        "errorCode": {
          "errorCode": "EX_EACCES"
        }
      }
    }
  ]
}

属性 型 説明

data object[] ユーザが REST API から作成したジョブの情報（ジョブオブジェクト）

1 度に最大で 100 件のジョブ情報を取得します。

ジョブオブジェクトのスキーマについては、ジョブオブジェクトの説明を参照してください。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/jobs

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

2.9 特定のジョブの情報を取得する
ジョブ ID を指定して、ユーザが非同期 API から投入したジョブの情報を任意のタイミングで取得

します。 Administrator ユーザグループ（ビルトイングループ）に属するユーザの場合、他ユーザが

投入したジョブについてもジョブ情報が取得できます。取得した情報からジョブの状態を確認しま
す。

実行権限

この API の実行に必要なロールはありません。対象となるストレージシステムに認証が通るユー

ザで発行します。

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/jobs/＜オブジェクト ID ＞
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リクエストメッセージ

オブジェクト ID

非同期 API のレスポンスメッセージまたはジョブ一覧から取得した jobIdを指定します。

属性 型 説明

jobId long （必須）ジョブのオブジェクト ID

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "jobId": 3,
  "self": "/ConfigurationManager/v1/objects/jobs/3",
  "userId": "rest-test",
  "status": "Completed",
  "state": "Succeeded",
  "createdTime": "2015-09-14T02:08:13Z",
  "updatedTime": "2015-09-14T02:08:13Z",
  "completedTime": "2015-09-14T02:08:13Z",
  "request": {
    "requestUrl": "/ConfigurationManager/v1/services/resource-group-
service/actions/lock/invoke",
    "requestMethod": "POST",
    "requestBody": {
      "parameters": {
        "waitTime": null
      }
    }
  },
  "affectedResources": [
    "/ConfigurationManager/v1/objects/resource-groups"
  ]
}

ジョブオブジェクトのスキーマについては、ジョブオブジェクトの説明を参照してください。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

404 Not Found • 指定したジョブ ID に該当する情報がない

• 指定したジョブ ID に該当するジョブは API 発行ユーザが投入し

たものではない
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コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/jobs/3

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

2.10 リソースグループをロックする
API を実行するユーザに割り当てられたリソースグループのリソースを、ほかのユーザから操作さ

れないようロックします。ロックによる排他制御は、セッション単位に行われます。ロックされた
リソースに対するリクエストでは、ロック時に指定したセッションのトークンを、Authorization ヘ

ッダに指定します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/services/resource-group-service/actions/lock/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "waitTime": 30
  }
}

属性 型 説明

waitTime int ロックのタイムアウト時間（秒）

対象のリソースが、すでにほかのセッションでロックされていた場合などに、タイ

ムアウトするまで待機する最大時間を 0 ～ 7200 の値で指定します。

省略した場合、0が指定されたと見なされます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。
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属性 説明

affectedResources ロックを取得したリソースグループの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

503 Service unavailable 同一セッションを使用したロックまたはアンロックの API が実行中

のため、操作できません。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/services/resource-group-service/actions/lock/
invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

2.11 リソースグループをアンロックする
リソースグループのロックを解除します。ロックを解除するリクエストの Authorization ヘッダに

は、ロックを取得したセッションのトークンを指定してください。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/services/resource-group-service/actions/unlock/
invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

56 REST API で共通の操作

REST API リファレンスガイド



レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources ロックを解除したリソースグループの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

503 Service unavailable 同一セッションを使用したロックまたはアンロックの API が実行中

のため、操作できません。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/services/resource-group-
service/actions/unlock/invoke -d ""

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト
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3
ユーザ管理とアクセス制御

この章では、REST API から実行するユーザ管理と、ストレージシステムのリソースに対するアク

セス制御の操作について説明します。

 3.1 ユーザ管理とアクセス制御の概要

 3.2 ユーザ管理とアクセス制御の操作の流れ

 3.3 ユーザ ID とパスワードの入力規則

 3.4 リソースグループの一覧を取得する

 3.5 特定のリソースグループの情報を取得する

 3.6 仮想ストレージマシンの一覧を取得する

 3.7 リソースグループを作成する

 3.8 リソースグループにリソースを登録する

 3.9 リソースグループからリソースを削除する

 3.10 リソースグループを削除する

 3.11 ユーザグループの一覧を取得する

 3.12 特定のユーザグループの情報を取得する

 3.13 ユーザグループを作成する

 3.14 ユーザグループの設定を変更する

 3.15 ユーザグループにリソースグループを割り当てる

 3.16 ユーザグループに割り当てたリソースグループを解除する

 3.17 ユーザグループを削除する
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 3.18 ユーザの一覧を取得する

 3.19 特定のユーザの情報を取得する

 3.20 ユーザを作成する

 3.21 ユーザのパスワードを変更する

 3.22 ユーザをユーザグループに登録する

 3.23 ユーザをユーザグループから削除する

 3.24 ユーザを削除する
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3.1 ユーザ管理とアクセス制御の概要
ストレージシステムのリソースを操作するには、操作対象のリソースに対する適切なロール（実行
権限）とアクセス権限が必要です。REST API を使用する前に、必要なロールとアクセス権限を持

つユーザを作成しておく必要があります。

ストレージシステムでは、リソースグループとユーザグループを使って、ユーザのロールとアクセ

ス権限を管理します。

リソースグループ

ストレージシステムのリソースを分割して管理するためのグループです。パリティグループ、

LDEV、ポートなどのリソースをリソースグループに登録することで、リソースグループに対

するアクセス権限を持つユーザだけがリソースを操作できます。

ユーザグループ

ストレージシステムのリソースに対して同じロールおよびアクセス権限を持つユーザをまと

めたグループです。ユーザグループに対してロールを割り当てることで、ユーザグループに属

するユーザにどの操作を許可するかを設定します。ユーザグループにリソースグループを割

り当てることで、ユーザグループに属するユーザがどのリソースにアクセスできるかを設定し

ます。

ロール

リソースに対する実行権限です。ロールはあらかじめ用意されており、ロールごとに実行でき

る操作が定義されています。各 API を実行するために必要なロールについては、各 API の説明

を参照してください。

maintenance utility や Hitachi Device Manager - Storage Navigator などを使って作成したユーザでも

REST API を実行できます。REST API を実行するユーザを、ほかのストレージ管理ソフトウェアで

作成する場合は、REST API のユーザ ID とパスワードの入力規則に従ってユーザを作成してくださ

い。

Hitachi Device Manager - Storage Navigator を使用している場合、REST API で作成したユーザ、ユー

ザグループ、およびリソースグループは、Hitachi Device Manager - Storage Navigator でも使用できま

す。

ストレージシステムのユーザ管理とアクセス制御の詳細については、マニュアル「システム管理者

ガイド」または「Hitachi Device Manager - Storage Navigator ユーザガイド」を参照してください。

メモ　

REST API を実行するユーザが、対象ストレージシステムのリソースを REST API でロックしている場合、ユー

ザ、ユーザグループ、およびリソースグループに対する操作は実行できません。その場合は、ロックを解除して

から操作を実行してください。

3.2 ユーザ管理とアクセス制御の操作の流れ
ストレージシステムを操作するユーザを作成し、操作に必要なリソースに対してアクセス権限を設
定する操作の流れについて説明します。

REST API でユーザを作成する際、所属するユーザグループを指定します。ユーザグループには、

そのグループ内のユーザが操作できるリソースの範囲と操作権限に応じて、リソースグループとロ

ールを割り当てておきます。
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ユーザとアクセス制御の設定の流れを次の図に示します。meta_resource やビルトイングループを

使用する場合は、リソースグループやユーザグループの設定は不要です。

リソースグループの設定

リソースグループを作成します。そのあと、パリティグループ、LDEV、ポートなどのリソー

スを登録します。リソースは、使用する業務や組織などのアクセス制御を実施したい単位でグ

ルーピングします。

ユーザグループの設定

ユーザグループを作成します。同時に、グループ内のユーザに操作を許可するリソースの範囲

と操作権限に応じたリソースグループとロールを割り当てます。

ユーザの設定

ユーザを作成します。同時に、所属するユーザグループを指定して、ユーザグループに登録し

ます。ユーザは、そのユーザグループに割り当てられたリソースグループ内のリソースを、割

り当てられたロールに応じて使用できるようになります。

3.3 ユーザ ID とパスワードの入力規則
REST API からストレージシステムを操作するユーザを作成する場合、ユーザ ID とパスワードに次

の文字を使用してください。

項目 文字数 使用できる文字

ユーザ ID 1～63 文字 • 半角英数字

• 次の半角記号

- . / @ _
スラッシュ（/）を含むユーザ ID は、オブジェクト ID として使用で

きません。

パスワード 6 ～63 文字 • 半角英数字

• 次の半角記号

, - . / @ _ \
円記号（\）を使用する場合、リクエストボディでは円記号（\）を

円記号（\）でエスケープしてください。

メモ　

REST API では使用せずに、Storage Navigator などの別製品だけで使用するユーザを作成する場合、ユーザを作

成する API の userId属性と userPassword属性、またはユーザのパスワードを変更する API の
userPassword属性で、次の文字が使用できます。

• userId属性
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ユーザ ID を 1～256 文字で指定します。使用できる文字は次のとおりです。

◦ 半角英数字

◦ 次の半角記号

! # $ % & ' * + - . / = ? @ ^ _ ` { | } ~
• userPassword属性

パスワードを 6 ～256 文字で指定します。使用できる文字は次のとおりです。

◦ 半角英数字

◦ 次の半角記号

! # $ % & ' ( ) * + , - . / : ; < = > ? @ [ \ ] ^ _ ` { | } ~
円記号（\）を使用する場合、リクエストボディでは円記号（\）を円記号（\）でエスケープしてくだ

さい。

ユーザ ID やパスワードに使用する文字や文字数は、ご利用のソフトウェアの入力規則に合わせて設定してくだ

さい。ただし、上記の表の入力規則以外の条件で作成されたユーザでは、REST API を実行できません。

3.4 リソースグループの一覧を取得する
対象となるストレージシステムに登録されているリソースグループの情報を取得します。クエリパ
ラメータを使用して、必要なリソースの情報だけを取得することもできます。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/resource-groups

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

実行結果をフィルタリングする場合

パラメータ 型 フィルタ条件

lockStatus string （任意）リソースグループのロック状態

• Locked：ロックされているリソースグループの情報を取得する

• Unlocked：ロックされていないリソースグループの情報を取得する

リソースグループ内の特定のリソースの種類だけを取得する場合

リソースグループの数が多いと、情報の取得に時間が掛かることがあります。その場合、次の

クエリパラメータを使用して必要なリソースの情報だけを取得することで、掛かる時間を短く

することができます。

パラメータ 型 フィルタ条件

attributes string （任意）取得するリソースの種類

指定した属性に対応するリソースの情報だけを取得します。

複数指定する場合は、コンマで区切ります。

lockStatusパラメータと組み合わせて使うこともできます。

• ldevIds：LDEV 番号
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パラメータ 型 フィルタ条件

• parityGroupIds：パリティグループ番号

• externalParityGroupIds：外部パリティグループ番号

• portIds：ポート番号

• hostGroupIds：ホストグループまたは iSCSI ターゲットのオブジェクト ID
指定を省略すると、上記のすべての属性の情報を取得します。

そのほかの属性は、このクエリパラメータの指定に関係なく常に取得されます。

クエリパラメータの指定例を場合ごとに次に示します。

ロックされているリソースグループの LDEV 番号を取得する場合

?lockStatus=Locked&attributes=ldevIds

すべてのリソースグループのポート番号、およびホストグループまたは iSCSI ターゲットの

オブジェクト ID を取得する場合

?attributes=portIds,hostGroupIds

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

すべての種類のリソースグループの情報を取得した場合の出力例を次に示します。

{
  "data": [
    {
      "resourceGroupId": 4,
      "resourceGroupName": "devResourceGroup",
      "lockStatus": "Locked",
      "lockOwner": "devUser",
      "lockHost": "esx8061",
      "virtualStorageId": 0,
      "ldevIds": [
        12,
        13
      ],
      "parityGroupIds": [
        "1-1",
        "1-2"
      ],
      "externalParityGroupIds": [
        "1-5",
        "1-6"
      ],
      "portIds": [
        "CL1-A",
        "CL1-B"
      ],
      "hostGroupIds": [
        "CL1-A,4",
        "CL1-A,5",
        "CL1-A,6"
      ]
    },
    {
      "resourceGroupId": 5,
      "resourceGroupName": "sales_group_resource",
      "lockStatus": "Unlocked",
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      "virtualStorageId": 0,
      "ldevIds": [
        32,
        33
      ],
      "parityGroupIds": [
        "2-1",
        "2-2"
      ],
      "externalParityGroupIds": [
        "1-7",
        "1-8"
      ],
      "portIds": [
        "CL3-A"
      ],
      "hostGroupIds": [
        "CL3-A,1",
        "CL3-A,2"
      ]
    }
  ]
}

attributesクエリパラメータを指定して、ポート番号およびホストグループまたは iSCSI タ
ーゲットの情報だけを取得した場合の出力例を次に示します。

{
  "data": [
    {
      "resourceGroupId": 4,
      "resourceGroupName": "devResourceGroup",
      "lockStatus": "Locked",
      "lockOwner": "devUser",
      "lockHost": "esx8061",
      "virtualStorageId": 0,
      "portIds": [
        "CL1-A",
        "CL1-B"
      ],
      "hostGroupIds": [
        "CL1-A,4",
        "CL1-A,5",
        "CL1-A,6"
      ]
    },
    {
      "resourceGroupId": 5,
      "resourceGroupName": "sales_group_resource",
      "lockStatus": "Unlocked",
      "virtualStorageId": 0,
      "portIds": [
        "CL3-A"
      ],
      "hostGroupIds": [
        "CL3-A,1",
        "CL3-A,2"
      ]
    }
  ]
}

属性 型 説明

resourceGroupName string リソースグループ名

resourceGroupId int リソースグループ ID

lockStatus string リソースグループのロック状態
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属性 型 説明

• Locked：リソースグループがロックされている状態

• Unlocked：リソースグループがロックされていない状態

selfLock boolean Authorization ヘッダに指定したセッションがリソースグループをロッ

クしているかどうか

• true：指定したセッションがロックしている

• false：指定したセッション以外のセッションがロックしている

リソースグループが、API を実行したユーザと同じユーザが生成した

セッションによってロックされている場合にだけ出力されます。

lockOwner string リソースグループをロックしているユーザ ID
リソースグループがロックされている場合にだけ出力されます。

lockHost string リソースグループをロックしている IP アドレスまたはホスト名

REST API からリソースグループをロックした場合、GUM の IP アド

レスまたはホスト名が出力されます。

リソースグループがロックされている場合にだけ出力されます。

lockSessionId int リソースグループをロックしているセッション ID
リソースグループがロックされている場合で、Administrator ユーザグ

ループ（ビルトイングループ）に属するユーザが API を実行したとき

だけ出力されます。

virtualStorageId int リソースグループに対応している仮想ストレージマシンの ID

ldevIds int[] LDEV 番号

parityGroupIds string[] パリティグループ番号

externalParityGroupIds string[] 外部パリティグループ番号

portIds string[] ポート番号

hostGroupIds string[] ホストグループまたは iSCSI ターゲットのオブジェクト ID

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/resource-groups

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

3.5 特定のリソースグループの情報を取得する
指定したリソースグループの情報を取得します。リソースグループのロック状態、またはロックし
ているユーザ ID もしくはホスト名などを確認します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）
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リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/resource-groups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リソースグループの情報取得で取得した resourceGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

resourceGroupId int （必須）リソースグループ ID
0～1023の 10 進数で指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "resourceGroupId": 4,
  "resourceGroupName": "devResourceGroup",
  "lockStatus": "Locked",
  "lockOwner": "devUser",
  "lockHost": "esx8061",
  "virtualStorageId": 0,
  "ldevIds": [
    12,
    13
  ],
  "parityGroupIds": [
    "1-1",
    "1-2"
  ],
  "externalParityGroupIds": [
    "1-5",
    "1-6"
  ],
  "portIds": [
    "CL1-A",
    "CL1-B"
  ],
  "hostGroupIds": [
    "CL1-A,4",
    "CL1-A,5",
    "CL1-A,6"
  ]
}

属性 型 説明

resourceGroupName string リソースグループ名

resourceGroupId int リソースグループ ID

lockStatus string リソースグループのロック状態

ユーザ管理とアクセス制御 67
REST API リファレンスガイド



属性 型 説明

• Locked：リソースグループがロックされている状態

• Unlocked：リソースグループがロックされていない状態

selfLock boolean Authorization ヘッダに指定したセッションがリソースグループをロッ

クしているかどうか

• true：指定したセッションがロックしている

• false：指定したセッション以外のセッションがロックしている

リソースグループが、API を実行したユーザと同じユーザが生成した

セッションによってロックされている場合にだけ出力されます。

lockOwner string リソースグループをロックしているユーザ ID
リソースグループがロックされている場合にだけ出力されます。

lockHost string リソースグループをロックしているホスト名

REST API からリソースグループをロックした場合、GUM のホスト名

が出力されます。

リソースグループがロックされている場合にだけ出力されます。

lockSessionId int リソースグループをロックしているセッション ID
リソースグループがロックされている場合で、Administrator ユーザグ

ループ（ビルトイングループ）に属するユーザが API を実行したとき

だけ出力されます。

virtualStorageId int リソースグループに対応している仮想ストレージマシンの ID

ldevIds int[] LDEV 番号

parityGroupIds string[] パリティグループ番号

externalParityGroupIds string[] 外部パリティグループ番号

portIds string[] ポート番号

hostGroupIds string[] ホストグループまたは iSCSI ターゲットのオブジェクト ID

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/resource-groups/4

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

3.6 仮想ストレージマシンの一覧を取得する
仮想ストレージマシンの一覧を取得します。シリアル番号、モデル名およびリソースグループ ID
の情報が取得できます。

実行権限

ストレージ管理者（参照）
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リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/virtual-storages

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "virtualSerialNumber": "400000",
      "virtualModel": "VSP G800 and VSP F800",
      "resourceGroupIds": [
        0,
        1
      ]
    },
    {
      "virtualSerialNumber": "300000",
      "virtualModel": "HUS VM",
      "resourceGroupIds": [
        2
      ]
    },
    {
      "virtualSerialNumber": "10000",
      "virtualModel": "HUS110",
      "resourceGroupIds": [
        3
      ]
    }
  ]
}

属性 型 説明

virtualSerialNumber string 仮想ストレージマシンのシリアル番号

virtualModel string 仮想ストレージマシンのモデル名

resourceGroupIds int[] リソースグループ ID

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET  
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/virtual-storages

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

3.7 リソースグループを作成する
リソースグループを作成します。

実行権限

セキュリティ管理者（参照・編集）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/resource-groups

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "resourceGroupName":"devResourceGroup",
  "virtualStorageId":"2"
}

属性 型 説明

resourceGroupName string （必須）リソースグループ名

1～32 文字で指定します。

virtualStorageId int （任意）リソースグループに対応している仮想ストレージマシンの ID
0～7の 10 進数で指定します。

省略した場合、0が設定されます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 作成したリソースグループの URL
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ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/resource-groups

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 3.4 リソースグループの一覧を取得する

3.8 リソースグループにリソースを登録する
リソースグループにリソースを登録します。

実行権限

セキュリティ管理者（参照・編集）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/resource-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/
add-resource/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リソースグループの情報取得で取得した resourceGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

resourceGroupId int （必須）リソースグループ ID
1～1023の 10 進数で指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

LDEV 番号を指定した場合のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "ldevIds": [
      2,
      3
    ],
    "parityGroupIds": [
      "1-1",
      "1-2"
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    ],
    "externalParityGroupIds": [
      "1-5",
      "1-6"
    ],
    "portIds": [
      "CL1-A",
      "CL1-B"
    ],
    "hostGroupIds": [
      "CL1-A,4",
      "CL1-A,5",
      "CL1-A,6"
    ]
  }
}

LDEV 番号を範囲指定した場合のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "startLdevId": 2,
    "endLdevId": 5,
    "parityGroupIds": [
      "1-1",
      "1-2"
    ],
    "externalParityGroupIds": [
      "1-5",
      "1-6"
    ],
    "portIds": [
      "CL1-A",
      "CL1-B"
    ],
    "hostGroupIds": [
      "CL1-A,4",
      "CL1-A,5",
      "CL1-A,6"
    ]
  }
}

属性 型 説明

parityGroupIds string[] （任意）パリティグループ番号

externalParityGroupIds string[] （任意）外部パリティグループ番号

portIds string[] （任意）ポート番号

hostGroupIds string[] （任意）ホストグループまたは iSCSI ターゲットのオブジェクト ID
ホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報取得で取得した

hostGroupIdの値を指定します。

ldevIds int[] （任意）LDEV 番号

0～65279の値を指定します。この属性を指定した場合は

startLdevId属性と endLdevId属性は指定できません。

startLdevId int （任意）開始 LDEV 番号

LDEV を範囲指定する場合、0～65278の値を指定します。この属性

を指定した場合、endLdevId属性も指定します。ldevId属性を指

定した場合はこの属性は指定できません。

endLdevId int （任意）終了 LDEV 番号
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属性 型 説明

LDEV を範囲指定する場合、1～65279の値を指定します。この属性

を指定した場合、startLdevId属性も指定します。ldevId属性を

指定した場合はこの属性は指定できません。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources リソースを登録したリソースグループの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/resource-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/add-
resource

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/resource-groups/4/
actions/add-resource

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" --data-binary 
@./InputParameters.json -X POST https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/resource-groups/4/actions/add-resource/
invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 3.4 リソースグループの一覧を取得する
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3.9 リソースグループからリソースを削除する
リソースグループから不要になったリソースを削除します。

実行権限

セキュリティ管理者（参照・編集）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/resource-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/
remove-resource/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リソースグループの情報取得で取得した resourceGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

resourceGroupId int （必須）リソースグループ ID
1～1023の 10 進数で指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

LDEV 番号を指定した場合のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "ldevIds": [
      2,
      3
    ],
    "parityGroupIds": [
      "1-1",
      "1-2"
    ],
    "externalParityGroupIds": [
      "1-5",
      "1-6"
    ],
    "portIds": [
      "CL1-A",
      "CL1-B"
    ],
    "hostGroupIds": [
      "CL1-A,4",
      "CL1-A,5",
      "CL1-A,6"
    ]
  }
}

LDEV 番号を範囲指定した場合のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
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    "startLdevId": 2,
    "endLdevId": 5,
    "parityGroupIds": [
      "1-1",
      "1-2"
    ],
    "externalParityGroupIds": [
      "1-7",
      "1-8"
    ],
    "portIds": [
      "CL1-A",
      "CL1-B"
    ],
    "hostGroupIds": [
      "CL1-A,4",
      "CL1-A,5",
      "CL1-A,6"
    ]
  }
}

属性 型 説明

parityGroupIds string[] （任意）パリティグループ番号

externalParityGroupIds string[] （任意）外部パリティグループ番号

portIds string[] （任意）ポート番号

hostGroupIds string[] （任意）ホストグループまたは iSCSI ターゲットのオブジェクト ID
ホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報取得で取得した

hostGroupIdの値を指定します。

ldevIds int[] （任意）LDEV 番号

0～65279の値を指定します。この属性を指定した場合は

startLdevId属性と endLdevId属性は指定できません。

startLdevId int （任意）開始 LDEV 番号

LDEV を範囲指定する場合、0～65278の値を指定します。この属性

を指定した場合、endLdevId属性も指定します。ldevId属性を指

定した場合はこの属性は指定できません。

endLdevId int （任意）終了 LDEV 番号

LDEV を範囲指定する場合、1～65279の値を指定します。この属性

を指定した場合、startLdevId属性も指定します。ldevId属性を

指定した場合はこの属性は指定できません。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources リソースを削除したリソースグループの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/resource-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/
remove-resource
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ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/resource-groups/4/
actions/remove-resource

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" --data-binary 
@./InputParameters.json -X POST https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/resource-groups/4/actions/remove-
resource/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 3.4 リソースグループの一覧を取得する

3.10 リソースグループを削除する
不要なリソースグループを削除します。

実行権限

セキュリティ管理者（参照・編集）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/resource-groups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リソースグループの情報取得で取得した resourceGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

resourceGroupId int （必須）リソースグループ ID
1～1023の 10 進数で指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

76 ユーザ管理とアクセス制御

REST API リファレンスガイド



なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除したリソースグループの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/resource-groups/4

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 3.4 リソースグループの一覧を取得する

3.11 ユーザグループの一覧を取得する
対象のストレージシステムに登録されているユーザグループの一覧を取得します。

実行権限

セキュリティ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/user-groups

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。
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レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "userGroupObjectId": "devGroup",
      "userGroupId": "devGroup",
      "roleNames": [
        "Audit Log Administrator (View & Modify)"
      ],
      "resourceGroupIds": [
        1,
        2,
        3
      ],
      "isBuiltIn": false,
      "hasAllResourceGroup": false
    },
    {
      "userGroupObjectId": "adminGroup",
      "userGroupId": "adminGroup",
      "roleNames": [
        "Audit Log Administrator (View & Modify)",
        "Security Administrator (View & Modify)",
        "Storage Administrator (Initial Configuration)",
        "Storage Administrator (Local Copy)",
        "Storage Administrator (Performance Management)",
        "Storage Administrator (Provisioning)",
        "Storage Administrator (Remote Copy)",
        "Storage Administrator (System Resource Management)"
      ],
      "isBuiltIn": false,
      "hasAllResourceGroup": true
    }
  ]
}

属性 型 説明

userGroupObjectId string ユーザグループ ID のオブジェクト ID
ユーザグループ ID が RFC3986 に定められた予約文字を含む場合、エ

ンコードされた文字列が出力されます。

userGroupId string ユーザグループ ID

roleNames string[] ユーザグループに割り当てたロール名

resourceGroupIds int[] ユーザグループに割り当てたリソースグループの ID

isBuiltIn boolean ビルトインユーザグループかどうか

• true：ビルトインユーザグループ

• false：ユーザが作成したユーザグループ

hasAllResourceGroup boolean 全リソースグループが対象に割り当たっているかどうか

• true：全リソースグループが割り当てられている

• false：指定したリソースグループが割り当てられている

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/user-groups

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

3.12 特定のユーザグループの情報を取得する
指定したユーザグループの情報を取得します。

実行権限

セキュリティ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/user-groups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ユーザグループの情報取得で取得した userGroupObjectIdの値を指定します。

属性 型 説明

userGroupObjectId string （必須）ユーザグループ ID のオブジェクト ID
大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "userGroupObjectId": "devGroup",
  "userGroupId": "devGroup",
  "roleNames":[
    "Security Administrator (View Only)"
  ],
  "resourceGroupIds": [
    1,
    2,
    3
  ],
  "isBuiltIn":false,
  "hasAllResourceGroup":false
}
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属性 型 説明

userGroupObjectId string ユーザグループ ID のオブジェクト ID
ユーザグループ ID が RFC3986 に定められた予約文字を含む場合、エン

コードされた文字列が出力されます。

userGroupId string ユーザグループ ID

roleNames string[] ユーザグループに割り当てたロール名

resourceGroupIds int[] ユーザグループに割り当てたリソースグループの ID

isBuiltIn boolean ビルトインユーザグループかどうか

• true：ビルトインユーザグループ

• false：ユーザが作成したユーザグループ

hasAllResourceGroup boolean 全リソースグループが対象に割り当たっているかどうか

• true：全リソースグループが割り当てられている

• false：指定したリソースグループが割り当てられている

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/user-groups/devGroup

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

3.13 ユーザグループを作成する
適切なロールとリソースグループを割り当てて、ユーザグループを作成します。

実行権限

セキュリティ管理者（参照・編集）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/user-groups

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。
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ボディ

{
  "userGroupId":"devGroup",
  "roleNames":[
    "Security Administrator (View Only)"
  ],
  "resourceGroupIds": [
    8,
    9
  ],
  "hasAllResourceGroup":false
}

属性 型 説明

userGroupId string （必須）ユーザグループ ID
1～64 文字で指定します。

roleNames string[] （必須）ロール名

次のロール名を指定します。大文字と小文字を区別します。複数指定

する場合はコンマで区切ります。

• Audit Log Administrator (View & Modify)
• Audit Log Administrator (View Only)
• Security Administrator (View & Modify)
• Security Administrator (View Only)
• Storage Administrator (Initial Configuration)
• Storage Administrator (Local Copy)
• Storage Administrator (Performance Management)
• Storage Administrator (Provisioning)
• Storage Administrator (Remote Copy)
• Storage Administrator (System Resource

Management)
• Storage Administrator (View Only)
• Support Personnel
• User Maintenance

resourceGroupIds int[] （任意）リソースグループ ID
0～1023の 10 進数で指定します。複数指定する場合はコンマで区切

ります。hasAllResourceGroup属性が trueの場合は指定できま

せん。

hasAllResourceGroup boolean （必須）全リソースグループを対象に割り当てるかどうか

• true：全リソースグループを割り当てる

• false：指定したリソースグループを割り当てる

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。
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属性 説明

affectedResources 作成したユーザグループの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/user-groups

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 3.11 ユーザグループの一覧を取得する

3.14 ユーザグループの設定を変更する
指定したユーザグループのユーザグループ ID やロールを設定します。

実行権限

セキュリティ管理者（参照・編集）

リクエストライン

PATCH ＜ベース URL ＞/v1/objects/user-groups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ユーザグループの情報取得で取得した userGroupObjectIdの値を指定します。

属性 型 説明

userGroupObjectId string （必須）ユーザグループ ID のオブジェクト ID
大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

ユーザグループ ID を変更する場合のコード例を次に示します。

{
  "userGroupId":"adminGroup"
}
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全リソースグループを対象に割り当てる場合のコード例を次に示します。

{
  "hasAllResourceGroup": true
}

ロール名を変更する場合のコード例を次に示します。

{
  "roleNames":[
    "Security Administrator (View & Modify)",
    "Audit Log Administrator (View & Modify)"  
  ]
}

1 回のリクエストで属性を 1 つだけ指定できます。

属性 型 説明

userGroupId string （任意）ユーザグループ ID
1～64 文字で指定します。

hasAllResourceGroup boolean （任意）全リソースグループを対象に割り当てるかどうか

• true：全リソースグループを割り当てる

• false：指定したリソースグループを割り当てる

roleNames string[] （必須）ロール名

次のロール名を指定します。大文字と小文字を区別します。複数指定

する場合はコンマで区切ります。

• Audit Log Administrator (View & Modify)
• Audit Log Administrator (View Only)
• Security Administrator (View & Modify)
• Security Administrator (View Only)
• Storage Administrator (Initial Configuration)
• Storage Administrator (Local Copy)
• Storage Administrator (Performance Management)
• Storage Administrator (Provisioning)
• Storage Administrator (Remote Copy)
• Storage Administrator (System Resource

Management)
• Storage Administrator (View Only)
• Support Personnel
• User Maintenance

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 設定を変更したユーザグループの URL
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Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X PATCH 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/user-groups/devGroup

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 3.11 ユーザグループの一覧を取得する

3.15 ユーザグループにリソースグループを割り当てる
作成済みのユーザグループに、リソースグループを割り当てます。

実行権限

セキュリティ管理者（参照・編集）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/user-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/add-
resource-group/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ユーザグループの情報取得で取得した userGroupObjectIdの値を指定します。

属性 型 説明

userGroupObjectId string （必須）ユーザグループ ID のオブジェクト ID
大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "resourceGroupIds": [
      1,
      2
    ]
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  }
}

属性 型 説明

resourceGroupIds int[] （必須）リソースグループ ID
0～1023の 10 進数で指定します。複数指定する場合はコンマで区切ります。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources リソースグループを割り当てたユーザグループの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/user-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/add-
resource-group

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/user-groups/devGroup/
actions/add-resource-group

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" --data-binary 
@./InputParameters.json -X POST https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/user-groups/devGroup/actions/add-
resource-group/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 3.11 ユーザグループの一覧を取得する
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3.16 ユーザグループに割り当てたリソースグループを解除する
ユーザグループに割り当てたリソースグループを解除します。

実行権限

セキュリティ管理者（参照・編集）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/user-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/remove-
resource-group/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ユーザグループの情報取得で取得した userGroupObjectIdの値を指定します。

属性 型 説明

userGroupObjectId string （必須）ユーザグループ ID のオブジェクト ID
大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "resourceGroupIds": [
      1,
      2
    ]
  }
}

属性 型 説明

resourceGroupIds int[] （必須）リソースグループ ID
0～1023の 10 進数で指定します。複数指定する場合はコンマで区切ります。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources リソースグループの割り当てを解除したユーザグループの URL
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Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/user-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/remove-
resource-group

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/user-groups/devGroup/
actions/remove-resource-group

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" --data-binary 
@./InputParameters.json -X POST https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/user-groups/devGroup/actions/remove-
resource-group/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 3.11 ユーザグループの一覧を取得する

3.17 ユーザグループを削除する
不要なユーザグループを削除します。対象のユーザグループがユーザに割り当てられている場合は
ユーザグループを削除できません。

実行権限

セキュリティ管理者（参照・編集）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/user-groups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ユーザグループの情報取得で取得した userGroupObjectIdの値を指定します。

属性 型 説明

userGroupObjectId string （必須）ユーザグループ ID のオブジェクト ID
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属性 型 説明

大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除したユーザグループの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/user-groups/devGroup

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 3.11 ユーザグループの一覧を取得する

3.18 ユーザの一覧を取得する
対象のストレージシステムに登録されているユーザ情報の一覧を取得します。

実行権限

セキュリティ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/users

リクエストメッセージ

オブジェクト ID
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なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "userObjectId": "devUser",
      "userId": "devUser",
      "authentication": "local",
      "userGroupNames": [
        "Audit Log Administrator (View Only) User Group",
        "Storage Administrator (View & Modify) User Group"
      ],
      "isBuiltIn": false,
      "isAccountStatus": true
    },
    {
      "userObjectId": "adminUser",
      "userId": "adminUser",
      "authentication": "local",
      "userGroupNames": [
        "Administrator User Group"
      ],
      "isBuiltIn": false,
      "isAccountStatus": true
    }
  ]
}

属性 型 説明

userObjectId string ユーザ ID のオブジェクト ID
ユーザ ID が RFC3986 に定められた予約文字を含む場合、エンコードされ

た文字列が出力されます。

userId string ユーザ ID

userGroupNames string[] ユーザグループ名

isBuiltIn boolean ビルトインユーザアカウントかどうか

• true：ビルトインユーザアカウント

• false：ユーザが作成したアカウント

isAccountStatus boolean ユーザアカウントの状態

• true：ユーザアカウントが有効

• false：ユーザアカウントが無効

authentication string 認証の設定

• local：ストレージシステムで認証

• external：外部認証サーバで認証
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ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/users

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

3.19 特定のユーザの情報を取得する
指定したユーザの情報を取得します。

実行権限

セキュリティ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/users/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ユーザの情報取得で取得した userObjectIdの値を指定します。

属性 型 説明

userObjectId string （必須）ユーザ ID のオブジェクト ID
大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "userObjectId": "devUser",
  "userId": "devUser",
  "authentication": "local",
  "userGroupNames": [
    "Audit Log Administrator (View Only) User Group",
    "Storage Administrator (View & Modify) User Group"
  ],
  "isBuiltIn": false,
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  "isAccountStatus": true
}

属性 型 説明

userObjectId string ユーザ ID のオブジェクト ID
ユーザ ID が RFC3986 に定められた予約文字を含む場合、エンコードされ

た文字列が出力されます。

userId string ユーザ ID

userGroupNames string[] ユーザグループ名

isBuiltIn boolean ビルトインユーザアカウントかどうか

• true：ビルトインユーザアカウント

• false：ユーザが作成したアカウント

isAccountStatus boolean ユーザアカウントの状態

• true：ユーザアカウントが有効

• false：ユーザアカウントが無効

authentication string 認証の設定

• local：ストレージシステムで認証

• external：外部認証サーバで認証

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/users/devUser

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

3.20 ユーザを作成する
ユーザを作成し、適切な権限が設定されたユーザグループに割り当てます。 REST API で作成した

ユーザは、Hitachi Device Manager - Storage Navigator でも使用できます。

実行権限

セキュリティ管理者（参照・編集）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/users

リクエストメッセージ

オブジェクト ID
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なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "userId": "devUser",
  "authentication": "local",
  "userPassword":"devPassword",
  "userGroupNames": [
    "Audit Log Administrator (View Only) User Group",
    "Storage Administrator (View & Modify) User Group"
  ]
}

属性 型 説明

userId string （必須）ユーザ ID
ユーザ ID に指定できる文字数や使用できる文字については、ユーザ ID と

パスワードの入力規則の説明を参照してください。

userPassword string （任意）パスワード

authentication属性が externalの場合は指定できません。

パスワードに指定できる文字数や使用できる文字については、ユーザ ID と

パスワードの入力規則の説明を参照してください。

userGroupNames string[] （必須）ユーザグループ名

1～64 文字で指定します。8 個まで指定できます。

authentication string （必須）認証の設定

• local：ストレージシステムで認証

• external：外部認証サーバで認証※

注※　外部認証サーバでユーザ認証するには、SVP で外部認証サーバを使用するための設定を

行う必要があります。設定方法については、マニュアル「Hitachi Device Manager - Storage
Navigator ユーザガイド」を参照してください。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 作成したユーザの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
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data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/users/

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 3.3 ユーザ ID とパスワードの入力規則

• 3.18 ユーザの一覧を取得する

3.21 ユーザのパスワードを変更する
ストレージシステムのリソースを操作するユーザのパスワードを変更します。外部認証サーバで認
証しているユーザのパスワードは変更できません。

実行権限

セキュリティ管理者（参照・編集）

リクエストライン

PATCH ＜ベース URL ＞/v1/objects/users/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ユーザの情報取得で取得した userObjectIdの値を指定します。

属性 型 説明

userObjectId string （必須）ユーザ ID のオブジェクト ID
大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "userPassword":"userPass"
}

属性 型 説明

userPassword string （必須）新しいパスワード

パスワードに指定できる文字数や使用できる文字につい

ては、ユーザ ID とパスワードの入力規則の説明を参照

してください。

レスポンスメッセージ

ボディ
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ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources パスワードを変更したユーザの URL

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X PATCH 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/users/devUser

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 3.3 ユーザ ID とパスワードの入力規則

• 3.18 ユーザの一覧を取得する

3.22 ユーザをユーザグループに登録する
ユーザをユーザグループに登録するには、ユーザグループを指定してユーザオブジェクトに割り当
てます。

実行権限

セキュリティ管理者（参照・編集）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/users/＜オブジェクト ID ＞/actions/add-user-
group/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ユーザの情報取得で取得した userObjectIdの値を指定します。

属性 型 説明

userObjectId string （必須）ユーザ ID のオブジェクト ID
大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ
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なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "userGroupNames": [
      "System User Group"
    ]
  }
}

属性 型 説明

userGroupNames string[] （必須）ユーザグループ名

1～64 文字で指定します。

1 ユーザが所属できるユーザグループ数の上限は 8 個です。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources ユーザグループに登録したユーザの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/users/＜オブジェクト ID ＞/actions/add-user-group

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/users/devUser/
actions/add-user-group

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" --data-binary 
@./InputParameters.json -X POST https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/users/devUser/actions/add-user-group/
invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト
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• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 3.18 ユーザの一覧を取得する

3.23 ユーザをユーザグループから削除する
ユーザをユーザグループから削除するには、削除したいユーザグループを指定してユーザオブジェ
クトから解除します。ユーザが所属するユーザグループが 1 個の場合は削除できません。

実行権限

セキュリティ管理者（参照・編集）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/users/＜オブジェクト ID ＞/actions/remove-user-
group/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ユーザの情報取得で取得した userObjectIdの値を指定します。

属性 型 説明

userObjectId string （必須）ユーザ ID のオブジェクト ID
大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "userGroupNames": [
      "System User Group"
    ]
  }
}

属性 型 説明

userGroupNames string[] （必須）ユーザグループ名

1～64 文字で指定します。

1 ユーザが所属できるユーザグループ数の上限は 8 個です。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。
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属性 説明

affectedResources ユーザグループから削除したユーザの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/users/＜オブジェクト ID ＞/actions/remove-user-
group

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/users/devUser/
actions/remove-user-group

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" --data-binary 
@./InputParameters.json -X POST https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/users/devUser/actions/remove-user-group/
invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 3.18 ユーザの一覧を取得する

3.24 ユーザを削除する
不要なユーザを削除します。ストレージシステムのビルトインユーザは削除できません。

実行権限

セキュリティ管理者（参照・編集）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/users/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ユーザの情報取得で取得した userObjectIdの値を指定します。
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属性 型 説明

userObjectId string （必須）ユーザ ID のオブジェクト ID
大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除したユーザの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/users/devUser

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 3.18 ユーザの一覧を取得する
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4
パリティグループの操作

この章では、REST API で実行するパリティグループの操作について説明します。

 4.1 パリティグループとは

 4.2 パリティグループの情報を取得する

 4.3 特定のパリティグループの情報を取得する

 4.4 ドライブの情報を取得する

 4.5 特定のドライブの情報を取得する

 4.6 パリティグループを作成する

 4.7 ドライブの設定を変更する

 4.8 パリティグループの容量拡張の設定を変更する

 4.9 パリティグループをフォーマットする

 4.10 パリティグループを削除する
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4.1 パリティグループとは
パリティグループとは、ストレージシステム内で RAID を構成する物理ドライブの集まりです。

パリティグループから切り出した論理的な記憶領域を LDEV（基本ボリューム）として使用します。

ボリュームの割り当てやプールの作成などで使用する LDEV を作成するには、事前にパリティグル

ープが作成されている必要があります。

REST API でできるパリティグループの操作は次のとおりです。

• パリティグループを作成する

パリティグループを作成します。ストレージシステムの新規導入時やドライブの増設時などに

実行します。分散パリティグループを構成したり、パリティグループの暗号化やコピーバック

モードなどを設定したりすることもできます。

• ドライブの設定を変更する

指定したドライブをスペアドライブに割り当てたり、割り当てを解除したりします。スペアド

ライブは、パリティグループを構成するドライブに障害が発生したときに使用します。

• パリティグループの容量拡張の設定を変更する

容量拡張機能をサポートしているパリティグループの場合に、容量拡張の設定を有効または無

効に変更します。

• パリティグループをフォーマットする

パリティグループから作成したすべてのボリュームをフォーマットします。ストレージシステ

ムの新規導入やドライブの増設で複数のボリュームを作成したときに、ボリュームをまとめて

フォーマットできます。

• パリティグループを削除する

パリティグループを削除します。指定したパリティグループが分散パリティグループを構成す

るパリティグループのときは、連結されているすべてのパリティグループが削除されます。

パリティグループについての詳細は、マニュアル「システム構築ガイド」を参照してください。

4.2 パリティグループの情報を取得する
パリティグループの情報を一覧で取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）
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リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/parity-groups

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

指定した条件で実行結果をフィルタリングしたり、パリティグループの詳細な情報を追加で取

得したりできます。

• 実行結果をフィルタリングする場合

パラメータ 型 フィルタ条件

clprId int （任意）CLPR 番号

driveTypeName string （任意）ドライブタイプ

次の値が指定できます。

• SAS
• SSD(MLC)
• SSD(FMC)

driveSpeed int （任意）ドライブの回転数（rpm）

• 詳細情報を追加して取得する場合

パラメータ 型 説明

detailInfoType string （任意）取得する詳細情報のタイプ

• FMC
ドライブタイプが SSD(FMC)のパリティグループについて、容量拡張

の詳細な情報を追加します。

このパラメータは、実行結果をフィルタリングするパラメータと組み合わ

せて使うこともできます。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "parityGroupId": "1-1",
      "numOfLdevs": 357,
      "usedCapacityRate": 13,
      "availableVolumeCapacity": 9410,
      "raidLevel": "RAID5",
      "raidType": "3D+1P",
      "clprId": 0,
      "driveType": "DKR2E-H4R0SS",
      "driveTypeName": "SAS",
      "driveSpeed": 7200,
      "totalCapacity": 10941,
      "physicalCapacity": 10941,
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      "isAcceleratedCompressionEnabled": false
    },
    {
      "parityGroupId": "1-2",
      "numOfLdevs": 157,
      "usedCapacityRate": 36,
      "availableVolumeCapacity": 509,
      "raidLevel": "RAID5",
      "raidType": "3D+1P",
      "clprId": 0,
      "driveType": "DKR5C-K300SS",
      "driveTypeName": "SAS",
      "driveSpeed": 7200,
      "totalCapacity": 10941,
      "physicalCapacity": 10941,
      "isAcceleratedCompressionEnabled": false
    }
  ]
}

属性 型 説明

parityGroupId string パリティグループ番号

numOfLdevs int パリティグループ内の LDEV 数

usedCapacityRate int パリティグループの使用率

availableVolumeCapacity long 使用できる容量（GB）
空き領域の容量が表示されます。

1GB 未満の場合は、0が表示されます。

raidLevel string RAID レベル

raidType string RAID 種別

clprId int CLPR 番号

driveType string パリティグループを構成するドライブのドライブタイプコ

ード

driveTypeName string パリティグループを構成するドライブのドライブタイプ

driveSpeed int パリティグループを構成するドライブの回転数（rpm）

totalCapacity long パリティグループの論理容量の合計（GB）
容量拡張の設定が有効な場合、拡張容量が表示されます。

physicalCapacity long パリティグループの物理容量の合計（GB）
この属性の値は、1GB=10243 バイトです。

1GB 未満の場合は、0が表示されます。

isAcceleratedCompressionEnabled boolean パリティグループの容量拡張の設定

• true：容量拡張が有効

• false：容量拡張が無効

容量拡張の詳細情報を取得した場合

パリティグループのドライブタイプが SSD(FMC)のとき、クエリパラメータで

detailInfoTypeに FMCを指定して実行すると、次の情報も取得できます。

属性 型 説明

totalPhysicalCapacity long 無効な値が表示されます。

isExpandedSpaceUsed boolean パリティグループ内の LDEV が拡張領域を使用しているかどう

か

• true：LDEV が拡張領域を使用している
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属性 型 説明

• false：LDEV が物理領域を使用している、または LDEV が

未実装

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/parity-groups

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

4.3 特定のパリティグループの情報を取得する
パリティグループ番号を指定して、特定のパリティグループの情報を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/parity-groups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

パリティグループの情報取得で取得した parityGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

parityGroupId string （必須）パリティグループ番号

分散パリティグループの場合も同様に指定します。

1-3-1、1-3-2、および 1-3-3 の分散パリティグループの場合、次のように指定し

ます。

"parityGroupId"："1-3"

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。
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レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "parityGroupId": "1-1",
  "numOfLdevs": 111,
  "usedCapacityRate": 35,
  "availableVolumeCapacity": 1551,
  "raidLevel": "RAID5",
  "raidType": "3D+1P",
  "clprId": 0,
  "driveType": "DKR5D-J900SS",
  "driveTypeName": "SAS",
  "driveSpeed": 10000,
  "isEncryptionEnabled": false,
  "totalCapacity": 2415,
  "physicalCapacity": 2415,
  "isAcceleratedCompressionEnabled": false,
  "spaces": [
    {
      "partitionNumber": 0,
      "ldevId": 3840,
      "status": "NML",
      "lbaLocation": "0x000000000000",
      "lbaSize": "0x000000200000"
    },
    {
      "partitionNumber": 1,
      "ldevId": 3841,
      "status": "NML",
      "lbaLocation": "0x000000200400",
      "lbaSize": "0x000000200000"
    },...
}

属性 型 説明

parityGroupId string パリティグループ番号

numOfLdevs int パリティグループ内の LDEV 数

usedCapacityRate int パリティグループの使用率

availableVolumeCapacity long 使用できる容量（GB）
空き領域の容量が表示されます。

1GB 未満の場合は、0が表示されます。

raidLevel string RAID レベル

raidType string RAID 種別

clprId int CLPR 番号

driveType string パリティグループを構成するドライブのドライブタイプコ

ード

driveTypeName string パリティグループを構成するドライブのドライブタイプ

driveSpeed int パリティグループを構成するドライブの回転数（rpm）

isCopyBackModeEnabled boolean パリティグループのコピーバックモードの設定

• true：コピーバックモードが有効

• false：コピーバックモードが無効

isEncryptionEnabled boolean パリティグループの暗号化の設定

• true：暗号化が有効

• false：暗号化が無効
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属性 型 説明

totalCapacity long パリティグループの論理容量の合計（GB）

physicalCapacity long パリティグループの物理容量の合計（GB）
この属性の値は、1GB=10243 バイトです。

1GB 未満の場合は、0が表示されます。

isAcceleratedCompressionEnabled boolean パリティグループの容量拡張の設定

• true：容量拡張が有効

• false：容量拡張が無効

spaces object[] パリティグループ内に定義されている LDEV とフリースペ

ースに関する次の属性が表示されます。

• partitionNumber（long）
パリティグループを分割したパーティションの番号

• ldevId（int）
LDEV 番号

• status（string）
LDEV の状態

◦ NML：LDEV が実装されている、またはフリースペ

ースが確定している状態

◦ REG：LDEV を作成中

◦ DEL：LDEV を削除中

• lbaLocation（string）
パリティグループでのパーティションの LBA の開始位

置（512 バイト単位）

• lbaSize（string）
パリティグループでのパーティションのサイズ（512 バ

イト単位）

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/parity-groups/1-1

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

4.4 ドライブの情報を取得する
ドライブの情報の一覧を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）
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リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/drives

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

パラメータ 型 フィルタ条件

parityGroupId string （任意）ドライブが構成しているパリティグループ番号

usageType string （任意）ドライブの用途

条件として指定できる値は次のとおりです。

• DATA：データドライブ

• SPARE：スペアドライブ

• FREE：未使用のドライブ

driveTypeName string （任意）ドライブタイプ

条件として指定できる値は次のとおりです。

• SAS
• SSD(MLC)
• SSD(FMC)

driveSpeed int （任意）ドライブの回転数（rpm）

totalCapacity long （任意）ドライブの容量（GB）
このパラメータの値は、1GB=10003 バイトで指定してください。

ドライブタイプが SSD(FMD)または SSD(FMC)の場合は、このパラメータは使

用しないでください。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "driveLocationId": "0-0",
      "driveTypeName": "SAS",
      "driveSpeed": 10000,
      "totalCapacity": 600,
      "driveType": "DKR5D-J600SS",
      "usageType": "DATA",
      "status": "NML",
      "parityGroupId": "1-6",
      "serialNumber": "123456789012345678901"
    },
    {
      "driveLocationId": "0-1",
      "driveTypeName": "SAS",
      "driveSpeed": 10000,
      "totalCapacity": 600,
      "driveType": "DKR5D-J600SS",
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      "usageType": "DATA",
      "status": "NML",
      "parityGroupId": "1-6",
      "serialNumber": "123456789012345678902"
    },
    {
      "driveLocationId": "0-2",
      "driveTypeName": "SAS",
      "driveSpeed": 10000,
      "totalCapacity": 600,
      "driveType": "DKR5D-J600SS",
      "usageType": "DATA",
      "status": "NML",
      "parityGroupId": "1-6",
      "serialNumber": "123456789012345678903"
    },
    {
      "driveLocationId": "0-3",
      "driveTypeName": "SAS",
      "driveSpeed": 10000,
      "totalCapacity": 600,
      "driveType": "DKR5D-J600SS",
      "usageType": "DATA",
      "status": "NML",
      "parityGroupId": "1-6",
      "serialNumber": "123456789012345678904"
    }
  ]
}

属性 型 説明

driveLocationId string ドライブのロケーション（ドライブボックスの位置）

driveTypeName string ドライブタイプ

driveSpeed int ドライブの回転数（rpm）

totalCapacity long ドライブの容量（GB）
この属性の値は、1GB=10003 バイトです。

ドライブタイプが SSD(FMD)または SSD(FMC)の場合、表示される値は無効で

す。

driveType string ドライブタイプコード

usageType string ドライブの用途

• DATA：データドライブ

• SPARE：スペアドライブ

• FREE：未使用のドライブ

status string ドライブの状態

• NML：正常

• WAR：閉塞部位がある状態

• CPY：コピー中

• CPI：コピー不完全

• RSV：スペアドライブが使用できない状態

• FAI：障害による閉塞状態

• BLK：保守による閉塞状態

• Unknown：状態不明

parityGroupId string パリティグループ番号

ドライブがパリティグループを構成していない場合、表示されません。
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属性 型 説明

serialNumber string ドライブのシリアル番号

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/drives

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

4.5 特定のドライブの情報を取得する
ドライブのロケーション（ドライブボックスの位置）を指定して、特定のドライブの情報を取得し
ます。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/drives/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ドライブの情報で取得した driveLocationIdの値を指定します。

属性 型 説明

driveLocationId string （必須）ドライブのロケーション（ドライブボックスの位置）

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "driveLocationId": "0-0",
  "driveTypeName": "SAS",
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  "driveSpeed": 10000,
  "totalCapacity": 600,
  "driveType": "DKR5D-J600SS",
  "usageType": "DATA",
  "status": "NML",
  "parityGroupId": "1-6",
  "serialNumber": "123456789012345678901"
}

属性 型 説明

driveLocationId string ドライブのロケーション

driveTypeName string ドライブタイプ

driveSpeed int ドライブの回転数（rpm）

totalCapacity long ドライブの容量（GB）
この属性の値は、1GB=10003 バイトです。

ドライブタイプが SSD(FMD)または SSD(FMC)の場合、表示される値は無効で

す。

driveType string ドライブタイプコード

usageType string ドライブの用途

• DATA：データドライブ

• SPARE：スペアドライブ

• FREE：未使用のドライブ

status string ドライブの状態

• NML：正常

• WAR：閉塞部位がある状態

• CPY：コピー中

• CPI：コピー不完全

• RSV：スペアドライブが使用できない状態

• FAI：障害による閉塞状態

• BLK：保守による閉塞状態

• Unknown：状態不明

parityGroupId string ドライブが構成しているパリティグループ番号

ドライブがパリティグループを構成していない場合、表示されません。

serialNumber string ドライブのシリアル番号

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/drives/0-0

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード
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4.6 パリティグループを作成する
パリティグループを作成します。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/parity-groups

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

パリティグループを作成する場合のコード例を次に示します。

{
  "parityGroupId": "2-10",
  "driveLocationIds": ["1-1","1-2","1-3","1-4"],
  "raidType": "3D+1P",
  "isEncryptionEnabled": false,
  "isCopyBackModeEnabled": true,
  "isAcceleratedCompressionEnabled": true,
  "clprId": 1
}

分散パリティグループを 2 連結で作成する場合のコード例を次に示します。

{
  "concatenatedParityGroupIds": ["2-9","2-10"],
  "driveLocationIds": 
["1-1","1-2","1-3","1-4","1-5","1-6","1-7","1-8"],
  "raidType": "2D+2D",
  "isEncryptionEnabled": false,
  "isCopyBackModeEnabled": true,
  "isAcceleratedCompressionEnabled": true,
  "clprId": 1
}

属性 型 説明

parityGroupId string （任意）パリティグループ番号

<gno >-<sgno >形式で指定します。

parityGroupId属性または

concatenatedParityGroupIds属性のどちらか一方を

必ず指定してください。

concatenatedParityGroupIds string[] （任意）分散パリティグループを構成する場合に連結するパ

リティグループ番号を指定します。

110 パリティグループの操作

REST API リファレンスガイド



属性 型 説明

連結するパリティグループは driveLocationIds属性に

指定した順で作成されます。

parityGroupId属性または

concatenatedParityGroupIds属性のどちらか一方を

必ず指定してください。

driveLocationIds string[] （必須）ドライブのロケーション

パリティグループを構成するドライブのロケーションを指

定します。

raidType string （必須）RAID 種別

次の値を指定します。

• 2D+2D
• 2D+1P
• 3D+1P
• 4D+1P
• 5D+1P
• 6D+1P
• 7D+1P
• 8D+1P
• 4D+2P
• 6D+2P
• 8D+2P
• 10D+2P
• 12D+2P
• 14D+2P

isEncryptionEnabled boolean （任意）パリティグループの暗号化を有効にするかどうかを

指定します。

• true：暗号化を有効にする

• false：暗号化を無効にする

isAcceleratedCompressionEnabled属性が trueの

場合、trueは指定できません。

省略した場合、falseが設定されます。

isCopyBackModeEnabled boolean （任意）パリティグループのコピーバックモードを有効にす

るかどうかを指定します。

• true：コピーバックモードを有効にする

• false：コピーバックモードを無効にする

省略した場合、falseが設定されます。

isAcceleratedCompressionEnabled boolean （任意）パリティグループの容量拡張の設定を有効にするか

どうかを指定します。

• true：容量拡張を有効にする

• false：容量拡張を無効にする

isEncryptionEnabled属性が trueの場合、trueは指

定できません。

省略した場合、falseが設定されます。

clprId int （任意）CLPR 番号

CLPR 番号を 0～31で指定します。
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属性 型 説明

省略した場合、0が設定されます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 作成したパリティグループの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。その他のステータスコー

ドについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

409 Conflict 指定したパリティグループ番号または連結するパリティグループ番号

で、パリティグループを作成済みです。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/parity-groups

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 4.2 パリティグループの情報を取得する

4.7 ドライブの設定を変更する
ドライブの設定を変更します。指定したドライブをスペアドライブに割り当てたり、割り当てを解
除したりします。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

PATCH ＜ベース URL ＞/v1/objects/drives/＜オブジェクト ID ＞
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リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ドライブの情報の一覧取得で取得した driveLocationIdの値を指定します。

属性 型 説明

driveLocationId string （必須）ドライブのロケーション（ドライブボックスの位置）

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "isSpareEnabled": false
}

属性 型 説明

isSpareEnabled boolean （必須）スペアドライブの設定

• true：スペアドライブに割り当てる

• false：スペアドライブの割り当てを解除する

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 変更したドライブの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

Action テンプレート

なし。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X PATCH --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/drives/0-0

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト
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• 4.4 ドライブの情報を取得する

4.8 パリティグループの容量拡張の設定を変更する
パリティグループの容量拡張の設定を有効または無効に変更します。この API はパリティグルー

プが容量拡張機能をサポートしている場合、使用できます。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

PATCH ＜ベース URL ＞/v1/objects/parity-groups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

パリティグループの情報取得で取得した parityGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

parityGroupId string （必須）パリティグループ番号

分散パリティグループの場合も同様に指定します。

1-3-1、1-3-2、および 1-3-3 の分散パリティグループの場合、次のように指定しま

す。

"parityGroupId"："1-3"

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "isAcceleratedCompressionEnabled": true
}

属性 型 説明

isAcceleratedCompressionEnabled boolean （必須）パリティグループの容量拡張の設定を有効にする

かどうかを指定します。

• true：容量拡張を有効にする

• false：容量拡張を無効にする

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。
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属性 説明

affectedResources 容量拡張の設定を変更したパリティグループの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X PATCH --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/parity-groups/1-7

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 4.2 パリティグループの情報を取得する

4.9 パリティグループをフォーマットする
パリティグループから作成したすべてのボリュームをフォーマットします。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/parity-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/
format/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

パリティグループの情報取得で取得した parityGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

parityGroupId string （必須）パリティグループ番号

分散パリティグループの場合も同様に指定します。

1-3-1、1-3-2、および 1-3-3 の分散パリティグループの場合、次のように指定しま

す。

"parityGroupId"："1-3"

クエリパラメータ

なし。

ボディ
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なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。ジョブオブジェクトの説明を参照してください。この API
は affectedResourcesを表示しません。ジョブオブジェクトの state属性が

Succeededになるとフォーマットが実行されます。各ボリュームのフォーマットが完了した

かどうかは、次の URL で確認してください。＜パリティグループ番号＞にはオブジェクト ID
に指定したパリティグループ番号を指定します。

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs?parityGroupId=＜パリティグループ番号＞

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/parity-groups/1-7/
actions/format/invoke -d ""

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 4.2 パリティグループの情報を取得する

• 5.2 ボリュームの情報を取得する

4.10 パリティグループを削除する
パリティグループを削除します。指定したパリティグループがほかのパリティグループに連結され
ている場合、連結されているすべてのパリティグループが削除されます。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/parity-groups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID
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パリティグループの情報取得で取得した parityGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

parityGroupId string （必須）パリティグループ番号

分散パリティグループの場合も同様に指定します。

1-3-1、1-3-2、および 1-3-3 の分散パリティグループの場合、次のように指定しま

す。

"parityGroupId"："1-3"

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除したパリティグループの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/parity-groups/1-1

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 4.2 パリティグループの情報を取得する
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5
ボリュームの割り当て

この章では、REST API で実行するホストへのボリュームの割り当てについて説明します。

 5.1 ボリュームの割り当てとは

 5.2 ボリュームの情報を取得する

 5.3 特定のボリュームの情報を取得する

 5.4 ボリュームを作成する

 5.5 ボリュームをフォーマットする

 5.6 ボリュームの容量を拡張する

 5.7 ボリュームの設定を変更する

 5.8 ボリュームの状態を変更する

 5.9 ボリュームのシュレッディングを実行する

 5.10 DP ボリュームのゼロデータページを破棄する

 5.11 ボリュームを削除する

 5.12 ポートの情報を取得する

 5.13 特定のポートの情報を取得する

 5.14 ホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得する

 5.15 特定のホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得する

 5.16 ホストモードおよびホストモードオプションの一覧を取得する

 5.17 ホストグループまたは iSCSI ターゲットを作成する
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 5.18 ホストグループまたは iSCSI ターゲットの設定を変更する

 5.19 ホストグループまたは iSCSI ターゲットを削除する

 5.20 WWN の情報を取得する

 5.21 特定の WWN の情報を取得する

 5.22 ホストグループに WWN を登録する

 5.23 WWN にニックネームを設定する

 5.24 ホストグループから WWN を削除する

 5.25 iSCSI ネームを取得する

 5.26 特定の iSCSI ネームの情報を取得する

 5.27 iSCSI ターゲットに iSCSI ネームを登録する

 5.28 iSCSI ネームにニックネームを設定する

 5.29 iSCSI ターゲットから iSCSI ネームを削除する

 5.30 CHAP ユーザの情報を取得する

 5.31 特定の CHAP ユーザの情報を取得する

 5.32 iSCSI ターゲットに CHAP ユーザ名を設定する

 5.33 CHAP ユーザにシークレットパスワードを設定する

 5.34 iSCSI ターゲットから CHAP ユーザ名を削除する

 5.35 LU パスの情報を取得する

 5.36 特定の LU パスの情報を取得する

 5.37 LU パスを設定する

 5.38 LU パスを削除する

 5.39 コマンドデバイスを設定する

 5.40 仮想 LDEV の情報を取得する

 5.41 仮想 LDEV 番号を設定する
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 5.42 仮想 LDEV 番号を削除する

 5.43 LU パスを指定してホストリザーブ状態を解除する

 5.44 ホストグループを指定してホストリザーブ状態を解除する
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5.1 ボリュームの割り当てとは
ボリュームの割り当てとは、ホストがストレージシステムのボリュームにアクセスできるように
LU パスを設定することをいいます。

REST API では、次の流れでボリュームの割り当てを行います。

1. ホストの要件に合ったボリュームを用意する

作成済みの LDEV から要件に合ったボリュームを使用するか、パリティグループまたはプール

から LDEV を作成します。

Universal Volume Manager を使用して外部ストレージシステムと接続している場合は、作成済み

の外部パリティグループ（外部ボリュームグループ）から外部ボリュームを作成できます。

2. ポートの設定をする

ストレージシステムのポートに対して、ホストグループまたは iSCSI ターゲットの設定をしま

す。ホストグループまたは iSCSI ターゲットに、LDEV にアクセスするホストの情報を登録しま

す。

ホストの種別に応じて、ホストモードやホストモードオプションの設定をします。

3. LU パスを設定する

ポートのホストグループまたは iSCSI ターゲットと LDEV 間に LU パスを設定することで、ホス

トから LDEV にアクセスできるようになります。
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図の例では、パリティグループから LDEV を作成し、ホスト A の WWN が登録されたホストグルー

プに対して LU パスを設定しています。また、DP プールから LDEV を作成し、ホスト B、ホスト C
の WWN が登録されたホストグループに対して LU パスを設定しています。ホストグループに複数

のホストの WWN を登録することで、LDEV へのアクセス設定を一括で設定できます。

ボリュームを作成する要件や、ホストグループまたは iSCSI ターゲットの設定の詳細については、

マニュアル「システム構築ガイド」を参照してください。

5.2 ボリュームの情報を取得する
複数の LDEV の情報を取得します。LDEV の開始番号や個数を指定して連続した情報を取得した

り、LDEV の条件（属性）やリソースグループで絞り込んだ情報を取得したりできます。

実行権限

ストレージ管理者（参照）
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リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

指定した条件で実行結果をフィルタリングしたり、ボリュームの詳細な情報を追加で取得した

りできます。

• 実行結果をフィルタリングする場合

取得する LDEV の情報はデフォルトで 100 個、countパラメータを指定することで 16,384
個まで取得できます。ldevOptionパラメータや poolIdパラメータを指定して取得す

る LDEV の情報が 16,384 個より多い場合、16,385 個以上の情報は headLdevIdパラメー

タを使用して取得してください。

重要　

この API は、取得する LDEV の個数や同時に実行されるほかの処理の内容によって、同時実

行数が制限されることがあります。制限の条件や内容については、同時実行数についての注

意事項を参照してください。

同時に指定できるクエリパラメータについては、指定できるクエリパラメータの組み合わ

せの表を参照してください。

パラメータ 型 フィルタ条件

count int （任意）取得する LDEV の情報の個数を 1～16384の値で指定します。

省略した場合、100 個の LDEV の情報を取得します。

headLdevId int （任意）情報取得を開始する LDEV 番号を 10 進数で指定します。

指定した LDEV 番号から昇順に情報を取得します。

省略した場合、0が指定されます。

ldevOption string （任意）情報を取得する LDEV の条件

条件として入力できる値を次に示します。

• defined
実装された LDEV の情報を取得する

• undefined
未実装の LDEV の情報を取得する

• dpVolume
DP ボリュームの情報を取得する

• luMapped
LU パスが定義されている LDEV の情報を取得する

• luUnmapped
LU パスが定義されていない LDEV の情報を取得する

• externalVolume
外部ボリュームの情報を取得する

省略した場合、すべての種類の LDEV の情報を取得します。

poolId int （任意）プール番号

指定したプールに関連する LDEV の情報を取得します。
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パラメータ 型 フィルタ条件

ldevOptionパラメータと組み合わせて指定すると、次の情報を取得しま

す。

• ldevOptionパラメータに dpVolumeを指定した場合：

指定したプールに関連する、DP ボリュームの情報を取得します。

• ldevOptionパラメータに luMappedを指定した場合：

指定したプールに関連する、LU パスが定義されている LDEV の情報を

取得します。

• ldevOptionパラメータに luUnmappedを指定した場合：

指定したプールに関連する、LU パスが定義されていない LDEV の情報

を取得します。

ldevOptionパラメータを指定しないで、このパラメータを指定した場

合、プールを構成するボリューム（プールボリューム）の情報を取得しま

す。

ldevOptionパラメータに definedまたは undefinedを指定している

場合、このパラメータは指定できません。

resourceGroupId int （任意）情報を取得する LDEV が属するリソースグループ ID

journalId int （任意）情報を取得する LDEV が属するジャーナル ID

parityGroupId string （任意）情報を取得する LDEV が属するパリティグループ ID
分散パリティグループの場合も同様に指定します。

1-3-1、1-3-2、および 1-3-3 の分散パリティグループの場合、次のように指

定します。

parityGroupId=1-3

指定できるクエリパラメータの組み合わせの表を次に示します。

パラメータ count
headLd

evId
ldevOpt

ion
poolId

resourc
eGroupI

d

journalI
d

parityG
roupId

count － ○ ○ ○ ○ ○ ○

headLdevId ○ － × × × × ×

ldevOption ○ × － ○※ ○ × ×

poolId ○ × ○※ － ○ × ×

resourceGroupId ○ × ○ ○ － ○ ○

journalId ○ × × × ○ － ×

parityGroupId ○ × × × ○ × －

注※　ldevOptionパラメータの値に defined、undefined、externalVolumeを指

定している場合、このパラメータは指定できません。

• 詳細情報を追加して取得する場合

パラメータ 型 説明

detailInfoType string （任意）取得する詳細情報のタイプ

このパラメータは、実行結果をフィルタリングするパラメータと組み合わせ

て使うこともできます。

指定できる値を次に示します。複数の値を同時に指定できません。

• FMC
ドライブタイプが SSD(FMC)のパリティグループに属している LDEV に

ついて、容量拡張の詳細な情報を追加します。
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パラメータ 型 説明

• externalVolume
外部ボリュームの詳細な情報を追加します。

• virtualSerialNumber
仮想ストレージマシンの詳細な情報を追加します。

クエリパラメータの指定例を場合ごとに次に示します。

LDEV 番号 1234 から、LDEV の情報を 30 個取得する場合

?headLdevId=1234&count=30

リソースグループ番号 5 に属する実装されている LDEV の情報を昇順に 30 個取得する場合

?ldevOption=defined&count=30&resourceGroupId=5

リソースグループ番号 5 に属する LDEV のうち、プール番号 7 のプールに関連する、DP ボ

リュームの情報を 30 個取得する場合

?ldevOption=dpVolume&poolId=7&count=30&resourceGroupId=5 

容量拡張の詳細な情報を付加した LDEV の情報を 30 個取得する場合

?detailInfoType=FMC&count=30

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "ldevId": 0,
      "clprId": 0,
      "emulationType": "OPEN-V-CVS",
      "byteFormatCapacity": "1.00 G",
      "blockCapacity": 2097152,
      "numOfPorts": 2,
      "ports": [
        {
          "portId": "CL1-A",
          "hostGroupNumber": 0,
          "hostGroupName": "1A-G00",
          "lun": 1
        },
        {
          "portId": "CL2-A",
          "hostGroupNumber": 0,
          "hostGroupName": "2A-G00",
          "lun": 1
        }
      ],
      "attributes": [
        "CVS",
        "HDP"
      ],
      "label": "JH-26216_DP",
      "status": "NML",
      "mpBladeId": 2,
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      "ssid": "0012",
      "poolId": 63,
      "numOfUsedBlock": 86016,
      "isFullAllocationEnabled": false,
      "resourceGroupId": 0,
      "dataReductionStatus": "ENABLED",
      "dataReductionMode": "compression_deduplication",
      "isAluaEnabled": false
    },
    {
      "ldevId": 1,
      "clprId": 0,
      "emulationType": "OPEN-V-CVS",
      "byteFormatCapacity": "1.00 G",
      "blockCapacity": 2097152,
      "numOfPorts": 2,
      "ports": [
        {
          "portId": "CL1-A",
          "hostGroupNumber": 0,
          "hostGroupName": "1A-G00",
          "lun": 2
        },
        {
          "portId": "CL2-A",
          "hostGroupNumber": 0,
          "hostGroupName": "2A-G00",
          "lun": 2
        }
      ],
      "attributes": [
        "CVS",
        "HDP"
      ],
      "label": "JH-26216_DP",
      "status": "NML",
      "mpBladeId": 0,
      "ssid": "0012",
      "poolId": 63,
      "numOfUsedBlock": 0,
      "isFullAllocationEnabled": false,
      "resourceGroupId": 0,
      "dataReductionStatus": "DISABLED",
      "dataReductionMode": "disabled",
      "isAluaEnabled": false
    }
  ]
}

LDEV 未実装の場合

属性 型 説明

ldevId int LDEV 番号

virtualLdevId int 仮想 LDEV 番号が実際の LDEV 番号と異なる値で設定されている場合に、そ

の番号が表示されます。仮想 LDEV 番号が設定されていない場合、65534
（FF:FE）が表示されます。

global-active device の予約属性が設定されている場合、65535（FF:FF）が表示

されます。

emulationType string NOT DEFINED（LDEV 未実装を示す値）が表示されます。

ssid string SSID

resourceGroupId int 所属するリソースグループのリソースグループ ID

内部ボリュームの場合
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属性 型 説明

ldevId int LDEV 番号

virtualLdevId int 仮想 LDEV 番号が実際の LDEV 番号と異なる値で設定され

ている場合に、その番号が表示されます。

仮想 LDEV 番号が設定されていない場合、65534（FF:FE）
が表示されます。

global-active device の予約属性が設定されている場合、65535
（FF:FF）が表示されます。

clprId int CLPR 番号

emulationType string LDEV のエミュレーションタイプ、または LDEV の状態が次

の値で表示されます。

• NOT DEFINED：LDEV 未実装

• DEFINING：LDEV 作成中

• REMOVING：LDEV 削除中

byteFormatCapacity string LDEV の容量

小数第 2 位まで表示されます。

blockCapacity long LDEV のブロック数

numOfPorts int LDEV へのパスが定義されているポートの数

ports object[] LDEV へのパスが定義されているポートに関する次の属性が

表示されます。

• portId（string）
ポート番号

• hostGroupNumber（int）
ホストグループ番号

• hostGroupName（string）
ホストグループ名

ホストグループ名は 16 文字までしか取得できません。

16 文字を超えるホストグループ名を取得するには、ホス

トグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得する

API を実行してください。

• lun（int）
LUN

composingPoolId int LDEV が構成要素となっているプールのプール ID

attributes string[] LDEV 属性

次の属性が表示されます。

• CMD：コマンドデバイス（メインフレームのコマンドデ

バイスは含まれません）

• CLUN：Cache LUN（DCR）

• CVS：CVS ボリューム

• ALUN：Volume Migration ボリューム

• ELUN：外部ボリューム

• OLG：OpenLDEV Guard ボリューム

• VVOL：仮想ボリューム

• HORC：リモートコピー（TrueCopy、TrueCopy for
Mainframe、Universal Replicator、Universal Replicator for
Mainframe）のペアボリューム（P-VOL または S-VOL）
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属性 型 説明

• MRCF：ShadowImage ボリューム（P-VOL または S-VOL）

• HTI：Thin Image ボリューム（P-VOL または S-VOL）

• JNL：ジャーナルボリューム

• HDP：HDP ボリュームまたは Dynamic Provisioning for
Mainframe のボリューム

• HDT：HDT ボリューム

• POOL：プールボリューム

• QRD：Quorum ディスク

• ENCD：暗号化ディスク

• SYSD：システムディスク

• TSE：FCSE で使用する HDP ボリューム

• GAD：global-active device のボリューム

• T10PI：T10 PI 属性が有効なボリューム

raidLevel string RAID レベル

raidType string ドライブの構成

numOfParityGroups int LDEV が属するパリティグループの数

parityGroupIds string[] LDEV が属するパリティグループ

driveType string LDEV を構成するドライブのドライブタイプコード

driveByteFormatCapacity string HDD の容量

小数第 2 位まで表示されます。

driveBlockCapacity long HDD のブロック数

label string LDEV のラベル

status string LDEV のステータス

• NML：正常状態

• BLK：閉塞状態

• BSY：状態遷移中

• Unknown：状態不明（未サポート）

operationType string 現在操作中の作業

• FMT：フォーマット中

• QFMT：クイックフォーマット中

• CCOPY：コレクションコピー中

• CACCS：コレクションアクセス中

• NONE：実行中作業なし

• SHRD：シュレッディング中

• ZPD：ページ解放中

• SHRPL：プールからの削除中

• RLC：プールの再配置中

• RBL：プールのリバランス中

preparingOperationProgressRate int フォーマット中またはシュレッディング中の場合の進捗

上記以外の場合は 100が表示されます。

mpBladeId int MP ブレード ID
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属性 型 説明

ssid string SSID

resourceGroupId int 所属するリソースグループのリソースグループ ID

isAluaEnabled boolean ALUA 属性が有効かどうか

• true：ALUA 属性が有効

• false：ALUA 属性が無効

外部ボリュームの場合

属性 型 説明

ldevId int LDEV 番号

virtualLdevId int 仮想 LDEV 番号が実際の LDEV 番号と異なる値で設定され

ている場合に、その番号が表示されます。

仮想 LDEV 番号が設定されていない場合、65534（FF:FE）
が表示されます。

global-active device の予約属性が設定されている場合、65535
（FF:FF）が表示されます。

clprId int CLPR 番号

emulationType string LDEV のエミュレーションタイプ、または LDEV の状態が次

の値で表示されます。

• NOT DEFINED：LDEV 未実装

• DEFINING：LDEV 作成中

• REMOVING：LDEV 削除中

byteFormatCapacity string LDEV の容量

小数第 2 位まで表示されます。

blockCapacity long LDEV のブロック数

numOfPorts int LDEV へのパスが定義されているポートの数

ports object[] LDEV へのパスが定義されているポートに関する次の属性が

表示されます。

• portId（string）
ポート番号

• hostGroupNumber（int）
ホストグループ番号

• hostGroupName（string）
ホストグループ名

ホストグループ名は 16 文字までしか取得できません。

16 文字を超えるホストグループ名を取得するには、ホス

トグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得する

API を実行してください。

• lun（int）
LUN

composingPoolId int LDEV が構成要素となっているプールのプール ID

attributes string[] LDEV 属性

次の属性が表示されます。

• CMD：コマンドデバイス（メインフレームのコマンドデ

バイスは含まれません）

• CLUN：Cache LUN（DCR）
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属性 型 説明

• CVS：CVS ボリューム

• ALUN：Volume Migration ボリューム

• ELUN：外部ボリューム

• OLG：OpenLDEV Guard ボリューム

• VVOL：仮想ボリューム

• HORC：リモートコピー（TrueCopy、TrueCopy for
Mainframe、Universal Replicator、Universal Replicator for
Mainframe）のペアボリューム（P-VOL または S-VOL）

• MRCF：ShadowImage ボリューム（P-VOL または S-VOL）

• HTI：Thin Image ボリューム（P-VOL または S-VOL）

• JNL：ジャーナルボリューム

• HDP：HDP ボリュームまたは Dynamic Provisioning for
Mainframe のボリューム

• HDT：HDT ボリューム

• POOL：プールボリューム

• QRD：Quorum ディスク

• ENCD：暗号化ディスク

• SYSD：システムディスク

• TSE：FCSE で使用する HDP ボリューム

• GAD：global-active device のボリューム

label string LDEV のラベル

status string LDEV のステータス

• NML：正常状態

• BLK：閉塞状態

• BSY：状態遷移中

• Unknown：状態不明（未サポート）

operationType string 現在操作中の作業

• FMT：フォーマット中

• QFMT：クイックフォーマット中

• CCOPY：コレクションコピー中

• CACCS：コレクションアクセス中

• NONE：実行中作業なし

• SHRD：シュレッディング中

• ZPD：ページ解放中

• SHRPL：プールからの削除中

• RLC：プールの再配置中

• RBL：プールのリバランス中

preparingOperationProgressRate int フォーマット中またはシュレッディング中の場合の進捗

上記以外の場合は 100が表示されます。

mpBladeId int MP ブレード ID

ssid string SSID
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属性 型 説明

resourceGroupId int 所属するリソースグループのリソースグループ ID

externalVendorId string 外部ボリュームの SCSI 情報内の VENDOR 情報

externalProductId string Universal Volume Manager の外部ストレージ接続機能で接続

されたストレージシステム

externalVolumeId string 外部ボリュームの SCSI 情報内のデバイス識別情報（16 進数

表示）

externalVolumeIdString string 外部ボリュームの SCSI 情報内のデバイス識別情報（アスキ

ー表示）

numOfExternalPorts int 交替パス数

externalPorts object[] 定義されている交替パスに関する次の属性が表示されます。

• portId（string）
ポート番号

• hostGroupNumber（int）
ホストグループ番号

• lun（int）
LUN

• wwn（string）
WWN

quorumDiskId int Quorum ディスクの ID
外部ボリュームが global-active device の Quorum ディスクの

場合に表示されます。

quorumStorageSerialNumber string Quorum ディスクの装置番号

外部ボリュームが global-active device の Quorum ディスクの

場合に表示されます。

quorumStorageTypeId string Quorum ディスクの装置識別用 ID
外部ボリュームが global-active device の Quorum ディスクの

場合に表示されます。

R5：Hitachi USP、Hitachi NSC
R6：Universal Storage Platform V/VM
R7：Virtual Storage Platform
R8：VSP G1000、VSP G1500、VSP F1500
M7：HUS VM
M8：VSP Gx00 モデル、VSP Fx00 モデル

isAluaEnabled boolean ALUA 属性が有効かどうか

• true：ALUA 属性が有効

• false：ALUA 属性が無効

仮想ボリュームの場合

属性 型 説明

ldevId int LDEV 番号

virtualLdevId int 仮想 LDEV 番号が実際の LDEV 番号と異なる値で設定され

ている場合に、その番号が表示されます。

仮想 LDEV 番号が設定されていない場合、65534（FF:FE）
が表示されます。

global-active device の予約属性が設定されている場合、65535
（FF:FF）が表示されます。

132 ボリュームの割り当て

REST API リファレンスガイド



属性 型 説明

clprId int CLPR 番号

emulationType string LDEV のエミュレーションタイプ、または LDEV の状態が次

の値で表示されます。

• NOT DEFINED：LDEV 未実装

• DEFINING：LDEV 作成中

• REMOVING：LDEV 削除中

byteFormatCapacity string LDEV の容量

小数第 2 位まで表示されます。

blockCapacity long LDEV のブロック数

numOfPorts int LDEV へのパスが定義されているポートの数

ports object[] LDEV へのパスが定義されているポートに関する次の属性が

表示されます。

• portId（string）
ポート番号

• hostGroupNumber（int）
ホストグループ番号

• hostGroupName（string）
ホストグループ名

ホストグループ名は 16 文字までしか取得できません。

16 文字を超えるホストグループ名を取得するには、ホス

トグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得する

API を実行してください。

• lun（int）
LUN

attributes string[] LDEV 属性

次の属性が表示されます。

• CMD：コマンドデバイス（メインフレームのコマンドデ

バイスは含まれません）

• CLUN：Cache LUN（DCR）

• CVS：CVS ボリューム

• ALUN：Volume Migration ボリューム

• ELUN：外部ボリューム

• OLG：OpenLDEV Guard ボリューム

• VVOL：仮想ボリューム

• HORC：リモートコピー（TrueCopy、TrueCopy for
Mainframe、Universal Replicator、Universal Replicator for
Mainframe）のペアボリューム（P-VOL または S-VOL）

• MRCF：ShadowImage ボリューム（P-VOL または S-VOL）

• HTI：Thin Image ボリューム（P-VOL または S-VOL）

• JNL：ジャーナルボリューム

• HDP：HDP ボリュームまたは Dynamic Provisioning for
Mainframe のボリューム

• HDT：HDT ボリューム

• POOL：プールボリューム
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属性 型 説明

• QRD：Quorum ディスク

• ENCD：暗号化ディスク

• SYSD：システムディスク

• TSE：FCSE で使用する HDP ボリューム

• GAD：global-active device のボリューム

• DSD：重複排除用システムデータボリューム（フィンガ

ープリント）

• DS：重複排除用システムデータボリューム（データスト

ア）

label string LDEV のラベル

status string LDEV のステータス

• NML：正常状態

• BLK：閉塞状態

• BSY：状態遷移中

• Unknown：状態不明（未サポート）

operationType string 現在操作中の作業

• FMT：フォーマット中

• QFMT：クイックフォーマット中

• CCOPY：コレクションコピー中

• CACCS：コレクションアクセス中

• NONE：実行中作業なし

• SHRD：シュレッディング中

• ZPD：ページ解放中

• SHRPL：プールからの削除中

• RLC：プールの再配置中

• RBL：プールのリバランス中

preparingOperationProgressRate int フォーマット中またはシュレッディング中の場合の進捗

上記以外の場合は 100が表示されます。

mpBladeId int MP ブレード ID

ssid string SSID

poolId int LDEV が関連づけられているプールのプール ID

• DP ボリュームの場合：関連づけられている DP プールの

プール ID

• Thin Image 用の仮想ボリュームの場合：スナップショッ

トデータが作成されているプールのプール ID

numOfUsedBlock long プール内で使用しているブロック数

ページ予約が有効に設定されているブロック数が含まれま

す。

resourceGroupId int 所属するリソースグループのリソースグループ ID

snapshotPoolId int スナップショットデータが作成されているプールのプール

ID
LDEV が Thin Image ペアの S-VOL、かつ HDP ボリュームの

場合に表示されます。
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属性 型 説明

isRelocationEnabled boolean 再配置設定の状態

• true：再配置が有効

• false：再配置が停止状態

tierLevel string 再配置で使用する階層割り当てポリシー

• all：すべての階層を使用して再配置する（レベル 0）

• 1～5：階層割り当てポリシー（レベル 1～レベル 5）に従

って再配置する

• 6～31：階層割り当てポリシー（カスタムポリシー）に

従って再配置する

usedCapacityPerTierLevel1 long 階層 1 に割り当てられている容量（MB）

usedCapacityPerTierLevel2 long 階層 2 に割り当てられている容量（MB）

usedCapacityPerTierLevel3 long 階層 3 に割り当てられている容量（MB）

tierLevelForNewPageAllocation string 新規割り当てページの階層

• H：上位の階層に割り当てる（High）

• M：中間の階層に割り当てる（Middle）

• L：下位の階層に割り当てる（Low）

tier1AllocationRateMin int 設定されている階層ポリシーの階層 1 の最小容量

tier1AllocationRateMax int 設定されている階層ポリシーの階層 1 の最大容量

tier3AllocationRateMin int 設定されている階層ポリシーの階層 3 の最小容量

tier3AllocationRateMax int 設定されている階層ポリシーの階層 3 の最大容量

fullAllocationCapacity long ページ予約が有効に設定されている容量（MB）

isFullAllocationEnabled boolean ページ予約の設定が有効かどうか

• true：ページ予約の設定が有効

• false：ページ予約の設定が無効

dataReductionMode string 容量削減機能（dedupe and compression）が有効かどうか

• compression：容量削減機能（圧縮）が有効

• compression_deduplication：容量削減機能（圧縮

および重複排除）が有効

• disabled：容量削減機能（圧縮および重複排除）が無

効

dataReductionStatus string 容量削減機能の状態

• ENABLED：容量削減機能が有効

• DISABLED：容量削減機能が無効

• ENABLING：容量削減機能を有効化中

• REHYDRATING：容量削減機能を無効化中

• DELETING：容量削減機能が有効なボリュームを削除中

• FAILED：容量削減機能の有効化に失敗

dataReductionProgressRate int 容量削減機能の状態の進捗率（%）

dataReductionStatus属性が次の場合に表示されます。

ENABLING、REHYDRATING、DELETING

isAluaEnabled boolean ALUA 属性が有効かどうか
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属性 型 説明

• true：ALUA 属性が有効

• false：ALUA 属性が無効

Thin Image の P-VOL の場合

内部ボリュームの場合の属性に加えて、次に示す属性が取得されます。

属性 型 説明

usedCapacityForSnapshot long Thin Image の P-VOL のスナップショット使用量（MB）
プールから割り当てているスナップショットの容量のう

ち、データとして使用している容量が表示されます。

スナップショットツリーのルートボリュームの場合、ル

ートボリュームのスナップショット使用量です。

ボリュームが属するパリティグループのドライブタイプが SSD(FMC)の場合

クエリパラメータで detailInfoTypeに FMCを指定して実行すると、容量拡張の詳細情報も

取得されます。

{
  "data": [
    {
      "ldevId": 280,
      ...
      ...
      "isExpandedSpaceUsed": true
    }
  ]
}

属性 型 説明

isExpandedSpaceUsed boolean LDEV が拡張領域を使用しているかどうか

• true：拡張領域を使用している

• false：物理領域を使用している

外部ボリュームの場合

クエリパラメータで detailInfoTypeに externalVolumeを指定して実行すると、外部ボ

リュームの詳細情報も取得されます。

属性 型 説明

externalStorageSerialNumber string Universal Volume Manager の外部ストレージ接続機能で接

続されたストレージシステムのシリアル番号

クエリパラメータで detailInfoTypeに virtualSerialNumberを指定して実行すると、

仮想ストレージマシンの詳細情報も取得されます。

属性 型 説明

virtualSerialNumber string 仮想ストレージマシンのシリアル番号

virtualModel string 仮想ストレージマシンのモデル名

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs?
headLdevId=0&count=2

同時実行数についての注意事項

取得する LDEV 数が 2,048 個を超えるリクエストは、同時に最大 2 つまでしか実行できません。

2,048 個を超える LDEV を取得するリクエストを同時に 3 つ以上実行した場合、受け付けられなか

ったリクエストに対して HTTP ステータスコード 503 が返ります。その場合は、しばらく待ってか

ら再度リクエストを実行してください。

取得する LDEV 数が 2,048 個以下のリクエストの場合にも、同時に実行されるほかのリクエストの

処理内容によっては、同時実行数が制限されることがあります。同時実行数に影響を与える処理は、

次の 2 つです。

• 複数の LDEV の情報取得

• global-active device ペアの情報取得

これらの処理が実行中の場合に、同時に実行できる LDEV の情報取得のリクエストの上限数の目安

を次に示します。

実行中の処理内容 同時に実行できるリクエストの最大数

LDEV の情報取得（LDEV 数：16,384）×1 11

LDEV の情報取得（LDEV 数：16,384）×1
global-active device ペアの情報取得×1

8

LDEV の情報取得（LDEV 数：16,384）×1
global-active device ペアの情報取得×2

6

LDEV の情報取得（LDEV 数：16,384）×2 3

LDEV の情報取得（LDEV 数：16,384）×2
global-active device ペアの情報取得×1

0
ただし、取得する LDEV 数が 1,024 以下の

リクエストは、1 件実行できます。

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 5.15 特定のホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得する

5.3 特定のボリュームの情報を取得する
LDEV 番号を指定して、特定の LDEV の情報を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞
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リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ボリュームの情報取得で取得した ldevIdの値を指定します。

属性 型 説明

ldevId int （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

取得する属性については、ボリュームの情報を取得する API の説明を参照してください。

{
  "ldevId": 1,
  "clprId": 0,
  "emulationType": "OPEN-V-CVS",
  "byteFormatCapacity": "1.00 G",
  "blockCapacity": 2097152,
  "numOfPorts": 2,
  "ports": [
    {
      "portId": "CL1-A",
      "hostGroupNumber": 0,
      "hostGroupName": "1A-G00",
      "lun": 1
    },
    {
      "portId": "CL2-A",
      "hostGroupNumber": 0,
      "hostGroupName": "2A-G00",
      "lun": 1
    }
  ],
  "attributes": [
    "CVS",
    "HDP"
  ],
  "label": "JH-26216_DP",
  "status": "NML",
  "mpBladeId": 2,
  "ssid": "0012",
  "poolId": 63,
  "numOfUsedBlock": 86016,
  "isFullAllocationEnabled": false,
  "resourceGroupId": 0,
  "dataReductionStatus": "ENABLED",
  "dataReductionMode": "compression_deduplication",
  "isAluaEnabled": false
}

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/1

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 5.2 ボリュームの情報を取得する

5.4 ボリュームを作成する
パリティグループやプールを指定してボリュームを作成します。基本ボリュームの場合はパリティ
グループを、外部ボリュームの場合は外部パリティグループ（外部ボリュームグループ）を、仮想
ボリューム（DP ボリュームや Thin Image 用の仮想ボリューム）の場合はプールを指定してボリュ

ームを作成します。

ヒント　

DP ボリューム作成のリクエストを複数同時に実行する場合、isParallelExecutionEnabled属性に true
を指定してジョブを並列で実行することをお勧めします。指定しない場合、ジョブは直列で実行されるため、並

列で実行する場合よりも時間が掛かります。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

パリティグループを指定して LDEV（基本ボリューム）を作成する場合のコード例を次に示し

ます。

{
  "ldevId": 0,
  "parityGroupId": "1-1",
  "byteFormatCapacity": "1G"
}

外部パリティグループを指定して外部ボリュームを作成する場合のコード例を次に示します。

{
  "ldevId": 3,
  "externalParityGroupId": "1-1",
  "byteFormatCapacity": "1G"
}
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プールを指定して容量削減機能（dedupe and compression）が有効な DP ボリュームを作成する

場合のコード例を次に示します。

{
  "ldevId": 1,
  "poolId": 0,
  "byteFormatCapacity": "1G",
  "dataReductionMode": "compression_deduplication"
}

属性 型 説明

ldevId int （任意）未実装の LDEV 番号を 10 進数で指定します。

isParallelExecutionEnabled属性と同時に指定できません。

省略すると、未実装のうち最小の LDEV 番号と見なされます。

isParallelExecutionEnabled boolean （任意）複数のリクエストを同時に実行する場合にジョブを並列実行

するかどうか

DP ボリュームを作成する場合だけ指定できます。

• true：並列実行する

• false：並列実行しない（直列実行する）

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

ldevId属性、parityGroupId属性、および

externalParityGroupId属性とは同時に指定できません。

この属性が指定された場合、未実装の LDEV 番号が、作成した LDEV
に自動的に割り当てられます。

使用できない LDEV 番号がある場合、startLdevId属性と

endLdevId属性を使用してその番号を回避してください。

startLdevId int （任意）自動的に割り当てる LDEV 番号の範囲を指定する場合の先頭

の LDEV 番号

この属性は、isParallelExecutionEnabled属性が trueの場合

に指定できます。この属性を指定する場合、endLdevId属性も必ず

指定します。この属性には、endLdevId属性よりも小さい値を指定

する必要があります。

endLdevId int （任意）自動的に割り当てる LDEV 番号の範囲を指定する場合の末尾

の LDEV 番号

この属性は、isParallelExecutionEnabled属性が trueの場合

に指定できます。この属性を指定する場合、startLdevId属性も必

ず指定します。この属性には、startLdevId属性よりも大きい値を

指定する必要があります。

parityGroupId string （任意）パリティグループ番号

LDEV（基本ボリューム）を作成する場合は必ず指定します。

分散パリティグループの場合も同様に指定します。

1-3-1、1-3-2 および 1-3-3 の分散パリティグループの場合、次のように

指定します。

"parityGroupId"："1-3"

isParallelExecutionEnabled属性とは同時に指定できません。

externalParityGroupId string （任意）外部パリティグループ番号

外部ボリュームを作成する場合は必ず指定します。

isParallelExecutionEnabled属性とは同時に指定できません。

poolId int （任意）プール番号

プールから仮想ボリュームを作成する場合は必ず指定します。
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属性 型 説明

• DP ボリュームを作成する場合：0 以上の 10 進数で DP プール番

号を指定します。

• Thin Image 用の仮想ボリュームを作成する場合：-1を指定しま

す。

dataReductionMode string （任意）容量削減機能（dedupe and compression）を有効にするかどう

か

この属性を有効にすると、容量削減機能（圧縮または重複排除）が有

効な DP ボリュームを作成します。

指定できる値を次に示します。大文字小文字を区別しません。

• compression：容量削減機能（圧縮）を有効にする

• compression_deduplication：容量削減機能（圧縮および重

複排除）を有効にする

• disabled：容量削減機能（圧縮および重複排除）を無効にする

省略した場合、disabledが設定されます。

byteFormatCapacity string （任意）作成するボリュームの容量と単位

この属性または blockCapacity属性のどちらか一方を必ず指定し

てください。

指定できる単位を次に示します。

• Tまたは t
• Gまたは g
• Mまたは m
• Kまたは k
空き容量のすべてを割り当てる場合、allを指定します。

1GB の容量を指定する場合の例を次に示します。

"byteFormatCapacity":"1G"

blockCapacity long （任意）作成するボリュームの容量（ブロック単位：1 ブロック=512
バイト）

この属性または byteFormatCapacity属性のどちらか一方を必ず

指定してください。

1GB の容量を指定する場合の例を次に示します。

"blockCapacity":2097152

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 作成したボリュームの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/ldevs

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.2 ボリュームの情報を取得する

5.5 ボリュームをフォーマットする
LDEV（基本ボリューム）、DP ボリュームをフォーマットします。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞/actions/format/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ボリュームの情報取得で取得した ldevIdの値を指定します。

属性 型 説明

ldevId int （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "operationType": "FMT"
  }
}

属性 型 説明

operationType string （必須）フォーマット種別

指定できる値を次に示します。

FMT：通常のフォーマット

QFMT：クイックフォーマット

容量削減機能（dedupe and compression）が有効な DP ボリュームの場合は FMTだ

け指定できます。
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レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources フォーマットしたボリュームの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞/actions/format

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed ボリュームが次のどれかの条件を満たすため、指定されたアクション

を実行できません。

• Thin Image の仮想ボリュームとして使用されている

• Quorum ディスクとして使用されている

• システムディスクとして使用されている

• プールボリュームとして使用されている

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/1/actions/
format

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/1/actions/format/invoke

容量削減機能（dedupe and compression）が有効な DP ボリュームを強制的にフォーマットする

場合

重要　 重複排除されたデータのフォーマットには時間がかかります。計画的にフォーマットすることをお勧め

します。また、フォーマットが完了したかどうかは、ジョブのステータスではなく対象のリソースの状態を取得

して確認してください。

容量削減機能（圧縮または重複排除）が有効な DP ボリュームのフォーマットは、リクエストボデ

ィで operationType属性に FMT、isDataReductionForceFormat属性に trueを指定しま

す。
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強制的にフォーマットする場合のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "operationType": "FMT",
    "isDataReductionForceFormat": true
  }
}

属性 型 説明

isDataReductionForceFormat boolean （任意）容量削減機能（圧縮または重複排除）が有効な DP ボ

リュームを強制的にフォーマットするかどうか

• true：強制的にフォーマットする

• false：強制的にフォーマットしない

省略した場合、false が設定されたと見なされます。

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 5.2 ボリュームの情報を取得する

5.6 ボリュームの容量を拡張する
DP ボリュームの容量を拡張します。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞/actions/expand/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ボリュームの情報取得で取得した ldevIdの値を指定します。

属性 型 説明

ldevId int （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

バイト単位で指定する場合

{
  "parameters": {
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    "additionalByteFormatCapacity": "1G"
  }
}

ブロック単位で指定する場合

{
  "parameters": {
    "additionalBlockCapacity": 2097152
  }
}

属性 型 説明

additionalByteFormatCapacity string （任意） 追加する容量と単位

additionalByteFormatCapacityまたは

additionalBlockCapacityのどちらか一方を必ず指定してく

ださい。

指定できる単位を次に示します。

• Tまたは t
• Gまたは g
• Mまたは m
• Kまたは k
1GB の容量を指定する場合の例を次に示します。

"additionalByteFormatCapacity":"1G"

additionalBlockCapacity long （任意）追加する容量（ブロック単位：1 ブロック=512 バイト）

additionalByteFormatCapacityまたは

additionalBlockCapacityのどちらか一方を必ず指定してく

ださい。

1GB の容量を指定する場合の例を次に示します。

"additionalBlockCapacity":2097152

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 容量が拡張されたボリュームの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞/actions/expand

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。
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ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed 指定された LDEV が DP ボリュームではありません。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/1/actions/
expand

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/1/actions/expand/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 5.2 ボリュームの情報を取得する

5.7 ボリュームの設定を変更する
指定したボリュームのラベル、HDT ボリュームの階層再配置、DP ボリュームのページ予約の有効

無効などを設定します。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

PATCH ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ボリュームの情報取得で取得した ldevIdの値を指定します。

属性 型 説明

ldevId int （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ
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ボリュームのラベルを変更する場合のコード例を次に示します。

{
  "label": "REST_API_10GVolume"
}

階層再配置および新規ページ割り当ての階層を設定する場合のコード例を次に示します。

{
  "isRelocationEnabled": true,
  "tierLevelForNewPageAllocation": "L"
}

階層割り当てポリシー（定義済み）を設定する場合のコード例を次に示します。

{
  "tieringPolicy": {
    "tierLevel": 2
  }
}

階層割り当てポリシー（カスタムポリシー）を設定する場合のコード例を次に示します。

{
  "tieringPolicy": {
    "tierLevel": 23,
    "tier1AllocationRateMin": 20,
    "tier1AllocationRateMax": 40,
    "tier3AllocationRateMin": 10,
    "tier3AllocationRateMax": 40
  }
}

ページ予約の設定を有効にする場合のコード例を次に示します。

{
  "isFullAllocationEnabled": true
}

容量削減機能（dedupe and compression）を有効にする場合のコード例を次に示します。

{
  "dataReductionMode": "compression_deduplication"
}

属性 型 説明

label string （任意）ボリュームに設定するラベル

1～32 文字で指定します。

dataReductionMode string （任意）容量削減機能（dedupe and compression）を有効にする

かどうかを指定します。

指定できる値を次に示します。大文字小文字を区別しませ

ん。

• compression：容量削減機能（圧縮）を有効にする

• compression_deduplication：容量削減機能（圧縮

および重複排除）を有効にする

• disabled：容量削減機能（圧縮および重複排除）を無

効にする※1

isRelocationEnabled boolean （任意）HDT ボリュームを階層再配置の対象にするかどうか

を指定します。
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属性 型 説明

• true：階層再配置を有効にする

• false：階層再配置を無効にする

tieringPolicy object HDT ボリュームに割り当てる階層割り当てポリシーを設定

します。

この属性を設定することで、その HDT ボリュームに対する階

層再配置が自動的に有効になります。

isRelocationEnabled属性に falseを指定する場合は、

この属性は設定できません。

• （任意）tierLevel（int）
階層再配置で使用する階層割り当てポリシー

階層割り当てポリシーを設定する場合は、必ず指定して

ください。

0～31の値を指定します。

◦ 0：すべての階層を使用して再配置する

◦ 1～5：階層割り当てポリシー（レベル 1～レベル 5）
に従って再配置する

◦ 6～31：階層割り当てポリシー（カスタムポリシー）

に従って再配置する

HDT ボリュームの作成時には 0が設定されています。

tierLevel属性に 6～31のカスタムポリシーを指定する場

合は、各階層に割り当てる割合も設定できます。※2

割合の設定についての属性は 4 つあり、指定する場合はすべ

て同時に指定します。1～100の値を指定します。※3

指定できる属性を次に示します。

• （任意）tier1AllocationRateMin（int）
階層再配置を実行したときの全容量のうち階層 1 に再配

置される容量の最小値（%）

• （任意）tier1AllocationRateMax（int）
階層再配置を実行したときの全容量のうち階層 1 に再配

置される容量の最大値（%）

• （任意）tier3AllocationRateMin（int）
階層再配置を実行したときの全容量のうち階層 3 に再配

置される容量の最小値（%）

• （任意）tier3AllocationRateMax（int）
階層再配置を実行したときの全容量のうち階層 3 に再配

置される容量の最大値（%）

tierLevelForNewPageAllocation string （任意）新規ページを HDT プールのどの階層に優先的に割り

当てるかを指定します。

大文字と小文字は区別されません。

• H：上位の階層（High）

• M：中間の階層（Middle）

• L：下位の階層（Low）

HDT ボリュームの作成時には Mが設定されています。

isFullAllocationEnabled boolean （任意）DP ボリュームに関連づけられたプールのページ予約

の設定を有効にするかどうかを指定します。

• true：ページ予約の設定を有効にする

• false：ページ予約の設定を無効にする

DP ボリュームの作成時には falseが設定されています。
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注※1　ボリュームのデータが重複排除されている場合は、容量削減機能の無効化に最長で数か月掛

かるおそれがあります。計画的に設定を変更することをお勧めします。また、設定の変更が完了し

たかどうかは、ジョブのステータスではなく対象のリソースの状態を取得して確認してください。

注※2　割合の設定を省略した場合は、ストレージシステムで保持している値が設定されます。

注※3　各属性の値を指定する場合は、値が次の条件を満たすように注意してください。

• tier1AllocationRateMin属性の値が tier1AllocationRateMax属性の値以下

• tier3AllocationRateMin属性の値が tier3AllocationRateMax属性の値以下

• tier1AllocationRateMin属性の値と tier3AllocationRateMin属性の値の合計が 100
以下

• tier1AllocationRateMax属性の値と tier1AllocationRateMin属性の値の差が 10 の

倍数

• tier3AllocationRateMax属性の値と tier3AllocationRateMin属性の値の差が 10 の

倍数

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 設定を変更したボリュームの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X PATCH --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/100

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.2 ボリュームの情報を取得する

5.8 ボリュームの状態を変更する
ボリュームの状態を変更します。ボリュームのシュレッディングの実行前にボリュームを閉塞状態
にしたり、シュレッディングを停止したあとのボリュームを正常状態にしたりします。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）
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リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞/actions/change-
status/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ボリュームの情報取得で取得した ldevIdの値を指定します。

属性 型 説明

ldevId int （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

ボリュームを閉塞状態に変更する場合のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "status": "blk"
  }
}

属性 型 説明

status string （必須）ボリュームの状態

指定できる値を次に示します。

blk ：ボリュームを閉塞状態にする

nml ：ボリュームを正常状態にする

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 状態を変更したボリュームの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞/actions/change-status

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。
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ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed ボリュームが次のどれかの条件を満たすため、指定されたアクション

を実行できません。

• Quorum ディスクとして使用されている

• システムディスクとして使用されている

• プールボリュームとして使用されている

• Volume Migration で使用されている

• 次のどれかのペアボリュームとして使用されている

◦ ShadowImage

◦ Thin Image

◦ Copy-on-Write Snapshot

◦ TrueCopy

◦ Universal Replicator

◦ global-active device

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/100/actions/
change-status

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/100/actions/change-status/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 5.2 ボリュームの情報を取得する

5.9 ボリュームのシュレッディングを実行する
LDEV（基本ボリューム）または DP ボリュームのシュレッディングを実行します。ボリュームにダ

ミーデータを 3 回上書きします。シュレッディングを途中で停止することもできます。シュレッデ

ィングを実行するボリュームは、閉塞状態にしておいてください。シュレッディングが完了すると、
ボリュームは自動で正常状態に変更されます。シュレッディングを途中で停止した場合は、ボリュ
ームは閉塞状態のままで変わりません。

シュレッディング停止時の注意事項

シュレッディングの停止を実行すると、現在シュレッディング中のすべてのボリュームが停止しま

す。
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シュレッディングの停止のリクエストを実行しても、シュレッディングが停止しないことがありま

す。その場合は、シュレッディングの進行状況に応じてリクエストを実行してください。シュレッ

ディングの進行状況は、対象のボリュームの情報を取得して得られる

preparingOperationProgressRate属性の値で確認できます。

• 属性の値が 0のときは、まだシュレッディングが開始されていません。

0のときに停止のリクエストを実行しても、停止されません。

値が 1以上になってから、シュレッディングを停止するリクエストを実行してください。

• シュレッディングの停止のリクエストを実行した場合で属性の値が 100に変わらないときは、

シュレッディングが停止していない状態です。

そのときは、シュレッディングを停止するリクエストを実行し直してください。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞/actions/shred/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ボリュームの情報取得で取得した ldevIdの値を指定します。

属性 型 説明

ldevId int （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

ダミーデータのパターンを指定してシュレッディングを実行する場合のコード例を次に示し

ます。

{
  "parameters": {
    "operationType": "start",
    "pattern": "F0F0F0"
  }
}

ダミーデータのパターンを指定しないでシュレッディングを実行する場合のコード例を次に

示します。

{
  "parameters": {
    "operationType": "start"
  }
}

シュレッディングを途中で停止する場合のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {

152 ボリュームの割り当て

REST API リファレンスガイド



    "operationType": "stop"
  }
}

属性 型 説明

operationType string （必須）シュレッディングの実行または停止

指定できる値を次に示します。

start ：シュレッディングの実行

stop ：シュレッディングの停止

pattern string （任意）2 回目の上書きに使用するダミーデータのパターン

16 進数の値を 1～8 文字で指定します。

指定例 ：0F0F0F
省略した場合、デフォルトのパターン FFFFFFFFが指定されたと見なされます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources シュレッディングを実行したボリュームの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞/actions/shred

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed ボリュームが次のどれかの条件を満たすため、指定されたアクション

を実行できません。

• 正常状態である

• 状態遷移中である

• Quorum ディスクとして使用されている

• システムディスクとして使用されている

• 重複排除用システムデータボリューム（フィンガープリント）と

して使用されている

• プールボリュームとして使用されている

• ジャーナルボリュームとして使用されている

• 次のどれかのペアボリュームとして使用されている

◦ ShadowImage

◦ Thin Image

◦ Copy-on-Write Snapshot
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ステータス

コード
メッセージ 説明

◦ TrueCopy

◦ Universal Replicator

◦ global-active device

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/100/actions/
shred

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/100/actions/shred/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 5.2 ボリュームの情報を取得する

5.10 DP ボリュームのゼロデータページを破棄する
DP ボリュームのゼロデータページを破棄して、ページを解放します。ページを解放することでプー

ルの空き容量を増やすことができます。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞/actions/discard-zero-
page/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ボリュームの情報取得で取得した ldevIdの値を指定します。

属性 型 説明

ldevId int （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

クエリパラメータ
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なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブジェク

トの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources ゼロデータページを破棄したボリュームの URL

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed ボリュームが次のどれかの条件を満たすため、指定されたアクション

を実行できません。

• DP ボリュームでない

• 閉塞状態である

• 次のどれかのペアボリュームとして使用されている

◦ ShadowImage

◦ Thin Image

◦ Copy-on-Write Snapshot

◦ TrueCopy

◦ Universal Replicator

• Universal Replicator のジャーナルボリュームとして使用されてい

る

• Volume Migration で使用されている

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/1/actions/
discard-zero-page/invoke -d ""

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.2 ボリュームの情報を取得する
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5.11 ボリュームを削除する
LDEV（基本ボリューム）または仮想ボリューム（DP ボリュームや Thin Image 用の仮想ボリュー

ム）を削除します。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ボリュームの情報取得で取得した ldevIdの値を指定します。

属性 型 説明

ldevId int （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除したボリュームの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/105
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容量削減機能（dedupe and compression）が有効な DP ボリュームを強制的に削除する場合

重要　 容量削減機能（圧縮または重複排除）が有効な DP ボリュームの削除には時間がかかります。計画的に削

除することをお勧めします。また、ボリュームの削除が完了したかどうかは、ジョブのステータスではなく対象

のリソースの状態を取得して確認してください。

容量削減機能（圧縮または重複排除）が有効な DP ボリュームを削除するには、リクエストボディ

で isDataReductionDeleteForceExecute属性に trueを指定します。

強制的に削除する場合のコード例を次に示します。

{
  "isDataReductionDeleteForceExecute" : true
}

属性 型 説明

isDataReductionDeleteForceExecute boolean （任意）容量削減機能（圧縮または重複排除）が有効な DP
ボリュームを強制的に削除するかどうかを指定します。

• true：強制的に削除する

• false：強制的に削除しない

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.2 ボリュームの情報を取得する

5.12 ポートの情報を取得する
ポートの情報を一覧で取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/ports

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

パラメータ 型 フィルタ条件

portType string （任意）ポートの種別

条件として入力できる値を次に示します。

• FIBRE
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パラメータ 型 フィルタ条件

• SCSI
• ISCSI
• ENAS
• ESCON
• FICON
• FCoE
指定を省略すると、すべてのポートの種別について情報が取得されます。

portAttributes string （任意）ポートの属性

条件として入力できる値を次に示します。

• TAR：Target ポート（Fibre Target port）

• MCU：Initiator ポート（MCU Initiator port）

• RCU：RCU ターゲットポート（RCU Target port）

• ELUN：External ポート（External Initiator port）
指定を省略すると、すべてのポート属性の情報を取得します。

Bidirectional ポートの場合、４つの属性すべてを取得します。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

すべてのポートの情報を取得した場合の出力例を次に示します。

{
  "data": [
    {
      "portId": "CL1-A",
      "portType": "FIBRE",
      "portAttributes": [
        "TAR",
        "MCU",
        "RCU",
        "ELUN"
      ],
      "portSpeed": "AUT",
      "loopId": "EF",
      "fabricMode": true,
      "portConnection": "PtoP",
      "lunSecuritySetting": true,
      "wwn": "50060e80124e3b00"
    },
    {
      "portId": "CL1-B",
      "portType": "ISCSI",
      "portAttributes": [
        "TAR",
        "MCU",
        "RCU",
        "ELUN"
      ],
      "portSpeed": "10G",
      "loopId": "00",
      "fabricMode": false,
      "lunSecuritySetting": true
    }
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  ]
}

ポートの種別を指定してポートの情報を取得した場合の出力例を次に示します。

{
  "data": [
    {
      "portId": "CL1-B",
      "portType": "ISCSI",
      "portAttributes": [
        "TAR",
        "MCU",
        "RCU",
        "ELUN"
      ],
      "portSpeed": "10G",
      "loopId": "00",
      "fabricMode": false,
      "lunSecuritySetting": true
    }
  ]
}

属性 型 説明

portId string ポート番号

portType string ポートの種別

次に示す値が表示されます。

FIBRE、SCSI、ISCSI、ENAS、ESCON、FICON、FCoE

portAttributes string[] ポート属性の設定値

• TAR：Target ポート（Fibre Target port）

• MCU：Initiator ポート（MCU Initiator port）

• RCU：RCU ターゲットポート（RCU Target port）

• ELUN：External ポート（External Initiator port）
Bidirectional ポートでは、4 つの属性がすべて表示されます。

portSpeed string 転送速度の設定値

• AUT（AUTO）

• nG（n は数字）

loopId string ポートのループ ID（AL_PA）の設定値

fabricMode boolean ポートの Fabric モード

• true：設定あり

• false：設定なし

portConnection string ポートのトポロジ設定

• FCAL
• PtoP
portType属性が ISCSIの場合は表示されません。

lunSecuritySetting boolean ポートの LUN セキュリティ設定

• true：設定あり

• false：設定なし

wwn string 外部 WWN
portType属性が ISCSIの場合は表示されません。
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ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

すべてのポートの情報を取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/ports

ポートの種別を指定してポートの情報を取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/ports?portType=ISCSI

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

5.13 特定のポートの情報を取得する
ポート番号を指定して、特定のポートの情報を取得します。この API では、ファイバーチャネルポ

ート、FCoE ポート、または iSCSI ポートの情報を取得できます。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/ports/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ポートの情報取得で取得した portIdの値を指定します。

属性 型 説明

portId string （必須）ポート番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ
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ファイバーチャネルポートの情報を取得した場合の出力例を次に示します。

{
  "portId": "CL1-A",
  "portType": "FIBRE",
  "portAttributes": [
    "TAR",
    "MCU",
    "RCU",
    "ELUN"
  ],
  "portSpeed": "AUT",
  "loopId": "EF",
  "fabricMode": true,
  "portConnection": "PtoP",
  "lunSecuritySetting": true,
  "wwn": "50060e80124e3b00"
}

ファイバーチャネルポートの場合

属性 型 説明

portId string ポート番号

portType string ポートの種別

次に示す値が表示されます。

FIBRE、SCSI、ISCSI、ENAS、ESCON、FICON、FCoE

portAttributes string[] ポート属性の設定値

• TAR：Target ポート（Fibre Target port）

• MCU：Initiator ポート（MCU Initiator port）

• RCU：RCU ターゲットポート（RCU Target port）

• ELUN：External ポート（External Initiator port）
Bidirectional ポートでは、4 つの属性がすべて表示されます。

portSpeed string 転送速度の設定値

• AUT（AUTO）

• nG（n は数字）

loopId string ポートのループ ID（AL_PA）の設定値

fabricMode boolean ポートの Fabric モード

• true：設定あり

• false：設定なし

portConnection string ポートのトポロジ設定

• FCAL
• PtoP

lunSecuritySetting boolean ポートの LUN セキュリティ設定

• true：設定あり

• false：設定なし

wwn string 外部 WWN

logins object[] 現在接続されている WWN がある場合に、次の属性が表示されます。

• loginWwn（string）
ポートにログインしているホストアダプタの WWN

• wwnNickName（string）
予約されている属性です。
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属性 型 説明

この API のバージョンでは、常にハイフン（-）が表示されます。

FCoE ポートの情報を取得した場合の出力例を次に示します（現在接続されている WWN がな

い状態）。

{
  "portId": "CL1-A",
  "portType": "FCoE",
  "portAttributes": [
    "TAR",
    "MCU",
    "RCU",
    "ELUN"
  ],
  "portSpeed": "10G",
  "loopId": "98",
  "fabricMode": true,
  "portConnection": "PtoP",
  "lunSecuritySetting": true,
  "wwn": "50060e8007274306",
  "staticMacAddress": "e3:00:00:e0:8b:02",
  "vLanId": "0x03fe",
  "dynamicMacAddress": "e2:00:00:e0:8b:02",
  "virtualPortStatus": "DWN",
  "virtualPortId": "0x00",
  "fcoeSwitchControlId": "0x0000"
}

FCoE ポートの場合

属性 型 説明

portId string ポート番号

portType string ポートの種別

次に示す値が表示されます。

FIBRE、SCSI、ISCSI、ENAS、ESCON、FICON、FCoE

portAttributes string[] ポート属性の設定値

• TAR：Target ポート（Fibre Target port）

• MCU：Initiator ポート（MCU Initiator port）

• RCU：RCU ターゲットポート（RCU Target port）

• ELUN：External ポート（External Initiator port）
Bidirectional ポートでは、4 つの属性がすべて表示されます。

portSpeed string 転送速度の設定値

• AUT（AUTO）

• nG（n は数字）

loopId string ポートのループ ID（AL_PA）の設定値

fabricMode boolean ポートの Fabric モード

• true：設定あり

• false：設定なし

portConnection string ポートのトポロジ設定

• FCAL
• PtoP

lunSecuritySetting boolean ポートの LUN セキュリティ設定

• true：設定あり
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属性 型 説明

• false：設定なし

wwn string 外部 WWN

logins object[] 現在接続されている WWN がある場合に、次の属性が表示されます。

• loginWwn（string）
ポートにログインしているホストアダプタの WWN

• wwnNickName（string）
予約されている属性です。

この API のバージョンでは、常にハイフン（-）が表示されます。

staticMacAddress string ポートの静的な MAC アドレス

vLanId string VLAN の値（16 進数）

dynamicMacAddress string ポートの動的な MAC アドレス

virtualPortStatus string 仮想ポートの状態

• DWN：リンクダウン

• LOT：リンクアップ（ログオフ）

• LIN：リンクアップ（ログオン）

virtualPortId string 仮想ポートの番号

サポートされていない場合、0x00 が表示されます。

fcoeSwitchControlId string FCoE スイッチの管理番号

サポートされていない場合、0x0000 が表示されます。

iSCSI ポートの情報を取得した場合の出力例を次に示します。

{
  "portId": "CL1-B",
  "portType": "ISCSI",
  "portAttributes": [
    "TAR",
    "MCU",
    "RCU",
    "ELUN"
  ],
  "portSpeed": "10G",
  "loopId": "00",
  "fabricMode": false,
  "lunSecuritySetting": true
}

iSCSI ポートの場合

属性 型 説明

portId string ポート番号

portType string ポートの種別

次に示す値が表示されます。

FIBRE、SCSI、ISCSI、ENAS、ESCON、FICON、FCoE

portAttributes string[] ポート属性の設定値

• TAR：Target ポート（Fibre Target port）

• MCU：Initiator ポート（MCU Initiator port）

• RCU：RCU ターゲットポート（RCU Target port）

• ELUN：External ポート（External Initiator port）
Bidirectional ポートでは、4 つの属性がすべて表示されます。
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属性 型 説明

portSpeed string 転送速度の設定値

• AUT（AUTO）

• nG（n は数字）

loopId string ポートのループ ID（AL_PA）の設定値

fabricMode boolean ポートの Fabric モード

• true：設定あり

• false：設定なし

lunSecuritySetting boolean ポートの LUN セキュリティ設定

• true：設定あり

• false：設定なし

logins object[] 現在接続されている iSCSI ネームがある場合に、次の属性が表示

されます。

• loginIscsiName（string）
ポートにログインしているホストアダプタの iSCSI ネーム

vLanId string VLAN ID（10 進数）

tcpOption object 次の属性が表示されます。

• ipv6Mode（boolean）
IPv6 モード

• selectiveAckMode（boolean）
Selective Ack モード

• delayedAckMode（boolean）
Delayed Ack モード

• isnsService（boolean）
iSNS サービス

• tagVLan（boolean）
Tag VLAN

tcpMtu int iSCSI 通信時の MTU の値

iscsiWindowSize string iSCSI 通信時の Window Size の値

keepAliveTimer int iSCSI 通信時の Keep Alive Timer の値

tcpPort string iSCSI 通信時の TCP ポート番号

ipv4Address string IPv4 アドレス

ipv4Subnetmask string IPv4 サブネットマスク

ipv4GatewayAddress string iSCSI 通信に使用するゲートウェイの IPv4 アドレス

ipv6LinkLocalAddress object 次の属性が表示されます。

• status（string）
IPv6 link local address の状態を示す次の値が表示されます。

◦ INV：無効（Invalid）

◦ VAL：有効（Valid）

◦ ACQ：取得中（Acquiring）

◦ DUP：重複（Duplicated）

◦ Unknown：未定義の値

• addressingMode（string）
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属性 型 説明

IPv6 link local address のモードを示す次の値が表示されます。

◦ AM：自動取得（Auto mode）

◦ MM：手動（Manual mode）

◦ Unknown：未定義の値

• address（string）
IPv6 link local address のアドレス値

ipv6GlobalAddress object 次の属性が表示されます。

• status（string）
IPv6 Global address の状態を示す次の値が表示されます。

◦ INV：無効（Invalid）

◦ VAL：有効（Valid）

◦ ACQ：取得中（Acquiring）

◦ DUP：重複（Duplicated）

◦ Unknown：未定義の値

• addressingMode（string）
IPv6 Global address のモードを示す次の値が表示されます。

◦ AM：自動取得（Auto mode）

◦ MM：手動（Manual mode）

◦ Unknown：未定義の値

• address（string）
IPv6 Global address のアドレス値

ipv6GatewayGlobalAddress object 次の属性が表示されます。

• status（string）
iSCSI 通信に使用するゲートウェイの IPv6 global の状態を示

す次の値が表示されます。

◦ INV：無効（Invalid）

◦ VAL：有効（Valid）

◦ ACQ ：取得中（Acquiring）

◦ DUP：重複（Duplicated）

◦ Unknown：未定義の値

• address（string）
iSCSI 通信に使用するゲートウェイの IPv6 global の address
値

• currentAddress（string）
iSCSI 通信に使用するゲートウェイの IPv6 global の current
address 値

isnsPort string iSNS サーバの TCP ポート番号

isnsAddress string iSNS サーバのアドレス

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/ports/CL1-A

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

5.14 ホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得する
ポートのホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/host-groups

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

パラメータ 型 フィルタ条件

portId string （任意）ポート番号

指定したときだけ、次の属性も取得されます。

• iscsiName

• authenticationMode

• iscsiTargetDirection

• hostModeOptions
省略した場合、すべてのポートについて情報が取得されます。

isUndefined boolean （任意） ホストグループまたは iSCSI ターゲットが作成されていないホストグ

ループ番号の情報も取得するかどうかを指定します。

• true：ホストグループまたは iSCSI ターゲットが作成されていないホス

トグループ番号の情報も取得する

• false：ホストグループまたは iSCSI ターゲットが作成されていないホス

トグループ番号の情報は取得しない

省略した場合、falseが指定されたと見なされます。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ
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すべてのポートのホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得した場合の出力例を

次に示します。

{
  "data": [
    {
      "hostGroupId": "CL1-A,0",
      "portId": "CL1-A",
      "hostGroupNumber": 0,
      "hostGroupName": "hostA",
      "hostMode": "WIN",
      "hostModeOptions": [
        1,
        2
      ]
    },
    {
      "hostGroupId": "CL1-B,0",
      "portId": "CL1-B",
      "hostGroupNumber": 0,
      "hostGroupName": "hostB",
      "hostMode": "LINUX/IRIX"
    }
  ]
}

ホストグループまたは iSCSI ターゲットが作成されていないホストグループ番号の情報も取

得した場合の出力例を次に示します。

{
  "data": [
    {
      "hostGroupId": "CL1-A,0",
      "portId": "CL1-A",
      "hostGroupNumber": 0,
      "hostGroupName": "hostA",
      "hostMode": "WIN",
      "hostModeOptions": [
        1,
        2
      ]
    },
    {
      "hostGroupId": "CL1-A,1",
      "portId": "CL1-A",
      "hostGroupNumber": 1,
      "hostGroupName": "hostB",
      "hostMode": "LINUX/IRIX"
    }
  ]
}

作成されているホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得した場合の出力例を次

に示します。

{
  "data": [
    {
      "hostGroupId": "CL1-A,0",
      "portId": "CL1-A",
      "hostGroupNumber": 0,
      "hostGroupName": "hostA",
      "hostMode": "WIN",
      "hostModeOptions": [
        1,
        2
      ]
    },
    {
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      "hostGroupId": "CL1-A,1",
      "portId": "CL1-A",
      "hostGroupNumber": 1,
      "hostGroupName": "-"
    }
  ]
}

属性 型 説明

hostGroupId string ホストグループまたは iSCSI ターゲットのオブジェクト ID

portId string ポート番号

hostGroupNumber int ポート上のホストグループ番号（iSCSI ターゲットの場合はターゲット ID）

hostGroupName string ホストグループ名（iSCSI ターゲットの場合はターゲットエイリアス名）

iscsiName string ポートの iSCSI ターゲットの iSCSI ネーム

portIdパラメータを指定したときだけ取得します。

authenticationMode string iSCSI ターゲットの認証モード

portIdパラメータを指定したときだけ取得します。

• CHAP：CHAP 認証モード

• NONE：無認証モード

• BOTH：CHAP 認証モードおよび無認証モードの両方

iscsiTargetDirection string iSCSI ターゲットの CHAP 認証の方向

portIdパラメータを指定したときだけ取得します。

• S：単方向（iSCSI ターゲットが iSCSI イニシエータを認証する）

• D：双方向（iSCSI ターゲットと iSCSI イニシエータが双方向に認証す

る）

hostMode string ホストグループのホストアダプタ設定用のホストモード

取得される値については、ホストグループまたは iSCSI ターゲットの設定を

変更する API の説明を参照してください。

hostModeOptions int[] ホストグループのホストモードオプション設定用の番号

portIdパラメータを指定した場合だけ取得されます。

取得される番号については、マニュアル「システム構築ガイド」を参照して

ください。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

すべてのポートのホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/host-groups

ホストグループまたは iSCSI ターゲットが作成されていないホストグループ番号の情報も取得する

場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
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https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/host-groups?
portId=CL1-A&isUndefined=true

作成されているホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/host-groups?
portId=CL1-A

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 5.18 ホストグループまたは iSCSI ターゲットの設定を変更する

5.15 特定のホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得

する
ポートのホストグループ番号または iSCSI ターゲットのターゲット ID を指定して情報を取得しま

す。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/host-groups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報取得で取得した hostGroupIdの値を指定し

ます。次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

＜portId ＞,＜hostGroupNumber ＞

属性 型 説明

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （必須）ポート上のホストグループ番号（iSCSI ターゲットの場合はターゲッ

ト ID）

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ
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ポート番号とホストグループ番号を指定した場合の出力例を次に示します。

{
  "hostGroupId": "CL1-A,0",
  "portId": "CL1-A",
  "hostGroupNumber": 0,
  "hostGroupName": "hostA",
  "hostMode": "WIN",
  "hostModeOptions": [
    1,
    2
  ]
}

iSCSI ターゲットの場合、ポート番号とターゲット ID を指定したときの出力例を次に示しま

す。

{
  "hostGroupId": "CL1-A,0",
  "portId": "CL1-A",
  "hostGroupNumber": 0,
  "hostGroupName": "hostA",
  "iscsiName": "iqn.rest.example.of.iqn.hostA",
  "authenticationMode": "CHAP",
  "iscsiTargetDirection": "S",
  "hostMode": "WIN",
  "hostModeOptions": [
    1,
    2
  ]
}

属性 型 説明

hostGroupId string ホストグループまたは iSCSI ターゲットのオブジェクト ID

portId string ポート番号

hostGroupNumber int ポート上のホストグループ番号（iSCSI ターゲットの場合はターゲット ID）

hostGroupName string ホストグループ名（iSCSI ターゲットの場合はターゲットエイリアス名）

iscsiName string ポートの iSCSI ターゲットの iSCSI ネーム

iSCSI ポートの場合に取得します。

authenticationMode string iSCSI ターゲットの認証モード

iSCSI ポートの場合に取得します。

• CHAP：CHAP 認証モード

• NONE：無認証モード

• BOTH：CHAP 認証モードおよび無認証モードの両方

iscsiTargetDirection string iSCSI ターゲットの CHAP 認証の方向

iSCSI ポートの場合に取得します。

• S：単方向（iSCSI ターゲットが iSCSI イニシエータを認証する）

• D：双方向（iSCSI ターゲットと iSCSI イニシエータが双方向に認証す

る）

hostMode string ホストグループのホストアダプタ設定用のホストモード

取得される値については、ホストグループまたは iSCSI ターゲットの設定を

変更する API の説明を参照してください。

hostModeOptions int[] ホストグループのホストモードオプション設定用の番号

取得される番号については、マニュアル「システム構築ガイド」を参照して

ください。
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ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/host-groups/CL1-A,0

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 5.18 ホストグループまたは iSCSI ターゲットの設定を変更する

5.16 ホストモードおよびホストモードオプションの一覧を取得す

る
ストレージシステムで使用するホストモードおよびホストモードオプションの一覧を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/objects/supported-host-modes/instance

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

instanceを指定します。

instanceは、単一のインスタンスしか持たないオブジェクトの場合に、オブジェクト ID と

して指定する固定の値です。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "hostModes": [
    {
      "hostModeId": 0,
      "hostModeName": "Standard",
      "hostModeDisplay": "LINUX/IRIX"
    },
    {
      "hostModeId": 1,
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      "hostModeName": "(Deprecated) VMware",
      "hostModeDisplay": "VMWARE"
    }
  ],
  "hostModeOptions": [
    {
      "hostModeOptionId": 2,
      "hostModeOptionDescription": "VERITAS Database Edition/
Advanced Cluster"
    },
    {
      "hostModeOptionId": 6,
      "hostModeOptionDescription": "TPRLO"
    }
  ]
}

属性 型 説明

hostModes object[] ホストモードに関する次の属性が出力されます。

• hostModeId（int）
ホストモードの番号

• hostModeName（string）
ホストモードの識別名称

• hostModeDisplay（string）
ホストモードの値

ホストモードを指定する場合に使用します。

hostModeOptions object[] ホストモードオプションに関する次の属性が出力されます。

• hostModeOptionId（int）
ホストモードオプションの番号

• hostModeOptionDescription（string）
ホストモードオプションの説明

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/supported-host-modes/
instance

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

5.17 ホストグループまたは iSCSI ターゲットを作成する
ポートにホストグループを作成します。iSCSI ポートの場合、iSCSI ターゲットおよび iSCSI ネーム

を作成します。ホストグループや iSCSI ターゲットの作成と同時にホストモードとホストモードオ

プションも設定できます。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）
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リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/host-groups

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

ホストグループを作成する場合のコード例を次に示します。

{
  "portId": "CL1-A",
  "hostGroupName": "My_REST_API_HOST",
  "hostModeOptions": [12,33],
  "hostMode": "AIX"
}

iSCSI ターゲットを作成する場合のコード例を次に示します。

{
  "portId": "CL1-A",
  "hostGroupName": "My_REST_API_HOST",
  "iscsiName": "iqn.20150908Iscsi"
}

属性 型 説明

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （任意）ホストグループ番号

0～254の 10 進数で指定します。省略した場合、自動で設定されます。

iSCSI ポートの場合、ターゲット ID と呼びます。

hostGroupName string （必須）ホストグループ名または iSCSI ターゲット名

• ホストグループを作成する場合

ホストグループ名を 1～64 文字で指定します。

• iSCSI ターゲットを作成する場合

iSCSI ターゲットの名称を 1～32 文字で指定します。ターゲット ID
が 0 の iSCSI ターゲットのデフォルトの名称は、iSCSI ターゲットの

名称には指定できません。

同一ポート中に同じホストグループ名または iSCSI ターゲットの名称を 2
つ以上作成することはできません。

iscsiName string （任意）iSCSI ネーム

iSCSI ターゲットを作成する場合に指定します。省略した場合、自動で設

定されます。

iqn 形式または eui 形式で指定してください。

• iqn 形式

5～223 文字の値を指定します。使用できる文字は次のとおりです。

半角英数字（小文字）、ハイフン（-）、ピリオド（.）、コロン（:）
指定例：iqn.rest.example.of.iqn.form

• eui 形式
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属性 型 説明

eui.に続けて 16 進数で指定します。全体で 20 文字の値を指定してく

ださい。

指定例：eui.0900ABDC32598D26

hostMode string （任意）ホストモード

指定できる値を次に示します。

HP-UX、SOLARIS、AIX、WIN、LINUX/IRIX、TRU64、OVMS、NETWARE、
VMWARE、VMWARE_EX、WIN_EX
省略した場合、LINUX/IRIXが設定されます。

hostModeOptions int[] （任意）ホストモードオプション設定用の番号

指定できる番号については、マニュアル「システム構築ガイド」を参照し

てください。

複数指定する場合は、コンマで区切ります。

この属性を指定する場合、hostModeも必ず指定します。

isQuickCreating boolean （任意）hostGroupNumberを指定してホストグループを作成する場合で、

ホストグループが作成済みかどうかのチェックを省略するときに true
を指定します。trueを指定した場合、指定した hostGroupNumberにす

でにホストグループまたは iSCSI ターゲットがあるときには上書きしま

す。

• true：作成済みかどうかをチェックしない

• false：作成済みかどうかをチェックする

省略した場合、falseが設定されます。

hostGroupNumberが指定されていない場合、この属性は無視されます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 作成したホストグループまたは iSCSI ターゲットの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

409 Conflict 指定したホストグループ番号でホストグループを作成済みです。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/host-groups

174 ボリュームの割り当て

REST API リファレンスガイド



関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.14 ホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得する

5.18 ホストグループまたは iSCSI ターゲットの設定を変更する
ホストグループまたは iSCSI ターゲットに、ホストモードやホストモードオプションを設定します。

iSCSI ターゲットの場合は、CHAP 認証に関する設定もできます。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

PATCH ＜ベース URL ＞/v1/objects/host-groups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報取得で取得した hostGroupIdの値を指定し

ます。次に示す属性値を連結した形式でも指定できます。

＜portId ＞,＜hostGroupNumber ＞

属性 型 説明

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （必須）ホストグループ番号（iSCSI ポートの場合はターゲット ID）

クエリパラメータ

なし。

ボディ

ホストグループのホストモードオプションを設定する場合

{
  "hostMode": "WIN",
  "hostModeOptions": [12,33]
}

ホストグループのホストモードオプションをリセットする場合

{
  "hostMode": "HP-UX",
  "hostModeOptions": [-1]
}

iSCSI ターゲットの CHAP 認証モードと CHAP 認証の方向を設定する場合

{
  "hostMode": "WIN",
  "authenticationMode": "CHAP",
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  "iscsiTargetDirection": "D"
}

属性 型 説明

hostMode string （必須）ホストモード

指定できる値を次に示します。

HP-UX、SOLARIS、AIX、WIN、LINUX/IRIX、TRU64、OVMS、NETWARE、
VMWARE、VMWARE_EX、WIN_EX

hostModeOptions int[] （任意）ホストモードオプション設定用の番号

指定した値で更新（上書き）します。指定する場合は、設定したいホストモ

ードオプションの番号をすべて指定してください。

指定できる番号については、マニュアル「システム構築ガイド」を参照して

ください。

複数指定する場合は、コンマで区切ります。

-1を指定すると、設定されているホストモードオプションがリセットされ

ます。

authenticationMode string （任意）iSCSI ターゲットの CHAP 認証モード

指定できる値を次に示します。

• CHAP：CHAP 認証モード

• NONE：無認証モード

• BOTH：CHAP 認証モードおよび無認証モードの両方

iscsiTargetDirection string （任意）iSCSI ターゲットの CHAP 認証の方向

指定できる値を次に示します。

• S：単方向（iSCSI ターゲットが iSCSI イニシエータを認証する）

• D：双方向（iSCSI ターゲットと iSCSI イニシエータが双方向に認証す

る）

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 変更したホストグループまたは iSCSI ターゲットの URL

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X PATCH --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/host-groups/CL1-A,0
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関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.14 ホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得する

5.19 ホストグループまたは iSCSI ターゲットを削除する
ホストグループや、ホストグループに登録されているホストの WWN および LUN の設定を削除し

ます。または、iSCSI ターゲットや、 iSCSI ターゲットに登録されているホスト（iSCSI イニシエー

タ）の iSCSI ネームおよび LUN の設定を削除します。削除するホストグループ番号（iSCSI ポート

の場合はターゲット ID）が 0 の場合、ホストグループまたは iSCSI ターゲットの設定がデフォルト

に戻ります。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/host-groups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報取得で取得した hostGroupIdの値を指定し

ます。次に示す属性値を連結した形式でも指定できます。

＜portId ＞,＜hostGroupNumber ＞

属性 型 説明

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （必須）ホストグループ番号（iSCSI ポートの場合はターゲット ID ）

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除したホストグループまたは iSCSI ターゲットの URL

ボリュームの割り当て 177
REST API リファレンスガイド



ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/host-groups/CL1-A,0

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.14 ホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得する

5.20 WWN の情報を取得する
ポートとホストグループを指定して、ホストグループに登録されている WWN の情報を取得しま

す。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/host-wwns

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

パラメータ 型 フィルタ条件

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （任意）ホストグループ番号

このパラメータまたは hostGroupNameパラメータのどちらか一方を必ず

指定してください。

hostGroupName string （任意）ホストグループ名

このパラメータまたは hostGroupNumberパラメータのどちらか一方を必

ず指定してください。

ボディ

なし。
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レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "hostWwnId": "CL1-A,0,000000102cceccc9",
      "portId": "CL1-A",
      "hostGroupNumber": 0,
      "hostGroupName": "my@host999",
      "hostWwn": "000000102cceccc9",
      "wwnNickname": "Myhostwwnsecret"
    },
    {
      "hostWwnId": "CL1-A,0,1111111111111111",
      "portId": "CL1-A",
      "hostGroupNumber": 0,
      "hostGroupName": "my@host999",
      "hostWwn": "1111111111111111",
      "wwnNickname": "formyhost"
    }
  ]
}

属性 型 説明

hostWwnId string WWN のオブジェクト ID

portId string ポート番号

hostGroupNumber int ポート上のホストグループ番号

hostGroupName string ポート上のホストグループ名

hostWwn string ホストグループに登録されている HBA の WWN

wwnNickname string WWN のニックネーム

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/host-wwns?portId=CL1-
A&hostGroupNumber=0

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

5.21 特定の WWN の情報を取得する
指定した WWN の情報を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）
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リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/host-wwns/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

WWN の情報取得で取得した hostWwnIdの値を指定します。次に示す属性値を連結した形式

でも指定できます。

＜portId ＞,＜hostGroupNumber ＞,＜hostWwn ＞

属性 型 説明

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （必須）ホストグループ番号

hostWwn string （必須）HBA の WWN
コロンなしで指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "hostWwnId": "CL1-A,0,000000102cceccc9",
  "portId": "CL1-A",
  "hostGroupNumber": 0,
  "hostGroupName": "my@host999",
  "hostWwn": "000000102cceccc9",
  "wwnNickname": "Myhostwwnsecret"
}

属性 型 説明

hostWwnId string WWN のオブジェクト ID

portId string ポート番号

hostGroupNumber int ポート上のホストグループ番号

hostGroupName string ポート上のホストグループ名

hostWwn string ホストグループに登録されている HBA の WWN

wwnNickname string WWN のニックネーム

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/host-wwns/CL1-A,
0,000000102cceccc9

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

5.22 ホストグループに WWN を登録する
指定したポートのホストグループに HBA の WWN を登録します。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/host-wwns

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "hostWwn": "210003e08b0256f9",
  "portId": "CL1-A",
  "hostGroupNumber": 5
}

属性 型 説明

hostWwn string （必須）HBA の WWN
16 桁の 16 進数で指定します。コロンで区切った形式でも指定できます。

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （必須）ホストグループ番号

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。
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属性 説明

affectedResources 登録した WWN の URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/host-wwns

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.14 ホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得する

• 5.20 WWN の情報を取得する

5.23 WWN にニックネームを設定する
ホストグループに登録されている WWN に、ニックネームを設定します。すでに設定されているニ

ックネームを削除することもできます。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

PATCH ＜ベース URL ＞/v1/objects/host-wwns/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

WWN の情報取得で取得した hostWwnIdの値を指定します。次に示す属性値を連結した形式

でも指定できます。

＜portId ＞,＜hostGroupNumber ＞,＜hostWwn ＞

属性 型 説明

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （必須）ポート上のホストグループ番号

hostWwn string （必須）ホストグループに登録されている HBA の WWN

クエリパラメータ
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なし。

ボディ

WWN にニックネームを設定する場合

{
  "wwnNickname": "REST_API_Created"
}

WWN からニックネームを削除する場合

{
  "wwnNickname": ""
}

属性 型 説明

wwnNickname string （必須） WWN のニックネームを 1～64 文字で指定します。

同一ポートのほかの WWN に使用されているニックネームは指定できませ

ん。

WWN からニックネームを削除する場合は、空文字列を指定します。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 設定を変更した WWN の URL

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X PATCH --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/host-wwns/CL1-A,0,1212121212121212

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.14 ホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得する
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5.24 ホストグループから WWN を削除する
指定したポートのホストグループに登録されている WWN の情報を削除します。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/host-wwns/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

WWN の情報取得で取得した hostWwnIdの値を指定します。次に示す属性値を連結した形式

でも指定できます。

＜portId ＞,＜hostGroupNumber ＞,＜hostWwn ＞

属性 型 説明

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （必須）ホストグループ番号

hostWwn string （必須） HBA の WWN
コロンなしで指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除した WWN の URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/host-wwns/CL1-A,
5,210003e08b0256f9

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.20 WWN の情報を取得する

5.25 iSCSI ネームを取得する
ポートと iSCSI ターゲットを指定して、iSCSI ターゲットに登録されている iSCSI ネームの情報を取

得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/host-iscsis

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

パラメータ 型 フィルタ条件

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （任意）iSCSI ターゲットのターゲット ID
このパラメータまたは hostGroupNameパラメータのどちらか一方を必ず

指定してください。

hostGroupName string （任意）iSCSI ターゲットの名称

このパラメータまたは hostGroupNumberパラメータのどちらか一方を必

ず指定してください。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "hostIscsiId": "CL1-D,1,iqn.1994-05.com.redhat%3A496799ba93",
      "portId": "CL1-D",
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      "hostGroupNumber": 1,
      "hostGroupName": "OpenStack_Command_Device",
      "iscsiName": "iqn.1994-05.com.redhat:496799ba93",
      "iscsiNickname": "a_a"
    },
    {
      "hostIscsiId": "CL1-D,1,iqn.1994-05.com.redhat
%3Aa7526e46aac.target",
      "portId": "CL1-D",
      "hostGroupNumber": 1,
      "hostGroupName": "OpenStack_Command_Device",
      "iscsiName": "iqn.1994-05.com.redhat:a7526e46aac.target",
      "iscsiNickname": "a_a"
    }
  ]
}

属性 型 説明

hostIscsiId string iSCSI ネームのオブジェクト ID

portId string ポート番号

hostGroupNumber int iSCSI ターゲットのターゲット ID

hostGroupName string iSCSI ターゲットの名称

iscsiName string iSCSI ターゲットに登録されている HBA（iSCSI イニシエータ）の iSCSI ネー

ム

iscsiNickname string iSCSI のニックネーム

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/host-iscsis?
portId=CL1-D&hostGroupNumber=1

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

5.26 特定の iSCSI ネームの情報を取得する
ポートと iSCSI ターゲットおよび iSCSI ネームを指定して、特定の iSCSI ネームの情報を取得しま

す。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/host-iscsis/＜オブジェクト ID ＞
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リクエストメッセージ

オブジェクト ID

iSCSI ネームの取得で取得した hostIscsiIdの値を指定します。次に示す属性を連結した形

式でも指定できます。

＜portId ＞,＜hostGroupNumber ＞,＜iscsiName ＞

属性 型 説明

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （必須）iSCSI ターゲットのターゲット ID

iscsiName string （必須）HBA（iSCSI イニシエータ）の iSCSI ネーム

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "hostIscsiId": "CL1-D,1,iqn.1994-05.com.redhat%3A496799ba93",
  "portId": "CL1-D",
  "hostGroupNumber": 1,
  "hostGroupName": "OpenStack_Command_Device",
  "iscsiName": "iqn.1994-05.com.redhat:496799ba93",
  "iscsiNickname": "a_a"
}

属性 型 説明

hostIscsiId string iSCSI ネームのオブジェクト ID

portId string ポート番号

hostGroupNumber int iSCSI ターゲットのターゲット ID

hostGroupName string iSCSI ターゲットの名称

iscsiName string iSCSI ターゲットに登録されている HBA（iSCSI イニシエータ）の iSCSI ネー

ム

iscsiNickname string iSCSI のニックネーム

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
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https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/host-iscsis/CL1-D,
1,iqn.1994-05.com.redhat%3A496799ba93

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

5.27 iSCSI ターゲットに iSCSI ネームを登録する
指定したポートの iSCSI ターゲットに、イニシエータ側ホストの iSCSI ネームを登録します。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/host-iscsis

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "portId": "CL1-D",
  "hostGroupNumber": 1,
  "iscsiName": "iqn.myrestapiiscsi20150907"
}

属性 型 説明

iscsiName string （必須） HBA（iSCSI イニシエータ）の iSCSI ネーム

iqn 形式または eui 形式で指定してください。

• iqn 形式

5 ～ 223 文字の値を指定します。使用できる文字は次のとおりです。

半角英数字（小文字）、ハイフン（-） 、ピリオド（.） 、コロン（:）
指定例：iqn.2014-04.jp.co.hitachi:xxx.h70.i.62510.1a.ff

• eui 形式

eui.に続けて 16 進数で指定します。全体で 20 文字の値を指定してください。

指定例：eui.ABCDEF1234567890

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （必須）iSCSI ターゲットのターゲット ID

レスポンスメッセージ

ボディ
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ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 登録した iSCSI ネームの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/host-iscsis

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.14 ホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得する

• 5.25 iSCSI ネームを取得する

5.28 iSCSI ネームにニックネームを設定する
iSCSI ターゲットに登録されている iSCSI ネームに、ニックネームを設定します。すでに設定されて

いるニックネームを削除することもできます。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

PATCH ＜ベース URL ＞/v1/objects/host-iscsis/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

iSCSI ネームの情報取得で取得した hostIscsiIdの値を指定します。次のように属性値を連

結した形式でも指定できます。

＜portId ＞,＜hostGroupNumber ＞,＜iscsiName ＞

属性 型 説明

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （必須）iSCSI ターゲットのターゲット ID
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属性 型 説明

iscsiName string （必須）iSCSI ターゲットに登録されている HBA（iSCSI イニシエータ）の

iSCSI ネーム

クエリパラメータ

なし。

ボディ

iSCSI ネームにニックネームを設定する場合

{
  "iscsiNickname": "REST_API_Testing"
}

iSCSI ネームからニックネームを削除する場合

{
  "iscsiNickname": ""
}

属性 型 説明

iscsiNickname string （必須） HBA の iSCSI ネームにニックネームを 1～32 文字で指定します。

iSCSI ネームからニックネームを削除する場合は、空文字列を指定します。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 設定を変更した iSCSI ネームの URL

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X PATCH --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/host-iscsis/CL1-B,0,iqn.20150907

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード
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• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.25 iSCSI ネームを取得する

5.29 iSCSI ターゲットから iSCSI ネームを削除する
指定したポートの iSCSI ターゲットから HBA（iSCSI イニシエータ）の iSCSI ネームを削除します。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/host-iscsis/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

iSCSI ネームの取得で取得した hostIscsiIdの値を指定します。次に示す属性を連結した形

式でも指定できます。

＜portId ＞,＜hostGroupNumber ＞,＜iscsiName ＞

属性 型 説明

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （必須） iSCSI ターゲットのターゲット ID

iscsiName string （必須）HBA（iSCSI イニシエータ）の iSCSI ネーム

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除した iSCSI ネームの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/host-iscsis/CL1-D,
1,iqn.myrestapiiscsi20150907

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.25 iSCSI ネームを取得する

5.30 CHAP ユーザの情報を取得する
ポートと iSCSI ターゲットを指定して、iSCSI ターゲットに設定されている CHAP ユーザの情報を

取得します。iSCSI ターゲットの名称または CHAP ユーザ名に半角スペースが含まれている場合、

CHAP ユーザ名の情報は取得できません。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/chap-users

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

パラメータ 型 フィルタ条件

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （必須）iSCSI ターゲットのターゲット ID

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "chapUserId": "CL1-D,0,INI,TESTing",
      "portId": "CL1-D",
      "hostGroupNumber": 0,
      "hostGroupName": "1D-G00",
      "chapUserName": "TESTing",
      "wayOfChapUser": "INI"
    },
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    {
      "chapUserId": "CL1-D,0,TAR,mychap",
      "portId": "CL1-D",
      "hostGroupNumber": 0,
      "hostGroupName": "1D-G00",
      "chapUserName": "mychap",
      "wayOfChapUser": "TAR"
    }
  ]
}

属性 型 説明

chapUserId string CHAP ユーザのオブジェクト ID

portId string ポート番号

hostGroupNumber int iSCSI ターゲットのターゲット ID

hostGroupName string iSCSI ターゲットの名称

chapUserName string CHAP ユーザ名

wayOfChapUser string CHAP ユーザ名の種類

• TAR：iSCSI ターゲット側の CHAP ユーザ名

• INI：HBA（iSCSI イニシエータ）側の CHAP ユーザ名

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/chap-users?
portId=CL1-D&hostGroupNumber=0

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

5.31 特定の CHAP ユーザの情報を取得する
指定した CHAP ユーザの情報を取得します。iSCSI ターゲットの名称または CHAP ユーザ名に半角

スペースが含まれている場合、CHAP ユーザ名の情報は取得できません。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/chap-users/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID
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CHAP ユーザの情報取得で取得した chapUserIdの値を指定します。次に示す属性値を連結

した形式でも指定できます。

＜portId ＞,＜hostGroupNumber ＞,＜wayOfChapUser ＞,＜chapUserName ＞

属性 型 説明

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （必須）iSCSI ターゲットのターゲット ID

wayOfChapUser string （必須）CHAP ユーザ名の種類

• TAR：iSCSI ターゲット側の CHAP ユーザ名

• INI：HBA（iSCSI イニシエータ）側の CHAP ユーザ名

chapUserName string （必須）CHAP ユーザ名

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "chapUserId": "CL1-D,0,INI,mychap",
  "portId": "CL1-D",
  "hostGroupNumber": 0,
  "hostGroupName": "1D-G00",
  "chapUserName": "mychap",
  "wayOfChapUser": "INI"
}

属性 型 説明

chapUserId string CHAP ユーザのオブジェクト ID

portId string ポート番号

hostGroupNumber int iSCSI ターゲットのターゲット ID

hostGroupName string iSCSI ターゲットの名称

chapUserName string CHAP ユーザ名

wayOfChapUser string CHAP ユーザ名の種類

• TAR：iSCSI ターゲット側の CHAP ユーザ名

• INI：HBA（iSCSI イニシエータ）側の CHAP ユーザ名

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/chap-users/CL1-D,
0,INI,mychap

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

5.32 iSCSI ターゲットに CHAP ユーザ名を設定する
iSCSI ターゲットに、CHAP ユーザ名を設定します。iSCSI ターゲット側の CHAP ユーザ名と iSCSI
ターゲットに接続されているホスト（iSCSI イニシエータ）側の CHAP ユーザ名の 2 種類の CHAP
ユーザ名を設定できます。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/chap-users

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

iSCSI ターゲット側の CHAP ユーザ名を設定する場合のコード例を次に示します。

{
  "chapUserName": "MyRESTChapUser",
  "portId": "CL1-D",
  "hostGroupNumber": 1,
  "wayOfChapUser": "TAR"
}

属性 型 説明

chapUserName string （必須）CHAP ユーザ名を 1～223 文字で指定します。

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （必須）iSCSI ターゲットのターゲット ID

wayOfChapUser string （必須）CHAP ユーザ名の種類

• TAR：iSCSI ターゲット側の CHAP ユーザ名

• INI：HBA（iSCSI イニシエータ）側の CHAP ユーザ名
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レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 作成した CHAP ユーザ名の URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/chap-users

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.14 ホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得する

• 5.30 CHAP ユーザの情報を取得する

5.33 CHAP ユーザにシークレットパスワードを設定する
指定した CHAP ユーザにシークレットパスワードを設定します。指定した CHAP ユーザにすでに

シークレットパスワードが設定されている場合は上書きします。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

PATCH ＜ベース URL ＞/v1/objects/chap-users/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

CHAP ユーザの情報取得で取得した chapUserIdの値を指定します。次に示す属性値を連結

した形式でも指定できます。

＜portId ＞,＜hostGroupNumber ＞,＜wayOfChapUser ＞,＜chapUserName ＞ 

属性 型 説明

portId string （必須）ポート番号
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属性 型 説明

hostGroupNumber int （必須）iSCSI ターゲットのターゲット ID

wayOfChapUser string （必須）CHAP ユーザ名の種類

• TAR：iSCSI ターゲット側の CHAP ユーザ名

• INI：HBA（iSCSI イニシエータ）側の CHAP ユーザ名

chapUserName string （必須）CHAP ユーザ名

クエリパラメータ

なし。

ボディ

CHAP ユーザにシークレットパスワードを設定する場合

{
  "chapPassword": "TopSecretForMyChap"
}

CHAP ユーザのシークレットパスワードをリセットする場合

{
  "chapPassword": ""
}

属性 型 説明

chapPassword string 指定した CHAP ユーザのシークレットパスワードを 12～32 文字で指定します。

空文字を指定した場合、パスワードがリセットされます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources パスワード設定した CHAP ユーザ名の URL

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X PATCH --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/chap-users/CL1-D,1,TAR,MyRESTChapUser
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関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.30 CHAP ユーザの情報を取得する

5.34 iSCSI ターゲットから CHAP ユーザ名を削除する
iSCSI ターゲットに設定されている CHAP ユーザ名を削除します。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/chap-users/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

CHAP ユーザの情報取得で取得した chapUserIdの値を指定します。次に示す属性値を連結

した形式でも指定できます。

＜portId ＞,＜hostGroupNumber ＞,＜wayOfChapUser ＞,＜chapUserName ＞ 

属性 型 説明

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （必須） iSCSI ターゲットのターゲット ID

wayOfChapUser string （必須）CHAP ユーザ名の種類

• TAR：iSCSI ターゲット側の CHAP ユーザ名

• INI：HBA（iSCSI イニシエータ）側の CHAP ユーザ名

chapUserName string （必須）CHAP ユーザ名

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除した CHAP ユーザ名の URL
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ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/chap-users/CL1-D,
1,TAR,MyRESTChapUser

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.30 CHAP ユーザの情報を取得する

5.35 LU パスの情報を取得する
ポートのホストグループまたは iSCSI ターゲットに定義されている LU パスの情報を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/luns

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

パラメータ 型 フィルタ条件

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （必須）ホストグループ番号（iSCSI ターゲットの場合はターゲット

ID）

isBasicLunInformation boolean （任意）基本情報だけを取得するかどうかを指定します。

• true：基本情報だけを取得する（ホストリザーブの状態は取得し

ない）

• false：すべての項目を取得する

省略した場合、falseが指定されたと見なされます。

ボディ

なし。
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レスポンスメッセージ

ボディ

基本情報だけを取得した場合の出力例を次に示します。

{
  "data": [
    {
      "lunId": "CL1-A,1,1",
      "portId": "CL1-A",
      "hostGroupNumber": 1,
      "hostMode": "LINUX/IRIX",
      "lun": 1,
      "ldevId": 1,
      "isCommandDevice": false
    },
    {
      "lunId": "CL1-A,1,2",
      "portId": "CL1-A",
      "hostGroupNumber": 1,
      "hostMode": "LINUX/IRIX",
      "lun": 2,
      "ldevId": 2,
      "isCommandDevice": false
    }
  ]
}

すべての項目を取得した場合の出力例を次に示します。

{
  "data": [
    {
      "lunId": "CL1-A,1,1",
      "portId": "CL1-A",
      "hostGroupNumber": 1,
      "hostMode": "LINUX/IRIX",
      "lun": 1,
      "ldevId": 1,
      "isCommandDevice": false,
      "luHostReserve": {
        "openSystem": false,
        "persistent": false,
        "pgrKey": false,
        "mainframe": false,
        "acaReserve": false
      }
    }
  ]
}

属性 型 説明

lunId string LUN のオブジェクト ID

portId string ポート番号

hostGroupNumber int ポート上のホストグループ番号（iSCSI ターゲットの場合はターゲット

ID）

hostMode string ホストグループのホストアダプタ設定用のホストモード

取得される値については、ホストグループまたは iSCSI ターゲットの設定

を変更する API の説明を参照してください。

lun int ホストグループと、マッピングされている LDEV の間の LUN 番号

ldevId int LDEV 番号
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属性 型 説明

isCommandDevice boolean コマンドデバイスであるかどうかを取得します

luHostReserve object LU のホストリザーブの状態

isBasicLunInformation に falseを指定した場合、リザーブ状態のときに、

次の属性が表示されます。

• openSystem（boolean）
オープンシステムのリザーブ状態であるかを示します。

• persistent（boolean）
パーシステントリザーブ状態であるかを示します。

• pgrKey（boolean）
PGR Key でのリザーブ状態であるかを示します。

• mainframe（boolean）
Mainframe のリザーブ状態であるかを示します。

• acaReserve（boolean）
ACA リザーブであるかを示します。

hostModeOptions int[] ホストグループのホストモードオプション設定用の番号

取得される番号については、マニュアル「システム構築ガイド」を参照し

てください。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

基本情報だけを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/luns?portId=CL1-
A&hostGroupNumber=1&isBasicLunInformation=true

すべての項目を取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/luns?portId=CL1-
A&hostGroupNumber=1

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 5.18 ホストグループまたは iSCSI ターゲットの設定を変更する

5.36 特定の LU パスの情報を取得する
指定した LU パスの情報を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）
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リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/luns/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

LU パスの情報取得で取得した lunIdの値を指定します。次に示す属性値を連結した形式で

も指定できます。

＜portId ＞,＜hostGroupNumber ＞,＜lun ＞

属性 型 説明

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （必須）ホストグループ番号（iSCSI ポートの場合はターゲット ID）

lun int （必須）LUN

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "lunId": "CL1-A,1,1",
  "portId": "CL1-A",
  "hostGroupNumber": 1,
  "hostMode": "LINUX/IRIX",
  "lun": 1,
  "ldevId": 1,
  "isCommandDevice": false,
  "luHostReserve": {
    "openSystem": false,
    "persistent": false,
    "pgrKey": false,
    "mainframe": false,
    "acaReserve": false
  },
  "hostModeOptions": [
    2,
    6
  ]
}

属性 型 説明

lunId string LUN のオブジェクト ID

portId string ポート番号

hostGroupNumber int ポート上のホストグループ番号（iSCSI ターゲットの場合はターゲット

ID）
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属性 型 説明

hostMode string ホストグループのホストアダプタ設定用のホストモード

取得される値については、ホストグループまたは iSCSI ターゲットの設定

を変更する API の説明を参照してください。

lun int ホストグループと、マッピングされている LDEV の間の LUN 番号

ldevId int LDEV 番号

isCommandDevice boolean コマンドデバイスであるかどうかが表示されます。

luHostReserve object LU のホストリザーブの状態

isBasicLunInformation に falseを指定した場合、リザーブ状態のときに、

次の属性が表示されます。

• openSystem（boolean）
オープンシステムのリザーブ状態であるかを示します。

• persistent（boolean）
パーシステントリザーブ状態であるかを示します。

• pgrKey（boolean）
PGR Key でのリザーブ状態であるかを示します。

• mainframe（boolean）
Mainframe のリザーブ状態であるかを示します。

• acaReserve（boolean）
ACA リザーブであるかを示します。

hostModeOptions int[] ホストグループのホストモードオプション設定用の番号

取得される番号については、マニュアル「システム構築ガイド」を参照し

てください。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/luns/CL1-A,1,1?
isBasicLunInformation=true

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 5.18 ホストグループまたは iSCSI ターゲットの設定を変更する

5.37 LU パスを設定する
指定したポートのホストグループまたは iSCSI ターゲットにある LUN に LDEV をマッピングし

て、LU パスを設定します。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）
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リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/luns

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

LUN を指定して LU パスを設定する場合のコード例を次に示します。

{
  "portIds": ["CL1-A","CL2-A"],
  "hostGroupNumber": 1,
  "ldevId": 64,
  "lun": 12
}

LUN を指定しないで LU パスを設定する場合のコード例を次に示します。

{
  "portId": "CL1-A",
  "hostGroupNumber": 1,
  "ldevId": 64
}

属性 型 説明

portId string （任意）ポート番号

LU パスを 1 つのポートに対して設定する場合に指定します。

この属性は portIds属性と同時に指定できません。

portIds string[] （任意）ポート番号

LU パスを同時に複数のポートに対して設定する場合に指定します。6 個

まで指定できます。

この属性は portId属性と同時に指定できません。

hostGroupNumber int （必須）ホストグループ番号（iSCSI ポートの場合はターゲット ID）

lun int （任意）LUN
省略した場合、自動で設定されます。

同一の LUN を複数の LDEV に指定することはできません。

ldevId int （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

1 つの LDEV を同じホストグループ内のほかの LUN にはマッピングでき

ません。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。
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属性 説明

affectedResources 作成した LU パスの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/luns

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.35 LU パスの情報を取得する

5.38 LU パスを削除する
指定したポートのホストグループまたは iSCSI ターゲットに定義されている LU パスを削除しま

す。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/luns/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

LU パスの情報取得で取得した lunIdの値を指定します。次に示す属性値を連結した形式で

も指定できます。

＜portId ＞,＜hostGroupNumber ＞,＜lun ＞ 

属性 型 説明

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （必須）ホストグループ番号（iSCSI ポートの場合はターゲット ID）

lun int （必須）LUN

クエリパラメータ

なし。
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ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除した LU パスの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/luns/CL1-A,1,64

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.35 LU パスの情報を取得する

5.39 コマンドデバイスを設定する
指定した LDEV にコマンドデバイスを設定・解除します。また、コマンドデバイスの属性を変更し

ます。

メモ　

isSecurityEnabled属性、isUserAuthenticationEnabled属性または

isDeviceGroupDefinitionEnabled属性を省略して実行した場合、実行前の設定が有効でも、実行後には

設定が無効になります。コマンドデバイスの属性を変更する場合、設定が意図せず無効にならないように指定し

てください。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞/actions/set-as-
command-device/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID
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ボリュームの情報取得で取得した ldevIdの値を指定します。

属性 型 説明

ldevId int （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

コマンドデバイスを設定する場合のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "isCommandDevice": true
  }
}

コマンドデバイスの設定、セキュリティの設定、ユーザ認証およびデバイスグループ情報認証

を設定する場合のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "isCommandDevice": true,
    "isSecurityEnabled": true,
    "isUserAuthenticationEnabled": true,
    "isDeviceGroupDefinitionEnabled": true
  }
}

属性 型 説明

isCommandDevice boolean （必須）指定した LDEV をコマンドデバイスにするかどうかを指定

します。

• true ：コマンドデバイスの設定を有効にする

• false ：コマンドデバイスの設定を解除する

isSecurityEnabled boolean （任意）コマンドデバイスのセキュリティの設定を有効にするかど

うかを指定します。

• true：セキュリティの設定を有効にする

• false：セキュリティの設定を無効にする

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。 設定が意図

せず無効にならないように指定してください。

isUserAuthenticationEnabled boolean （任意）コマンドデバイスの ユーザ認証の設定を有効にするかど

うかを指定します。

• true：ユーザ認証の設定を有効にする

• false：ユーザ認証の設定を無効にする

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。設定が意図

せず無効にならないように指定してください。

isDeviceGroupDefinitionEnabled boolean （任意）コマンドデバイスのデバイスグループ情報認証の設定を有

効にするかどうかを指定します。

• true：デバイスグループの情報認証の設定を有効にする

• false：デバイスグループの情報認証の設定を無効にする

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。設定が意図

せず無効にならないように指定してください。
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レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources コマンドデバイス属性を変更したボリュームの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞/actions/set-as-
command-device

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed LDEV が次のどれかの条件を満たすため、指定されたアクションを実

行できません。

• Thin Image の仮想ボリュームとして使用されている

• Quorum ディスクとして使用されている

• システムディスクとして使用されている

• 重複排除用システムデータボリューム（フィンガープリント）と

して使用されている

• プールボリュームとして使用されている

• Volume Migration で使用されている

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/1/actions/set-
as-command-device

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/1/actions/set-as-command-device/
invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト
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• 5.2 ボリュームの情報を取得する

5.40 仮想 LDEV の情報を取得する
仮想ストレージマシンにある、仮想 LDEV（仮想 LDEV 番号が与えられた LDEV）の情報を取得し

ます。取得する範囲に仮想 LDEV がない場合は空のリストが返却されます。仮想 LDEV の情報を

取得するには、クエリパラメータを組み合わせて仮想 LDEV が含まれるように指定してください。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

指定した条件で実行結果をフィルタリングしたり、仮想 LDEV の詳細な情報を追加で取得した

りできます。仮想 LDEV の情報を取得するには、virtualSerialNumberパラメータを指定

して、対象の仮想ストレージマシンを特定します。

• 実行結果をフィルタリングする場合

取得する仮想 LDEV の情報はデフォルトで 100 個です。countパラメータを指定するこ

とで 16,384 個まで取得できます。ldevOptionパラメータや poolIdパラメータを指定

して取得する仮想 LDEV の情報が 16,384 個より多い場合、headVirtualLdevIdパラメ

ータを使用して、取得対象の仮想 LDEV 番号が範囲に含まれるように指定してください。

重要　

この API は、取得する LDEV の個数や同時に実行されるほかの処理の内容によって、同時実

行数が制限されることがあります。制限の条件や内容については、同時実行数についての注

意事項を参照してください。

同時に指定できるクエリパラメータについては、指定できるクエリパラメータの組み合わ

せの表を参照してください。

パラメータ 型 フィルタ条件

virtualSerialNumber string （必須）仮想ストレージマシンのシリアル番号を指定します。

指定した仮想ストレージマシン上の仮想 LDEV の情報を、仮想 LDEV
番号の昇順で取得します。

headVirtualLdevId int （任意）情報取得を開始する仮想 LDEV 番号を 10 進数で指定します。

指定した仮想 LDEV 番号から昇順に情報を取得します。

省略した場合、0が指定されたと見なされます。

このパラメータを指定する場合、virtualSerialNumberパラメータ

も同時に指定してください。

count int （任意）取得する仮想 LDEV の情報の個数を 1～16384の値で指定しま

す。
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パラメータ 型 フィルタ条件

省略した場合、100 個の仮想 LDEV の情報を取得します。

ldevOption string （任意）情報を取得する仮想 LDEV の条件

条件として入力できる値を次に示します。

• defined
実装された仮想 LDEV の情報を取得する

• undefined
未実装の仮想 LDEV の情報を取得する

• dpVolume
DP ボリュームの情報を取得する

• luMapped
LU パスが定義されている仮想 LDEV の情報を取得する

• luUnmapped
LU パスが定義されていない仮想 LDEV の情報を取得する

• externalVolume
外部ボリュームの情報を取得する

省略した場合、すべての種類の仮想 LDEV の情報を取得します。

poolId int （任意）プール番号

指定したプールに関連する仮想 LDEV の情報を取得します。

ldevOptionパラメータと組み合わせて指定すると、次の情報を取得

します。

• ldevOptionパラメータに dpVolumeを指定した場合：

指定したプールに関連する、DP ボリュームの情報を取得します。

• ldevOptionパラメータに luMappedを指定した場合：

指定したプールに関連する、LU パスが定義されている仮想 LDEV
の情報を取得します。

• ldevOptionパラメータに luUnmappedを指定した場合：

指定したプールに関連する、LU パスが定義されていない仮想

LDEV の情報を取得します。

ldevOptionパラメータを指定しないで、このパラメータを指定した

場合、プールを構成するボリューム（プールボリューム）の情報を取得

します。

resourceGroupId int （任意）情報を取得する仮想 LDEV が属するリソースグループ ID

journalId int （任意）情報を取得する仮想 LDEV が属するジャーナル ID

parityGroupId string （任意）情報を取得する仮想 LDEV が属するパリティグループ番号

分散パリティグループの場合も同様に指定します。

1-3-1、1-3-2、および 1-3-3 の分散パリティグループの場合、次のように

指定します。

parityGroupId=1-3

指定できるクエリパラメータの組み合わせの表を次に示します。

パラメータ

virtual
Serial
Numb

er

headV
irtualL
devId

count
ldevO
ption

poolId
resou
rceGr
oupId

journa
lId

parity
Grou
pId

virtualSerialNumbe
r

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

headVirtualLdevId ○ － ○ × × × × ×
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パラメータ

virtual
Serial
Numb

er

headV
irtualL
devId

count
ldevO
ption

poolId
resou
rceGr
oupId

journa
lId

parity
Grou
pId

count ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

ldevOption ○ × ○ － ○※ ○ × ×

poolId ○ × ○ ○※ － ○ × ×

resourceGroupId ○ × ○ ○ ○ － ○ ○

journalId ○ × ○ × × ○ － ×

parityGroupId ○ × ○ × × ○ × －

注※　ldevOptionパラメータの値に defined、undefined、externalVolumeを指

定している場合、このパラメータの組み合わせは指定できません。

• 詳細情報を追加して取得する場合

パラメータ 型 説明

detailInfoType string （任意）取得する詳細情報のタイプ

このパラメータは、実行結果をフィルタリングするパラメータと組み合わせ

て使うこともできます。

指定できる値を次に示します。FMCと virtualSerialNumberは同時に

指定できません。

• FMC
ドライブタイプが SSD(FMC)のパリティグループに属している仮想

LDEV について、容量拡張の詳細な情報を追加します。

• virtualSerialNumber
仮想ストレージマシンの詳細な情報を追加します。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "ldevId": 0,
      "virtualLdevId": 0,
      "virtualSerialNumber": "410012",
      "clprId": 0,
      "emulationType": "OPEN-V-CVS",
      "byteFormatCapacity": "1.00 G",
      "blockCapacity": 2097152,
      "numOfPorts": 1,
      "ports": [
        {
          "portId": "CL3-B",
          "hostGroupNumber": 25,
          "hostGroupName": "bs10300-7",
          "lun": 19
        }
      ],
      "attributes": [
        "CVS",
        "HDP",
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        "GAD"
      ],
      "status": "NML",
      "mpBladeId": 2,
      "ssid": "0004",
      "poolId": 4,
      "numOfUsedBlock": 0,
      "isFullAllocationEnabled": false,
      "resourceGroupId": 6,
      "dataReductionStatus": "DISABLED",
      "dataReductionMode": "disabled",
      "isAluaEnabled": false
    },
    {
      "ldevId": 1,
      "virtualLdevId": 1,
      "virtualSerialNumber": "410012",
      "clprId": 0,
      "emulationType": "OPEN-V-CVS",
      "byteFormatCapacity": "1.00 G",
      "blockCapacity": 2097152,
      "numOfPorts": 1,
      "ports": [
        {
          "portId": "CL3-B",
          "hostGroupNumber": 25,
          "hostGroupName": "bs10300-7",
          "lun": 21
        }
      ],
      "attributes": [
        "CVS",
        "HDP",
        "GAD"
      ],
      "label": "ldev_label_1",
      "status": "NML",
      "mpBladeId": 0,
      "ssid": "0004",
      "poolId": 10,
      "numOfUsedBlock": 0,
      "isFullAllocationEnabled": false,
      "resourceGroupId": 6,
      "dataReductionStatus": "DISABLED",
      "dataReductionMode": "disabled",
      "isAluaEnabled": false
    }
  ]
}

レスポンスメッセージのボディで取得する属性を次に示します。そのほかの属性については、

ボリュームの情報を取得する API の説明を参照してください。

属性 型 説明

ldevId int LDEV 番号

virtualLdevId int 仮想 LDEV 番号

デフォルトで設定されている仮想 LDEV 番号は表示されません。

virtualSerialNumber string 仮想ストレージマシンのシリアル番号

クエリパラメータで detailInfoTypeに virtualSerialNumberを指定して実行すると、

仮想ストレージマシンの詳細情報も取得されます。

属性 型 説明

virtualModel string 仮想ストレージマシンのモデル名
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ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs?
count=2&virtualSerialNumber=410012

同時実行数についての注意事項

取得する LDEV 数が 2,048 個を超えるリクエストは、同時に最大 2 つまでしか実行できません。

2,048 個を超える LDEV を取得するリクエストを同時に 3 つ以上実行した場合、受け付けられなか

ったリクエストに対して HTTP ステータスコード 503 が返ります。その場合は、しばらく待ってか

ら再度リクエストを実行してください。

取得する LDEV 数が 2,048 個以下のリクエストの場合にも、同時に実行されるほかのリクエストの

処理内容によっては、同時実行数が制限されることがあります。同時実行数に影響を与える処理は、

次の 2 つです。

• 複数の LDEV の情報取得

• global-active device ペアの情報取得

これらの処理が実行中の場合に、同時に実行できる LDEV の情報取得のリクエストの上限数の目安

を次に示します。

実行中の処理内容 同時に実行できるリクエストの最大数

LDEV の情報取得（LDEV 数：16,384）×1 11

LDEV の情報取得（LDEV 数：16,384）×1
global-active device ペアの情報取得×1

8

LDEV の情報取得（LDEV 数：16,384）×1
global-active device ペアの情報取得×2

6

LDEV の情報取得（LDEV 数：16,384）×2 3

LDEV の情報取得（LDEV 数：16,384）×2
global-active device ペアの情報取得×1

0
ただし、取得する LDEV 数が 1,024 以下の

リクエストは、1 件実行できます。

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 5.2 ボリュームの情報を取得する

5.41 仮想 LDEV 番号を設定する
LDEV に仮想 LDEV 番号を設定します。

実行権限

セキュリティ管理者（参照・編集）
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リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞/actions/assign-
virtual-ldevid/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ボリューム情報の取得で取得した ldevIdの値を指定します。

属性 型 説明

ldevId int （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

LDEV に仮想 LDEV 番号 405を設定する場合のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "virtualLdevId": 405
  }
}

属性 型 説明

virtualLdevId int （必須）仮想 LDEV 番号を 10 進数で指定します。

65535を指定した場合は、global-active device の予約属性を設定します。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 仮想 LDEV 番号を設定した LDEV の URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞/actions/assign-
virtual-ldevid

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。
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ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed 対象の LDEV にすでに仮想 LDEV 番号が設定されています。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/1/actions/
assign-virtual-ldevid

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/1/actions/assign-virtual-ldevid/
invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 5.2 ボリュームの情報を取得する

• 5.40 仮想 LDEV の情報を取得する

5.42 仮想 LDEV 番号を削除する
LDEV に設定されている仮想 LDEV 番号を削除します。

実行権限

セキュリティ管理者（参照・編集）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞/actions/unassign-
virtual-ldevid/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

仮想 LDEV 番号の情報取得で取得した ldevIdの値を指定します。

属性 型 説明

ldevId int （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボリュームの割り当て 215
REST API リファレンスガイド



ボディ

仮想 LDEV 番号 405 を削除する場合のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "virtualLdevId": 405
  }
}

属性 型 説明

virtualLdevId int （必須）仮想 LDEV 番号を 10 進数で指定します。

65535を指定した場合は、global-active device の予約属性を解除します。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 仮想 LDEV 番号を削除した LDEV の URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞/actions/unassign-
virtual-ldevid

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed 対象の LDEV に仮想 LDEV 番号が設定されていません。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/1/actions/
unassign-virtual-ldevid

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/1/actions/unassign-virtual-ldevid/
invoke
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関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 5.2 ボリュームの情報を取得する

• 5.40 仮想 LDEV の情報を取得する

5.43 LU パスを指定してホストリザーブ状態を解除する
指定した LU パスにマッピングされている LU のホストリザーブ状態を解除します。この API は、

障害などでホストリザーブ状態が解除しきれず LU に残ってしまった場合などに使用します。

実行権限

ストレージ管理者（システムリソース管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/luns/＜オブジェクト ID ＞/actions/release-lu-
host-reserve/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

LU パスの情報取得で取得した lunIdの値を指定します。次に示す属性値を連結した形式で

も指定できます。

＜portId ＞,＜hostGroupNumber ＞,＜lun ＞

属性 型 説明

portId string （必須）ポート番号

hostGroupNumber int （必須）ホストグループ番号（iSCSI ポートの場合はターゲット ID）

lun int （必須）LUN

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。
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属性 説明

affectedResources ホストリザーブ状態を解除した LU パスの URL

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Content-type:application/json" -H "Accept:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/luns/CL1-A,1,0/
actions/release-lu-host-reserve/invoke -d ""

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.35 LU パスの情報を取得する

5.44 ホストグループを指定してホストリザーブ状態を解除する
指定したホストグループまたは iSCSI ターゲットにマッピングされているすべての LU に対して、

ホストリザーブ状態を解除します。この API は、障害などでホストリザーブ状態が解除しきれず

LU に残ってしまった場合などに使用します。

実行権限

ストレージ管理者（システムリソース管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/host-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/
release-lu-host-reserves/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報取得で取得した hostGroupIdの値を指定し

ます。次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

＜portId ＞,＜hostGroupNumber ＞

属性 型 説明

portId string （必須）ポート番号
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属性 型 説明

hostGroupNumber int （必須）ポート上のホストグループ番号（iSCSI ターゲットの場合はターゲッ

ト ID）

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。ジョブオブジェクトの説明を参照してください。この API
は affectedResourcesを表示しません。ホストリザーブ状態が解除されたかどうかは、次

の URL で確認してください。＜ポート番号＞および＜ホストグループ番号＞には、オブジェ

クト ID に指定したポート番号およびホストグループ番号（またはターゲット ID）を指定しま

す。

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/luns?portId=＜ポート番号＞&hostGroupNumber=
＜ホストグループ番号＞

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Content-type:application/json" -H "Accept:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/host-groups/CL1-A,1/
actions/release-lu-host-reserves/invoke -d ""

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.14 ホストグループまたは iSCSI ターゲットの情報を取得する

• 5.35 LU パスの情報を取得する
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6
プールの管理

この章では、REST API で実行するプールの管理について説明します。

 6.1 プールとは

 6.2 プールの情報を取得する

 6.3 特定のプールの情報を取得する

 6.4 プールを作成する

 6.5 プールの設定を変更する

 6.6 プールを拡張する

 6.7 プールを縮小する

 6.8 プールの性能モニタリングをする

 6.9 階層再配置をする

 6.10 プールの閉塞を解除する

 6.11 プール単位で容量削減機能を初期化する

 6.12 プールを削除する
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6.1 プールとは
プールとは、複数の LDEV を統合して作成する仮想的な領域です。プールから仮想ボリュームを作

成して、ボリューム割り当てやペア作成などに利用します。

仮想ボリュームは、物理ドライブの容量以上のボリュームを作成したり、必要に応じて拡張、縮小

したりできます。ストレージシステムのリソースを有効に活用できるため、ドライブ増設に伴う設

定も軽減します。また、複数の物理ボリュームを統合することで、複数のドライブにデータを分散

して格納するため、ドライブの稼働効率の向上にもつながります。

REST API では、HDP プール、HDT プール、および Thin Image プールを作成します。このマニュア

ルでは、HDP プールと HDT プールを区別しない場合は DP プールと表記します。

REST API で実行するプールの操作を次に示します。

• プールの作成

LDEV を指定して、DP プールまたは Thin Image プールを作成します。プールの使用率が一定の

割合を超えたときに警告を通知するためのしきい値も設定できます。DP プールは仮想ボリュ

ームの作成、Thin Image プールはスナップショットデータの格納に利用します。HDP プールを

スナップショットデータの格納先として利用することもできます。

• プールの設定の変更

プールの種別を HDP プールから HDT プールに変更したり、DP プールまたは Thin Image プール

の使用率のしきい値や、DP プールの容量に対する仮想ボリュームの予約率を変更したりしま

す。

• プールの拡張

DP プールまたは Thin Image プールに LDEV を追加して、容量を拡張します。

• プールの縮小

DP プールまたは Thin Image プールを構成する LDEV を削除して、容量を縮小します。

• HDT プールの性能モニタリング

HDT プールのデータが適切に配置されるように、HDT プールのモニタリングを任意のタイミン

グで開始または停止します。

• HDT プールの階層再配置
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性能モニタリングの情報を基にして、HDT プールのデータを適切な階層へ再配置します。

• プールの閉塞解除

障害などから回復した DP プールまたは Thin Image プールの閉塞を解除します。

• プールの削除

不要になった DP プールまたは Thin Image プールを削除します。

• プールの情報取得

DP プールまたは Thin Image プールの情報を取得します。

プールの作成は、ボリューム割り当てや Thin Image ペア作成の操作の流れの中で実行します。その

ほかのプール操作は、プールの状況に応じて実行します。

HDP（Dynamic Provisioning）および HDT（Dynamic Tiering）についての詳細は、マニュアル「シス

テム構築ガイド」を参照してください。

関連参照

• 5.4 ボリュームを作成する

• 9.8 Thin Image ペアを作成する

• 6.2 プールの情報を取得する

6.2 プールの情報を取得する
プールの状態、使用率、しきい値などの情報を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/pools

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

指定した条件で実行結果をフィルタリングしたり、プールの詳細な情報を追加で取得したりで

きます。

• 実行結果をフィルタリングする場合

パラメータ 型 フィルタ条件

poolType string （任意）情報を取得するプール種別

指定できる値を次に示します。

• DP：DP プールの情報を取得する

• HTI：Thin Image プールの情報を取得する

省略した場合、すべてのプールの情報を取得します。

• 詳細情報を追加して取得する場合
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パラメータ 型 説明

detailInfoType string （任意）取得する詳細情報のタイプ

• FMC
ドライブタイプが SSD(FMC)のパリティグループに属するプールボリ

ュームから構成されるプールについて、容量拡張の詳細な情報を追加し

ます。

このパラメータは、実行結果をフィルタリングするパラメータと組み合わせ

て使うこともできます。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

HDP プールの情報を取得した場合の出力例を次に示します。

{
    "data": [
        {
            "poolId": 0,
            "poolStatus": "POLN",
            "usedCapacityRate": 14,
            "usedPhysicalCapacityRate": 14,
            "snapshotCount": 0,
            "poolName": "testpool",
            "availableVolumeCapacity": 40320,
            "availablePhysicalVolumeCapacity": 40320,
            "totalPoolCapacity": 46998,
            "totalPhysicalCapacity": 46998,
            "numOfLdevs": 1,
            "firstLdevId": 1,
            "warningThreshold": 70,
            "depletionThreshold": 80,
            "virtualVolumeCapacityRate": -1,
            "isMainframe": false,
            "isShrinking": false,
            "locatedVolumeCount": 9,
            "totalLocatedCapacity": 67132128,
            "blockingMode": "NB",
            "totalReservedCapacity": 0,
            "reservedVolumeCount": 0,
            "poolType": "HDP",
            "duplicationLdevIds": [
                49151,
                49150,
                49149,
                49148,
                49147,
                49146,
                49145,
                49144
            ],
            "duplicationNumber": 8,
            "dataReductionAccelerateCompCapacity": 13072996,
            "dataReductionCapacity": 13072996,
            "dataReductionBeforeCapacity": 13074560,
            "dataReductionAccelerateCompRate": 92,
            "duplicationRate": 5,
            "compressionRate": 86,
            "dataReductionRate": 99,
            "dataReductionAccelerateCompIncludingSystemData": {
                "isReductionCapacityAvailable": true,
                "reductionCapacity": 430080,
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                "isReductionRateAvailable": true,
                "reductionRate": 3
            },
            "dataReductionIncludingSystemData": {
                "isReductionCapacityAvailable": true,
                "reductionCapacity": 430080,
                "isReductionRateAvailable": true,
                "reductionRate": 3
            },
            "snapshotUsedCapacity": 0,
            "suspendSnapshot": true
        }
    ]
}

DP プールの場合

属性 型 説明

poolId int プールのオブジェクト ID

poolName string プール名

poolType string プール種別

• HDP：HDP プール

• HDT：HDT プール

• RT：active flash 用のプール

• DM：データダイレクトマップ属性の HDP プール

poolStatus string プールの次の状態を表示します。

• POLN：正常（Pool Normal）

• POLF：しきい値を超えたオーバーフロー状態

（Pool Full）

• POLS：しきい値を超えたオーバーフロー状態で閉

塞している（Pool Suspend）

• POLE：障害状態で閉塞している（Pool failure）
プールの状態が POLEの場合、プールの情報を取

得できません。

usedCapacityRate int 論理容量の使用率（%）

usedPhysicalCapacityRate int 物理容量の使用率（%）

availableVolumeCapacity long 論理容量の空き容量（MB）

availablePhysicalVolumeCapacity long 物理容量の空き容量（MB）

totalPoolCapacity long 論理容量の合計（MB）

totalPhysicalCapacity long 物理容量の合計（MB）

numOfLdevs int プールを構成する LDEV 数

firstLdevId int プールを構成する LDEV の第 1 の番号

warningThreshold int プールに設定されている警告しきい値

depletionThreshold int プールに設定されている枯渇しきい値

suspendSnapshot boolean 枯渇しきい値を超過した場合に、Thin Image ペアを中

断するかどうか

• true：枯渇しきい値超過時に Thin Image ペアを

中断する
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属性 型 説明

• false：枯渇しきい値超過時に Thin Image ペアを

中断しない

virtualVolumeCapacityRate int プール容量に対する仮想ボリュームの最大予約率

• -1：無制限

isShrinking boolean プールが縮小中（シュリンク中）であるかどうかが表

示されます。

• true：プールが縮小中である

• false：プールが縮小中でない

locatedVolumeCount int プールにマッピングされた DP ボリュームの合計数

totalLocatedCapacity long プールにマッピングされたすべての DP ボリュームの

合計容量（MB）
この属性値は、制御領域を含みません。

snapshotCount int プールにマッピングされたスナップショットデータ

の合計数

snapshotUsedCapacity long プールにマッピングされたすべてのスナップショッ

トデータの使用量（MB）

blockingMode string 仮想ボリューム保護機能の設定

DP プールが満杯か、または DP プールボリュームが閉

塞している場合に、対象の DP プールを使用している

DP ボリュームを読み書きできるかどうかが表示され

ます。

• PF：Pool Full
DP プールが満杯の場合、読み書きできない

DP プールボリュームが閉塞している場合、読み

書きできる

• PB：Pool vol Blockade
DP プールボリュームが閉塞している場合、読み

書きできない

DP プールが満杯の場合、読み書きできる

• FB：Full or Blockade
DP プールが満杯または DP プールボリュームが

閉塞している場合、読み書きできない

• NB：No Blocking
DP プールが満杯または DP プールボリュームが

閉塞している場合でも、対象の DP ボリュームを

読み書きできる

totalReservedCapacity long DP プールに関連づけられた DP ボリュームのページ

予約容量の合計（MB）
ページ予約機能をサポートしていない構成の場合は

表示されません。

reservedVolumeCount int DP プールに関連づけられた、ページ予約の設定が有

効なボリューム数

ページ予約機能をサポートしていない構成の場合は

表示されません。

poolActionMode string プールの実行モード

• DEF：REST API サーバからモニタの開始、終了を

指示し、DKC 自動計算で階層の範囲設定を行うモ

ード
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属性 型 説明

• AUT：時刻指定でモニタを開始、終了し、DKC 自

動計算で階層の範囲設定を行うモード（Storage
Navigator で指定します）

monitoringMode string 性能モニタリングの実行モード（モニタモード）

• PM：周期モード（Period Mode）

• CM：継続モード（Continuous Mode）

tierOperationStatus string 性能モニタリングおよび階層再配置の稼働状態を表

示

• STP：性能モニタリングおよび階層再配置が停止

状態

• RLC：性能モニタリングが停止状態、階層再配置

は稼働状態

• MON：性能モニタリングが稼働状態、階層再配置

は停止状態

• RLM：性能モニタリングおよび階層再配置が稼働

状態

dat string モニタ情報の状態

• VAL：有効

• INV：無効

• PND：計算中

tiers object[] HDT プールの階層に関する次の属性が階層ごとに表

示されます。

• tierNumber（int）
階層の番号

• tierLevelRange（string）
階層の下限値

1 時間当たりの I/O 数（IOPH）で表示されます。

• tierDeltaRange（string）
階層のデルタ値

1 時間当たりの I/O 数（IOPH）で表示されます。

• tierUsedCapacity（long）
階層の使用量（MB）

• tierTotalCapacity（long）
階層の合計容量（MB）

• tablespaceRate（int）
新規割り当て用の空き領域率

• performanceRate（int）
性能稼働率

• progressOfReplacing（int）
階層再配置の進捗率

次に示す階層再配置の稼働状態の進捗率が 0～
99の値で表示されます。

◦ tierOperationStatus属性の値が RLCま

たは RLMの場合：再配置（実行中）の進捗率

◦ tierOperationStatus属性の値が STPま

たは MONの場合：再配置（中断中）の進捗率

プールの管理 227
REST API リファレンスガイド



属性 型 説明

階層再配置が実行されていない状態、または階層

再配置が終了した状態の場合、100が表示されま

す。

• bufferRate（int）
再配置用バッファ領域率

duplicationLdevIds int[] 重複排除用システムデータボリュームの LDEV 番号

duplicationNumber int 重複排除用システムデータボリューム数

dataReductionAccelerateCompCapacity long 容量削減機能（dedupe and compression）または容量拡

張機能によって削減された容量（ブロック単位）

削減後の容量には、ストレージシステムが生成するメ

タデータやガベージデータは含まれません。

dataReductionCapacity long 容量削減機能（圧縮および重複排除）によって削減さ

れた容量（ブロック単位）

削減後の容量には、ストレージシステムが生成するメ

タデータやガベージデータは含まれません。

dataReductionBeforeCapacity long 容量削減機能（圧縮および重複排除）によって削減さ

れる前の容量（ブロック単位）

dataReductionAccelerateCompRate int 容量削減機能（圧縮および重複排除）または容量拡張

機能によって削減された容量の割合（%）

削減後の容量には、ストレージシステムが生成するメ

タデータやガベージデータは含まれません。

dataReductionRate int 容量削減機能（圧縮および重複排除）によって削減さ

れた容量の割合（%）

削減後の容量には、ストレージシステムが生成するメ

タデータやガベージデータは含まれません。

dataReductionAccelerateCompIncluding
SystemData

object[] 容量削減機能（圧縮および重複排除）または容量拡張

機能によって削減された容量に関する属性が表示さ

れます。

これらの属性は、削減後の容量にユーザデータのほか

にストレージシステムが生成するメタデータおよび

ガベージデータを含んだ値で算出されます。

• isReductionCapacityAvailable（boolean）
容量の削減効果があるかどうか

◦ true：ある

trueの場合、reductionCapacity属性に

削減された容量が表示されます。

◦ false：ない（削減後に容量が増加している

場合など）

• reductionCapacity（long）
削減された容量（ブロック単位）

isReductionCapacityAvailable属性が

trueの場合に表示されます。

• isReductionRateAvailable（boolean）
容量の削減効果があるかどうか

◦ true：ある

trueの場合、reductionRate属性に削減

された容量の割合が表示されます。

◦ false：ない（削減後に容量が増加している

場合など）

228 プールの管理

REST API リファレンスガイド



属性 型 説明

• reductionRate（int）
削減された容量の割合（%）

isReductionRateAvailable属性が trueの

場合に表示されます。

dataReductionIncludingSystemData object[] 容量削減機能（圧縮および重複排除）によって削減さ

れた容量に関する属性が表示されます。

これらの属性は、削減後の容量にユーザデータのほか

にストレージシステムが生成するメタデータおよび

ガベージデータを含んだ値で算出されます。

• isReductionCapacityAvailable（boolean）
容量の削減効果があるかどうか

◦ true：ある

trueの場合、reductionCapacity属性に

削減された容量が表示されます。

◦ false：ない（削減後に容量が増加している

場合など）

• reductionCapacity（long）
削減された容量（ブロック単位）

isReductionCapacityAvailable属性が

trueの場合に表示されます。

• isReductionRateAvailable（boolean）
容量の削減効果があるかどうか

◦ true：ある

trueの場合、reductionRate属性に削減

された容量の割合が表示されます。

◦ false：ない（削減後に容量が増加している

場合など）

• reductionRate（int）
削減された容量の割合（%）

isReductionRateAvailable属性が trueの

場合に表示されます。

compressionRate int 圧縮機能または容量拡張機能によって削減された容

量の割合（%）

duplicationRate int 重複排除機能によって削減された容量の割合（%）

isMainframe boolean プールがメインフレーム用かオープンシステム用か

が表示されます。

• true：メインフレームボリューム用のプール

• false：オープンボリューム用のプール

Thin Image プールの情報を取得した場合の出力例を次に示します。

{
  "data": [
    {
      "poolId": 6,
      "poolStatus": "POLN",
      "usedCapacityRate": 0,
      "usedPhysicalCapacityRate": 0,
      "snapshotCount": 0,
      "poolName": "pool_for_snapshot_data",
      "availableVolumeCapacity": 6006,
      "availablePhysicalVolumeCapacity": 6006,
      "totalPoolCapacity": 6006,
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      "totalPhysicalCapacity": 6006,
      "numOfLdevs": 1,
      "firstLdevId": 1026,
      "warningThreshold": 80,
      "virtualVolumeCapacityRate": -1,
      "isMainframe": false,
      "isShrinking": false,
      "poolType": "HTI"
    }
  ]
}

Thin Image プールの場合

属性 型 説明

poolId int プールのオブジェクト ID

poolName string プール名

poolType string プール種別を表示します。

HTI：Thin Image プール

poolStatus string プールの次の状態を表示します。

• POLN：正常（Pool Normal）

• POLF：しきい値を超えたオーバーフロー状態（Pool
Full）

• POLS：しきい値を超えたオーバーフロー状態で閉塞し

ている（Pool Suspend）

• POLE：障害状態で閉塞している（Pool failure）
プールの状態が POLEの場合、プールの情報を取得でき

ません。

usedCapacityRate int 論理容量の使用率（%）

usedPhysicalCapacityRate int 物理容量の使用率（%）

snapshotCount int プールにあるボリューム数

availableVolumeCapacity long 論理容量の空き容量（MB）

availablePhysicalVolumeCapacity long 物理容量の空き容量（MB）

totalPoolCapacity long 論理容量の合計（MB）

totalPhysicalCapacity long 物理容量の合計（MB）

numOfLdevs int プールを構成する LDEV 数

firstLdevId int プールを構成する LDEV の第 1 の番号

（昇順の先頭番号ではない）

warningThreshold int プールに設定されている警告しきい値

virtualVolumeCapacityRate int プール容量に対する仮想ボリュームの最大予約率

• -1：無制限

isShrinking boolean プールが縮小中（シュリンク中）であるかどうかが表示され

ます。

• true：プールが縮小中である

• false：プールが縮小中でない

isMainframe boolean プールがメインフレーム用かオープンシステム用かが表示

されます。

• true：メインフレームボリューム用のプール
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属性 型 説明

• false：オープンボリューム用のプール

容量拡張の詳細情報を取得した場合の出力例を次に示します。

{
    "data": [
        {
            "poolId": 62,
            "poolStatus": "POLN",
            "usedCapacityRate": 0,
            "usedPhysicalCapacityRate": 0,
            "snapshotCount": 0,
            "poolName": "New_Pool_62",
            "availableVolumeCapacity": 3990,
            "availablePhysicalVolumeCapacity": 3990,
            "usedPhysicalCapacity": 0,
            "totalPoolCapacity": 3990,
            "totalPhysicalCapacity": 3990,
            "numOfLdevs": 1,
            "firstLdevId": 16109,
            "warningThreshold": 70,
            "depletionThreshold": 80,
            "virtualVolumeCapacityRate": -1,
            "isMainframe": false,
            "isShrinking": false,
            "locatedVolumeCount": 1,
            "totalLocatedCapacity": 2226,
            "blockingMode": "NB",
            "totalReservedCapacity": 0,
            "reservedVolumeCount": 0,
            "poolType": "HDP",
            "duplicationNumber": 0,
            "dataReductionAccelerateCompCapacity": 0,
            "dataReductionCapacity": 0,
            "dataReductionBeforeCapacity": 0,
            "dataReductionAccelerateCompRate": 0,
            "duplicationRate": 0,
            "compressionRate": 0,
            "dataReductionRate": 0,
            "dataReductionAccelerateCompIncludingSystemData": {
                "isReductionCapacityAvailable": true,
                "reductionCapacity": 0,
                "isReductionRateAvailable": false
            },
            "dataReductionIncludingSystemData": {
                "isReductionCapacityAvailable": true,
                "reductionCapacity": 0,
                "isReductionRateAvailable": false
            },
            "snapshotUsedCapacity": 0,
            "suspendSnapshot": true,
            "availablePhysicalFMCPoolVolumesCapacity": 3990,
            "usedPhysicalFMCPoolVolumesCapacity": 0,
            "availableFMCPoolVolumesCapacity": 3990,
            "usedFMCPoolVolumesCapacity": 0,
            "fmcPoolVolumesCapacitySaving": 0,
            "fmcPoolVolumesCapacitySavingRate": 0,
            "fmcPoolVolumesCapacityExpansionRate": 100
        }
    ]
}

容量拡張の詳細情報を取得した場合

プールを構成するプールボリュームのドライブタイプが SSD(FMC)のとき、クエリパラメータ

で detailInfoTypeに FMCを指定して実行すると、次の情報も取得できます。
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属性 型 説明

usedPhysicalCapacity long 物理容量の使用量（MB）
容量拡張機能が有効なプールボリュームから構成さ

れるプールの場合、圧縮されたデータ容量が使用量に

含まれます。

availablePhysicalFMCPoolVolumesCapacity long 容量拡張機能が有効なプールボリュームの物理容量

の合計（MB）
プールを構成するボリュームのうち、容量拡張機能が

有効なプールボリュームで書き込みが保証されてい

る容量の合計が表示されます。

usedPhysicalFMCPoolVolumesCapacity long 容量拡張機能が有効なプールボリュームの物理容量

の使用量（MB）
プールを構成するボリュームのうち、容量拡張機能が

有効なプールボリュームの圧縮後の使用量が表示さ

れます。

availableFMCPoolVolumesCapacity long 容量拡張機能が有効なプールボリュームの容量の合

計（MB）
プールを構成するボリュームのうち、容量拡張機能が

有効なプールボリュームの容量の合計が表示されま

す。

usedFMCPoolVolumesCapacity long 容量拡張機能が有効なプールボリュームの容量の使

用量（MB）
プールを構成するボリュームのうち、容量拡張機能が

有効なプールボリュームの使用量が表示されます。

fmcPoolVolumesCapacitySaving long 容量拡張機能が有効なプールボリュームの容量のデ

ータ削減量（MB）
プールを構成するボリュームのうち、容量拡張機能が

有効なプールボリュームでデータが圧縮によって削

減された容量が表示されます。

fmcPoolVolumesCapacitySavingRate int 容量拡張機能が有効なプールボリュームの容量のデ

ータ削減率（%）

プールを構成するボリュームのうち、容量拡張機能が

有効なプールボリュームについて

usedFMCPoolVolumesCapacityに対する

fmcPoolVolumesCapacitySavingの割合が%で

表示されます。

fmcPoolVolumesCapacityExpansionRate int 容量拡張機能が有効なプールボリュームの容量の拡

張率（%）

availablePhysicalFMCPoolVolumesCapacity
に対する availableFMCPoolVolumesCapacity
の割合が%で表示されます。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

すべてのプールの情報を取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/pools

DP プールの情報を取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/pools?poolType=DP

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

6.3 特定のプールの情報を取得する
プール番号を指定して、特定のプールの情報を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/pools/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

プールの情報取得で取得した poolIdの値を指定します。

属性 型 説明

poolId int （必須）プール番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

HDP プールの情報を取得した場合の出力例を次に示します。

{
    "poolId": 0,
    "poolStatus": "POLN",
    "usedCapacityRate": 14,
    "usedPhysicalCapacityRate": 14,
    "snapshotCount": 0,
    "poolName": "testpool",
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    "availableVolumeCapacity": 40320,
    "availablePhysicalVolumeCapacity": 40320,
    "totalPoolCapacity": 46998,
    "totalPhysicalCapacity": 46998,
    "numOfLdevs": 1,
    "firstLdevId": 1,
    "warningThreshold": 70,
    "depletionThreshold": 80,
    "virtualVolumeCapacityRate": -1,
    "isMainframe": false,
    "isShrinking": false,
    "locatedVolumeCount": 9,
    "totalLocatedCapacity": 67132128,
    "blockingMode": "NB",
    "totalReservedCapacity": 0,
    "reservedVolumeCount": 0,
    "poolType": "HDP",
    "duplicationLdevIds": [
        49151,
        49150,
        49149,
        49148,
        49147,
        49146,
        49145,
        49144
    ],
    "duplicationNumber": 8,
    "dataReductionAccelerateCompCapacity": 13072996,
    "dataReductionCapacity": 13072996,
    "dataReductionBeforeCapacity": 13074560,
    "dataReductionAccelerateCompRate": 92,
    "duplicationRate": 5,
    "compressionRate": 86,
    "dataReductionRate": 99,
    "dataReductionAccelerateCompIncludingSystemData": {
        "isReductionCapacityAvailable": true,
        "reductionCapacity": 430080,
        "isReductionRateAvailable": true,
        "reductionRate": 3
    },
    "dataReductionIncludingSystemData": {
        "isReductionCapacityAvailable": true,
        "reductionCapacity": 430080,
        "isReductionRateAvailable": true,
        "reductionRate": 3
    },
    "snapshotUsedCapacity": 0,
    "suspendSnapshot": true
}

DP プールの場合

属性 型 説明

poolId int プール番号

poolName string プール名

poolType string プール種別

• HDP：HDP プール

• HDT：HDT プール

• RT：active flash 用のプール

• DM：データダイレクトマップ属性の HDP プール

poolStatus string プールの次の状態を表示します。

• POLN：正常（Pool Normal）
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属性 型 説明

• POLF：しきい値を超えたオーバーフロー状態（Pool
Full）

• POLS：しきい値を超えたオーバーフロー状態で閉

塞している（Pool Suspend）

• POLE：障害状態で閉塞している（Pool failure）
プールの状態が POLEの場合、プールの情報を取得

できません。

usedCapacityRate int 論理容量の使用率（%）

usedPhysicalCapacityRate int 物理容量の使用率（%）

availableVolumeCapacity long 論理容量の空き容量（MB）

availablePhysicalVolumeCapacity long 物理容量の空き容量（MB）

totalPoolCapacity long 論理容量の合計（MB）

totalPhysicalCapacity long 物理容量の合計（MB）

numOfLdevs int プールを構成する LDEV 数

firstLdevId int プールを構成する LDEV の第 1 の番号

warningThreshold int プールに設定されている警告しきい値

depletionThreshold int プールに設定されている枯渇しきい値

suspendSnapshot boolean 枯渇しきい値を超過した場合に、Thin Image ペアを中

断するかどうか

• true：枯渇しきい値超過時に Thin Image ペアを中

断する

• false：枯渇しきい値超過時に Thin Image ペアを

中断しない

virtualVolumeCapacityRate int プール容量に対する仮想ボリュームの最大予約率

• -1：無制限

isShrinking boolean プールが縮小中（シュリンク中）であるかどうかが表

示されます。

• true：プールが縮小中である

• false：プールが縮小中でない

locatedVolumeCount int プールにマッピングされた DP ボリュームの合計数

totalLocatedCapacity long プールにマッピングされたすべての DP ボリュームの

合計容量（MB）
この属性値は、制御領域を含みません。

snapshotCount int プールにマッピングされたスナップショットデータの

合計数

snapshotUsedCapacity long プールにマッピングされたすべてのスナップショット

データの使用量（MB）

blockingMode string 仮想ボリューム保護機能の設定

DP プールが満杯か、または DP プールボリュームが閉

塞している場合に、対象の DP プールを使用している

DP ボリュームを読み書きできるかどうかが表示され

ます。

• PF：Pool Full
DP プールが満杯の場合、読み書きできない
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属性 型 説明

DP プールボリュームが閉塞している場合、読み書

きできる

• PB：Pool vol Blockade
DP プールボリュームが閉塞している場合、読み書

きできない

DP プールが満杯の場合、読み書きできる

• FB：Full or Blockade
DP プールが満杯または DP プールボリュームが閉

塞している場合、読み書きできない

• NB：No Blocking
DP プールが満杯または DP プールボリュームが閉

塞している場合でも、対象の DP ボリュームを読み

書きできる

totalReservedCapacity long DP プールに関連づけられた DP ボリュームのページ

予約容量の合計（MB）
ページ予約機能をサポートしていない構成の場合は表

示されません。

reservedVolumeCount int DP プールに関連づけられた、ページ予約の設定が有効

なボリューム数

ページ予約機能をサポートしていない構成の場合は表

示されません。

poolActionMode string プールの実行モード

• DEF：REST API サーバからモニタの開始、終了を

指示し、DKC 自動計算で階層の範囲設定を行うモ

ード

• AUT：時刻指定でモニタを開始、終了し、DKC 自

動計算で階層の範囲設定を行うモード（Storage
Navigator で指定します）

monitoringMode string 性能モニタリングの実行モード（モニタモード）

• PM：周期モード（Period Mode）

• CM：継続モード（Continuous Mode）

tierOperationStatus string 性能モニタリングおよび階層再配置の稼働状態を表示

• STP：性能モニタリングおよび階層再配置が停止状

態

• RLC：性能モニタリングが停止状態、階層再配置は

稼働状態

• MON：性能モニタリングが稼働状態、階層再配置は

停止状態

• RLM：性能モニタリングおよび階層再配置が稼働状

態

dat string モニタ情報の状態

• VAL：有効

• INV：無効

• PND：計算中

tiers object[] HDT プールの階層に関する次の属性が階層ごとに表

示されます。

• tierNumber（int）
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属性 型 説明

階層の番号

• tierLevelRange（string）
階層の下限値

1 時間当たりの I/O 数（IOPH）で表示されます。

• tierDeltaRange（string）
階層のデルタ値

1 時間当たりの I/O 数（IOPH）で表示されます。

• tierUsedCapacity（long）
階層の使用量（MB）

• tierTotalCapacity（long）
階層の合計容量（MB）

• tablespaceRate（int）
新規割り当て用の空き領域率

• performanceRate（int）
性能稼働率

• progressOfReplacing（int）
階層再配置の進捗率

次に示す階層再配置の稼働状態の進捗率が 0～99
の値で表示されます。

◦ tierOperationStatus属性の値が RLCま

たは RLMの場合：再配置（実行中）の進捗率

◦ tierOperationStatus属性の値が STPま

たは MONの場合：再配置（中断中）の進捗率

階層再配置が実行されていない状態、または階層

再配置が終了した状態の場合、100が表示されま

す。

• bufferRate（int）
再配置用バッファ領域率

duplicationLdevIds int[] 重複排除用システムデータボリュームの LDEV 番号

duplicationNumber int 重複排除用システムデータボリューム数

dataReductionAccelerateCompCapacity long 容量削減機能（dedupe and compression）または容量拡

張機能によって削減された容量（ブロック単位）

削減後の容量には、ストレージシステムが生成するメ

タデータやガベージデータは含まれません。

dataReductionCapacity long 容量削減機能（圧縮および重複排除）によって削減さ

れた容量（ブロック単位）

削減後の容量には、ストレージシステムが生成するメ

タデータやガベージデータは含まれません。

dataReductionBeforeCapacity long 容量削減機能（圧縮および重複排除）によって削減さ

れる前の容量（ブロック単位）

dataReductionAccelerateCompRate int 容量削減機能（圧縮および重複排除）または容量拡張

機能によって削減された容量の割合（%）

削減後の容量には、ストレージシステムが生成するメ

タデータやガベージデータは含まれません。

dataReductionRate int 容量削減機能（圧縮および重複排除）によって削減さ

れた容量の割合（%）

削減後の容量には、ストレージシステムが生成するメ

タデータやガベージデータは含まれません。
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属性 型 説明

dataReductionAccelerateCompIncludin
gSystemData

object[] 容量削減機能（圧縮および重複排除）または容量拡張

機能によって削減された容量に関する属性が表示され

ます。

これらの属性は、削減後の容量にユーザデータのほか

にストレージシステムが生成するメタデータおよびガ

ベージデータを含んだ値で算出されます。

• isReductionCapacityAvailable（boolean）
容量の削減効果があるかどうか

◦ true：ある

trueの場合、reductionCapacity属性に

削減された容量が表示されます。

◦ false：ない（削減後に容量が増加している場

合など）

• reductionCapacity（long）
削減された容量（ブロック単位）

isReductionCapacityAvailable属性が

trueの場合に表示されます。

• isReductionRateAvailable（boolean）
容量の削減効果があるかどうか

◦ true：ある

trueの場合、reductionRate属性に削減さ

れた容量の割合が表示されます。

◦ false：ない（削減後に容量が増加している場

合など）

• reductionRate（int）
削減された容量の割合（%）

isReductionRateAvailable属性が trueの

場合に表示されます。

dataReductionIncludingSystemData object[] 容量削減機能（圧縮および重複排除）によって削減さ

れた容量に関する属性が表示されます。

これらの属性は、削減後の容量にユーザデータのほか

にストレージシステムが生成するメタデータおよびガ

ベージデータを含んだ値で算出されます。

• isReductionCapacityAvailable（boolean）
容量の削減効果があるかどうか

◦ true：ある

trueの場合、reductionCapacity属性に

削減された容量が表示されます。

◦ false：ない（削減後に容量が増加している場

合など）

• reductionCapacity（long）
削減された容量（ブロック単位）

isReductionCapacityAvailable属性が

trueの場合に表示されます。

• isReductionRateAvailable（boolean）
容量の削減効果があるかどうか

◦ true：ある

trueの場合、reductionRate属性に削減さ

れた容量の割合が表示されます。
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属性 型 説明

◦ false：ない（削減後に容量が増加している場

合など）

• reductionRate（int）
削減された容量の割合（%）

isReductionRateAvailable属性が trueの

場合に表示されます。

compressionRate int 圧縮機能または容量拡張機能によって削減された容量

の割合（%）

duplicationRate int 重複排除機能によって削減された容量の割合（%）

isMainframe boolean プールがメインフレーム用かオープンシステム用かが

表示されます。

• true：メインフレームボリューム用のプール

• false：オープンボリューム用のプール

Thin Image プールの情報を取得した場合の出力例を次に示します。

{
  "poolId": 3,
  "poolStatus": "POLN",
  "usedCapacityRate": 0,
  "usedPhysicalCapacityRate": 0,
  "snapshotCount": 0,
  "poolName": "HTnM_v8.5_SOS_TIPOOL",
  "availableVolumeCapacity": 6006,
  "availablePhysicalVolumeCapacity": 6006,
  "totalPoolCapacity": 6006,
  "totalPhysicalCapacity": 6006,
  "numOfLdevs": 1,
  "firstLdevId": 1026,
  "warningThreshold": 80,
  "virtualVolumeCapacityRate": -1,
  "isMainframe": false,
  "isShrinking": false,
  "poolType": "HTI"
}

Thin Image プールの場合

属性 型 説明

poolId int プール番号

poolName string プール名

poolType string プール種別を表示します。

HTI：Thin Image プール

poolStatus string プールの次の状態を表示します。

• POLN：正常（Pool Normal）

• POLF：しきい値を超えたオーバーフロー状態（Pool
Full）

• POLS：しきい値を超えたオーバーフロー状態で閉塞し

ている（Pool Suspend）

• POLE：障害状態で閉塞している（Pool failure）
プールの状態が POLEの場合、プールの情報を取得でき

ません。

usedCapacityRate int 論理容量の使用率（%）

プールの管理 239
REST API リファレンスガイド



属性 型 説明

usedPhysicalCapacityRate int 物理容量の使用率（%）

snapshotCount int プールにあるボリューム数

availableVolumeCapacity long 論理容量の空き容量（MB）

availablePhysicalVolumeCapacity long 物理容量の空き容量（MB）

totalPoolCapacity long 論理容量の合計（MB）

totalPhysicalCapacity long 物理容量の合計（MB）

numOfLdevs int プールを構成する LDEV 数

firstLdevId int プールを構成する LDEV の第 1 の番号

（昇順の先頭番号ではない）

warningThreshold int プールに設定されている警告しきい値

virtualVolumeCapacityRate int プール容量に対する仮想ボリュームの最大予約率

• -1：無制限

isShrinking boolean プールが縮小中（シュリンク中）であるかどうかが表示され

ます。

• true：プールが縮小中である

• false：プールが縮小中でない

isMainframe boolean プールがメインフレーム用かオープンシステム用かが表示

されます。

• true：メインフレームボリューム用のプール

• false：オープンボリューム用のプール

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/pools/18

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

6.4 プールを作成する
LDEV を指定してプールを作成します。REST API では、DP プールおよび Thin Image プールを作成

できます。LDEV の指定には、LDEV 番号を指定する方法と連続する LDEV の範囲を指定する方法

があります。

ヒント　 スナップショットデータの格納先を Thin Image プールではなく HDP プールにする場合は、poolType
属性に HDPを指定してプールを作成してください。
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実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/pools

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

LDEV 番号を指定して、HDP プールを作成する場合のコード例を次に示します。

{
  "poolId": 76,
  "poolName": "pool_for_email_server",
  "ldevIds": [405],
  "poolType": "HDP"
}

連続する LDEV 番号の範囲を指定して、HDP プールを作成する場合のコード例を次に示しま

す。

{
  "poolId": 76,
  "poolName": "pool_for_email_server",
  "startLdevId": 101,
  "endLdevId": 105,
  "poolType": "HDP"
}

DP プールを作成する場合

属性 型 説明

poolId int （必須）プール番号を 10 進数で指定します。

poolName string （必須）プール名

1～32 文字で指定します。

poolType string （必須）プール種別

指定できる値を次に示します。

• HDP：HDP プール

• HDT：HDT プール

ldevIds int[] （任意）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

LDEV 番号を指定する場合、必ず指定します。

64 個まで指定できます。startLdevIdおよび endLdevIdとは同時に

指定できません。

startLdevId int （任意）連続する LDEV の範囲を指定する場合の先頭の LDEV 番号

LDEV の範囲を指定する場合、必ず指定します。

この属性を指定する場合、endLdevIdも必ず指定します。この属性に

は、endLdevIdよりも小さい値を指定する必要があります。
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属性 型 説明

startLdevIdおよび endLdevIdで指定する LDEV が 64 個以内となる

ように指定してください。

ldevIdsとは同時に指定できません。

endLdevId int （任意）連続する LDEV の範囲を指定する場合の末尾の LDEV 番号

LDEV の範囲を指定する場合、必ず指定します。

この属性を指定する場合、startLdevIdも必ず指定します。この属性に

は、startLdevIdよりも大きい値を指定する必要があります。

startLdevIdおよび endLdevIdで指定する LDEV が 64 個以内となる

ように指定してください。

ldevIdsとは同時に指定できません。

warningThreshold int （任意）警告しきい値（%）

1～100の値を指定します。depletionThresholdよりも小さい値を

指定してください。省略した場合、70が設定されます。

depletionThreshold int （任意）枯渇しきい値（%）

1～100の値を指定します。warningThresholdよりも大きい値を指定

してください。省略した場合、80が設定されます。

suspendSnapshot boolean （任意）枯渇しきい値を超過した場合に、Thin Image ペアを中断するかど

うかを指定します。

作成するプールがスナップショットデータを格納する HDP プールの場合

に指定できます。

• true：枯渇しきい値超過時に Thin Image ペアを中断する

• false：枯渇しきい値超過時に Thin Image ペアを中断しない

poolType属性に HDPを指定した場合に、この属性を省略すると true
が設定されます。

Thin Image プールを作成する場合のコード例を次に示します。

{
  "poolId":76,
  "poolName":"pool_for_snapshot_copy",
  "ldevIds":[405],
  "poolType": "HTI"
}

Thin Image プールを作成する場合

属性 型 説明

poolId int （必須）プール番号を 10 進数で指定します。

poolName string （必須）プール名

1～32 文字で指定します。

poolType string （必須）プール種別

HTI：Thin Image プール

ldevIds int[] （任意）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

LDEV 番号を指定する場合、必ず指定します。

64 個まで指定できます。startLdevIdおよび endLdevIdとは同時に

指定できません。

startLdevId int （任意）連続する LDEV の範囲を指定する場合の先頭の LDEV 番号

LDEV の範囲を指定する場合、必ず指定します。

この属性を指定する場合、endLdevIdも必ず指定します。この属性に

は、endLdevIdよりも小さい値を指定する必要があります。
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属性 型 説明

startLdevIdおよび endLdevIdで指定する LDEV が 64 個以内となる

ように指定してください。

ldevIdsとは同時に指定できません。

endLdevId int （任意）連続する LDEV の範囲を指定する場合の末尾の LDEV 番号

LDEV の範囲を指定する場合、必ず指定します。

この属性を指定する場合、startLdevIdも必ず指定します。この属性に

は、startLdevIdよりも大きい値を指定する必要があります。

startLdevIdおよび endLdevIdで指定する LDEV が 64 個以内となる

ように指定してください。

ldevIdsとは同時に指定できません。

warningThreshold int （任意）警告しきい値（%）

20～95の値を指定します。省略した場合、80が設定されます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 作成したプールの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。その他のステータスコー

ドについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

409 Conflict 指定したプール番号で、プールを作成済みです。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/pools

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 6.2 プールの情報を取得する
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6.5 プールの設定を変更する
プール名やプール種別、HDT プールの階層に関する属性などを変更します。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

PATCH ＜ベース URL ＞/v1/objects/pools/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

プールの情報取得で取得した poolIdの値を指定します。

属性 型 説明

poolId int （必須）プール番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ

DP プールの警告しきい値と枯渇しきい値を変更する場合のコード例を次に示します。

{
  "warningThreshold": 75,
  "depletionThreshold": 85
}

HDT プールの特定の階層に関する属性を設定する場合のコード例を次に示します。

{
  "tier": {
    "tierNumber": 1,
    "tablespaceRate": 30,
    "bufferRate": 30
  }
}

属性 型 説明

poolName string （任意）プール名

1～32 文字で指定します。

poolType string （任意）プール種別を変更します。

指定できる値を次に示します。

• HDP：HDP プールへ変更

active flash 用のプールに対しては指定できません。

• HDT：HDT プールへ変更

Thin Image ペアが作成されている HDP プールに対しては指定できま

せん。
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属性 型 説明

• RT：active flash 用のプールへ変更

HDP プールに対しては指定できません。

Thin Image プールまたはデータダイレクトマップ属性の HDP プールの場

合、この属性は指定できません。

warningThreshold int （任意）変更後の警告しきい値（%）

プールの種類によって、次の値を指定します。

• DP プールの場合：1～100
depletionThreshold属性と同時に指定してください。

• Thin Image プールの場合：20～95
データダイレクトマップ属性の HDP プールの場合は指定できません。

depletionThreshold int （任意）変更後の枯渇しきい値（%）

1～100の値を指定します。

DP プールの場合は warningThreshold属性と同時に指定してくださ

い。

Thin Image プールまたはデータダイレクトマップ属性の HDP プールの場

合は指定できません。

suspendSnapshot boolean （任意）枯渇しきい値を超過した場合に、Thin Image ペアを中断するかど

うかを変更します。

スナップショットデータを格納する HDP プールに指定できます。

• true：枯渇しきい値超過時に Thin Image ペアを中断する

• false：枯渇しきい値超過時に Thin Image ペアを中断しない

blockingMode string （任意）仮想ボリューム保護機能の設定

DP プールが満杯か、または DP プールボリュームが閉塞している場合、

対象の DP プールを使用している DP ボリュームを読み書きできるかどう

かを指定します。

• PF：Pool Full
DP プールが満杯の場合、読み書きできない

DP プールボリュームが閉塞している場合、読み書きできる

• PB：Pool vol Blockade
DP プールボリュームが閉塞している場合、読み書きできない

DP プールが満杯の場合、読み書きできる

• FB：Full or Blockade
DP プールが満杯または DP プールボリュームが閉塞している場合、

読み書きできない

• NB：No Blocking
DP プールが満杯または DP プールボリュームが閉塞している場合で

も、対象の DP ボリュームを読み書きできる

Thin Image プールの場合は指定できません。

tier object （任意）HDT プールの階層に関する属性

• tierNumber（int）
階層の番号

1～3の値を指定します。tablespaceRate属性または

bufferRate属性を変更する場合は必ず指定します。

• tablespaceRate（int）
新規割り当て用の空き領域率（％）

0～50の値を指定します。この属性を指定する場合、tierNumber属

性も必ず指定します。

• bufferRate（int）
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属性 型 説明

再配置用バッファ領域率（％）

2～40の値を指定します。この属性を指定する場合、tierNumber属

性も必ず指定します。

monitoringMode string （任意）性能モニタリングの実行モード（モニタモード）

プール種別が HDT の場合、指定できる値を次に示します。

• PM：周期モード（Period Mode）に設定

• CM：継続モード（Continuous Mode）に設定

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 設定を変更したプールの URL

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。その他のステータスコー

ドについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

409 Conflict 指定したプール名はすでに存在します。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X PATCH --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/pools/88

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 6.2 プールの情報を取得する
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6.6 プールを拡張する
プールの容量を拡張するために、プールに LDEV を追加します。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/pools/＜オブジェクト ID ＞/actions/expand/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

プールの情報取得で取得した poolIdの値を指定します。

属性 型 説明

poolId int （必須）プール番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "ldevIds": [101,102]
  }
}

属性 型 説明

ldevIds int[] （任意）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

64 個まで指定できます。startLdevIdおよび endLdevIdとは同時に指定でき

ません。

startLdevId int （任意）連続する LDEV の範囲を指定する場合の先頭の LDEV 番号

この属性を指定する場合、endLdevIdも必ず指定します。この属性には、

endLdevIdよりも小さい値を指定する必要があります。

startLdevIdおよび endLdevIdで指定する LDEV が 64 個以内となるように指

定してください。

ldevIdsとは同時に指定できません。

endLdevId int （任意）連続する LDEV の範囲を指定する場合の末尾の LDEV 番号

この属性を指定する場合、startLdevIdも必ず指定します。この属性には、

startLdevIdよりも大きい値を指定する必要があります。

startLdevIdおよび endLdevIdで指定する LDEV が 64 個以内となるように指

定してください。

ldevIdsとは同時に指定できません。
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レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 拡張したプールの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/pools/＜オブジェクト ID ＞/actions/expand

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/pools/3/actions/
expand

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/pools/3/actions/expand/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 5.2 ボリュームの情報を取得する

• 6.2 プールの情報を取得する

6.7 プールを縮小する
プールの容量を縮小するために、プールから LDEV を取り除きます。なお、プール内のすべての

LDEV を取り除くことはできません。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）
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リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/pools/＜オブジェクト ID ＞/actions/shrink/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

プールの情報取得で取得した poolIdの値を指定します。

属性 型 説明

poolId int （必須）プール番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "ldevIds": [101,102]
  }
}

属性 型 説明

ldevIds int[] （任意）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

64 個まで指定できます。startLdevIdおよび endLdevIdとは同時に指定でき

ません。

startLdevId int （任意）連続する LDEV の範囲を指定する場合の先頭の LDEV 番号

この属性を指定する場合、endLdevIdも必ず指定します。この属性には、

endLdevIdよりも小さい値を指定する必要があります。

startLdevIdおよび endLdevIdで指定する LDEV が 64 個以内となるように指

定してください。

ldevIdsとは同時に指定できません。

endLdevId int （任意）連続する LDEV の範囲を指定する場合の末尾の LDEV 番号

この属性を指定する場合、startLdevIdも必ず指定します。この属性には、

startLdevIdよりも大きい値を指定する必要があります。

startLdevIdおよび endLdevIdで指定する LDEV が 64 個以内となるように指

定してください。

ldevIdsとは同時に指定できません。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 縮小したプールの URL
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Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/pools/＜オブジェクト ID ＞/actions/shrink

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。その他のステータスコー

ドについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed プールを構成する LDEV が 1 つしか存在しないため、指定されたアク

ションを実行できません。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/pools/3/actions/
shrink

Action テンプレートを取得後、API を実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/pools/3/actions/shrink/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 5.2 ボリュームの情報を取得する

• 6.2 プールの情報を取得する

6.8 プールの性能モニタリングをする
HDT プールの性能モニタリングを開始または終了します。性能モニタリングでは、HDT ボリュー

ムに割り当てられたページごとの負荷の特性を把握するために、1 つのプール内のページごとの I/O
負荷をモニタリング情報として採取します。性能モニタリングは、階層再配置をする前に行ってく
ださい。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/pools/＜オブジェクト ID ＞/actions/monitor/
invoke
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リクエストメッセージ

オブジェクト ID

プールの情報取得で取得した poolIdの値を指定します。

属性 型 説明

poolId int （必須）プール番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "operationType": "start"
  }
}

属性 型 説明

operationType string （必須）性能モニタリングの動作を指定します。

• start：性能モニタリングの開始

• stop：性能モニタリングの終了

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 性能モニタリングを開始または終了したプールの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/pools/＜オブジェクト ID ＞/actions/monitor

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed 次のどちらかの条件を満たすプールのため、指定されたアクシ

ョンを実行できません。

• HDT プールではない

• プールの実行モードが AUT
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コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/pools/3/actions/
monitor

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/pools/3/actions/monitor/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 6.2 プールの情報を取得する

6.9 階層再配置をする
性能モニタリングで採取したモニタリング情報を基に、HDT プールのデータをページ単位で適切な

階層へ再配置します。階層の再配置をする前に、あらかじめ性能モニタリングを行っておいてくだ
さい。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/pools/＜オブジェクト ID ＞/actions/relocate/
invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

プールの情報取得で取得した poolIdの値を指定します。

属性 型 説明

poolId int （必須）プール番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "operationType": "start"
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  }
}

属性 型 説明

operationType string （必須）階層再配置の動作を指定します。

• start：階層再配置の開始

• stop：階層再配置の終了

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 階層再配置を開始または終了したプールの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/pools/＜オブジェクト ID ＞/actions/relocate

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed 次のどちらかの条件を満たすプールのため、指定されたアクシ

ョンを実行できません。

• HDT プールではない

• プールの実行モードが AUT

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/pools/3/actions/
relocate

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/pools/3/actions/relocate/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト
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• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 6.2 プールの情報を取得する

6.10 プールの閉塞を解除する
障害などから回復したあとに、プールの閉塞を解除します。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/pools/＜オブジェクト ID ＞/actions/recover/
invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

プールの情報取得で取得した poolIdの値を指定します。

属性 型 説明

poolId int （必須）プール番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 回復したプールの URL

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。
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ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed 次のどちらかの条件を満たすプールのため、指定されたアクシ

ョンを実行できません。

• プールの状態が閉塞ではない

• プールの使用率が 100%

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/pools/3/actions/
recover/invoke -d ""

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 6.2 プールの情報を取得する

6.11 プール単位で容量削減機能を初期化する
プールの重複排除機能（dedupe and compression）が有効な場合に、指定したプールの容量削減機能

（重複排除）を一括で初期化します。重複排除用システムデータボリュームおよび容量削減機能（重
複排除）が有効なボリュームをすべてフォーマットします。

重要　

• この API を実行したあと、容量削減機能（重複排除）が有効なボリュームの status属性を必要に応じて正

常状態にしてください。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/pools/＜オブジェクト ID ＞/actions/data-
reduction-initialize/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

プールの情報取得で取得した poolIdの値を指定します。

属性 型 説明

poolId int （必須）プール番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ
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なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 初期化対象のボリュームが属するプールの URL

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/pools/3/actions/data-
reduction-initialize/invoke -d ""

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.8 ボリュームの状態を変更する

• 6.2 プールの情報を取得する

6.12 プールを削除する
プール番号を指定してプールを削除します。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/pools/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

プールの情報取得で取得した poolIdの値を指定します。

256 プールの管理

REST API リファレンスガイド



属性 型 説明

poolId int （必須）プール番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除したプールの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/pools/3

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 6.2 プールの情報を取得する
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7
I/O 性能の最適化

この章では、Virtual Partition Manager や Server Priority Manager の機能を使用して、REST API からホ

ストとストレージシステム間の I/O 性能を最適化する操作について説明します。

 7.1 I/O 性能の最適化とは

 7.2 CLPR の情報を取得する

 7.3 特定の CLPR の情報を取得する

 7.4 CLPR を作成する

 7.5 CLPR の設定を変更する

 7.6 CLPR を削除する

 7.7 CLPR に LDEV を割り当てる

 7.8 CLPR にパリティグループを割り当てる

 7.9 外部パリティグループの情報を取得する

 7.10 特定の外部パリティグループの情報を取得する

 7.11 CLPR に外部パリティグループを割り当てる

 7.12 Server Priority Manager の情報の一覧を取得する

 7.13 特定の Server Priority Manager の情報を取得する

 7.14 ボリュームと HBA の WWN または iSCSI ネームを指定して Server Priority Manager に設定

する

 7.15 Server Priority Manager に設定した情報を変更する

 7.16 Server Priority Manager の情報を削除する
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7.1 I/O 性能の最適化とは
ホストとストレージシステム間の I/O 性能の最適化について説明します。

REST API では、次の方法で I/O 性能を最適化します。

• Virtual Partition Manager の機能を使用してキャッシュを分割し、特定のホストがキャッシュ容量

を占有してしまうことを抑止する方法

• Server Priority Manager の機能を使用して、優先度の低いホストの I/O 性能を制限することで、高

い処理能力が求められるホストの入出力操作を優先する方法

CLPR の管理

Virtual Partition Manager の機能を使用してキャッシュを分割し、そのキャッシュを利用するリソース

を割り当てます。これにより、特定のホストがキャッシュメモリの多くの領域を占有して I/O が低

下する状況を避けられます。

REST API では、CLPR の作成や削除およびリソースの割り当てなどができます。

CLPR の機能の詳細や操作上の注意事項については、Virtual Partition Manager のマニュアルを参照し

てください。

Server Priority Manager の操作

Server Priority Manager の機能を使用して、優先度が高いホストの性能低下を防止するために、優先

度が低いホストからストレージシステムへのアクセス回数やデータ転送量を制限します。

Server Priority Manager の設定は、ポートと HBA の WWN を指定する方法と、ボリューム（LDEV）

と HBA の WWN または iSCSI ネームを指定する方法があります。ストレージシステム内で 2 つの

設定方法を混在させることはできません。REST API では、ボリュームと HBA の WWN または

iSCSI ネームの単位で設定します。

REST API から Server Priority Manager の情報を設定したボリュームと HBA の WWN または iSCSI
ネームの性能情報は、Tuning Manager API などの製品から確認してください。

メモ　

Server Priority Manager の機能を Storage Navigator などからすでに使用しているストレージシステムに対して、

REST API で Server Priority Manager の操作はできません。REST API で Server Priority Manager を設定する場合

は、Storage Navigator から Server Priority Manager の設定をすべて削除したあとで、操作してください。

7.2 CLPR の情報を取得する
CLPR の一覧を取得します。キャッシュ容量、キャッシュ使用率、または常駐キャッシュ容量など

の情報を取得できます。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/clprs
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リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "clprId": 0,
      "clprName": "CLPR0",
      "cacheMemoryCapacity": 171776,
      "cacheMemoryUsedCapacity": 41055,
      "writePendingDataCapacity": 56,
      "sideFilesCapacity": 0,
      "cacheUsageRate": 24,
      "writePendingDataRate": 1,
      "sideFilesUsageRate": 0
    },
    {
      "clprId": 1,
      "clprName": "CLPR1",
      "cacheMemoryCapacity": 4096,
      "cacheMemoryUsedCapacity": 0,
      "writePendingDataCapacity": 0,
      "sideFilesCapacity": 0,
      "cacheUsageRate": 0,
      "writePendingDataRate": 0,
      "sideFilesUsageRate": 0
    },
    {
      "clprId": 2,
      "clprName": "CLPRDEV",
      "cacheMemoryCapacity": 12288,
      "cacheMemoryUsedCapacity": 0,
      "writePendingDataCapacity": 0,
      "sideFilesCapacity": 0,
      "cacheUsageRate": 0,
      "writePendingDataRate": 0,
      "sideFilesUsageRate": 0
    }
  ]
}

属性 型 説明

clprId int CLPR 番号

clprName string CLPR の名称

cacheMemoryCapacity long CLPR の合計キャッシュ容量（MB）

cacheMemoryUsedCapacity long CLPR が使用されているキャッシュ容量（MB）

writePendingDataCapacity long 書き込み待ちデータの容量（MB）

sideFilesCapacity long サイドファイルの容量（MB）
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属性 型 説明

cacheUsageRate int キャッシュ使用率（%）

writePendingDataRate int 書き込み待ち率（%）

sideFilesUsageRate int サイドファイルの使用率（%）

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/clprs

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

7.3 特定の CLPR の情報を取得する
CLPR 番号を指定して、特定の CLPR の情報を取得します。キャッシュ容量、キャッシュ使用率、

または常駐キャッシュ容量などの情報を取得できます。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/clprs/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

CLPR の情報取得で取得した clprIdの値を指定します。

属性 型 説明

clprId int （必須）CLPR 番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。
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レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "clprId": 2,
  "clprName": "CLPRGRP",
  "cacheMemoryCapacity": 12288,
  "cacheMemoryUsedCapacity": 0,
  "writePendingDataCapacity": 0,
  "sideFilesCapacity": 0,
  "cacheUsageRate": 0,
  "writePendingDataRate": 0,
  "sideFilesUsageRate": 0
}

属性 型 説明

clprId int CLPR 番号

clprName string CLPR の名称

cacheMemoryCapacity long CLPR の合計キャッシュ容量（MB）

cacheMemoryUsedCapacity long CLPR が使用されているキャッシュ容量（MB）

writePendingDataCapacity long 書き込み待ちデータの容量（MB）

sideFilesCapacity long サイドファイルの容量（MB）

cacheUsageRate int キャッシュ使用率（%）

writePendingDataRate int 書き込み待ち率（%）

sideFilesUsageRate int サイドファイルの使用率（%）

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/clprs/2

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 7.2 CLPR の情報を取得する

7.4 CLPR を作成する
CLPR を作成します。

メモ　

REST API を実行するユーザが、対象ストレージシステムのリソースを REST API でロックしている場合、CLPR
に対する操作は実行できません。その場合は、ロックを解除してから操作を実行してください。
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実行権限

ストレージ管理者（システムリソース管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/clprs

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "clprName" : "CLPRDEV",
  "cacheMemoryCapacity" : 12288
}

属性 型 説明

clprName string （必須）CLPR の名称

1～16 文字で指定します。

対象のストレージシステムの CLPR 間で一意となる名称を指定して

ください。

cacheMemoryCapacity long （必須）CLPR の合計キャッシュ容量（MB）
2048の倍数で指定します。

指定できるキャッシュ容量の詳細については、Virtual Partition Manager
のマニュアルを参照してください。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 作成した CLPR の URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
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data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/clprs

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 7.2 CLPR の情報を取得する

7.5 CLPR の設定を変更する
CLPR の名称やキャッシュ容量などを変更します。

メモ　

REST API を実行するユーザが、対象ストレージシステムのリソースを REST API でロックしている場合、CLPR
に対する操作は実行できません。その場合は、ロックを解除してから操作を実行してください。

実行権限

ストレージ管理者（システムリソース管理）

リクエストライン

PATCH ＜ベース URL ＞/v1/objects/clprs/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

CLPR の情報取得で取得した clprIdの値を指定します。

属性 型 説明

clprId int （必須）CLPR 番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ

CLPR の名称を変更する場合のコード例を次に示します。

{
  "clprName" : "CLPRGRP"
}

CLPR の合計キャッシュ容量を変更する場合のコード例を次に示します。

{
  "cacheMemoryCapacity" : 24576
}

CLPR の名称、合計キャッシュ容量を変更する場合のコード例を次に示します。

{
  "clprName" : "CLPRGRP",
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  "cacheMemoryCapacity" : 24576
}

属性 型 説明

clprName string （任意）CLPR の名称

1～16 文字で指定します。

対象のストレージシステムの CLPR 間で一意となる名称を指定して

ください。

cacheMemoryCapacity long （任意）CLPR の合計キャッシュ容量（MB）
2048の倍数で指定します。

指定できるキャッシュ容量の詳細については、Virtual Partition Manager
のマニュアルを参照してください。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 変更した CLPR の URL

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X PATCH --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/clprs/2

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 7.2 CLPR の情報を取得する

7.6 CLPR を削除する
CLPR を削除します。削除する前に、対象の CLPR に割り当てられていたリソースを他の CLPR に

割り当ててください。

メモ　

REST API を実行するユーザが、対象ストレージシステムのリソースを REST API でロックしている場合、CLPR
に対する操作は実行できません。その場合は、ロックを解除してから操作を実行してください。
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実行権限

ストレージ管理者（システムリソース管理）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/clprs/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

CLPR の情報取得で取得した clprIdの値を指定します。

属性 型 説明

clprId int （必須）CLPR 番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除した CLPR の URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/clprs/3

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 7.2 CLPR の情報を取得する
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7.7 CLPR に LDEV を割り当てる
CLPR に LDEV を割り当てます。作成した CLPR に LDEV を割り当てたり、すでに割り当てられた

LDEV をほかの CLPR に移動したりする場合に実行します。

実行権限

ストレージ管理者（システムリソース管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞/actions/assign-clpr/
invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ボリュームの情報取得で取得した ldevIdの値を指定します。

属性 型 説明

ldevId int （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "clprId": 2
  }
}

属性 型 説明

clprId int （必須）割り当て先の CLPR 番号

0～31の 10 進数を指定します。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources CLPR に割り当てた LDEV の URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/ldevs/＜オブジェクト ID ＞/actions/assign-clpr
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ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed 指定した LDEV が次のどれかの条件を満たすため、指定されたアクシ

ョンを実行できません。

• 基本ボリュームである

• ジャーナルボリュームである

• Thin Image プールのボリュームである

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/100/actions/
assign-clpr

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/ldevs/100/actions/assign-clpr/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.2 ボリュームの情報を取得する

• 7.2 CLPR の情報を取得する

7.8 CLPR にパリティグループを割り当てる
CLPR にパリティグループを割り当てます。作成した CLPR にパリティグループを割り当てたり、

すでに割り当てられたパリティグループをほかの CLPR に移動したりする場合に実行します。

実行権限

ストレージ管理者（システムリソース管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/parity-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/
assign-clpr/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

パリティグループの情報取得で取得した parityGroupIdの値を指定します。
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属性 型 説明

parityGroupId string （必須）パリティグループ番号

分散パリティグループの場合も同様に指定します。

1-3-1、1-3-2、および 1-3-3 の分散パリティグループの場合、次のように指定しま

す。

"parityGroupId"："1-3"

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "clprId": 2
  }
}

属性 型 説明

clprId int （必須）割り当て先の CLPR 番号

0～31の 10 進数を指定します。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources CLPR に割り当てたパリティグループの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/parity-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/
assign-clpr

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/parity-groups/1-1/
actions/assign-clpr
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Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/parity-groups/1-1/actions/assign-clpr/
invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 4.2 パリティグループの情報を取得する

• 7.2 CLPR の情報を取得する

7.9 外部パリティグループの情報を取得する
外部パリティグループの情報を一覧で取得します。外部パリティグループに割り当てられた LDEV
数や、使用率などの情報を取得できます。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/external-parity-groups

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "externalParityGroupId": "1-1",
      "numOfLdevs": 1,
      "usedCapacityRate": 100,
      "availableVolumeCapacity": 0,
      "emulationType": "OPEN-V",
      "clprId": 0,
      "externalProductId": "DF600F"
    },
    {
      "externalParityGroupId": "1-2",
      "numOfLdevs": 1,
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      "usedCapacityRate": 100,
      "availableVolumeCapacity": 0,
      "emulationType": "OPEN-V",
      "clprId": 0,
      "externalProductId": "DF600F"
    }
  ]
}

属性 型 説明

externalParityGroupId string 外部パリティグループ番号

numOfLdevs int 外部パリティグループに割り当てられた LDEV 数

usedCapacityRate int 外部パリティグループの使用率

availableVolumeCapacity long 使用できる容量（GB）
空き領域の容量が表示されます。

1GB 未満の場合は、0が表示されます。

emulationType string 外部パリティグループのエミュレーションタイプ

clprId int 外部パリティグループが属する CLPR の番号

externalProductId string Universal Volume Manager の外部ストレージ接続機能で接続されたスト

レージシステム

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/external-parity-
groups

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

7.10 特定の外部パリティグループの情報を取得する
外部パリティグループ番号を指定して、特定の外部パリティグループの情報を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/external-parity-groups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID
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外部パリティグループの情報取得で取得した externalParityGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

externalParityGroupId string （必須）外部パリティグループ番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "externalParityGroupId": "1-1",
  "numOfLdevs": 1,
  "usedCapacityRate": 100,
  "availableVolumeCapacity": 0,
  "emulationType": "OPEN-V",
  "clprId": 0,
  "externalProductId": "DF600F",
  "spaces": [
    {
      "partitionNumber": 0,
      "ldevId": 204,
      "status": "NML",
      "lbaLocation": "0x000000000000",
      "lbaSize": "0x000002800500"
    }
  ]
}

属性 型 説明

externalParityGroupId string 外部パリティグループ番号

numOfLdevs int 割り当てられた LDEV 数

usedCapacityRate int 外部パリティグループの使用率

availableVolumeCapacity long 使用できる容量（GB）
空き領域の容量が表示されます。

1GB 未満の場合は、0が表示されます。

emulationType string 外部パリティグループのエミュレーションタイプ

clprId int CLPR 番号

externalProductId string Universal Volume Manager の外部ストレージ接続機能で接続された

ストレージシステム

spaces objects[] 指定された外部パリティグループ内に定義されている LDEV とフ

リースペースに関する次の属性が表示されます。

• partitionNumber（long）
外部パリティグループを分割したパーティションの番号

• ldevId（int）
LDEV 番号

• status（string）
LDEV の状態
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属性 型 説明

◦ NML：LDEV が実装されている、またはフリースペースが確

定している状態

◦ REG：LDEV を作成中

◦ DEL：LDEV を削除中

• lbaLocation（string）
外部パリティグループでのパーティションの LBA の開始位置

（512 バイト単位）

• lbaSize（string）
外部パリティグループでのパーティションのサイズ（512 バイ

ト単位）

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/external-parity-
groups/1-1

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

7.11 CLPR に外部パリティグループを割り当てる
CLPR に外部パリティグループを割り当てます。作成した CLPR に外部パリティグループを割り当

てたり、すでに割り当てられた外部パリティグループをほかの CLPR に移動したりする場合に実行

します。

実行権限

ストレージ管理者（システムリソース管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/external-parity-groups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/assign-clpr/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

外部パリティグループの情報取得で取得した externalParityGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

externalParityGroupId string （必須）外部パリティグループ番号
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クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "clprId": 2
  }
}

属性 型 説明

clprId int （必須）割り当て先の CLPR 番号

0～31の 10 進数を指定します。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources CLPR に割り当てた外部パリティグループの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/external-parity-groups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/assign-clpr

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/external-parity-
groups/1-1/actions/assign-clpr

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/external-parity-groups/1-1/actions/
assign-clpr/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード
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• 1.16 ジョブオブジェクト

• 7.2 CLPR の情報を取得する

• 7.9 外部パリティグループの情報を取得する

7.12 Server Priority Manager の情報の一覧を取得する
REST API から操作できる Server Priority Manager の情報の一覧を取得します。ボリュームの LDEV
番号と、HBA の WWN または iSCSI ネームに設定されている Server Priority Manager の情報を確認

できます。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/io-control-ldev-wwns-iscsis

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

パラメータ 型 フィルタ条件

ldevId int （任意）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

hostWwn string （任意）HBA の WWN
16 桁の 16 進数で指定します。

iscsiName string （任意）HBA（iSCSI イニシエータ）の iSCSI ネーム

iqn 形式または eui 形式で指定します。

• iqn 形式

5～223 文字の値を指定します。使用できる文字は次のとおりです。

半角英数字、ハイフン（-）、ピリオド（.）、コロン（:）
指定例：iqn.rest.example.of.iqn.form

• eui 形式

eui.に続けて 16 進数で指定します。全体で 20 文字の値を指定してください。

指定例：eui.0900ABDC32598D26

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data" : [ {
    "ioControlLdevWwnIscsiId" : "0,210003e08b0256f9",
    "ldevId" : 0,
    "hostWwn" : "210003e08b0256f9",

276 I/O 性能の最適化

REST API リファレンスガイド



    "priority" : "NonPrioritize",
    "upperLimitForIops" : 9999
  }, {
    "ioControlLdevWwnIscsiId" : "1,210003e08b0256f9",
    "ldevId" : 1,
    "hostWwn" : "210003e08b0256f9",
    "priority" : "NonPrioritize",
    "upperLimitForIops" : 9999
  }, {
    "ioControlLdevWwnIscsiId" : "2,iqn.myrestapiiscsi20150907",
    "ldevId" : 2,
    "iscsiName" : "iqn.myrestapiiscsi20150907",
    "priority" : "NonPrioritize",
    "upperLimitForTransferRate" : 30
  }, {
    "ioControlLdevWwnIscsiId" : "3,iqn.myrestapiiscsi20150907",
    "ldevId" : 3,
    "iscsiName" : "iqn.myrestapiiscsi20150907",
    "priority" : "NonPrioritize",
    "upperLimitForTransferRate" : 30
  } ]
}

属性 型 説明

ioControlLdevWwnIscsiId string SPM 情報のオブジェクト ID

ldevId int LDEV 番号

hostWwn string HBA の WWN

iscsiName string HBA（iSCSI イニシエータ）の iSCSI ネーム

priority string 優先/非優先

SPM の設定が優先か非優先かを表示します。

• Prioritize：優先

• NonPrioritize：非優先

upperLimitForIops int IOPS の上限値

upperLimitForTransferRate int 転送レートの上限値（MB/s）

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/io-control-ldev-wwns-
iscsis/

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード
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7.13 特定の Server Priority Manager の情報を取得する
ボリュームの LDEV 番号と、HBA の WWN または iSCSI ネームを指定して、特定の Server Priority
Manager の情報を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/io-control-ldev-wwns-iscsis/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

Server Priority Manager の情報の一覧取得で取得した ioControlLdevWwnIscsiIdの値を指

定します。次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

WWN の 場合

＜ldevId ＞,＜hostWwn ＞

iSCSI ネームの場合

＜ldevId ＞,＜iscsiName ＞ 

属性 型 説明

ldevId int （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

hostWwn string （任意）HBA の WWN
16 桁の 16 進数で指定します。

hostWwn属性または iscsiName属性のどちらか一方を必ず指定してください。

iscsiName string （任意）iSCSI イニシエータの iSCSI ネーム

iqn 形式または eui 形式で指定します。

• iqn 形式

5～223 文字の値を指定します。使用できる文字は次のとおりです。

半角英数字、ハイフン（-）、ピリオド（.）、コロン（:）
指定例：iqn.rest.example.of.iqn.form

• eui 形式

eui.に続けて 16 進数で指定します。全体で 20 文字の値を指定してください。

指定例：eui.0900ABDC32598D26
hostWwn属性または iscsiName属性のどちらか一方を必ず指定してください。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

278 I/O 性能の最適化

REST API リファレンスガイド



レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "ioControlLdevWwnIscsiId" : "0,210003e08b0256f9",
  "ldevId" : 0,
  "hostWwn" : "210003e08b0256f9",
  "priority" : "NonPrioritize",
  "upperLimitForTransferRate" : 30
}

属性 型 説明

ioControlLdevWwnIscsiId string SPM 情報のオブジェクト ID

ldevId int LDEV 番号

hostWwn string HBA の WWN

iscsiName string HBA（iSCSI イニシエータ）の iSCSI ネーム

priority string 優先/非優先

SPM の設定が優先か非優先かを表示します。

• Prioritize：優先

• NonPrioritize：非優先

upperLimitForIops int IOPS の上限値

upperLimitForTransferRate int 転送レートの上限値（MB/s）

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/io-control-ldev-wwns-
iscsis/0,210003e08b0256f9

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

7.14 ボリュームと HBA の WWN または iSCSI ネームを指定して

Server Priority Manager に設定する
優先度の低いホストについて、ボリュームの LDEV 番号と HBA の WWN または iSCSI ネームを指

定して、IOPS または転送レートの上限値を Server Priority Manager に設定します。

メモ　

Server Priority Manager に設定するボリュームの数が 4,096 個を超える場合、新たに設定するボリュームのホスト

I/O のレスポンスは、既存のボリュームに比べて低下します。

Server Priority Manager に設定するボリュームの数が 4,096 個以内になるようにしてください。
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実行権限

ストレージ管理者（システムリソース管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/io-control-ldev-wwns-iscsis

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

IOPS の上限値を設定する場合のコード例を次に示します。

{
 "ldevId" : 0,
 "hostWwn" : "210003e08b0256f9",
 "upperLimitForIops" : 9999
}

転送レートの上限値を設定する場合のコード例を次に示します。

{
 "ldevId" : 0,
 "iscsiName" : "iqn.myrestapiiscsi20150907",
 "upperLimitForTransferRate" : 30
}

属性 型 説明

ldevId int （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

hostWwn string （任意）HBA の WWN
16 桁の 16 進数で指定します。

hostWwn属性または iscsiName属性のどちらか一方を必ず指定し

てください。

iscsiName string （任意）HBA（iSCSI イニシエータ）の iSCSI ネーム

iqn 形式または eui 形式で指定します。

• iqn 形式

5～223 文字の値を指定します。使用できる文字は次のとおりで

す。

半角英数字、ハイフン（-）、ピリオド（.）、コロン（:）
指定例：iqn.rest.example.of.iqn.form

• eui 形式

eui.に続けて 16 進数で指定します。全体で 20 文字の値を指定し

てください。

指定例：eui.0900ABDC32598D26
hostWwn属性または iscsiName属性のどちらか一方を必ず指定し

てください。

upperLimitForIops int （任意）IOPS の上限値

1～65535の値を指定します。
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属性 型 説明

upperLimitForIops属性または

upperLimitForTransferRate属性のどちらか一方を必ず指定し

てください。

upperLimitForTransferRate int （任意）転送レートの上限値（MB/s）
1～31の値を指定します。

upperLimitForIops属性または

upperLimitForTransferRate属性のどちらか一方を必ず指定し

てください。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 設定した SPM 情報の URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/io-control-ldev-wwns-iscsis/

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 7.12 Server Priority Manager の情報の一覧を取得する

7.15 Server Priority Manager に設定した情報を変更する
すでに Server Priority Manager に設定されているボリュームの LDEV 番号と HBA の WWN または

iSCSI ネームについて、IOPS または転送レートの上限値を変更します。

実行権限

ストレージ管理者（システムリソース管理）

リクエストライン

PATCH ＜ベース URL ＞/v1/objects/io-control-ldev-wwns-iscsis/＜オブジェクト ID
＞

I/O 性能の最適化 281
REST API リファレンスガイド



リクエストメッセージ

オブジェクト ID

Server Priority Manager の情報の一覧で取得した ioControlLdevWwnIscsiIdの値を指定し

ます。次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

WWN の場合

＜ldevId ＞,＜hostWwn ＞

iSCSI ネームの場合

＜ldevId ＞,＜iscsiName ＞

属性 型 説明

ldevId int （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

hostWwn string （任意）HBA の WWN
16 桁の 16 進数で指定します。

hostWwn属性または iscsiName属性のどちらか一方を必ず指定してください。

iscsiName string （任意）iSCSI イニシエータの iSCSI ネーム

iqn 形式または eui 形式で指定します。

• iqn 形式

5～223 文字の値を指定します。使用できる文字は次のとおりです。

半角英数字、ハイフン（-）、ピリオド（.）、コロン（:）
指定例：iqn.rest.example.of.iqn.form

• eui 形式

eui.に続けて 16 進数で指定します。全体で 20 文字の値を指定してください。

指定例：eui.0900ABDC32598D26
hostWwn属性または iscsiName属性のどちらか一方を必ず指定してください。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

IOPS の上限値を変更する場合のコード例を次に示します。

{
  "upperLimitForIops" : 9999
}

転送レートの上限値を変更する場合のコード例を次に示します。

{
  "upperLimitForTransferRate": 30
}

属性 型 説明

upperLimitForIops int （任意）IOPS の上限値

1～65535の値を指定します。

upperLimitForIops属性または

upperLimitForTransferRate属性のどちらか一方を必ず指定

してください。
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属性 型 説明

upperLimitForTransferRate int （任意）転送レートの上限値（MB/s）
1～31の値を指定します。

upperLimitForIops属性または

upperLimitForTransferRate属性のどちらか一方を必ず指定

してください。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 変更した SPM 情報の URL

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X PATCH --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/io-control-ldev-wwns-iscsis/
0,210003e08b0256f9

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 7.12 Server Priority Manager の情報の一覧を取得する

7.16 Server Priority Manager の情報を削除する
指定したボリュームの LDEV 番号と HBA の WWN または iSCSI ネームの IOPS または転送レート

の上限値を解除して、Server Priority Manager の対象から削除します。

実行権限

ストレージ管理者（システムリソース管理）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/io-control-ldev-wwns-iscsis/＜オブジェクト ID
＞
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リクエストメッセージ

オブジェクト ID

Server Priority Manager の一覧で取得した ioControlLdevWwnIscsiIdの値を指定します。

次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

WWN の 場合

＜ldevId ＞,＜hostWwn ＞

iSCSI ネームの場合

＜ldevId ＞,＜iscsiName ＞ 

属性 型 説明

ldevId int （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

hostWwn string （任意）HBA の WWN
16 桁の 16 進数で指定します。

hostWwn属性または iscsiName属性のどちらか一方を必ず指定してください。

iscsiName string （任意）HBA（iSCSI イニシエータ）の iSCSI ネーム

iqn 形式または eui 形式で指定します。

• iqn 形式

5～223 文字の値を指定します。使用できる文字は次のとおりです。

半角英数字、ハイフン（-）、ピリオド（.）、コロン（:）
指定例：iqn.rest.example.of.iqn.form

• eui 形式

eui.に続けて 16 進数で指定します。全体で 20 文字の値を指定してください。

指定例：eui.0900ABDC32598D26
hostWwn属性または iscsiName属性のどちらか一方を必ず指定してください。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除した SPM 情報の URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/io-control-ldev-wwns-
iscsis/0,210003e08b0256f9

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 7.12 Server Priority Manager の情報の一覧を取得する
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8
ShadowImage ペアの管理

この章では、REST API で実行する ShadowImage ペアの操作について説明します。

 8.1 ShadowImage とは

 8.2 ShadowImage ペアの操作の流れ

 8.3 ペアの状態遷移（ShadowImage）

 8.4 コピーグループの一覧を取得する

 8.5 特定のコピーグループの情報を取得する

 8.6 ShadowImage ペアの一覧を取得する

 8.7 特定の ShadowImage ペアの情報を取得する

 8.8 ShadowImage ペアを作成する

 8.9 コピーグループ単位で ShadowImage ペアを分割する

 8.10 ShadowImage ペアを分割する

 8.11 コピーグループ単位で ShadowImage ペアを再同期する

 8.12 ShadowImage ペアを再同期する

 8.13 コピーグループ単位で ShadowImage ペアをリストアする

 8.14 ShadowImage ペアをリストアする

 8.15 コピーグループを削除する

 8.16 ShadowImage ペアを削除する
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8.1 ShadowImage とは
ShadowImage は、同じストレージシステムにあるデータボリュームの複製ボリュームを作成します。

REST API クライアントから API を発行することで ShadowImage のペアを作成したり、ペアの状態

を管理したりできます。ペアはコピーグループ単位でも操作できます。また、コンシステンシーグ

ループを定義する場合、グループ内の全ペアのペア状態を同時に遷移させられます。

1 個のペアは、プライマリボリューム（P-VOL）とセカンダリボリューム（S-VOL）から構成され

ます。1 個のプライマリボリュームは、複数のセカンダリボリュームを使用できます。各セカンダ

リボリュームは MU（ミラーユニット）番号によって管理されます。

ShadowImage の詳細については、マニュアル「ShadowImage ユーザガイド」を参照してください。
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8.2 ShadowImage ペアの操作の流れ
REST API から実行できる ShadowImage の機能を次に示します。

• コピーグループの情報取得

対象となるストレージシステムに登録されているコピーグループの一覧を取得します。特定の

コピーグループの情報を取得することもできます。

• ペアの状態と構成情報取得

ShadowImage ペアの状態と構成情報を取得します。ペア操作の完了をチェックすることもでき

ます。コピーグループ単位でもペアの情報を取得できます。

対象の ShadowImage ペアが登録されているコピーグループに、ほかの REST API サーバや REST
API 以外のソフトウェアを使用して作成または削除した ShadowImage ペアが含まれている場

合、その情報が正しく取得できないことがあります。この場合、ペアの情報を最新の状態に更

新してから取得することもできます。

• ペアの作成

対象となるストレージシステムのコピーグループに新しい ShadowImage ペアを作成します。コ

ピーグループは、コピーペアを 1 つにグループ化したものです。プライマリボリュームをグル

ープ化したデバイスグループと、セカンダリボリュームをグループ化したデバイスグループか

ら構成されます。コピーグループが未作成の場合、自動でコピーグループとデバイスグループ

が生成されます。ShadowImage ペアをコピーグループに登録することでコピーグループ単位で

の操作が可能になります。

新規のコピーグループにペアを作成する場合：

既存のコピーグループにペアを作成する場合：

• ペアの分割

ShadowImage ペアを分割し、セカンダリボリュームへの読み込みと書き込みアクセスを可能に

します。コピーグループ単位でも分割できます。
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• ペアの再同期

分割された ShadowImage ペアをプライマリボリュームに基づいて再同期します。再同期の間も

正ボリュームにアクセスできます。コピーグループ単位でも再同期できます。

• リストアによるペア再同期

分割された ShadowImage ペアをセカンダリボリュームに基づいて再同期します。リストアの再

同期中は、正ボリュームにアクセスできません。コピーグループ単位でもリストアできます。

• ペアの削除

不要になった ShadowImage ペアを削除します。コピーグループ中のすべての ShadowImage ペ

アを削除した場合、コピーグループを構成するデバイスグループとコピーグループも自動で削

除されます。コピーグループ単位でもペアを削除できます。

ペア削除はペア状態に関わらず、任意のタイミングで実行できます。ただし、ペア状態の変更

中に実行すると、状態変更が完了する前にペアが削除され、状態を変更するリクエストがタイ

ムアウトになるおそれがあります。

リクエストヘッダでの Job-Mode-Wait-Configuration-Change の指定について

ペアの作成、ペアの分割、およびペアの再同期では、データコピーに時間がかかるためにジョブの

ステータスが Completedにならず、複数の非同期処理を同時に実行するとジョブが滞留すること

があります。この場合、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-
Change:NoWaitを指定して実行することで、データコピーが完了するまで待たないでジョブのス

テータスが Completedになり、次のジョブの実行が開始されます。このとき、ジョブの実行が完

了してもデータコピーは継続されます。データのコピーが完了したかどうかは、ジョブのステータ

スではなく対象のペアの状態を取得して確認してください。ペアの状態については、ペアの状態遷

移の説明を参照してください。

関連参照

• 1.8 リクエストヘッダ

• 8.3 ペアの状態遷移（ShadowImage）
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8.3 ペアの状態遷移（ShadowImage）
ペアの操作によって遷移するペアの状態を、次の図に示します。

ペアの状態 説明
P-VOL への

アクセス

S-VOL への

アクセス

SMPL ペアの関係が設定されていない状態 - -

COPY ペア作成中

形成コピー（初期コピー）、または再同期中の状態

Read/Write 可 Read 可

PAIR ペア状態

初期コピーは完了していて、非同期に P-VOL の更新データが

S-VOL にコピーされます。

Read/Write 可 Read 可

PSUS ペアが分割している状態（P-VOL 側で表示） Read/Write 可 Read/Write 可

SSUS ペアが分割している状態（S-VOL 側で表示） Read/Write 可 Read/Write 可
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ペアの状態 説明
P-VOL への

アクセス

S-VOL への

アクセス

PSUE 障害によってペアが中断している状態

P-VOL と S-VOL は同期していません。

Read/Write 可 Read 可

RCPY リストア中（S-VOL から P-VOL へのコピー中） 不可 Read 可

ペアを削除すると、ペアの状態が SMPL に遷移します。

メモ　

次の場合、ペアに対する操作を実行すると、レスポンスは成功で返りますが、実際にはリクエストの内容は反映

されません。

• PSUS または SSUS 状態のペアに対してペア分割を実行した場合

• COPY、PAIR、または RCPY 状態のペアに対してペア再同期を実行した場合

8.4 コピーグループの一覧を取得する
対象のストレージシステム内のコピーグループのうち ShadowImage ペアが登録されているコピー

グループの情報を取得します。

重要　 コピーグループ名またはデバイスグループ名に半角スペースが含まれている場合、そのコピーグループ

の情報は取得できません。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copygroups

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "copyGroupName": "localCopyGroup1",
      "pvolDeviceGroupName": "localCopyGroup1P_",
      "svolDeviceGroupName": "localCopyGroup1S_",
      "localCloneCopygroupId": 
"localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_"
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    },
    {
      "copyGroupName": "localCopyGroup2",
      "pvolDeviceGroupName": "localCopyGrouppvol",
      "svolDeviceGroupName": "localCopyGroupsvol",
      "localCloneCopygroupId": 
"localCopyGroup2,localCopyGrouppvol,localCopyGroupsvol"
    }
  ]
}

属性 型 説明

copyGroupName string コピーグループ名

pvolDeviceGroupName string P-VOL のデバイスグループ名

svolDeviceGroupName string S-VOL のデバイスグループ名

localCloneCopygroupId string ShadowImage ペアが登録されているコピーグループのオブジェクト ID
次の属性をコンマで連結した形式で出力します。

• copyGroupName
• pvolDeviceGroupName
• svolDeviceGroupName

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copygroups

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

8.5 特定のコピーグループの情報を取得する
指定したコピーグループの情報およびコピーグループに含まれる ShadowImage ペアの情報を取得

します。ペアの状態を確認したり、ペアの構成情報を取得したりできます。

重要　

• 対象のコピーグループに、ほかの REST API サーバや REST API 以外のソフトウェアを使用して作成または

削除した ShadowImage ペアが含まれている場合、その情報が正しく取得できないことがあります。最新の

ペアの情報を取得したいときは、ShadowImage ペアの一覧を取得する API を使用してください。

• コピーグループ名、デバイスグループ名、またはコピーペア名に半角スペースが含まれている場合、その情

報は取得できません。

実行権限

ストレージ管理者（参照）
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リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copygroups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

コピーグループ一覧から取得した localCloneCopygroupIdの値を指定します。次に示す

属性値を連結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜svolDeviceGroupName ＞

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字

を区別します。

pvolDeviceGroupName string （必須）P-VOL のデバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文

字と小文字を区別します。

svolDeviceGroupName string （必須）S-VOL のデバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文

字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "localCloneCopygroupId" : 
"localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_",
  "copyGroupName" : "localCopyGroup1",
  "pvolDeviceGroupName" : "localCopyGroup1P_",
  "svolDeviceGroupName" : "localCopyGroup1S_",
  "copyPairs" : [ {
    "localCloneCopypairId" : 
"localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_,pair1",
    "copyGroupName" : "localCopyGroup1",
    "copyPairName" : "pair1",
    "replicationType" : "SI",
    "copyMode" : "NotSnapshot",
    "copyProgressRate" : 100,
    "pvolLdevId" : 10,
    "pvolStatus" : "PAIR",
    "svolLdevId" : 20,
    "svolStatus" : "PAIR",
    "pvolMuNumber" : 0
  }, {
    "localCloneCopypairId" : 
"localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_,pair2",
    "copyGroupName" : "localCopyGroup1",
    "copyPairName" : "pair2",
    "replicationType" : "SI",
    "copyMode" : "NotSnapshot",
    "copyProgressRate" : 100,
    "pvolLdevId" : 30,
    "pvolStatus" : "PAIR",
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    "svolLdevId" : 40,
    "svolStatus" : "PAIR",
    "pvolMuNumber" : 0
  } ]
}

属性 型 説明

copyGroupName string コピーグループ名

pvolDeviceGroupName string P-VOL のデバイスグループ名

svolDeviceGroupName string S-VOL のデバイスグループ名

localCloneCopygroupId string ShadowImage ペアが登録されているコピーグループのオブジェクト

ID
次の属性をコンマで連結した形式で出力します。

• copyGroupName
• pvolDeviceGroupName
• svolDeviceGroupName

copyPairs object[] コピーグループに含まれる ShadowImage ペアに関する、次の属性が

出力されます。

• copyGroupName（string）
コピーグループ名

• copyPairName（string）
コピーペア名

• replicationType（string）
ペア種別

SI（ShadowImage）が出力されます。

• copyMode（string）
コピーモード

NotSnapshotが出力されます。

• copyProgressRate（int）
コピーの進捗率（％）

情報が取得できない場合、この属性は出力しません。

• pvolLdevId（int）
P-VOL の LDEV 番号（10 進数）

• svolLdevId（int）
S-VOL の LDEV 番号（10 進数）

• pvolMuNumber（int）
P-VOL の MU 番号

• pvolStatus（string）
P-VOL のペアボリューム状態

詳細については、ペアの状態遷移（ShadowImage）の説明を参照

してください。

情報が取得できない場合、この属性は出力しません。

• svolStatus（string）
S-VOL のペアボリューム状態

詳細については、ペアの状態遷移（ShadowImage）の説明を参照

してください。

情報が取得できない場合、この属性は出力しません。

• consistencyGroupId（int）
コンシステンシーグループ ID
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属性 型 説明

コンシステンシーグループでない場合、この属性は出力しませ

ん。

• localCloneCopypairId（string）
ShadowImage ペアのオブジェクト ID
次の属性をコンマで連結した形式で出力します。

• copyGroupName
• pvolDeviceGroupName
• svolDeviceGroupName
• copyPairName

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

404 Not Found 取得できるコピーグループがない、または取得したコピーグループに

含まれるペアが一組もないことを示します。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copygroups/
localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 8.3 ペアの状態遷移（ShadowImage）

• 8.6 ShadowImage ペアの一覧を取得する

8.6 ShadowImage ペアの一覧を取得する
クエリパラメータで指定したコピーグループに含まれる ShadowImage ペアの情報を取得します。

ペアの情報を最新の状態に更新することもできます。

重要　

• 対象のコピーグループに、ほかの REST API サーバや REST API 以外のソフトウェアを使用して作成または

削除した ShadowImage ペアが含まれている場合、その情報が取得できないことがあります。この場合、ク

エリパラメータに refresh=trueを指定して実行すると、最新のペアの情報を取得できます。ただし、指

定したコピーグループに含まれるペアの情報を更新してから情報を取得するため、処理に時間がかかりま

す。

• コピーグループ名、デバイスグループ名、またはコピーペア名に半角スペースが含まれている場合、その情

報は取得できません。

実行権限

ストレージ管理者（参照）
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リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copypairs

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

パラメータ 型 フィルタ条件

localCloneCopyGroupId string （必須）ペアが登録されているコピーグループのオブジェクト ID
コピーグループ一覧で取得した localCloneCopygroupIdの値を

指定します。次に示す属性値を連結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜
svolDeviceGroupName ＞

• copyGroupName（string）
コピーグループ名

31 文字以内で指定します。

• pvolDeviceGroupName（string）
P-VOL のデバイスグループ名

31 文字以内で指定します。

• svolDeviceGroupName（string）
S-VOL のデバイスグループ名

31 文字以内で指定します。

refresh boolean （任意）ペアの情報を最新の状態に更新するかどうか

• true：更新する

• false：更新しない

trueを指定した場合、指定したコピーグループに含まれるペアの情

報を更新してから情報を取得するため、処理に時間がかかります。

省略した場合は、falseが指定されたと見なされます。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

指定したコピーグループ内のペアの情報が一覧で取得されます。レスポンスボディの内容に

ついては、特定の ShadowImage ペアの情報を取得する API の説明を参照してください。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
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ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copypairs?
localCloneCopyGroupId=localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_
&refresh=true

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 8.7 特定の ShadowImage ペアの情報を取得する

8.7 特定の ShadowImage ペアの情報を取得する
指定した ShadowImage ペアの情報を取得します。ペアの状態からペア操作が完了したかを確認し

たり、ペア追加で使用するコンシステンシーグループ ID などの構成情報を取得したりできます。

重要　

• 対象の ShadowImage ペアを、ほかの REST API サーバや REST API 以外のソフトウェアを使用して作成した

りまたは削除した場合、その情報が正しく取得できないことがあります。最新のペアの情報を取得したいと

きは、ShadowImage ペアの一覧を取得する API を使用してください。

• コピーグループ名、デバイスグループ名、またはコピーペア名に半角スペースが含まれている場合、その情

報は取得できません。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copypairs/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ShadowImage ペアの情報から取得した localCloneCopypairIdの値を指定します。次に示

す属性値を連結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜svolDeviceGroupName ＞,＜
copyPairName ＞

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字

を区別します。

pvolDeviceGroupName string （必須）P-VOL デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字

と小文字を区別します。

svolDeviceGroupName string （必須）S-VOL デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字

と小文字を区別します。

copyPairName string （必須）コピーペア名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字を区

別します。

クエリパラメータ

なし。
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ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "localCloneCopypairId" : 
"localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_,pair1",
  "copyGroupName" : "localCopyGroup1",
  "copyPairName" : "pair1",
  "replicationType" : "SI",
  "copyMode" : "NotSnapshot",
  "copyProgressRate" : 100,
  "pvolLdevId" : 10,
  "pvolStatus" : "PAIR",
  "svolLdevId" : 20,
  "svolStatus" : "PAIR",
  "pvolMuNumber" : 0
}

属性 型 説明

copyGroupName string コピーグループ名

copyPairName string コピーペア名

replicationType string ペア種別

SI：ShadowImage

copyMode string コピーモード

NotSnapshotが表示されます。

copyProgressRate string コピーの進捗率（％）

情報が取得できない場合、この属性は出力しません。

pvolLdevId int P-VOL の LDEV 番号（10 進数）

svolLdevId int S-VOL の LDEV 番号（10 進数）

pvolMuNumber int P-VOL の MU 番号

pvolStatus string P-VOL のペアボリューム状態

詳細については、ペアの状態遷移（ShadowImage）の説明を参照してくだ

さい。

情報が取得できない場合、この属性は出力しません。

svolStatus string S-VOL のペアボリューム状態

詳細については、ペアの状態遷移（ShadowImage）の説明を参照してくだ

さい。

情報が取得できない場合、この属性は出力しません。

consistencyGroupId int コンシステンシーグループ ID
コンシステンシーグループでない場合、この属性は出力しません。

localCloneCopypairId string ShadowImage ペアのオブジェクト ID
次の属性をコンマで連結した形式で出力します。

• copyGroupName
• pvolDeviceGroupName
• svolDeviceGroupName
• copyPairName
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ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copypairs/
localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_,pair1

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 8.3 ペアの状態遷移（ShadowImage）

• 8.6 ShadowImage ペアの一覧を取得する

8.8 ShadowImage ペアを作成する
対象となるストレージシステムに ShadowImage ペアを作成します。コピーグループを新規に作成

してペアを追加する方法と、既存のコピーグループにペアを追加する方法があります。

ヒント　 この API は、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWaitを指定して

実行することをお勧めします。詳細についてはペアの操作の流れの説明を参照してください。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）およびストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copypairs

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "copyGroupName": "localCopyGroup1",
  "copyPairName": "pair1",
  "replicationType": "SI",
  "pvolLdevId": 10,
  "pvolMuNumber": 0,
  "svolLdevId": 20,
  "pvolDeviceGroupName": "localCopyGroup1P_",
  "svolDeviceGroupName": "localCopyGroup1S_",
  "isNewGroupCreation": true,
  "copyPace": 1,
  "isConsistencyGroup": true,
  "consistencyGroupId": 1,
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  "quickMode": false,
  "autoSplit": false,
  "isDataReductionForceCopy": true
}

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 29 文字以内で指定します。大文字と

小文字を区別します。

copyPairName string （必須）コピーペア名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文

字を区別します。

replicationType string （必須）ペア種別

SI（ShadowImage）を指定します。

pvolLdevId int （必須）P-VOL の LDEV 番号を 10 進数で指定します。

svolLdevId int （必須）S-VOL の LDEV 番号を 10 進数で指定します。

pvolDeviceGroupName string （任意）P-VOL 用デバイスグループ名を 31 文字以内で指定しま

す。大文字と小文字を区別します。

S-VOL 用デバイスグループ名とは異なる名称を指定します。ま

た、既存のコピーグループへ ShadowImage ペアを追加する場合、

既存の P-VOL 用デバイスグループ名を指定します。

省略した場合、＜copyGroupName ＞ P_が設定されます。

svolDeviceGroupName string （任意）S-VOL 用デバイスグループ名を 31 文字以内で指定しま

す。大文字と小文字を区別します。

P-VOL 用デバイスグループ名とは異なる名称を指定します。既

存のコピーグループへ ShadowImage ペアを追加する場合、既存の

S-VOL 用デバイスグループ名を指定します。

省略した場合、＜copyGroupName ＞ S_が設定されます。

isNewGroupCreation boolean （必須）コピーグループを新規に作成して ShadowImage ペアを追

加するか、既存のコピーグループに ShadowImage ペアを追加する

かを指定します。

同じコピーグループ内に、ShadowImage ペアと Volume Migration
用のペアが混在しないようにしてください。

• true：新しくコピーグループを作成して ShadowImage ペアを

追加

• false：既存のコピーグループへ ShadowImage ペアを追加

pvolMuNumber int （任意）P-VOL の MU 番号を指定します。

isNewGroupCreation属性に trueを指定する場合、必ず指定

します。isNewGroupCreation属性に falseを指定した場合

は指定できません。

• S-VOL が第 1 階層の場合、0～2を指定します。

• S-VOL が第 2 階層の場合、1または 2を指定します。

copyPace int （任意）コピー速度として、1～15の数値を指定します。数字が大

きい方が高速になります。

省略した場合、3が設定されます。

isConsistencyGroup boolean （任意）作成するペアをコンシステンシーグループに登録するかど

うかを指定します。コピーグループに、すでにコンシステンシー

グループに登録されたペアがある場合、作成するペアも同じコン

システンシーグループに登録できます。

• true：コンシステンシーグループに登録する

• false：コンシステンシーグループに登録しない
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属性 型 説明

autoSplit属性が trueの場合、trueは指定できません。

省略した場合、falseが設定されます。

consistencyGroupId int （任意）作成するペアをコンシステンシーグループに登録する場

合、コンシステンシーグループ ID（0～127）を指定します。

コピーグループに、すでにコンシステンシーグループに登録され

たペアがある場合、既存のペアが属しているコンシステンシーグ

ループの ID を指定してください。

isConsistencyGroup属性に trueを指定して、この属性を省

略すると、新規のコンシステンシーグループ ID が割り当てられ

ます。

autoSplit boolean （任意）操作が完了したあと、自動でペア分割するかどうかを指定

します。

• true：操作完了後にペア分割する

• false：操作完了後にペア分割しない

isConsistencyGroup属性が trueの場合、trueは指定でき

ません。

省略した場合、falseが設定されます。

quickMode boolean （任意）クイックモードで実行するかどうかを指定します。

• true：クイックモードで実行する

• false：ノーマルモードで実行する

autoSplit属性が trueの場合にだけ、trueを指定できます。

省略した場合、falseが設定されます。

isDataReductionForceCopy boolean （任意）容量削減機能（dedupe and compression）が有効なボリュー

ムでペアを強制的に作成するかどうかを指定します。

• true：強制的に作成する※

• false：強制的に作成しない

省略した場合、falseが設定されます。

注※　容量削減機能（圧縮または重複排除）が有効なボリュームのコピーには、データの量に

よって最長で数か月掛かるおそれがあります。計画的にペア作成を実行することをお勧めし

ます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 作成した ShadowImage ペアの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST --data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copypairs

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 8.2 ShadowImage ペアの操作の流れ

• 8.5 特定のコピーグループの情報を取得する

8.9 コピーグループ単位で ShadowImage ペアを分割する
指定したコピーグループに含まれる ShadowImage ペアを分割します。ペア分割すると、セカンダリ

ボリュームへの読み込みや書き込みができます。

ヒント　 この API は、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWaitを指定して

実行することをお勧めします。詳細についてはペアの操作の流れの説明を参照してください。

メモ　 Action テンプレート中の forceSplit属性は不要です。Action テンプレートを使用する場合、この属性

を削除してからリクエストを作成してください。

実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copygroups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/split/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

コピーグループ一覧から取得した localCloneCopygroupIdの値を指定します。次に示す

属性値を連結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜svolDeviceGroupName ＞

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字

を区別します。

pvolDeviceGroupName string （必須）P-VOL デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字

と小文字を区別します。

svolDeviceGroupName string （必須）S-VOL デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字

と小文字を区別します。
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クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "quickMode": true,
    "copyPace": 10,
    "forceSuspend": false
  }
}

属性 型 説明

quickMode boolean （任意）クイックモードで実行するかどうかを指定します。

• true：クイックモードで実行する

• false：ノーマルモードで実行する

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

copyPace int （任意）コピー速度

1～15の数値を指定します。数字が大きい方が高速になります。

forceSuspend属性に trueを指定した場合は指定できません。

forceSuspend boolean （任意）ペアを強制で分割するかどうかを指定します。

• true：強制的にペア分割する

• false：強制的にペア分割しない

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

この属性に trueを指定した場合、copyPace属性は指定できません。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 分割したコピーグループの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copygroups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/split

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed オブジェクトが不正なため、Action テンプレートが取得できない。
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コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copygroups/
localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_/actions/split

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST --data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copygroups/
localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_/actions/split/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 8.2 ShadowImage ペアの操作の流れ

• 8.4 コピーグループの一覧を取得する

8.10 ShadowImage ペアを分割する
指定した ShadowImage ペアを分割します。ペア分割すると、セカンダリボリュームへの読み込みや

書き込みができます。

ヒント　 この API は、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWaitを指定して

実行することをお勧めします。詳細についてはペアの操作の流れの説明を参照してください。

メモ　 Action テンプレート中の forceSplit属性は不要です。Action テンプレートを使用する場合、この属性

を削除してからリクエストを作成してください。

実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copypairs/＜オブジェクト ID ＞/
actions/split/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ShadowImage ペアの情報から取得した localCloneCopypairIdの値を指定します。次に示

す属性値を連結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜svolDeviceGroupName ＞,＜
copyPairName ＞
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属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字

を区別します。

pvolDeviceGroupName string （必須）P-VOL デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字

と小文字を区別します。

svolDeviceGroupName string （必須）S-VOL デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字

と小文字を区別します。

copyPairName string （必須）コピーペア名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字を区

別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "quickMode": true,
    "copyPace": 10,
    "forceSuspend": false
  }
}

属性 型 説明

quickMode boolean （任意）クイックモードで実行するかどうかを指定します。

• true：クイックモードで実行する

• false：ノーマルモードで実行する

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

copyPace int （任意）コピー速度

1～15の数値を指定します。数字が大きい方が高速になります。

forceSuspend属性に trueを指定した場合は指定できません。

forceSuspend boolean （任意）ペアを強制で分割するかどうかを指定します。

• true：強制的にペア分割する

• false：強制的にペア分割しない

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

この属性に trueを指定した場合、copyPace属性は指定できません。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 分割した ShadowImage ペアの URL
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Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copypairs/＜オブジェクト ID ＞/
actions/split

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed オブジェクトが不正なため、Action テンプレートが取得できない。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copypairs/
localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_,pair1/actions/split

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST --data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copypairs/
localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_,pair1/actions/split/
invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 8.2 ShadowImage ペアの操作の流れ

• 8.5 特定のコピーグループの情報を取得する

8.11 コピーグループ単位で ShadowImage ペアを再同期する
指定したコピーグループに含まれる分割された ShadowImage ペアのデータを正方向（プライマリボ

リュームからセカンダリボリューム）に再同期します。

ヒント　 この API は、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWaitを指定して

実行することをお勧めします。詳細についてはペアの操作の流れの説明を参照してください。

実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）
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リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copygroups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/resync/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

コピーグループ一覧から取得した localCloneCopygroupIdの値を指定します。次に示す

属性値を連結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜svolDeviceGroupName ＞

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字

を区別します。

pvolDeviceGroupName string （必須）P-VOL デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字

と小文字を区別します。

svolDeviceGroupName string （必須）S-VOL デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字

と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "quickMode": true,
    "copyPace": 10
  }
}

属性 型 説明

quickMode boolean （任意）クイックモードで実行するかどうかを指定します。

• true：クイックモードで実行する

• false：ノーマルモードで実行する

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

copyPace int （任意）コピー速度

1～15の数値を指定します。数字が大きい方が高速になります。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 再同期したコピーグループの URL
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Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copygroups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/resync

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed オブジェクトが不正なため、Action テンプレートが取得できない。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copygroups/
localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_/actions/resync

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST --data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copygroups/
localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_/actions/resync/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 8.2 ShadowImage ペアの操作の流れ

• 8.4 コピーグループの一覧を取得する

8.12 ShadowImage ペアを再同期する
分割された ShadowImage ペアのデータを正方向（プライマリボリュームからセカンダリボリュー

ム）に再同期します。

ヒント　 この API は、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWaitを指定して

実行することをお勧めします。詳細についてはペアの操作の流れの説明を参照してください。

実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）
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リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copypairs/＜オブジェクト ID ＞/
actions/resync/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ShadowImage ペアの情報から取得した localCloneCopypairIdの値を指定します。次に示

す属性値を連結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜svolDeviceGroupName ＞,＜
copyPairName ＞

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字

を区別します。

pvolDeviceGroupName string （必須）P-VOL デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字

と小文字を区別します。

svolDeviceGroupName string （必須）S-VOL デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字

と小文字を区別します。

copyPairName string （必須）コピーペア名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字を区

別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "quickMode": true,
    "copyPace": 10
  }
}

属性 型 説明

quickMode boolean （任意）クイックモードで実行するかどうかを指定します。

• true：クイックモードで実行する

• false：ノーマルモードで実行する

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

copyPace int （任意）コピー速度

1～15の数値を指定します。数字が大きい方が高速になります。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。
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属性 説明

affectedResources 再同期した ShadowImage ペアの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copypairs/＜オブジェクト ID ＞/
actions/resync

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed オブジェクトが不正なため、Action テンプレートが取得できない。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copypairs/
localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_,pair1/actions/resync

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST --data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copypairs/
localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_,pair1/actions/resync/
invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 8.2 ShadowImage ペアの操作の流れ

• 8.5 特定のコピーグループの情報を取得する

8.13 コピーグループ単位で ShadowImage ペアをリストアする
指定したコピーグループに含まれる分割された ShadowImage ペアのデータを逆方向（セカンダリボ

リュームからプライマリボリューム）に再同期します。

ヒント　 この API は、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWaitを指定して

実行することをお勧めします。詳細についてはペアの操作の流れの説明を参照してください。
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実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copygroups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/restore/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

コピーグループ一覧から取得した localCloneCopygroupIdの値を指定します。次に示す

属性値を連結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜svolDeviceGroupName ＞

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字

を区別します。

pvolDeviceGroupName string （必須）P-VOL デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字

と小文字を区別します。

svolDeviceGroupName string （必須）S-VOL デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字

と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "quickMode": true,
    "copyPace": 10
  }
}

属性 型 説明

quickMode boolean （任意）クイックモードで実行するかどうかを指定します。

• true：クイックモードで実行する

• false：ノーマルモードで実行する

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

copyPace int （任意）コピー速度

1～15の数値を指定します。数字が大きい方が高速になります。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。
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属性 説明

affectedResources リストアしたコピーグループの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copygroups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/restore

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed オブジェクトが不正なため、Action テンプレートが取得できない。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copygroups/
localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_/actions/restore

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST --data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copygroups/
localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_/actions/restore/
invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 8.2 ShadowImage ペアの操作の流れ

• 8.4 コピーグループの一覧を取得する

8.14 ShadowImage ペアをリストアする
分割された ShadowImage ペアのデータを逆方向（セカンダリボリュームからプライマリボリュー

ム）に再同期します。

ヒント　 この API は、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWaitを指定して

実行することをお勧めします。詳細についてはペアの操作の流れの説明を参照してください。
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実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copypairs/＜オブジェクト ID ＞/
actions/restore/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ShadowImage ペアの情報から取得した localCloneCopypairIdの値を指定します。次に示

す属性値を連結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜svolDeviceGroupName ＞,＜
copyPairName ＞

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字

を区別します。

pvolDeviceGroupName string （必須）P-VOL デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字

と小文字を区別します。

svolDeviceGroupName string （必須）S-VOL デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字

と小文字を区別します。

copyPairName string （必須）コピーペア名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字を区

別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "quickMode": true,
    "copyPace": 10
  }
}

属性 型 説明

quickMode boolean （任意）クイックモードで実行するかどうかを指定します。

• true：クイックモードで実行する

• false：ノーマルモードで実行する

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

copyPace int （任意）コピー速度

1～15の数値を指定します。数字が大きい方が高速になります。
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レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources リストアした ShadowImage ペアの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copypairs/＜オブジェクト ID ＞/
actions/restore

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed オブジェクトが不正なため、Action テンプレートが取得できない。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copypairs/
localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_,pair1/actions/restore

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST --data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copypairs/
localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_,pair1/actions/
restore/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 8.2 ShadowImage ペアの操作の流れ

• 8.5 特定のコピーグループの情報を取得する
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8.15 コピーグループを削除する
指定したコピーグループを削除します。コピーグループに含まれるすべての ShadowImage ペアお

よびデバイスグループも削除します。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）および ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copygroups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

コピーグループ一覧から取得した localCloneCopygroupIdの値を指定します。次に示す

属性値を連結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜svolDeviceGroupName ＞

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字

を区別します。

pvolDeviceGroupName string （必須）P-VOL デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字

と小文字を区別します。

svolDeviceGroupName string （必須）S-VOL デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字

と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除したコピーグループの URL

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
DELETE --data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
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ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copygroups/
localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_

コピーグループを強制的に削除する場合

P-VOL のデバイスグループだけが残っているなど、正常な構成でないためにコピーグループを削除

できない場合、リクエストボディに forceDelete属性を設定することでコピーグループを強制的

に削除できます。forceDelete属性を設定する場合のコード例を次に示します。

{
  "forceDelete" : true
}

属性 型 説明

forceDelete boolean （任意）コピーグループを強制的に削除するかどうかを指定します。

• true：コピーグループを強制的に削除する

• false：コピーグループを強制的に削除しない

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 8.4 コピーグループの一覧を取得する

8.16 ShadowImage ペアを削除する
指定した ShadowImage ペアを削除します。コピーグループにペアがなくなった場合、コピーグルー

プとコピーグループを構成するデバイスグループも削除します。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）および ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copypairs/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ShadowImage ペアの情報から取得した localCloneCopypairIdの値を指定します。次に示

す属性値を連結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜svolDeviceGroupName ＞,＜
copyPairName ＞

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字

を区別します。
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属性 型 説明

pvolDeviceGroupName string （必須）P-VOL デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字

と小文字を区別します。

svolDeviceGroupName string （必須）S-VOL デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字

と小文字を区別します。

copyPairName string （必須）コピーペア名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字を区

別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除した ShadowImage ペアの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copypairs/
localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_,pair1

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 8.5 特定のコピーグループの情報を取得する
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9
Thin Image ペアの管理

この章では、REST API で実行する Thin Image ペアの操作について説明します。

 9.1 Thin Image とは

 9.2 Thin Image ペアの操作の流れ

 9.3 ペアの状態遷移（Thin Image）

 9.4 スナップショットグループ単位で Thin Image ペアの情報を取得する

 9.5 特定のスナップショットグループを指定して Thin Image ペアの情報を取得する

 9.6 Thin Image ペアの情報を取得する

 9.7 特定の Thin Image ペアの情報を取得する

 9.8 Thin Image ペアを作成する

 9.9 スナップショットグループ単位でスナップショットデータを取得する

 9.10 スナップショットデータを取得する

 9.11 スナップショットグループ単位で Thin Image ペアを再同期してスナップショットデータ

を削除する

 9.12 Thin Image ペアを再同期してスナップショットデータを削除する

 9.13 スナップショットグループ単位でスナップショットデータをリストアする

 9.14 スナップショットデータをリストアする

 9.15 スナップショットデータへセカンダリボリュームを割り当てる

 9.16 スナップショットデータへのセカンダリボリュームの割り当てを解除する

 9.17 スナップショットグループ単位で Thin Image ペアを削除する
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 9.18 Thin Image ペアを削除する

 9.19 スナップショットツリー単位で Thin Image ペアを削除する

 9.20 スナップショットグループ単位でクローンを実行する

 9.21 Thin Image ペアに対してクローンを実行する
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9.1 Thin Image とは
Thin Image は、プライマリボリュームとの差分だけを保存することでストレージシステム内にボリ

ュームの複製を作成します。

プライマリボリュームを更新するとき、差分データをスナップショットデータとして Thin Image プ

ールまたは HDP プールに取得します。

ストレージシステム内のデータに障害が発生した場合、スナップショットデータを使用してデータ

を復元できます。REST API クライアントから API を発行して Thin Image を操作します。

• セカンダリボリュームがない Thin Image ペアを作成した場合

プライマリボリュームのデータに問題が発生した場合、スナップショットデータを使用してプ

ライマリボリュームを回復することができます。セカンダリボリュームが必要になった時点

で、あとからスナップショットデータにセカンダリボリュームを割り当てることもできます。
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• セカンダリボリュームがある Thin Image ペアを作成した場合

スナップショットデータでプライマリボリュームを回復するだけでなく、スナップショットデ

ータを取得した時点の複製をセカンダリボリュームから参照できます。Thin Image ペアのスナ

ップショットを取得する場合の例を次の図に示します。

スナップショットデータを取得するためには、LDEV または DP ボリュームをプライマリボリュー

ム、Thin Image 用の仮想ボリュームまたは DP ボリュームをセカンダリボリュームとする Thin
Image ペアを作成します。作成したペアをスナップショットグループやコンシステンシーグループ

に登録すると、グループ単位で処理を実行することもできます。コンシステンシーグループを定義

している場合、グループ内のすべてのプライマリボリュームについて、ストレージシステムが要求

を受け付けた時刻のスナップショットデータを取得できます。

Thin Image ペアに対して Thin Image ペアを作成することで、カスケード構成にもできます。また、

Thin Image ペアに対してクローンを作成することもできます。作成したクローンは DP ボリューム

として利用できるようになります。

Thin Image の詳細については、マニュアル「Thin Image ユーザガイド」を参照してください。

関連概念

• 6.1 プールとは

9.2 Thin Image ペアの操作の流れ
REST API から実行できる Thin Image の機能を次に示します。

• スナップショットグループの情報取得

対象となるストレージシステムに登録されているスナップショットグループの一覧を取得しま

す。

• ペアの状態と構成情報取得

Thin Image ペアの状態と構成情報を取得します。ペア操作の完了をチェックすることもできま

す。スナップショットグループ単位でもペアの情報を取得できます。
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• ペアの作成

対象となるストレージシステムのスナップショットグループに新しい Thin Image ペアを作成し

ます。スナップショットグループが未作成の場合、自動でスナップショットグループも生成さ

れます。Thin Image ペアをスナップショットグループに作成することでスナップショットグル

ープ単位での操作ができるようになります。

新しいスナップショットグループにペアを作成する場合：

既存のスナップショットグループにペアを作成する場合：

ペア作成時に、クローン属性の設定やカスケード構成にできるかどうかを指定できます。

• スナップショットデータの取得

プライマリボリュームが更新されたあと、Thin Image ペアを分割してスナップショットデータを

取得します。

• ペアの再同期

ペアの再同期によって、古いスナップショットデータを削除します。ペア再同期はペアの状態

が PSUS の場合、実行できます。ペアの再同期完了時に、自動で新しくスナップショットデータ

を取得し直すこともできます。
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• リストアによるペアの回復

分割された Thin Image ペアをリストアすると、プライマリボリュームのデータをスナップショ

ットデータ取得時点のデータに回復します。スナップショットグループ単位でもリストアでき

ます。リストアはペアの状態が PSUS の場合、実行できます。

• スナップショットデータへのセカンダリボリューム割り当て

指定された Thin Image ペアのスナップショットデータにセカンダリボリュームを割り当てま

す。セカンダリボリュームとして使用する Thin Image 用の仮想ボリュームは、あらかじめ作成

しておきます。セカンダリボリュームを割り当てるとスナップショットが参照できます。

• スナップショットデータへのセカンダリボリューム割り当て解除

指定された Thin Image ペアのセカンダリボリュームの割り当てを解除します。

• ペアの削除

必要がなくなった Thin Image ペアを削除します。ペアを削除すると、Thin Image プールまたは

HDP プールからスナップショットデータは削除されます。また、指定された Thin Image ペアが

スナップショットグループの中で最後のペアであった場合、スナップショットグループも削除

します。スナップショットグループ単位やスナップショットツリーの単位でもペアを削除でき

ます。

ペア削除はペアの状態に関わらず、任意のタイミングで実行できます。ただし、ペア状態の変

更中に実行すると、状態変更が完了する前にペアが削除され、状態を変更するリクエストがタ

イムアウトになるおそれがあります。
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• クローンの実行

クローン属性を設定した Thin Image ペアのプライマリボリュームのデータ全体をセカンダリボ

リュームにコピーしたあと、ペアを削除します。

9.3 ペアの状態遷移（Thin Image）
ペアの操作によって遷移するペアの状態を、次の図に示します。

ペアの状態 説明
P-VOL への

アクセス

S-VOL への

アクセス

SMPL ペアの関係が設定されていない状態 - -

SMPP ペアを削除中 Read/Write 可 Read/Write 可
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ペアの状態 説明
P-VOL への

アクセス

S-VOL への

アクセス

COPY ペア作成中 Read/Write 可 不可

PAIR ペア状態 Read/Write 可 不可

PFUL ペア状態で、Thin Image プールまたは HDP プールがしきい値

を超えている状態

Read/Write 可 不可

PSUS ペアが分割している状態 Read/Write 可 Read/Write 可

PFUS ペアが分割している状態で、Thin Image プールまたは HDP プ

ールがしきい値を超えている状態

Read/Write 可 Read/Write 可

PSUE ペアが中断している状態 Read/Write 可 不可

RCPY リストア中（S-VOL から P-VOL へのコピー中） Read/Write 可 不可

クローンの実行によって遷移するペアの状態を、次の図に示します。

ペアの状態 説明
P-VOL への

アクセス

S-VOL への

アクセス

SMPL ペアの関係が設定されていない状態 - -

SMPP ペアを削除中 Read/Write 可 Read/Write 可

COPY ペア作成中 Read/Write 可 不可

PAIR ペア状態 Read/Write 可 不可

PSUP ペアを分割中 Read/Write 可 Read/Write 可

PSUE ペアが中断している状態 Read/Write 可 不可
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9.4 スナップショットグループ単位で Thin Image ペアの情報を

取得する
スナップショットグループ単位で Thin Image ペアの情報の一覧を取得します。取得した情報から

ペアの状態など、ペアの操作に必要な情報を確認します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshot-groups

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

パラメータ 型 フィルタ条件

snapshotGroupName string （任意）Thin Image ペアが所属するスナップショットグループ名称

1～32 文字で指定します。

省略した場合は、スナップショットグループの一覧を取得します。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

スナップショットグループ一覧を取得した場合の出力例を次に示します。

{
  "data": [
    {
      "snapshotGroupName": "snapshotGroup",
      "snapshotGroupId": "snapshotGroup"
    },
    {
      "snapshotGroupName": "snapshotGroup2",
      "snapshotGroupId": "snapshotGroup2"
    }
  ]
}

属性 型 説明

snapshotGroupName string Thin Image ペアが所属するスナップショットグループ名称

スナップショットグループ名称に半角スペースが含まれている場合、その

スナップショットグループの情報を取得できません。
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属性 型 説明

snapshotGroupId string スナップショットグループのオブジェクト ID

Thin Image ペアの情報を複数取得した場合の出力例を次に示します。複数の場合、プライマリ

ボリュームの LDEV 番号および MU 番号の昇順で出力されます。

{
  "data": [
    {
      "snapshotGroupName": "snapshotGroup",
      "primaryOrSecondary": "P-VOL",
      "status": "PSUS",
      "pvolLdevId": 100,
      "muNumber": 3,
      "svolLdevId": 101,
      "snapshotPoolId": 10,
      "concordanceRate": 100,
      "isConsistencyGroup": true,
      "isWrittenInSvol": false,
      "isClone": false,
      "canCascade": false,
      "splitTime": "2015-03-20T09:27:35",
      "snapshotId": "100,3"
    },
    {
      "snapshotGroupName": "snapshotGroup",
      "primaryOrSecondary": "P-VOL",
      "status": "PSUS",
      "pvolLdevId": 100,
      "muNumber": 4,
      "snapshotPoolId": 10,
      "concordanceRate": 100,
      "isConsistencyGroup": true,
      "isWrittenInSvol": false,
      "isClone": false,
      "canCascade": false,
      "splitTime": "2015-03-20T09:27:35",
      "snapshotId": "100,4"
    }
  ]
}

属性 型 説明

snapshotGroupName string Thin Image ペアが所属するスナップショットグループ名称

スナップショットグループ名称に半角スペースが含まれている場合、

ペアの情報を取得できません。

primaryOrSecondary string 対象となる LDEV の属性

status string ペアの状態

詳細については、ペアの状態遷移（Thin Image）の説明を参照してくだ

さい。

pvolLdevId int P-VOL の LDEV 番号

muNumber int P-VOL の MU 番号

svolLdevId int S-VOL の LDEV 番号

snapshotPoolId int スナップショットデータが作成されているプール ID

concordanceRate int ペアの一致率

次のどれかの条件が該当する場合に表示されます。

• isClone属性が false、かつ canCascade属性が false
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属性 型 説明

• isClone属性が true、かつ status属性が COPY、RCPY、SMPP、
PSUPのどれでもない

• canCascade属性が true、かつ status属性が COPY、RCPY、
SMPP、PSUPのどれでもない

progressRate int 処理の進捗率

次のどちらかの条件を満たす場合に表示されます。

• isClone属性が true、かつ status属性が COPY、RCPY、SMPP、
PSUPのどれか

• canCascade属性が true、かつ status属性が COPY、RCPY、
SMPP、PSUPのどれか

isConsistencyGroup boolean ペアがコンシステンシーグループモード（CTG モード）で作成された

かどうかが表示されます。

• true：CTG モードで作成されている

• false：CTG モードで作成されていない

isWrittenInSvol boolean ペアの状態が PSUS/PFUSのとき、ホストから S-VOL へデータ書き込

みがあったかどうかが表示されます。

• true：S-VOL への書き込みあり

• false：S-VOL への書き込みなし

isClone boolean クローン属性のペアかどうかが表示されます。

• true：クローン属性のペア

• false：クローン属性でないペア

canCascade boolean ペアをカスケード構成にできるかどうかが表示されます。

• true：カスケード構成にできる

• false：カスケード構成にできない

splitTime string スナップショットデータの作成時刻

YYYY-MM-DDThh:mm:ss 形式でストレージシステムのローカルタイ

ムが表示されます。

snapshotId string Thin Image ペアのオブジェクト ID
次の属性をコンマで連結した形式で表示されます。

• pvolLdevId
• muNumber

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

グループ指定をしない場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshot-groups
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グループ指定をする場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshot-groups?
snapshotGroupName=snapshotGroup

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 9.3 ペアの状態遷移（Thin Image）

9.5 特定のスナップショットグループを指定して Thin Image ペ

アの情報を取得する
指定したスナップショットグループ単位で Thin Image ペアの情報を取得します。取得した情報か

らペアの状態など、ペアの操作に必要な情報を確認します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshot-groups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

スナップショットグループの情報取得で取得した snapshotGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

snapshotGroupId string （必須）スナップショットグループのオブジェクト ID
1～32 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "snapshotGroupName" : "snapshotGroup",
  "snapshotGroupId" : "snapshotGroup",
  "snapshots" : [ {
    "snapshotGroupName": "snapshotGroup",
    "primaryOrSecondary": "P-VOL",
    "status": "PSUS",
    "pvolLdevId": 100,
    "muNumber": 3,
    "svolLdevId": 101,
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    "snapshotPoolId": 10,
    "concordanceRate": 100,
    "isConsistencyGroup": true,
    "isWrittenInSvol": false,
    "isClone": false,
    "canCascade": false,
    "splitTime": "2015-03-20T09:27:35",
    "snapshotId": "100,3"
  }, {
    "snapshotGroupName": "snapshotGroup",
    "primaryOrSecondary": "P-VOL",
    "status": "PSUS",
    "pvolLdevId": 100,
    "muNumber": 4,
    "snapshotPoolId": 10,
    "concordanceRate": 100,
    "isConsistencyGroup": true,
    "isWrittenInSvol": false,
    "isClone": false,
    "canCascade": false,
    "splitTime": "2015-03-20T09:27:35",
    "snapshotId": "100,4"
  } ]
}

属性 型 説明

snapshotGroupName string Thin Image ペアが所属するスナップショットグループ名称

スナップショットグループ名称に半角スペースが含まれている場合、ペ

アの情報を取得できません。

snapshotGroupId string スナップショットグループのオブジェクト ID

snapshots object[] スナップショットグループに含まれる Thin Image ペアに関する、次の

属性が出力されます。

• snapshotGroupName（string）
スナップショットグループの名称

• primaryOrSecondary（string）
対象となる LDEV の属性

• status（string）
ペアの状態

詳細については、ペアの状態遷移（Thin Image）の説明を参照して

ください。

• pvolLdevId（int）
P-VOL の LDEV 番号

• muNumber（int）
P-VOL の MU 番号

• svolLdevId（int）
S-VOL の LDEV 番号

• snapshotPoolId（int）
スナップショットデータが作成されているプール ID

• concordanceRate（int）
ペアの一致率

次のどれかの条件が該当する場合に表示されます。

◦ isClone属性が false、かつ canCascade属性が false
◦ isClone属性が true、かつ status属性が COPY、RCPY、

SMPP、PSUPのどれでもない

◦ canCascade属性が true、かつ status属性が COPY、
RCPY、SMPP、PSUPのどれでもない
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属性 型 説明

• progressRate（int）
処理の進捗率

次のどちらかの条件を満たす場合に表示されます。

• isClone属性が true、かつ status属性が COPY、RCPY、
SMPP、PSUPのどれか

• canCascade属性が true、かつ status属性が COPY、
RCPY、SMPP、PSUPのどれか

• isConsistencyGroup（boolean）
ペアがコンシステンシーグループモード（CTG モード）で作成さ

れたかどうかが表示されます。

• true：CTG モードで作成されている

• false：CTG モードで作成されていない

• isWrittenInSvol（boolean）
ペアの状態が PSUS/PFUSのとき、ホストから S-VOL へデータ書き

込みがあったかどうかが表示されます。

• true：S-VOL への書き込みあり

• false：S-VOL への書き込みなし

• isClone（boolean）
クローン属性のペアかどうかが表示されます。

• true：クローン属性のペア

• false：クローン属性でないペア

• canCascade（boolean）
ペアをカスケード構成にできるかどうかが表示されます。

• true：カスケード構成にできる

• false：カスケード構成にできない

• splitTime（string）
スナップショットデータの作成時刻

YYYY-MM-DDThh:mm:ss 形式でストレージシステムのローカルタ

イムが表示されます。

• snapshotId（string）
Thin Image ペアのオブジェクト ID
次の属性をコンマで連結した形式で表示されます。

• pvolLdevId
• muNumber

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json"  -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshot-groups/snapshotGroup

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード
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• 9.4 スナップショットグループ単位で Thin Image ペアの情報を取得する

9.6 Thin Image ペアの情報を取得する
Thin Image ペアの情報を一覧で取得します。取得した情報からペアの状態など、ペアの操作に必要

な情報を確認します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshots

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

パラメータ 型 フィルタ条件

snapshotGroupName string （任意）Thin Image ペアが所属するスナップショットグループ名称

1～32 文字で指定します。

pvolLdevId int （任意）Thin Image ペアの P-VOL の LDEV 番号

0以上の 10 進数で指定します。

svolLdevId int （任意）Thin Image ペアの S-VOL の LDEV 番号

S-VOL がある場合、0以上の 10 進数で指定します。

muNumber int （任意）Thin Image ペアの P-VOL の MU 番号

0～1023の値を指定します。

パラメータの指定方法を次に示します。

• プライマリボリュームの LDEV 番号、およびスナップショットグループ名称

• プライマリボリュームの LDEV 番号、およびプライマリボリュームの MU 番号

• プライマリボリュームの LDEV 番号だけ

• セカンダリボリュームがある場合、セカンダリボリュームの LDEV 番号だけ

何も指定されていない場合は、エラーになります。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

取得した Thin Image ペアの情報が複数の場合、プライマリボリュームの LDEV 番号および MU
番号の昇順で出力されます。
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プライマリボリュームの LDEV 番号およびスナップショットグループ名称を指定して Thin
Image ペアの情報を取得した場合の出力例を次に示します。

{
  "data": [
    {
      "snapshotGroupName": "snapshotGroup",
      "primaryOrSecondary": "P-VOL",
      "status": "PSUS",
      "pvolLdevId": 100,
      "muNumber": 3,
      "svolLdevId": 101,
      "snapshotPoolId": 10,
      "concordanceRate": 100,
      "isConsistencyGroup": true,
      "isWrittenInSvol": false,
      "isClone": false,
      "canCascade": false,
      "splitTime": "2015-03-20T09:27:35",
      "snapshotId": "100,3"
    },
    {
      "snapshotGroupName": "snapshotGroup",
      "primaryOrSecondary": "P-VOL",
      "status": "PSUS",
      "pvolLdevId": 100,
      "muNumber": 4,
      "snapshotPoolId": 10,
      "concordanceRate": 100,
      "isConsistencyGroup": true,
      "isWrittenInSvol": false,
      "isClone": false,
      "canCascade": false,
      "splitTime": "2015-03-20T09:27:35",
      "snapshotId": "100,4"
    }
  ]
}

プライマリボリュームの LDEV 番号およびプライマリボリュームの MU 番号を指定して Thin
Image ペアの情報を取得した場合の出力例を次に示します。

{
  "data": [
    {
      "snapshotGroupName": "snapshotGroup",
      "primaryOrSecondary": "P-VOL",
      "status": "PSUS",
      "pvolLdevId": 100,
      "muNumber": 3,
      "svolLdevId": 101,
      "snapshotPoolId": 10,
      "concordanceRate": 100,
      "isConsistencyGroup": true,
      "isWrittenInSvol": false,
      "isClone": false,
      "canCascade": false,
      "splitTime": "2015-03-20T09:27:35",
      "snapshotId": "100,3"
    }
  ]
}

プライマリボリュームの LDEV 番号だけを指定して Thin Image ペアの情報を取得した場合の

出力例を次に示します。

{
  "data": [
    {
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      "snapshotGroupName": "snapshotGroup",
      "primaryOrSecondary": "P-VOL",
      "status": "PSUS",
      "pvolLdevId": 100,
      "muNumber": 3,
      "svolLdevId": 101,
      "snapshotPoolId": 10,
      "concordanceRate": 100,
      "isConsistencyGroup": true,
      "isWrittenInSvol": false,
      "isClone": false,
      "canCascade": false,
      "splitTime": "2015-03-20T09:27:35",
      "snapshotId": "100,3"
    },
    {
      "snapshotGroupName": "snapshotGroup",
      "primaryOrSecondary": "P-VOL",
      "status": "PSUS",
      "pvolLdevId": 100,
      "muNumber": 4,
      "snapshotPoolId": 10,
      "concordanceRate": 100,
      "isConsistencyGroup": true,
      "isWrittenInSvol": false,
      "isClone": false,
      "canCascade": false,
      "splitTime": "2015-03-20T09:27:35",
      "snapshotId": "100,4"
    }
  ]
}

セカンダリボリュームの LDEV 番号だけを指定して Thin Image ペアの情報を取得した場合の

出力例を次に示します。

{
  "data": [
    {
      "snapshotGroupName": "snapshotGroup",
      "primaryOrSecondary": "P-VOL",
      "status": "PSUS",
      "pvolLdevId": 100,
      "muNumber": 3,
      "svolLdevId": 101,
      "snapshotPoolId": 10,
      "concordanceRate": 100,
      "isConsistencyGroup": true,
      "isWrittenInSvol": false,
      "isClone": false,
      "canCascade": false,
      "splitTime": "2015-03-20T09:27:35",
      "snapshotId": "100,3"
    }
  ]
}

属性 型 説明

snapshotGroupName string Thin Image ペアが所属するスナップショットグループ名称

スナップショットグループ名称に半角スペースが含まれている場合、ペ

アの情報を取得できません。

primaryOrSecondary string 対象となる LDEV の属性

status string ペアの状態

詳細については、ペアの状態遷移（Thin Image）の説明を参照してくだ

さい。
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属性 型 説明

pvolLdevId int P-VOL の LDEV 番号

muNumber int P-VOL の MU 番号

svolLdevId int S-VOL の LDEV 番号

snapshotPoolId int スナップショットデータが作成されているプール ID

concordanceRate int ペアの一致率

次のどれかの条件が該当する場合に表示されます。

• isClone属性が false、かつ canCascade属性が false
• isClone属性が true、かつ status属性が COPY、RCPY、SMPP、

PSUPのどれでもない

• canCascade属性が true、かつ status属性が COPY、RCPY、
SMPP、PSUPのどれでもない

progressRate int 処理の進捗率

次のどちらかの条件を満たす場合に表示されます。

• isClone属性が true、かつ status属性が COPY、RCPY、SMPP、
PSUPのどれか

• canCascade属性が true、かつ status属性が COPY、RCPY、
SMPP、PSUPのどれか

isConsistencyGroup boolean ペアがコンシステンシーグループモード（CTG モード）で作成された

かどうかが表示されます。

• true：CTG モードで作成されている

• false：CTG モードで作成されていない

isWrittenInSvol boolean ペアの状態が PSUS/PFUSのとき、ホストから S-VOL へデータ書き込み

があったかどうかが表示されます。

• true：S-VOL への書き込みあり

• false：S-VOL への書き込みなし

isClone boolean クローン属性のペアかどうかが表示されます。

• true：クローン属性のペア

• false：クローン属性でないペア

canCascade boolean ペアをカスケード構成にできるかどうかが表示されます。

• true：カスケード構成にできる

• false：カスケード構成にできない

splitTime string スナップショットデータの作成時刻

YYYY-MM-DDThh:mm:ss 形式でストレージシステムのローカルタイム

が表示されます。

snapshotId string Thin Image ペアのオブジェクト ID
次の属性をコンマで連結した形式で表示されます。

• pvolLdevId

• muNumber

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

プライマリボリュームの LDEV 番号、およびスナップショットグループ名称を指定する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshots?
pvolLdevId=100&snapshotGroupName=snapshotGroup

プライマリボリュームの LDEV 番号、およびプライマリボリュームの MU 番号を指定する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshots?pvolLdevId=100&muNumber=3

プライマリボリュームの LDEV 番号だけを指定する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshots?pvolLdevId=100

セカンダリボリュームがある場合、セカンダリボリュームの LDEV 番号だけを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshots?svolLdevId=101

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 9.3 ペアの状態遷移（Thin Image）

9.7 特定の Thin Image ペアの情報を取得する
指定した Thin Image ペアの情報を取得します。取得した情報からペアの状態など、ペアの操作に必

要な情報を確認します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshots/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

Thin Image ペアの情報取得で取得した snapshotIdの値を指定します。次に示す属性値を連

結した形式でも指定できます。

＜pvolLdevId ＞,＜muNumber ＞

属性 型 説明

pvolLdevId int （必須）Thin Image ペアの P-VOL の LDEV 番号

0以上の 10 進数で指定します。
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属性 型 説明

muNumber int （必須）Thin Image ペアの P-VOL の MU 番号

0～1023の値を指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "snapshotGroupName": "snapshotGroup",
  "primaryOrSecondary": "P-VOL",
  "status": "PSUS",
  "pvolLdevId": 100,
  "muNumber": 3,
  "svolLdevId": 101,
  "snapshotPoolId": 10,
  "concordanceRate": 100,
  "isConsistencyGroup": true,
  "isWrittenInSvol": false,
  "isClone": false,
  "canCascade": false,
  "splitTime": "2015-03-20T09:27:35",
  "snapshotId": "100,3"
}

属性 型 説明

snapshotGroupName string Thin Image ペアが所属するスナップショットグループ名称

スナップショットグループ名称に半角スペースが含まれている場合、ペ

アの情報を取得できません。

primaryOrSecondary string 対象となる LDEV の属性

status string ペアの状態

詳細については、ペアの状態遷移（Thin Image）の説明を参照してくだ

さい。

pvolLdevId int P-VOL の LDEV 番号

muNumber int P-VOL の MU 番号

svolLdevId int S-VOL の LDEV 番号

snapshotPoolId int スナップショットデータが作成されているプール ID

concordanceRate int ペアの一致率

次のどれかの条件が該当する場合に表示されます。

• isClone属性が false、かつ canCascade属性が false
• isClone属性が true、かつ status属性が COPY、RCPY、SMPP、

PSUPのどれでもない

• canCascade属性が true、かつ status属性が COPY、RCPY、
SMPP、PSUPのどれでもない

progressRate int 処理の進捗率

次のどちらかの条件を満たす場合に表示されます。
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属性 型 説明

• isClone属性が true、かつ status属性が COPY、RCPY、SMPP、
PSUPのどれか

• canCascade属性が true、かつ status属性が COPY、RCPY、
SMPP、PSUPのどれか

isConsistencyGroup boolean ペアがコンシステンシーグループモード（CTG モード）で作成された

かどうかが表示されます。

• true：CTG モードで作成されている

• false：CTG モードで作成されていない

isWrittenInSvol boolean ペアの状態が PSUS/PFUSのとき、ホストから S-VOL へデータ書き込み

があったかどうかが表示されます。

• true：S-VOL への書き込みあり

• false：S-VOL への書き込みなし

isClone boolean クローン属性のペアかどうかが表示されます。

• true：クローン属性のペア

• false：クローン属性でないペア

canCascade boolean ペアをカスケード構成にできるかどうかが表示されます。

• true：カスケード構成にできる

• false：カスケード構成にできない

splitTime string スナップショットデータの作成時刻

YYYY-MM-DDThh:mm:ss 形式でストレージシステムのローカルタイム

が表示されます。

snapshotId string Thin Image ペアのオブジェクト ID
次の属性をコンマで連結した形式で表示されます。

• pvolLdevId

• muNumber

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshots/100,3

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 9.6 Thin Image ペアの情報を取得する

9.8 Thin Image ペアを作成する
指定したスナップショットグループに Thin Image ペアを作成します。ペアを作成したあとに、続け

てスナップショットデータの取得やクローンの実行もできます。
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実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshots

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

Thin Image ペアを作成するコード例を次に示します。

セカンダリボリュームがない場合

{
  "snapshotGroupName": "snapshotGroup",
  "snapshotPoolId": 13,
  "pvolLdevId": 100,
  "isConsistencyGroup": true,
  "autoSplit": true,
  "isDataReductionForceCopy": true
}

セカンダリボリュームがある場合

{
  "snapshotGroupName": "snapshotGroup",
  "snapshotPoolId": 13,
  "pvolLdevId": 100,
  "svolLdevId": 101,
  "isConsistencyGroup": true,
  "autoSplit": true,
  "isDataReductionForceCopy": true
}

属性 型 説明

snapshotGroupName string （必須）Thin Image ペアを作成するスナップショットグループ名称

1～32 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。新規の

グループ名称を指定すると、同時にスナップショットグループも

作成します。

snapshotPoolId int （必須）スナップショットデータを作成するプール ID
Thin Image プールまたは HDP プールのプール ID を、0以上の 10
進数で指定します。

pvolLdevId int （必須）作成する Thin Image ペアの P-VOL の LDEV 番号

0以上の 10 進数で指定します。

svolLdevId int （任意）作成する Thin Image ペアの S-VOL の LDEV 番号

次の場合は必ず指定します。

isClone属性に trueを指定する場合は必ず指定します。

isClone属性または canCascade属性に trueを指定する場合

は、DP ボリュームの LDEV 番号を指定します。
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属性 型 説明

0以上の 10 進数で指定します。

省略した場合、S-VOL なしの Thin Image ペアを作成します。

isConsistencyGroup boolean （任意）Thin Image ペアを作成するスナップショットグループをコ

ンシステンシーグループモード（CTG モード）で作成するかどう

かを指定します。

• true：CTG モードで作成します。

• false：CTG モードで作成しません。

省略した場合、falseが設定されます。

autoSplit boolean （任意）ペアの作成が完了したあと、ペアを分割するかどうかを

指定します。

• true：ペアを分割します。

• false：ペアを分割しません。

trueを指定した場合は、ペアを分割しスナップショットデータ

を取得します。

この属性に trueを指定する場合は、isClone属性に trueを指

定できません。

省略した場合、falseが設定されます。

canCascade boolean （任意）ペアをカスケード構成にできるかどうかを指定します。

• true：カスケード構成にできます。

• false：カスケード構成にできません。

isClone属性に trueを指定する場合は、この属性にも trueを

指定します。

省略した場合、isClone属性の値と同じ値が設定されます。

isClone boolean （任意）クローン属性を設定してペアを作成するかどうかを指定

します。

• true：クローン属性を設定してペアを作成します。

• false：クローン属性を設定しないでペアを作成します。

この属性に trueを指定する場合は、autoSplit属性を指定し

ないでください。

この属性に trueを指定する場合は、canCascade属性に true
を指定してください。

省略した場合、falseが設定されます。

clonesAutomation boolean （任意）ペアの作成が完了したあと、クローンを実行するかどう

かを指定します。

isClone属性が trueの場合に指定できます。

• true：クローンを実行します。

• false：クローンを実行しません。

省略した場合、falseが設定されます。

copySpeed string （任意）ペアを作成したあとにクローンを実行する場合のコピー

速度を指定します。

isClone属性および clonesAutomation属性が trueの場合

に指定できます。

• slower：低速

• medium：中速

• faster：高速

大文字と小文字は区別されません。

省略した場合、mediumが設定されます。
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属性 型 説明

isDataReductionForceCopy boolean （任意）容量削減機能（dedupe and compression）が有効なボリュー

ムでペアを強制的に作成するかどうかを指定します。

• true：強制的に作成する※

• false：強制的に作成しない

省略した場合、falseが設定されます。

注※　容量削減機能（圧縮または重複排除）が有効なボリュームのコピーには、データの量に

よって最長で数か月掛かるおそれがあります。計画的にペア作成を実行することをお勧めし

ます。また、autoSplit属性が falseの場合、ペアの作成が完了したかどうかは、ジョブの

ステータスではなく対象のリソースの状態を取得して確認してください。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 作成した Thin Image ペアの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST --data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshots

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 9.6 Thin Image ペアの情報を取得する

9.9 スナップショットグループ単位でスナップショットデータを

取得する
指定したスナップショットグループの Thin Image ペアを分割します。スナップショットグループ

に含まれるすべてのペアを一括で分割し、スナップショットデータを取得します。

実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）
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リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshot-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/
split/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

スナップショットグループの情報取得で取得した snapshotGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

snapshotGroupId string （必須）分割する Thin Image ペアが所属するスナップショットグループのオブ

ジェクト ID
1～32 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 分割したスナップショットグループの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshot-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/
split

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed このオブジェクトは、スナップショットグループ単

位のペアの分割で指定されたアクションを実行でき

ないことを示します。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
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ConfigurationManager/v1/objects/snapshot-groups/snapshotGroup/actions/
split

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Content-type: application/json" -H "Accept: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/snapshot-groups/
snapshotGroup/actions/split/invoke -d ""

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 9.4 スナップショットグループ単位で Thin Image ペアの情報を取得する

9.10 スナップショットデータを取得する
指定した Thin Image ペアを分割します。ペアを分割すると、その時点のスナップショットデータを

取得します。

実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshots/＜オブジェクト ID ＞/actions/split/
invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

Thin Image ペアの情報取得で取得した snapshotIdの値を指定します。次に示す属性値を連

結した形式でも指定できます。

＜pvolLdevId ＞,＜muNumber ＞

属性 型 説明

pvolLdevId int （必須）分割する Thin Image ペアの P-VOL の LDEV 番号

0以上の 10 進数で指定します。

muNumber int （必須）分割する Thin Image ペアの P-VOL の MU 番号

0～1023の値を指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。
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レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 分割した Thin Image ペアの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshots/＜オブジェクト ID ＞/actions/split

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed このオブジェクトは、ペアの分割で指定されたアク

ションを実行できないことを示します。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshots/100,3/actions/split

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Content-type: application/json" -H "Accept: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/snapshots/100,3/
actions/split/invoke -d ""

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 9.6 Thin Image ペアの情報を取得する
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9.11 スナップショットグループ単位で Thin Image ペアを再同期

してスナップショットデータを削除する
指定したスナップショットグループに含まれる Thin Image ペアを再同期します。ペアを再同期す

ると、スナップショットデータはすべて削除されます。また、再同期したペアの分割を指定するこ
とで、スナップショットデータを新たに取得します。

実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshot-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/
resync/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

スナップショットグループの情報取得で取得した snapshotGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

snapshotGroupId string （必須）再同期する Thin Image ペアが所属するスナップショットグループのオ

ブジェクト ID
1～32 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "autoSplit": false
  }
}

属性 型 説明

autoSplit boolean （任意）Thin Image ペアの再同期が完了したあと、ペアを分割するかどうかを指定

します。

• true：ペアを分割します。

• false：ペアを分割しません。

trueを指定した場合は、スナップショットグループ単位でペアを分割し、スナッ

プショットデータを取得します。

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

レスポンスメッセージ

ボディ
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ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 再同期したスナップショットグループの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshot-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/
resync

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed このオブジェクトは、スナップショットグループ単

位のペアの再同期で指定されたアクションを実行で

きないことを示します。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshot-groups/snapshotGroup/actions/
resync

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST --data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshot-groups/snapshotGroup/actions/
resync/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 9.4 スナップショットグループ単位で Thin Image ペアの情報を取得する
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9.12 Thin Image ペアを再同期してスナップショットデータを削

除する
指定したスナップショットデータで Thin Image ペアを再同期します。ペアを再同期すると、スナッ

プショットデータはすべて削除されます。また、再同期したペアの分割を指定することで、スナッ
プショットデータを新たに取得します。

実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshots/＜オブジェクト ID ＞/actions/resync/
invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

Thin Image ペアの情報取得で取得した snapshotIdの値を指定します。次に示す属性値を連

結した形式でも指定できます。

＜pvolLdevId ＞,＜muNumber ＞

属性 型 説明

pvolLdevId int （必須）再同期する Thin Image ペアの P-VOL の LDEV 番号

0以上の 10 進数で指定します。

muNumber int （必須）再同期する Thin Image ペアの P-VOL の MU 番号

0～1023の値を指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "autoSplit": false
  }
}

属性 型 説明

autoSplit boolean （任意）Thin Image ペアの再同期が完了したあと、ペアを分割するかどうかを指定

します。

• true：ペアを分割します。

• false：ペアを分割しません。

trueを指定した場合は、ペアを分割しスナップショットデータを取得します。

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。
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レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 再同期した Thin Image ペアの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshots/＜オブジェクト ID ＞/actions/resync

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed このオブジェクトは、ペアの再同期で指定されたア

クションを実行できないことを示します。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshots/100,3/actions/resync

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST --data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshots/100,3/actions/resync/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 9.6 Thin Image ペアの情報を取得する
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9.13 スナップショットグループ単位でスナップショットデータを

リストアする
指定したスナップショットグループに含まれる Thin Image ペアをリストアします。リストアする

と、指定したスナップショットグループ単位でプライマリボリュームにスナップショットデータを
上書きします。

実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshot-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/
restore/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

スナップショットグループの情報取得で取得した snapshotGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

snapshotGroupId string （必須）リストアする Thin Image ペアが所属するスナップショットグループの

オブジェクト ID
1～32 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "autoSplit": false
  }
}

属性 型 説明

autoSplit boolean （任意）Thin Image ペアのリストアが完了したあと、ペアを分割するかどうかを指

定します。

• true：ペアを分割します。

• false：ペアを分割しません。

trueを指定した場合は、スナップショットグループ単位でペアを分割し、スナッ

プショットデータを取得します。

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

レスポンスメッセージ

ボディ
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ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources リストアしたスナップショットグループの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshot-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/
restore

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed このオブジェクトは、スナップショットグループ単

位のペアのリストアで指定されたアクションを実行

できないことを示します。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshot-groups/snapshotGroup/actions/
restore

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST --data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshot-groups/snapshotGroup/actions/
restore/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 9.4 スナップショットグループ単位で Thin Image ペアの情報を取得する

9.14 スナップショットデータをリストアする
指定したスナップショットデータで Thin Image ペアをリストアします。リストアすると、プライマ

リボリュームに指定したスナップショットデータを上書きします。

実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）
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リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshots/＜オブジェクト ID ＞/actions/restore/
invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

Thin Image ペアの情報取得で取得した snapshotIdの値を指定します。次に示す属性値を連

結した形式でも指定できます。

＜pvolLdevId ＞,＜muNumber ＞

属性 型 説明

pvolLdevId int （必須）リストアする Thin Image ペアの P-VOL の LDEV 番号

0以上の 10 進数で指定します。

muNumber int （必須）リストアする Thin Image ペアの P-VOL の MU 番号

0～1023の値を指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "autoSplit": false
  }
}

属性 型 説明

autoSplit boolean （任意）Thin Image ペアのリストアが完了したあと、ペアを分割するかどうかを指

定します。

• true：ペアを分割します。

• false：ペアを分割しません。

trueを指定した場合は、ペアを分割しスナップショットデータを取得します。

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources リストアした Thin Image ペアの URL
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Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshots/＜オブジェクト ID ＞/actions/restore

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed このオブジェクトは、ペアのリストアで指定された

アクションを実行できないことを示します。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshots/100,3/actions/restore

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST --data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshots/100,3/actions/restore/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 9.6 Thin Image ペアの情報を取得する

9.15 スナップショットデータへセカンダリボリュームを割り当て

る
Thin Image ペアのスナップショットデータに、セカンダリボリュームを割り当てます。

実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshots/＜オブジェクト ID ＞/actions/assign-
volume/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID
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Thin Image ペアの情報取得で取得した snapshotIdの値を指定します。次に示す属性値を連

結した形式でも指定できます。

＜pvolLdevId ＞,＜muNumber ＞

属性 型 説明

pvolLdevId int （必須）スナップショットデータを持つ Thin Image ペアの P-VOL の LDEV 番号

0以上の 10 進数で指定します。

muNumber int （必須）スナップショットデータを持つ Thin Image ペアの P-VOL の MU 番号

0～1023の値を指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "svolLdevId": 101
  }
}

属性 型 説明

svolLdevId int （必須）スナップショットデータに割り当てる S-VOL の LDEV 番号

0以上の 10 進数で指定します。S-VOL は、あらかじめ作成した Thin Image ペア用

の仮想ボリュームを指定します。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources S-VOL を割り当てた Thin Image ペアの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshots/＜オブジェクト ID ＞/actions/assign-
volume

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed このオブジェクトは、S-VOL の割り当てで指定され

たアクションを実行できないことを示します。
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コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshots/100,3/actions/assign-volume

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST --data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshots/100,3/actions/assign-volume/
invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 9.6 Thin Image ペアの情報を取得する

9.16 スナップショットデータへのセカンダリボリュームの割り当

てを解除する
Thin Image ペアのスナップショットデータのセカンダリボリュームへの割り当てを解除します。

実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshots/＜オブジェクト ID ＞/actions/unassign-
volume/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

Thin Image ペアの情報取得で取得した snapshotIdの値を指定します。次に示す属性値を連

結した形式でも指定できます。

＜pvolLdevId ＞,＜muNumber ＞

属性 型 説明

pvolLdevId int （必須）スナップショットデータを持つ Thin Image ペアの P-VOL の LDEV 番号

0以上の 10 進数で指定します。

muNumber int （必須）スナップショットデータを持つ Thin Image ペアの P-VOL の MU 番号

0～1023の値を指定します。

クエリパラメータ
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なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources S-VOL の割り当てを解除した Thin Image ペアの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshots/＜オブジェクト ID ＞/actions/unassign-
volume

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed このオブジェクトは、S-VOL の割り当て解除で指定

されたアクションを実行できないことを示します。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

オブジェクト ID で指定した Thin Image ペアに対して、セカンダリボリュームの割り当て解除が実

行できるかどうかを確認できます。

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshots/100,3/actions/unassign-volume

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Content-type: application/json" -H "Accept: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/snapshots/100,3/
actions/unassign-volume/invoke -d ""

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 9.6 Thin Image ペアの情報を取得する

356 Thin Image ペアの管理

REST API リファレンスガイド



9.17 スナップショットグループ単位で Thin Image ペアを削除す

る
指定したスナップショットグループに含まれる Thin Image ペアを削除します。ペアを削除すると、

スナップショットデータもすべて削除されます。

実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshot-groups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

スナップショットグループの情報取得で取得した snapshotGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

snapshotGroupId string （必須）削除する Thin Image ペアが所属するスナップショットグループのオブ

ジェクト ID
1～32 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除したスナップショットグループの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshot-groups/snapshotGroup
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関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 9.4 スナップショットグループ単位で Thin Image ペアの情報を取得する

9.18 Thin Image ペアを削除する
指定した Thin Image ペアを削除します。ペアを削除すると、スナップショットデータも削除されま

す。

実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshots/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

Thin Image ペアの情報取得で取得した snapshotIdの値を指定します。次に示す属性値を連

結した形式でも指定できます。

＜pvolLdevId ＞,＜muNumber ＞

属性 型 説明

pvolLdevId int （必須）削除する Thin Image ペアの P-VOL の LDEV 番号

0以上の 10 進数で指定します。

muNumber int （必須）削除する Thin Image ペアの P-VOL の MU 番号

0～1023の値を指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除した Thin Image ペアの URL
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ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshots/100,3

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 9.6 Thin Image ペアの情報を取得する

9.19 スナップショットツリー単位で Thin Image ペアを削除する
カスケード属性が有効な Thin Image ペアに対して、スナップショットツリー内のすべてのペアを強

制的に削除します。ペアを削除すると、スナップショットデータも削除されます。スナップショッ
トツリー内のすべてのペアが削除されたかどうかを確認するために、この API を実行する前にスナ

ップショットツリー内のすべてのペアの情報を確認しておくことをお勧めします。

ヒント　

クローン属性のペアを介して複数のスナップショットツリーがつながっている構成の場合、まず先頭スナップシ

ョットツリーのルートボリュームを指定して API を実行します。このときクローン属性のペアのセカンダリボ

リューム配下のスナップショットツリー内のペアは削除されず、ペアの状態が PSUEになります。

そのあとで、配下のスナップショットツリーのルートボリュームを指定して API を実行してください。

実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/services/snapshot-tree/actions/delete/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "ldevId": 1
  }
}
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属性 型 説明

ldevId int （必須）ルートボリュームの LDEV 番号

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources 以外の属性については、ジョブオブジェク

トの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources ルートボリュームの URL
attributes属性の値を参照して、Thin Image ボリュームでなくなったことを確認

します。

スナップショットツリー内のすべてのペアが削除されたかどうかは、事前に確認し

ておいたペアの情報をもとに、ペアの状態やボリュームの属性を取得して確認して

ください。

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/services/snapshot-tree/actions/delete/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.3 特定のボリュームの情報を取得する

• 9.6 Thin Image ペアの情報を取得する

9.20 スナップショットグループ単位でクローンを実行する
指定したスナップショットグループの Thin Image ペアのクローンを実行します。スナップショッ

トグループに含まれるすべてのペアについて一括でクローンを実行します。

実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

360 Thin Image ペアの管理

REST API リファレンスガイド



リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshot-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/
clone/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

スナップショットグループの情報取得で取得した snapshotGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

snapshotGroupId string （必須）クローンを実行する Thin Image ペアが所属するスナップショットグル

ープのオブジェクト ID
1～32 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "copySpeed": "medium"
  }
}

属性 型 説明

copySpeed string （任意）コピー速度を指定します。

指定できる値を次に示します。

• slower：低速

• medium：中速

• faster：高速

大文字と小文字は区別されません。

省略した場合、mediumが設定されたと見なされます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources クローンを実行したスナップショットグループの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshot-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/
clone
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ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed 指定したスナップショットグループに対してクロー

ンを実行できないことを示します。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshot-groups/snapshotGroup/actions/
clone

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" --data-binary @./InputParameters.json -
X POST https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/snapshot-
groups/snapshotGroup/actions/clone/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 9.4 スナップショットグループ単位で Thin Image ペアの情報を取得する

9.21 Thin Image ペアに対してクローンを実行する
指定した Thin Image ペアのクローンを実行します。

実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshots/＜オブジェクト ID ＞/actions/clone/
invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

Thin Image ペアの情報取得で取得した snapshotIdの値を指定します。次に示す属性値を連

結した形式でも指定できます。

＜pvolLdevId ＞,＜muNumber ＞
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属性 型 説明

pvolLdevId int （必須）クローンを実行する Thin Image ペアの P-VOL の LDEV 番号

0以上の 10 進数で指定します。

muNumber int （必須）クローンを実行する Thin Image ペアの P-VOL の MU 番号

0～1023の値を指定します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "copySpeed": "medium"
  }
}

属性 型 説明

copySpeed string （任意）コピー速度を指定します。

指定できる値を次に示します。

• slower：低速

• medium：中速

• faster：高速

大文字と小文字は区別されません。

省略した場合、mediumが設定されたと見なされます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources クローンを実行した Thin Image ペアの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/snapshots/＜オブジェクト ID ＞/actions/clone

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed 指定したペアに対してクローンを実行できないこと

を示します。
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コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snapshots/100,3/actions/clone

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" --data-binary @./InputParameters.json -
X POST https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/snapshots/
100,3/actions/clone/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 9.6 Thin Image ペアの情報を取得する
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10
リモートコピーの環境構築

この章では、REST API で実行するリモートコピーの環境構築について説明します。

 10.1 リモートコピーの環境構築の流れ

 10.2 リモートストレージシステムの登録と削除

 10.3 リモート接続の設定

 10.4 ジャーナルの設定
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10.1 リモートコピーの環境構築の流れ
TrueCopy、Universal Replicator および global-active device の運用に必要な環境構築の流れを説明しま

す。

環境構築の作業を次の図に示します。

物理パスの接続

ホストとストレージシステム間、正サイトと副サイト間など、運用に必要な構成に応じてハー
ドウェア間をケーブル接続します。

プログラムプロダクトのインストール

リモートコピーに必要なプログラムプロダクトをインストールします。

リモートストレージシステムの情報の登録

リモート接続用に、ローカルストレージシステム側の REST API サーバにリモートストレージ

システムの情報を、リモートストレージシステム側の REST API サーバにローカルストレージ
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システムの情報を登録します。リモートストレージシステムの情報だけを登録することもで
きます。

リモート接続の作成

リモートパスを指定してリモート接続を作成します。iSCSI ポートを使用する場合は、あらか

じめローカルストレージシステムの iSCSI ポートにリモートストレージシステムの iSCSI ポー

トの情報を登録します。

ジャーナルの作成

ジャーナルボリュームを指定してジャーナルを作成します。

Quorum ディスクの設定

Quorum ディスクを作成し、必要な設定を行います。

ボリュームの作成

ペアに使用するボリュームを作成します。

ボリュームの割り当て

ホストがストレージシステムのボリュームにアクセスできるように LU パスを設定します。

仮想ストレージマシンの設定

ストレージシステムに仮想ストレージマシンを作成し、必要な設定を行います。

S-VOL の GAD 予約属性の設定

S-VOL の仮想 LDEV 番号に、global-active device 予約属性の番号を設定します。

リモートコピーの環境構築の詳細については、各プログラムプロダクトのマニュアルや、マニュア

ル「システム管理者ガイド」または「Hitachi Device Manager - Storage Navigator ユーザガイド」を参

照してください。

関連概念

• 10.2.1 リモートストレージシステムの情報の登録と削除とは

関連参照

• 2.10 リソースグループをロックする

10.2 リモートストレージシステムの登録と削除
REST API で実行するリモートストレージシステムの情報の登録と削除について説明します。

10.2.1 リモートストレージシステムの情報の登録と削除とは

REST API サーバにリモート接続先のストレージシステムの情報を登録しておくことで、リモート

コピーの操作でリモート接続先のストレージシステムの情報を指定する必要がなくなります。

リモート接続先のリモートストレージシステムのモデル名やコントローラの IP アドレス、通信モー

ドなどの情報を REST API サーバに登録します。ローカルストレージシステムの REST API サーバ

にリモートストレージシステムの情報を登録すると同時に、リモートストレージシステムの REST
API サーバにもローカルストレージシステムの情報が登録されます。

リモートストレージシステムの情報の登録と削除で使用する API は次のとおりです。

• リモートストレージシステムの情報を REST API サーバに登録する

• リモートストレージシステムの情報を REST API サーバから削除する

• REST API サーバに登録されているリモートストレージシステムの情報を取得する
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10.2.2 リモートストレージシステムの一覧を取得する
REST API サーバに登録されているリモートストレージシステムの情報の一覧を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-storages

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "storageDeviceId": "886000123456",
      "dkcType": "Local",
      "restServerIp": "192.0.2.100",
      "restServerPort": 443,
      "model": "VSP G900",
      "serialNumber": 123456,
      "ctl1Ip": "192.0.10.10",
      "ctl2Ip": "192.0.10.11",
      "communicationModes": [
        {
          "communicationMode": "lanConnectionMode"
        }
      ]
    },
    {
      "storageDeviceId": "886000123457",
      "dkcType": "Remote",
      "restServerIp": "192.0.2.101",
      "restServerPort": 443,
      "model": "VSP G900",
      "serialNumber": 123457,
      "ctl1Ip": "192.0.10.20",
      "ctl2Ip": "192.0.10.21",
      "communicationModes": [
        {
          "communicationMode": "lanConnectionMode"
        }
      ]
    }
  ]
}
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属性 型 説明

storageDeviceId string ストレージデバイス ID

dkcType string ストレージシステムの種別

• Local ：ローカルストレージシステム（リクエストを受け付けた

REST API サーバがある側のストレージシステム）

• Remote ：リモートストレージシステム（ローカルストレージシ

ステム側の REST API サーバに登録されているストレージシステ

ム）

restServerIp string リモートストレージシステム側の REST API サーバが使用している

IP アドレス

restServerPort int リモートストレージシステム側の REST API サーバが SSL 通信で使

用しているポート番号

model string ストレージシステムのモデル名

serialNumber int ストレージシステムのシリアル番号

ctl1Ip string コントローラボード 1 の IP アドレス

ctl2Ip string コントローラボード 2 の IP アドレス

communicationModes object[] REST API サーバとストレージシステムの通信モードに関する次の属

性が表示されます。

配列の先頭要素から順番に優先して通信をします。

• communicationMode（string）
通信モード

• proxyMode
• lanConnectionMode

• proxies（object[]）
中継用サーバに関する次の属性が表示されます。

• proxyIp（string）
IP アドレス

• proxyPort（int）
ポート番号

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-storages

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード
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10.2.3 特定のリモートストレージシステムの情報を取得する
REST API サーバに登録されている特定のリモートストレージシステムの情報を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-storages/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ストレージシステムの情報取得で取得した storageDeviceIdの値を指定します。

属性 型 説明

storageDeviceId string （必須）ストレージデバイス ID

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "storageDeviceId": "886000123456",
  "dkcType": "Local",
  "restServerIp": "192.0.2.100",
  "restServerPort": 443,
  "model": "VSP G900",
  "serialNumber": 123456,
  "ctl1Ip": "192.0.10.10",
  "ctl2Ip": "192.0.10.11",
  "communicationModes": [
    {
      "communicationMode": "lanConnectionMode"
    }
  ]
}

属性 型 説明

storageDeviceId string ストレージデバイス ID

dkcType string ストレージシステムの種別

• Local ：ローカルストレージシステム（リクエストを受け付けた

REST API サーバがある側のストレージシステム）
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属性 型 説明

• Remote ：リモートストレージシステム（ローカルストレージシ

ステム側の REST API サーバに登録されているストレージシステ

ム）

restServerIp string リモートストレージシステム側の REST API サーバが使用している

IP アドレス

restServerPort int リモートストレージシステム側の REST API サーバが SSL 通信で使

用しているポート番号

model string ストレージシステムのモデル名

serialNumber int ストレージシステムのシリアル番号

ctl1Ip string コントローラボード 1 の IP アドレス

ctl2Ip string コントローラボード 2 の IP アドレス

communicationModes object[] REST API サーバとストレージシステムの通信モードに関する次の属

性が表示されます。

配列の先頭要素から順番に優先して通信を行います。

• communicationMode（string）
通信モード

• proxyMode
• lanConnectionMode

• proxies（object[]）
中継用サーバに関する次の属性が表示されます。

• proxyIp（string）
IP アドレス

• proxyPort（int）
ポート番号

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-storages/886000123456

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 10.2.2 リモートストレージシステムの一覧を取得する

10.2.4 リモートストレージシステムの情報を登録する
ローカルストレージシステム側の REST API サーバにリモートストレージシステムの情報を、リモ

ートストレージシステム側の REST API サーバにローカルストレージシステムの情報を登録しま

す。リモートストレージシステムの情報だけを登録することもできます。

実行権限

ストレージ管理者（初期設定）
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リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-storages

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "storageDeviceId": "886000123457",
  "restServerIp": "192.0.2.101",
  "restServerPort": 443,
  "isMutualDiscovery": true
}

属性 型 説明

storageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

restServerIp string （必須）リモートストレージシステム側の REST API サーバが使用してい

る IP アドレス

IPv4、IPv6、またはホスト名の形式で指定できます。

restServerPort int （必須）リモートストレージシステム側の REST API サーバが SSL 通信

で使用しているポート番号

isMutualDiscovery boolean （任意）相互登録を行うかどうか

リモートストレージシステム側の REST API サーバにローカルストレー

ジシステムの情報を登録するかどうかを指定できます。

• true：相互登録を行う

• false：相互登録を行わない

省略した場合、trueが設定されます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 登録したリモートストレージシステムの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Remote-Authorization:Session 10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --data-
binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-storages

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 10.2.2 リモートストレージシステムの一覧を取得する

10.2.5 リモートストレージシステムの情報を削除する
ローカルストレージシステムの REST API サーバに登録していたリモートストレージシステムの情

報と、リモートストレージシステム側の REST API サーバに登録していたローカルストレージシス

テムの情報を削除します。ローカルストレージシステム側に登録されている情報だけを削除するこ
ともできます。REST API サーバに登録されているリモートストレージシステムの情報を変更した

い場合は、リモートストレージシステムの情報を削除してから、登録し直してください。

実行権限

ストレージ管理者（初期設定）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-storages/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ストレージシステムの情報取得で取得した storageDeviceIdの値を指定します。

属性 型 説明

storageDeviceId string （必須）ストレージデバイス ID

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "isMutualDeletion": true
}

属性 型 説明

isMutualDeletion boolean （任意）相互削除を行うかどうか

リモートストレージシステム側の REST API サーバに登録しているロー

カルストレージシステムの情報を削除するかどうかを指定できます。

• true：相互削除を行う

• false：相互削除を行わない

リモートコピーの環境構築 373
REST API リファレンスガイド



属性 型 説明

省略した場合、trueが設定されたと見なされます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除したストレージシステムの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Remote-Authorization:Session 10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-storages/886000123457

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 10.2.2 リモートストレージシステムの一覧を取得する

10.3 リモート接続の設定

リモートコピーで使用するリモート接続の設定を REST API で実行する方法について説明します。

10.3.1 リモート接続の設定とは
TrueCopy、Universal Replicator や global-active device のリモートコピーで使用するストレージシステ

ム間の接続をリモート接続といいます。

このマニュアルでは、REST API クライアントからのリクエストを受け付ける側のストレージシス

テムをローカルストレージシステム、ローカルストレージシステムとリモート接続しているストレ

ージシステムをリモートストレージシステムと呼びます。

リモート接続の例を、次の図に示します。
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リモートパス

正サイトと副サイトのストレージシステム間をつなぐ論理パスをリモートパスといいます。

論理パスを構成するポート番号の組が、リモートパスとして定義されます。

リモート接続

リモート接続は、正サイトのストレージシステム（MCU）と副サイトのストレージシステム

（RCU）間のリモートパスをグルーピングしたものです。

リモート接続は、1 つ以上のリモートパスで構成され、一意のパスグループ ID を割り当てて管

理します。

リモートストレージシステムからローカルストレージシステムへのコピー方向でリモート接

続を設定したい場合は、リモートストレージシステム側の REST API クライアントから実行し

てください。

REST API で実行できるリモート接続の機能を次に示します。

• リモート接続の作成

• リモート接続の設定変更

• リモート接続へのリモートパスの追加

• リモート接続からのリモートパスの削除

• リモート接続の削除

• リモート接続の情報取得

iSCSI ポートのリモートパスを作成する場合は、あらかじめ、ローカルストレージシステムの iSCSI
ポートへ、リモートストレージシステムの iSCSI ポートの情報を登録する必要があります。

iSCSI ポートについて、REST API で実行できる機能を次に示します。

• iSCSI ポートの登録

• iSCSI ポートの削除

• iSCSI ポートの情報取得

10.3.2 リモート接続の一覧を取得する
リモート接続の一覧を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）
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リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remotepath-groups

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

リモートストレージシステムの情報が REST API サーバに登録されていない場合の出力例を次

に示します。

{
  "data": [
    {
      "remotepathGroupId": "492015,M8,0",
      "remoteSerialNumber": "492015",
      "remoteStorageTypeId": "M8",
      "pathGroupId": 0,
      "cuType": "REMOTE",
      "portType": "FIBRE",
      "cuStatus": "NML",
      "minNumOfPaths": 1,
      "numOfPaths": 1,
      "timeoutValueForRemoteIOInSeconds": 15,
      "roundTripTimeInMilliSeconds": 1
    }
  ]
}

リモートストレージシステムの情報が REST API サーバに登録されている場合の出力例を次に

示します。

{
  "data": [
    {
      "remotepathGroupId": "492015,M8,0",
      "remoteStorageDeviceId": "886000492015",
      "remoteSerialNumber": "492015",
      "remoteStorageModel": "VSP G900",
      "remoteStorageTypeId": "M8",
      "pathGroupId": 0,
      "cuType": "REMOTE",
      "portType": "FIBRE",
      "cuStatus": "NML",
      "minNumOfPaths": 1,
      "numOfPaths": 1,
      "timeoutValueForRemoteIOInSeconds": 15,
      "roundTripTimeInMilliSeconds": 1
    }
  ]
}
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属性 型 説明

remotepathGroupId string リモート接続のオブジェクト ID

remoteStorageDeviceId string リモートストレージシステムのストレージデバイス ID
リモートストレージシステムの情報が REST API サーバ

に登録されている場合に表示されます。

remoteSerialNumber string リモートストレージシステムのシリアル番号

remoteStorageModel string リモートストレージシステムのモデル種別

リモートストレージシステムの情報が REST API サーバ

に登録されている場合に表示されます。

remoteStorageTypeId string リモートストレージシステムのモデルを示す ID
M8：VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデル

pathGroupId int パスグループ ID
リモートパスの接続設定が CU 指定の場合は表示されま

せん。

localCuNumber string ローカルストレージシステム（MCU）の CU 番号

リモートパスの接続設定が CU Free の場合または

cuType属性が LOCALの場合は表示されません。

remoteCuNumber string リモートストレージシステム（RCU）の CU 番号

リモートパスの接続設定が CU Free の場合または

cuType属性が LOCALの場合は表示されません。

portType string リモートパスのポートの種別

• FIBRE：すべてファイバーチャネルポート

• ESCON：すべて ESCON ポート

• ISCSI：すべて iSCSI ポート

• MIXED：複数のポートの種別が混在

cuType属性が LOCALの場合は表示されません。

cuType string CU 種別

• REMOTE：ローカルストレージシステムからリモート

ストレージシステムにリモートパスを設定している

場合

• LOCAL：リモートストレージシステムからローカル

ストレージシステムにリモートパスを設定している

場合

cuStatus string CU の状態

• NML：正常

• WAR：警告

• ERR：障害

• Unknown：不明。cuType属性が LOCALの場合に表

示されます。

minNumOfPaths int 最小パス数

cuType属性が LOCALの場合は表示されません。

numOfPaths int 設定されているリモートパスの数

cuType属性が LOCALの場合は表示されません。

incidentMode string RCU へのインシデントモード

• MR：MCU ホストと RCU ホストにインシデントを送

信
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属性 型 説明

• RO：RCU ホストだけにインシデントを送信

リモートパスの接続設定が CU Free の場合または

cuType属性が LOCALの場合は表示されません。

isFreezeOptionEnabled boolean FREEZE オプション

• false：FREEZE オプションが無効

• true：FREEZE オプションが有効

リモートパスの接続設定が CU Free の場合または

cuType属性が LOCALの場合は表示されません。

timeoutValueForRemoteIOInSeconds int ローカルストレージシステムとリモートストレージシス

テム間の RIO（リモート IO）設定のタイムアウト値（秒）

cuType属性が LOCALの場合は表示されません。

roundTripTimeInMilliSeconds int ローカルストレージシステムとリモートストレージシス

テム間のラウンドトリップタイム（ミリ秒）

cuType属性が LOCALの場合は表示されません。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/remotepath-groups

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

10.3.3 特定のリモート接続の情報を取得する
特定のリモート接続の情報を取得します。リモートパスの接続設定が CU Free の場合に取得できま

す。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remotepath-groups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リモート接続の情報取得で取得した remotepathGroupIdの値を指定します。次のように属

性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteSerialNumber ＞,＜remoteStorageTypeId ＞,＜pathGroupId ＞
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属性 型 説明

remoteSerialNumber string （必須）リモートストレージシステムのシリアル番号

remoteStorageTypeId string （必須）リモートストレージシステムのモデルを示す ID
指定できる値を次に示します。

M8：VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデル

pathGroupId int （必須）パスグループ ID

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

リモートストレージシステムの情報が REST API サーバに登録されていない場合の出力例を次

に示します。

{
  "remotepathGroupId": "492015,M8,255",
  "remoteSerialNumber": "492015",
  "remoteStorageTypeId": "M8",
  "pathGroupId": 255,
  "remotePaths": [
    {
      "cuType": "REMOTE",
      "portType": "ISCSI",
      "pathNumber": 0,
      "localPortId": "CL3-B",
      "remotePortId": "CL2-C",
      "pathStatus": "ERR_03"
    }
  ]
}

リモートストレージシステムの情報が REST API サーバに登録されている場合の出力例を次に

示します。

{
  "remotepathGroupId": "492015,M8,255",
  "remoteStorageDeviceId": "886000492015",
  "remoteSerialNumber": "492015",
  "remoteStorageModel": "VSP G900",
  "remoteStorageTypeId": "M8",
  "pathGroupId": 255,
  "remotePaths": [
    {
      "cuType": "REMOTE",
      "portType": "ISCSI",
      "pathNumber": 0,
      "localPortId": "CL3-B",
      "remotePortId": "CL2-C",
      "pathStatus": "ERR_03"
    }
  ]
}
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属性 型 説明

remotepathGroupId string リモート接続のオブジェクト ID

remoteStorageDeviceId string リモートストレージシステムのストレージデバイス ID
リモートストレージシステムの情報が REST API サーバに登録され

ている場合に表示されます。

remoteSerialNumber string リモートストレージシステムのシリアル番号

remoteStorageModel string リモートストレージシステムのモデル種別

リモートストレージシステムの情報が REST API サーバに登録され

ている場合に表示されます。

remoteStorageTypeId string リモートストレージシステムのモデルを示す ID
M8：VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデル

pathGroupId int パスグループ ID

remotePaths objects[] 次の属性がリモートパスごとに表示されます。

• cuType（string）
CU 種別

◦ REMOTE：ローカルストレージシステムからリモートストレ

ージシステムにリモートパスを設定している場合

◦ LOCAL：リモートストレージシステムからローカルストレー

ジシステムにリモートパスを設定している場合

• portType（string）
リモートパスのポートの種別

◦ FIBRE：ファイバーチャネルポート

◦ ESCON：ESCON ポート

◦ ISCSI：iSCSI ポート

• pathNumber（int）
パス番号

• localPortId（string）
MCU のポート番号

• remotePortId（string）
RCU のポート番号

• pathStatus（string）
パスの状態

◦ NML_01：正常状態

◦ ERR_02：初期化失敗状態

◦ ERR_03：通信タイムアウト状態

◦ ERR_04：論理閉塞状態

◦ ERR_05：リソース不足状態

◦ ERR_06：シリアル番号不適合状態

◦ ERR_10：無効なポート状態

◦ ERR_80：RCU ポート番号不適合状態

◦ ERR_81：RCU ポートタイプ不適合状態

◦ ERR_82：通信失敗状態

◦ IN_PRG：パスが作成中または削除中の状態

380 リモートコピーの環境構築

REST API リファレンスガイド



ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/remotepath-groups/
492015,M8,255

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 10.3.2 リモート接続の一覧を取得する

10.3.4 リモート接続を作成する
リモート接続を作成し、リモートパスを追加します。CU Free のリモート接続を作成できます。リ

モートストレージシステムのシリアル番号およびシリーズ名を指定して登録する方法と、リモート
ストレージシステムのストレージデバイス ID を指定して登録する方法があります。iSCSI のリモ

ートパスを追加する場合は、あらかじめリモートストレージシステムの iSCSI ポートをローカルス

トレージシステムの iSCSI ポートに登録しておいてください。

実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/remotepath-groups

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

リモートストレージシステムのシリアル番号およびシリーズ名を指定してリモート接続を作

成する場合のコード例を次に示します。

{
  "remoteSerialNumber": "492015",
  "remoteStorageTypeId": "M8",
  "pathGroupId": 255,
  "localPortId": "CL3-B",
  "remotePortId": "CL2-C"
}

属性 型 説明

remoteSerialNumber string （必須）リモートストレージシステムのシリアル番号

remoteStorageTypeId string （必須）リモートストレージシステムのモデルを示す ID
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属性 型 説明

指定できる値を次に示します。

M8：VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデル

pathGroupId int （必須）パスグループ ID
0～255の 10 進数で指定します。

localPortId string （必須）ローカルストレージシステムのポート番号

remotePortId string （必須）リモートストレージシステムのポート番号

リモートストレージシステムのストレージデバイス ID を指定してリモート接続を作成する場

合のコード例を次に示します。

{
  "remoteStorageDeviceId": "886000410011",
  "pathGroupId": 255,
  "localPortId": "CL3-B",
  "remotePortId": "CL2-C"
}

属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

pathGroupId int （必須）パスグループ ID
0～255の 10 進数で指定します。

localPortId string （必須）ローカルストレージシステムのポート番号

remotePortId string （必須）リモートストレージシステムのポート番号

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 登録したリモート接続の URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

409 Conflict 指定したパスグループ ID で、リモート接続を作成済みです。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remotepath-groups

382 リモートコピーの環境構築

REST API リファレンスガイド



関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 10.3.2 リモート接続の一覧を取得する

10.3.5 リモート接続の設定を変更する
最小パス数や通信のタイムアウト値、往復応答時間などのリモート接続の設定を変更します。リモ
ートパスの接続設定が CU Free の場合に変更できます。

実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

PATCH ＜ベース URL ＞/v1/objects/remotepath-groups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リモート接続の情報取得で取得した remotepathGroupIdの値を指定します。次のように属

性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteSerialNumber ＞,＜remoteStorageTypeId ＞,＜pathGroupId ＞

属性 型 説明

remoteSerialNumber string （必須）リモートストレージシステムのシリアル番号

remoteStorageTypeId string （必須）リモートストレージシステムのモデルを示す ID
指定できる値を次に示します。

M8：VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデル

pathGroupId int （必須）パスグループ ID

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "minNumOfPaths": 1,
  "timeoutValueForRemoteIOInSeconds": 15,
  "roundTripTimeInMilliSeconds": 1
}

属性 型 説明

minNumOfPaths int （任意）リモートパスの最小パス数

1～8の値を指定します。

リモート接続の作成時にデフォルトで 1が設定されます。

リモート接続に登録されているリモートパス数以下の値を

指定してください。
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属性 型 説明

timeoutValueForRemoteIOInSeconds int （任意）ローカルストレージシステムとリモートストレージ

システム間の RIO（リモート IO）設定のタイムアウト値（秒）

10～100の値を指定します。

リモート接続の作成時にデフォルトで 15が設定されます。

roundTripTimeInMilliSeconds int （任意）ローカルストレージシステムとリモートストレージ

システム間のラウンドトリップタイム（ミリ秒）

1～500の値を指定します。

リモート接続の作成時にデフォルトで 1が設定されます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 変更したリモート接続の URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

400 Bad Request 属性の値に、指定できる最小値より小さい値、または指定できる最大

値より大きい値があります。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X PATCH --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remotepath-groups/492015,M8,255

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 10.3.2 リモート接続の一覧を取得する

10.3.6 リモート接続にリモートパスを追加する
リモートパスを既存のリモート接続に追加します。リモートパスの接続設定が CU Free の場合に追

加できます。iSCSI ポートのリモートパスを追加する場合は、事前にリモートストレージシステム

の iSCSI ポートをローカルストレージシステムの iSCSI ポートに登録しておく必要があります。

実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）
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リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/remotepath-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/
add-remotepath/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リモート接続の情報取得で取得した remotepathGroupIdの値を指定します。次のように属

性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteSerialNumber ＞,＜remoteStorageTypeId ＞,＜pathGroupId ＞

属性 型 説明

remoteSerialNumber string （必須）リモートストレージシステムのシリアル番号

remoteStorageTypeId string （必須）リモートストレージシステムのモデルを示す ID
指定できる値を次に示します。

M8：VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデル

pathGroupId int （必須）パスグループ ID

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "localPortId": "CL1-A",
    "remotePortId": "CL1-2"
  }
}

属性 型 説明

localPortId string （必須）ローカルストレージシステムのポート番号

remotePortId string （必須）リモートストレージシステムのポート番号

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources リモート接続に追加したリモートパスの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remotepath-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/
add-remotepath
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ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed 対象のリモート接続のリモートパスの数が、すでに上限の 8 本まで登

録されています。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/remotepath-groups/
492015,M8,255/actions/add-remotepath

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remotepath-groups/492015,M8,255/actions/
add-remotepath/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 10.3.2 リモート接続の一覧を取得する

10.3.7 リモート接続からリモートパスを削除する
指定したリモートパスをリモート接続から削除します。リモートパスの接続設定が CU Free の場合

に削除できます。iSCSI のリモートパスを削除する場合は、そのリモートパスがほかのリモート接

続に登録されていなければ、同時にローカルストレージシステムの iSCSI ポートに登録されていた

リモートストレージシステムの iSCSI ポートの情報も削除されます。

実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/remotepath-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/
remove-remotepath/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID
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リモート接続の情報取得で取得した remotepathGroupIdの値を指定します。次のように属

性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteSerialNumber ＞,＜remoteStorageTypeId ＞,＜pathGroupId ＞

属性 型 説明

remoteSerialNumber string （必須）リモートストレージシステムのシリアル番号

remoteStorageTypeId string （必須）リモートストレージシステムのモデルを示す ID
指定できる値を次に示します。

M8：VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデル

pathGroupId int （必須）パスグループ ID

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "localPortId": "CL1-A",
    "remotePortId": "CL1-2"
  }
}

属性 型 説明

localPortId string （必須）ローカルストレージシステムのポート番号

remotePortId string （必須）リモートストレージシステムのポート番号

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources リモート接続から削除したリモートパスの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remotepath-groups/＜オブジェクト ID ＞/actions/
remove-remotepath

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。
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ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed 対象のリモート接続内のリモートパスが 1 本または設定されている最

小の本数しかありません。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/remotepath-groups/
492015,M8,255/actions/remove-remotepath

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remotepath-groups/492015,M8,255/actions/
remove-remotepath/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 10.3.2 リモート接続の一覧を取得する

10.3.8 リモート接続を削除する
指定したリモート接続を削除します。リモートパスの接続設定が CU Free の場合に削除できます。

リモート接続の削除と同時に、対象のリモート接続に登録されていたリモートパスがすべて削除さ
れます。iSCSI のリモートパスが含まれている場合は、ほかのリモート接続に登録されていなけれ

ば、リモートパスの削除と同時に、ローカルストレージシステムの iSCSI ポートに登録されていた

リモートストレージシステムの iSCSI ポートの情報も削除されます。

実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/remotepath-groups/＜オブジェクト ID ＞ 

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リモート接続の情報取得で取得した remotepathGroupIdの値を指定します。次のように属

性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteSerialNumber ＞,＜remoteStorageTypeId ＞,＜pathGroupId ＞
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属性 型 説明

remoteSerialNumber string （必須）リモートストレージシステムのシリアル番号

remoteStorageTypeId string （必須）リモートストレージシステムのモデルを示す ID
指定できる値を次に示します。

M8：VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデル

pathGroupId int （必須）パスグループ ID

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除したリモート接続の URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/remotepath-groups/
492015,M8,255

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 10.3.2 リモート接続の一覧を取得する

10.3.9 iSCSI ポートの情報を取得する
登録されているリモートストレージシステムの iSCSI ポートについての情報を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-iscsi-ports
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リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

リモートストレージシステムの情報が REST API サーバに登録されていない場合の出力例を次

に示します。

{
  "data": [
    {
      "remoteIscsiPortId": "CL1-B,410012,M8,CL2-D",
      "localPortId": "CL1-B",
      "remoteSerialNumber": "410012",
      "remoteStorageTypeId": "M8",
      "remotePortId": "CL2-D",
      "remoteIpAddress": "192.168.116.29",
      "remoteTcpPort": 3260
    },
    {
      "remoteIscsiPortId": "CL3-B,410012,M8,CL2-D",
      "localPortId": "CL3-B",
      "remoteSerialNumber": "410012",
      "remoteStorageTypeId": "M8",
      "remotePortId": "CL2-D",
      "remoteIpAddress": "192.168.116.29",
      "remoteTcpPort": 3260
    }
  ]
}

リモートストレージシステムの情報が REST API サーバに登録されている場合の出力例を次に

示します。

{
  "data": [
    {
      "remoteIscsiPortId": "CL1-B,410012,M8,CL2-D",
      "localPortId": "CL1-B",
      "remoteStorageDeviceId": "886000410012",
      "remoteSerialNumber": "410012",
      "remoteStorageModel": "VSP G900",
      "remoteStorageTypeId": "M8",
      "remotePortId": "CL2-D",
      "remoteIpAddress": "192.168.116.29",
      "remoteTcpPort": 3260
    },
    {
      "remoteIscsiPortId": "CL3-B,410012,M8,CL2-D",
      "localPortId": "CL3-B",
      "remoteStorageDeviceId": "886000410012",
      "remoteSerialNumber": "410012",
      "remoteStorageModel": "VSP G900",
      "remoteStorageTypeId": "M8",
      "remotePortId": "CL2-D",
      "remoteIpAddress": "192.168.116.29",
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      "remoteTcpPort": 3260
    }
  ]
}

属性 型 説明

remoteIscsiPortId string iSCSI ポートのオブジェクト ID

localPortId string ローカルストレージシステムのポート番号

remoteStorageDeviceId string リモートストレージシステムのストレージデバイス ID
リモートストレージシステムの情報が REST API サーバに登録されてい

る場合に表示されます。

remoteSerialNumber string リモートストレージシステムのシリアル番号

remoteStorageModel string リモートストレージシステムのモデル種別

リモートストレージシステムの情報が REST API サーバに登録されてい

る場合に表示されます。

remoteStorageTypeId string リモートストレージシステムのモデルを示す ID
M8：VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデル

remotePortId string リモートストレージシステムのポート番号

remoteIpAddress string リモートストレージシステムの IP アドレス

remoteTcpPort int リモートストレージシステムの TCP ポート番号

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/remote-iscsi-ports

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

10.3.10 特定の iSCSI ポートの情報を取得する
ポートを指定して、リモートストレージシステムの iSCSI ポートの情報を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-iscsi-ports/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID
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iSCSI ポートの情報取得で取得した remoteIscsiPortIdの値を指定します。次のように属

性値を連結した形式でも指定できます。

＜localPortId ＞,＜remoteSerialNumber ＞,＜remoteStorageTypeId ＞,＜
remotePortId ＞

属性 型 説明

localPortId string （必須）ローカルストレージシステムのポート番号

remoteSerialNumber string （必須）リモートストレージシステムのシリアル番号

remoteStorageTypeId string （必須）リモートストレージシステムのモデルを示す ID
指定できる値を次に示します。

M8：VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデル

remotePortId string （必須）リモートストレージシステムのポート番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

リモートストレージシステムの情報が REST API サーバに登録されていない場合の出力例を次

に示します。

{
  "remoteIscsiPortId": "CL1-B,410012,M8,CL2-D",
  "localPortId": "CL1-B",
  "remoteSerialNumber": "410012",
  "remoteStorageTypeId": "M8",
  "remotePortId": "CL2-D",
  "remoteIpAddress": "192.168.116.29",
  "remoteTcpPort": 3260
}

リモートストレージシステムの情報が REST API サーバに登録されている場合の出力例を次に

示します。

{
  "remoteIscsiPortId": "CL1-B,410012,M8,CL2-D",
  "localPortId": "CL1-B",
  "remoteStorageDeviceId": "886000410012",
  "remoteSerialNumber": "410012",
  "remoteStorageModel": "VSP G900",
  "remoteStorageTypeId": "M8",
  "remotePortId": "CL2-D",
  "remoteIpAddress": "192.168.116.29",
  "remoteTcpPort": 3260
}

属性 型 説明

remoteIscsiPortId string iSCSI ポートのオブジェクト ID

localPortId string ローカルストレージシステムのポート番号
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属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string リモートストレージシステムのストレージデバイス ID
リモートストレージシステムの情報が REST API サーバに登録されてい

る場合に表示されます。

remoteSerialNumber string リモートストレージシステムのシリアル番号

remoteStorageModel string リモートストレージシステムのモデル種別

リモートストレージシステムの情報が REST API サーバに登録されてい

る場合に表示されます。

remoteStorageTypeId string リモートストレージシステムのモデルを示す ID
M8：VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデル

remotePortId string リモートストレージシステムのポート番号

remoteIpAddress string リモートストレージシステムの IP アドレス

remoteTcpPort int リモートストレージシステムの TCP ポート番号

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/remote-iscsi-ports/
CL1-B,410012,M8,CL2-D

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

10.3.11 iSCSI ポートを登録する
ローカルストレージシステムの iSCSI ポートにリモートストレージシステムの iSCSI ポートを登録

します。リモートストレージシステムのシリアル番号およびシリーズ名を指定して登録する方法
と、リモートストレージシステムのストレージデバイス ID を指定して登録する方法があります。

この操作は、リモート接続にリモートパスを追加する前に行ってください。

実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-iscsi-ports

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。
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ボディ

リモートストレージシステムのシリアル番号およびシリーズ名、TCP ポート番号を指定して

iSCSI ポートを登録する場合のコード例を次に示します。

{
  "localPortId": "CL1-B",
  "remoteSerialNumber": "492015",
  "remoteStorageTypeId": "M8",
  "remotePortId": "CL2-D",
  "remoteIpAddress": "192.168.116.29",
  "remoteTcpPort": 3260
}

リモートストレージシステムのシリアル番号およびシリーズ名を指定し、TCP ポート番号を指

定しないで iSCSI ポートを登録する場合のコード例を次に示します。

{
  "localPortId": "CL1-B",
  "remoteSerialNumber": "492015",
  "remoteStorageTypeId": "M8",
  "remotePortId": "CL2-D",
  "remoteIpAddress": "192.168.116.29"
}

リモートストレージシステムのシリアル番号およびシリーズ名を指定して iSCSI ポートを登

録する場合

属性 型 説明

localPortId string （必須）ローカルストレージシステムのポート番号

remoteSerialNumber string （必須）リモートストレージシステムのシリアル番号

remoteStorageTypeId string （必須）リモートストレージシステムのモデルを示す ID
指定できる値を次に示します。

M8：VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデル

remotePortId string （必須）リモートストレージシステムのポート番号

remoteIpAddress string （必須）リモートストレージシステムの IP アドレス

IPv4 または IPv6 の IP アドレスを指定できます。

remoteTcpPort int （任意）TCP ポート番号

省略した場合、リモートストレージシステムの TCP ポート番号に、ロー

カルストレージシステムの iSCSI ターゲットの TCP ポート番号が設定

されます。

リモートストレージシステムのストレージデバイス ID を指定し、TCP ポート番号を指定しな

いで iSCSI ポートを登録する場合のコード例を次に示します。

{
  "localPortId": "CL1-B",
  "remoteStorageDeviceId": "886000492015",
  "remotePortId": "CL2-D",
  "remoteIpAddress": "192.168.116.29"
}

リモートストレージシステムのストレージデバイス ID を指定して iSCSI ポートを登録する場

合

属性 型 説明

localPortId string （必須）ローカルストレージシステムのポート番号
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属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

remotePortId string （必須）リモートストレージシステムのポート番号

remoteIpAddress string （必須）リモートストレージシステムの IP アドレス

IPv4 または IPv6 の IP アドレスを指定できます。

remoteTcpPort int （任意）リモートストレージシステムの TCP ポート番号

省略した場合、ローカルストレージシステムの iSCSI ターゲットの TCP
ポート番号が設定されます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources ローカルストレージシステムの iSCSI ポートに登録したリモートストレージシス

テムの iSCSI ポートの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-iscsi-ports

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 10.3.9 iSCSI ポートの情報を取得する

10.3.12 iSCSI ポートの登録情報を削除する
ローカルストレージシステムの iSCSI ポートに登録されているリモートストレージシステムの

iSCSI ポートの情報を削除します。 この iSCSI ポートがリモート接続に登録されている場合は、削

除できません。

実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-iscsi-ports/＜オブジェクト ID ＞
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リクエストメッセージ

オブジェクト ID

iSCSI ポートの情報取得で取得した remoteIscsiPortIdの値を指定します。次のように属

性値を連結した形式でも指定できます。

＜localPortId ＞,＜remoteSerialNumber ＞,＜remoteStorageTypeId ＞,＜
remotePortId ＞

属性 型 説明

localPortId string （必須）ローカルストレージシステムのポート番号

remoteSerialNumber string （必須）リモートストレージシステムのシリアル番号

remoteStorageTypeId string （必須）リモートストレージシステムのモデルを示す ID
指定できる値を次に示します。

M8：VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデル

remotePortId string （必須）リモートストレージシステムのポート番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除した iSCSI ポートの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/remote-iscsi-ports/
CL1-B,410012,M8,CL2-D

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 10.3.9 iSCSI ポートの情報を取得する
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10.4 ジャーナルの設定

Universal Replicator で使用するジャーナルの設定を REST API で実行する方法について説明します。

10.4.1 ジャーナルの情報を取得する
ジャーナルの情報を一覧で取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/journals

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

パラメータ 型 フィルタ条件

journalInfo string （必須）取得する情報の種類

指定できる値を次に示します。

• basic：ジャーナルの基本情報

• timer：ジャーナルの時間に関する情報

• detail：ジャーナルの詳細情報

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジャーナルの基本情報を取得した場合の出力例を次に示します。

{
  "data": [
    {
      "journalId": 0,
      "muNumber": 1,
      "consistencyGroupId": 5,
      "journalStatus": "PJSF",
      "numOfActivePaths": 1,
      "usageRate": 0,
      "qMarker": "575cc653",
      "qCount": 0,
      "byteFormatCapacity": "1.88 G",
      "blockCapacity": 3956736,
      "numOfLdevs": 1,
      "firstLdevId": 513
    }
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  ]
}

属性 型 説明

journalId int ジャーナル ID

muNumber int MU（ミラーユニット）番号

consistencyGroupId int コンシステンシーグループ番号

journalStatus string ジャーナルボリュームの状態

詳細については、ミラーのジャーナルの状態の説明を参照してください。

numOfActivePaths int アクティブなリンクのパスの数

usageRate int ジャーナルボリュームの使用率

qMarker string 取得したジャーナルがマスタジャーナルの場合は、ジャーナルボリューム

が WRITE データを受領した時の最新シーケンス番号（Q-marker）を表示し

ます。取得したジャーナルがリストアジャーナルの場合は、キャッシュに

書き込んだ最新シーケンス番号（Q-marker）を表示します。

qCount long マスタジャーナルボリュームに残っている qMarkerの個数

byteFormatCapacity string ジャーナルボリュームの容量

小数第 2 位まで表示されます。

blockCapacity long ジャーナルボリュームのブロック数

numOfLdevs int ジャーナルボリュームを形成する LDEV の数

firstLdevId int ジャーナルに登録されている LDEV のうち、最小の LDEV 番号

ジャーナルの時間に関する情報を取得した場合の出力例を次に示します。

{
  "data": [
    {
      "journalId": 0,
      "muNumber": 1,
      "consistencyGroupId": 5,
      "journalStatus": "PJSF",
      "numOfActivePaths": 1,
      "usageRate": 0,
      "qMarker": "575cc653",
      "qCount": 0,
      "byteFormatCapacity": "1.88 G",
      "blockCapacity": 3956736,
      "dataOverflowWatchInSeconds": 60,
      "pathBlockadeWatchInMinutes": 5,
      "activePathWatchTimerSettingInSeconds": 40
    }
  ]
}

属性 型 説明

journalId int ジャーナル ID

muNumber int MU 番号

consistencyGroupId int コンシステンシーグループ番号

journalStatus string ジャーナルボリュームの状態

詳細については、ミラーのジャーナルの状態の説明を参照

してください。

numOfActivePaths int アクティブなリンクのパスの数
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属性 型 説明

usageRate int ジャーナルボリュームの使用率

qMarker string 取得したジャーナルがマスタジャーナルの場合は、ジャー

ナルボリュームが WRITE データを受領した時の最新シー

ケンス番号（Q-marker）を表示します。取得したジャーナ

ルがリストアジャーナルの場合は、キャッシュに書き込ん

だ最新シーケンス番号（Q-marker）を表示します。

qCount long マスタジャーナルボリュームに残っている qMarkerの個

数

byteFormatCapacity string ジャーナルボリュームの容量

小数第 2 位まで表示されます。

blockCapacity long ジャーナルボリュームのブロック数

dataOverflowWatchInSeconds int データあふれ監視時間（秒）

pathBlockadeWatchInMinutes int パス閉塞監視時間（分）

activePathWatchTimerSettingInSeconds int リンク障害を検出するためのアクティブパス監視時間

（秒）

ジャーナルの詳細情報を取得した場合の出力例を次に示します。

{
  "data": [
    {
      "journalId": 0,
      "isMainframe": false,
      "isCacheModeEnabled": true,
      "isInflowControlEnabled": true,
      "dataOverflowWatchInSeconds": 60,
      "copySpeed": 256,
      "isDataCopying": true,
      "mpBladeId": 0,
      "mirrorUnits": [
        {
          "muNumber": 0,
          "consistencyGroupId": 0,
          "journalStatus": "SMPL",
          "pathBlockadeWatchInMinutes": 5,
          "copyPace": "L"
        },
        {
          "muNumber": 1,
          "consistencyGroupId": 5,
          "journalStatus": "PJSF",
          "pathBlockadeWatchInMinutes": 5,
          "copyPace": "L"
        },
        {
          "muNumber": 2,
          "consistencyGroupId": 0,
          "journalStatus": "SMPL",
          "pathBlockadeWatchInMinutes": 5,
          "copyPace": "L"
        },
        {
          "muNumber": 3,
          "consistencyGroupId": 0,
          "journalStatus": "SMPL",
          "pathBlockadeWatchInMinutes": 5,
          "copyPace": "L"
        }
      ]
    }
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  ]
}

属性 型 説明

journalId int ジャーナル ID

isMainframe boolean ジャーナルがメインフレームシステム用かオープンシステム

用かの種別

• true：メインフレームシステム用

• false：オープンシステム用

mfTimerType string メインフレームシステムのタイマ種別

• LOCAL：ローカルタイマを使用する

• SYSTEM：システムタイマを使用する

• none：システムタイマを使用する（コピー方向が逆方向の

場合）

isCacheModeEnabled boolean キャッシュモードの設定を有効にするかどうか

• true：キャッシュモードの設定を有効にする

• false：キャッシュモードの設定を無効にする

isInflowControlEnabled boolean ジャーナルボリュームへの更新 I/O の流入を制限するかどうか

• true：流入を制限する

• false：流入を制限しない

dataOverflowWatchInSeconds int データあふれ監視時間（秒）

copySpeed int 転送速度（Mbps）

isDataCopying boolean デルタリシンク失敗時のコピーモード

• true：データをすべてコピーする

• false：コピーしない

mpBladeId int MP ブレード ID

mirrorUnits object[] ミラーごとに次の属性が表示されます。

• muNumber(int)
MU 番号

• consistencyGroupId(int)
コンシステンシーグループ ID

• journalStatus(string)
ジャーナルの状態

詳細については、ミラーのジャーナルの状態の説明を参照

してください。

• pathBlockadeWatchInMinutes(int)
パス閉塞監視時間（分）

• copyPace(string)
コピー速度

◦ L：低速

◦ M：中速

◦ H：高速
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ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

ジャーナルの基本情報を取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/journals?
journalInfo=basic

ジャーナルの時間に関する情報を取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/journals?
journalInfo=timer

ジャーナルの詳細情報を取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/journals?
journalInfo=detail

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 10.4.4 ミラーのジャーナルの状態

10.4.2 特定のジャーナルの情報を取得する
指定したジャーナルの基本情報を取得します。ジャーナルの時間に関する情報や詳細情報を取得し
たい場合は、ジャーナルの一覧を取得する API を実行してください。

メモ　 3DC 構成に使用されているジャーナルの場合、対象のジャーナルに複数の MU が設定されていると、こ

の API では 1 つの MU の情報しか取得されません。その場合は、ジャーナルの一覧を取得する API を実行して、

該当するジャーナル ID の情報を取得してください。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/journals/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ジャーナルの情報取得で取得した journalIdの値を指定します。

属性 型 説明

journalId int （必須）ジャーナル ID
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クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "journalId": 0,
  "muNumber": 1,
  "consistencyGroupId": 5,
  "journalStatus": "PJSF",
  "numOfActivePaths": 1,
  "usageRate": 0,
  "qMarker": "575cc653",
  "qCount": 0,
  "byteFormatCapacity": "1.88 G",
  "blockCapacity": 3956736,
  "numOfLdevs": 1,
  "firstLdevId": 513
}

属性 型 説明

journalId int ジャーナル ID

muNumber int MU（ミラーユニット）番号

consistencyGroupId int コンシステンシーグループ番号

journalStatus string ジャーナルボリュームの状態

詳細については、ミラーのジャーナルの状態の説明を参照してください。

numOfActivePaths int アクティブなリンクのパスの数

usageRate int ジャーナルボリュームの使用率

qMarker string 取得したジャーナルがマスタジャーナルの場合は、ジャーナルボリューム

が WRITE データを受領した時の最新シーケンス番号（Q-marker）を表示し

ます。取得したジャーナルがリストアジャーナルの場合は、キャッシュに

書き込んだ最新シーケンス番号（Q-marker）を表示します。

qCount long マスタジャーナルボリュームに残っている qMarkerの個数

byteFormatCapacity string ジャーナルボリュームの容量

小数第 2 位まで表示されます。

blockCapacity long ジャーナルボリュームのブロック数

numOfLdevs int ジャーナルボリュームを形成する LDEV の数

firstLdevId int ジャーナルに登録されている LDEV のうち、最小の LDEV 番号

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/journals/0

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 10.4.1 ジャーナルの情報を取得する

10.4.3 ジャーナルを作成する
ジャーナルを作成し、ジャーナルボリュームを追加します。追加するジャーナルボリュームには、
DP ボリュームを指定してください。

実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/journals

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

LDEV 番号を指定して、ジャーナルを作成する場合のコード例を次に示します。

{
  "journalId": 33,
  "ldevIds": [101,102]
}

LDEV 番号を指定してジャーナルを作成する場合

属性 型 説明

journalId int （必須）ジャーナル ID
0～255の 10 進数の値を指定します。

ldevIds int[] （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

2 個まで指定できます。

連続する LDEV 番号の範囲を指定して、ジャーナルを作成する場合のコード例を次に示しま

す。

{
  "journalId": 33,
  "startLdevId": 101,
  "endLdevId": 102
}
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連続する LDEV 番号の範囲を指定してジャーナルを作成する場合

属性 型 説明

journalId int （必須）ジャーナル ID
0～255の 10 進数の値を指定します。

startLdevId int （必須）先頭の LDEV 番号を 10 進数で指定します。

この属性には、endLdevId属性よりも小さい値を指定する必要があります。

endLdevId int （必須）末尾の LDEV 番号を 10 進数で指定します。

この属性には、startLdevId属性よりも大きい値を指定する必要があります。

startLdevId属性および endLdevId属性で指定する範囲に含まれる LDEV が 2
個以内となるように指定してください。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 作成したジャーナルの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

409 Conflict 指定したジャーナル ID を持つジャーナルがすでに存在します。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/journals

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 10.4.1 ジャーナルの情報を取得する

10.4.4 ミラーのジャーナルの状態
Universal Replicator でのミラーのジャーナルの状態について説明します。

状態 説明

SMPL ミラーにデータボリュームが登録されていないか、ミラーが削除されている状態です。

P(S)JNN マスタジャーナル（リストアジャーナル）が正常状態です。
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状態 説明

P(S)JSN マスタジャーナル（リストアジャーナル）が通常の分割状態です。

P(S)JNF マスタジャーナル（リストアジャーナル）が満杯状態です。

P(S)JSF マスタジャーナル（リストアジャーナル）が満杯状態で分割されています。

P(S)JSE マスタジャーナル（リストアジャーナル）が障害要因（リンク障害を含む）によって分割

されています。

P(S)JNS マスタジャーナル（リストアジャーナル）が通常の分割状態です（デルタリシンクを用い

た 3DC マルチターゲット構成の場合）。

P(S)JES マスタジャーナル（リストアジャーナル）が障害要因によって分割されています（デルタ

リシンクを用いた 3DC マルチターゲット構成の場合）。

10.4.5 ジャーナルの設定を変更する
ジャーナルのデータあふれ監視時間や転送速度など、ジャーナルの設定を変更します。

メモ　

REST API を実行するユーザが対象ストレージシステムのリソースを REST API でロックしている場合、転送速

度の変更（copySpeed属性）を含むリクエストは実行できません。その場合は、ロックを解除してから実行し

てください。

実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

PATCH ＜ベース URL ＞/v1/objects/journals/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ジャーナルの情報取得で取得した journalIdの値を指定します。

属性 型 説明

journalId int （必須）ジャーナル ID

クエリパラメータ

なし。

ボディ

ジャーナルのデータあふれ監視時間、キャッシュモード、および転送速度を変更する場合のコ

ード例を次に示します。

{
  "dataOverflowWatchInSeconds": 60,
  "isCacheModeEnabled": true,
  "copySpeed": 100
}
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ミラーのコピー速度およびパス閉塞監視時間を変更する場合のコード例を次に示します。

{
  "mirrorUnit": {
    "muNumber": 0,
    "copyPace": "M",
    "pathBlockadeWatchInMinutes": 10
  }
}

ジャーナルのデータあふれ監視時間、キャッシュモード、転送速度、およびミラー単位のコピ

ー速度とパス閉塞監視時間を変更する場合のコード例を次に示します。

{
  "dataOverflowWatchInSeconds": 60,
  "isCacheModeEnabled": true,
  "copySpeed": 100,
  "mirrorUnit": {
    "muNumber": 0,
    "copyPace": "M",
    "pathBlockadeWatchInMinutes": 10
  }
}

属性 型 説明

dataOverflowWatchInSeconds int （任意）データあふれ監視時間（秒）

ジャーナル作成時にはデフォルトで 60が設定されています。

0を指定した場合、ジャーナルボリュームへの更新 I/O の流入

の制限が無効に設定されます。

isCacheModeEnabled boolean （任意）キャッシュモードの設定を有効にするかどうかを指定

します。

• true：キャッシュモードの設定を有効にする

• false：キャッシュモードの設定を無効にする

ジャーナル作成時にはデフォルトで trueが設定されていま

す。

copySpeed int （任意）転送速度（Mbps）
データ転送時の転送速度を指定します。指定できる値は、次の

とおりです。

3、10、100、256
ジャーナル作成時にはデフォルトで 256が設定されています。

mirrorUnit object ミラー単位で次の属性を指定します。

• （任意）muNumber（int）
MU（ミラーユニット）番号

copyPace属性または pathBlockadeWatchInMinutes
属性を指定する場合は、必ず指定します。

• （任意）copyPace（string）
コピー速度

大文字と小文字は区別されません。

◦ L：低速

◦ M：中速

◦ H：高速

ジャーナル作成時にはデフォルトで Lが設定されていま

す。

• （任意）pathBlockadeWatchInMinutes（int）
パス閉塞監視時間（分）
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属性 型 説明

0～60の値を指定します。

ジャーナル作成時にはデフォルトで 5が設定されていま

す。

0を指定した場合、パス閉塞監視が無効になります。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 変更したジャーナルの URL
変更した設定値は、ジャーナルの詳細情報で確認してください。詳細情報は、ジャ

ーナルの一覧を取得する API でクエリパラメータに journalInfo=detailを指

定すると取得できます。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X PATCH --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/journals/100

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 10.4.1 ジャーナルの情報を取得する

10.4.6 ジャーナルにボリュームを追加する
ジャーナルにジャーナルボリュームを追加して、ジャーナルを拡張します。追加するジャーナルボ
リュームには、DP ボリュームを指定してください。

実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/journals/＜オブジェクト ID ＞/actions/expand/
invoke
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リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ジャーナルの情報取得で取得した journalIdの値を指定します。

属性 型 説明

journalId int （必須）ジャーナル ID

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "ldevIds": [101]
  }
}

属性 型 説明

ldevIds int[] （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

指定できる LDEV の数は 1 個です。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources ボリュームを追加したジャーナルの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/journals/＜オブジェクト ID ＞/actions/expand

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed 対象のジャーナルにすでに最大数のジャーナルボリュームが登録され

ています。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
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https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/journals/3/actions/
expand

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/journals/3/actions/expand/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 10.4.1 ジャーナルの情報を取得する

10.4.7 ジャーナルからジャーナルボリュームを削除する
ジャーナルから指定したジャーナルボリュームを削除して、ジャーナルを縮小します。

実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/journals/＜オブジェクト ID ＞/actions/shrink/
invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ジャーナルの情報取得で取得した journalIdの値を指定します。

属性 型 説明

journalId int （必須）ジャーナル ID

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters": {
    "ldevIds": [101]
  }
}

属性 型 説明

ldevIds int[] （必須）LDEV 番号を 10 進数で指定します。

指定できる LDEV の数は 1 個です。
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レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources ボリュームを削除したジャーナルの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/journals/＜オブジェクト ID ＞/actions/shrink

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed 対象のジャーナルに 1 つのジャーナルボリュームしか存在していない

か、ペアが作成されていてジャーナルボリュームの状態が正常状態に

なっています。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/journals/3/actions/
shrink

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/journals/3/actions/shrink/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 10.4.1 ジャーナルの情報を取得する

10.4.8 ジャーナルを削除する
ジャーナルを削除します。ジャーナルボリュームとして登録されていた DP ボリュームは削除され

ませんが、ジャーナルとして利用できなくなります。
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実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/journals/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ジャーナルの情報取得で取得した journalIdの値を指定します。

属性 型 説明

journalId int （必須）ジャーナル ID

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除したジャーナルの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/journals/30

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 10.4.1 ジャーナルの情報を取得する
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11
TrueCopy ペア／Universal Replicator ペ

アの管理

この章では、REST API で実行する TrueCopy および Universal Replicator のペアの操作について説明

します。

 11.1 TrueCopy／Universal Replicator とは

 11.2 TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアの操作の流れ

 11.3 ペアの状態遷移（TrueCopy／Universal Replicator）

 11.4 リモートコピーグループの一覧を取得する

 11.5 特定のリモートコピーグループの情報を取得する

 11.6 特定のリモートコピーペアの情報を取得する

 11.7 TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアを作成する

 11.8 コピーグループ単位で TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアを分割する

 11.9 TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアを分割する

 11.10 コピーグループ単位で TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアを再同期する

 11.11 TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアを再同期する

 11.12 コピーグループ単位で TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアを削除する

 11.13 TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアを削除する
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11.1 TrueCopy／Universal Replicator とは
TrueCopy および Universal Replicator は、ストレージシステム間でデータボリュームの複製ボリュー

ムを作成します。REST API クライアントから API を発行することでペアを作成したり、ペアの状

態を管理したりできます。

TrueCopy

ローカルストレージシステムのデータと同期して、リモートストレージシステムへデータをコ

ピーします。そのため、ローカルストレージシステムのボリューム（プライマリボリューム）

とリモートストレージシステムのボリューム（セカンダリボリューム）が PAIR 状態のとき、

データは一致しています。

ペアは 1 個のプライマリボリュームと 1 個のセカンダリボリュームから構成されます。ペア

はコピーグループ単位でも操作できます。コピーグループは、コピーペアを 1 つにグループ化

したものです。プライマリボリュームをグループ化したデバイスグループと、セカンダリボリ

ュームをグループ化したデバイスグループから構成されます。

TrueCopy の詳細については、マニュアル「TrueCopy ユーザガイド」を参照してください。

Universal Replicator

ローカルストレージシステムのデータをリモートストレージシステムへ非同期でコピーしま

す。更新されたデータ（ジャーナルデータ）がマスタジャーナルボリュームに格納され、リス

トアジャーナルボリュームを経由して、セカンダリボリュームにコピーされます。
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Universal Replicator では、プライマリボリュームとマスタジャーナルボリュームをマスタジャ

ーナル、セカンダリボリュームとリストアジャーナルボリュームをリストアジャーナルと呼び

ます。ペアの操作は、マスタジャーナルとリストアジャーナルの対応関係であるミラー（コピ

ーグループ）単位で実行してください。コピーグループは、コピーペアを 1 つにグループ化し

たものです。プライマリボリュームをグループ化したデバイスグループと、セカンダリボリュ

ームをグループ化したデバイスグループから構成されます。

Universal Replicator の詳細については、マニュアル「Universal Replicator ユーザガイド」を参照

してください。

関連概念

• 10.1 リモートコピーの環境構築の流れ

関連参照

• 1.20 リソースのロック
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11.2 TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアの操作の流れ
TrueCopy および Universal Replicator の操作の流れを次の図に示します。

重要　 TrueCopy および Universal Replicator のペア操作と情報取得では、リクエストヘッダに Remote-
Authorization を指定してください。

ペアの作成

ペアを作成して、P-VOL のすべてのデータを S-VOL にコピーします。ペアは同期状態になり

ます。ペアは新規のコピーグループ（ミラー）に作成するか、既存のコピーグループに追加し
ます。

コピーグループ（ミラー）またはペアの情報取得

TrueCopy では、コピーグループまたはペア単位で、ペアを操作できます。Universal Replicator
では、コピーグループ（ミラー）単位でペアを操作します。

ペアの分割

ペアを分割してデータのコピーを中断します。

ペアの再同期

差分データをコピーしてペアを再び同期します。

メモ　

再同期は、コピーグループまたはペア単位で操作できます。TrueCopy の場合で再同期時にコンシステンシ

ーグループに登録したいときは、ペア単位ではなくコピーグループ単位でペアを操作してください。

ペアの削除

ボリュームのペア状態を解消します。
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リクエストヘッダでの Job-Mode-Wait-Configuration-Change の指定について

ペアの作成、ペアの分割、およびペアの再同期では、データコピーに時間がかかるためにジョブの

ステータスが Completedにならず、複数の非同期処理を同時に実行するとジョブが滞留すること

があります。この場合、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-
Change:NoWaitを指定して実行することで、データコピーが完了するまで待たないでジョブのス

テータスが Completedになり、次のジョブの実行が開始されます。このとき、ジョブの実行が完

了してもデータコピーは継続されます。データのコピーが完了したかどうかは、ジョブのステータ

スではなく対象のペアの状態を取得して確認してください。ペアの状態については、ペアの状態遷

移の説明を参照してください。

関連参照

• 1.8 リクエストヘッダ

• 11.3 ペアの状態遷移（TrueCopy／Universal Replicator）

11.3 ペアの状態遷移（TrueCopy／Universal Replicator）
TrueCopy ペアと Universal Replicator ペアの操作と状態遷移について説明します。

TrueCopy ペアの状態遷移

TrueCopy ペアの操作によって遷移するペアの状態を、次の図に示します。
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ペアの状態 説明
P-VOL への

アクセス

S-VOL への

アクセス

SMPL ペアの関係が設定されていない状態 - -

COPY ペア作成中

形成コピー（初期コピー）、または再同期中の状態

Read/Write 可 Read 可

PAIR ペア状態

形成コピーが完了し、ペアは同期しています。

Read/Write 可 Read 可

PSUS 操作によってペアが分割しているか、副サイトのストレージ

システムからペアを削除した状態（P-VOL 側で表示）

Read/Write 可 Read/Write 可
※1

SSUS 操作によってペアが分割しているか、副サイトのストレージ

システムからペアを削除した状態（S-VOL 側で表示）

Read/Write 可 Read/Write 可
※1

PSUE 障害によってペアが分割している状態 Read/Write 可※2 Read 可

SSWS P-VOL と S-VOL の位置づけを入れ替える処理をしたあと、

S-VOL が書き込み可能になった状態

Read 可 Read/Write 可

注※1　ペアを分割する場合に、Read/Write 可とするか Read 可とするかを指定できます。
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注※2　P-VOL のフェンスレベルが DATA（S-VOL データ）の場合は、Read 可になります。

ペアを削除すると、ペアの状態が SMPL に遷移します。

Universal Replicator ペアの状態遷移

Universal Replicator は非同期でコピーを行うため、ジャーナルボリュームの使用による Universal
Replicator 特有のペアの状態があります。

Universal Replicator ペアの操作によって遷移するペアの状態を、次の図に示します。

ペアの状態 説明
P-VOL へのア

クセス

S-VOL へのア

クセス

SMPL ペアの関係が設定されていない状態 - -

COPY ペア作成中

形成コピー（初期コピー）、または再同期中の状態

Read/Write 可 Read 可

PAIR ペア状態

形成コピーが完了し、ペアは同期しています。

Read/Write 可 Read 可
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ペアの状態 説明
P-VOL へのア

クセス

S-VOL へのア

クセス

PSUS 操作によってペアが分割しているか、副サイトのストレー

ジシステムからペアを削除した状態（P-VOL 側で表示）

Read/Write 可 Read/Write 可※

SSUS 操作によってペアが分割しているか、副サイトのストレー

ジシステムからペアを削除した状態（S-VOL 側で表示）

Read/Write 可 Read/Write 可※

PSUE 障害によってペアが分割している状態 Read/Write 可 Read 可

SSWS P-VOL と S-VOL の位置づけを入れ替える処理をしたあ

と、S-VOL が書き込み可能になった状態

Read 可 Read/Write 可

PFUL ジャーナルボリュームのデータ量がしきい値（80%）を超

えた状態

ペアは分割せず、コピーを継続します。

Read/Write 可 Read 可

PFUS ジャーナルボリュームのデータ量が 100％となり、ペアが

分割している状態

リモートパスやジャーナルボリュームの構成を見直す必

要があります。

Read/Write 可 Read 可※

注※　ペアの分割をする場合に指定するセカンダリボリュームのアクセスモードによって決まりま

す（デフォルト：Read 可）。

ペアを削除すると、ペアの状態が SMPL に遷移します。

メモ　

次の場合、ペアに対する操作を実行すると、レスポンスは成功で返りますが、実際にはリクエストの内容は反映

されません。

• PSUS または SSUS 状態のペアに対してペア分割を実行した場合

• COPY または PAIR 状態のペアに対してペア再同期を実行した場合

11.4 リモートコピーグループの一覧を取得する
対象のストレージシステム内のリモートコピーペア（TrueCopy／Universal Replicator／global-active
device）が登録されているすべてのリモートコピーグループの一覧を取得します。デバイスグルー

プ名やコピーグループ名に半角スペースが含まれている場合などは、コピーグループの情報を取得
できません。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copygroups

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ
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パラメータ 型 フィルタ条件

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data" : [ {
    "remoteMirrorCopyGroupId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup1,remoteCopyGroup1S_,remoteCopyGroup1P_"
,
    "copyGroupName" : "remoteCopyGroup1",
    "muNumber" : 0,
    "remoteStorageDeviceId" : "886000123789",
    "localDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup1S_",
    "remoteDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup1P_"
  }, {
    "remoteMirrorCopyGroupId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup2,remoteCopyGroup2P_,remoteCopyGroup2S_"
,
    "copyGroupName" : "remoteCopyGroup2",
    "muNumber" : 0,
    "remoteStorageDeviceId" : "886000123789",
    "localDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup2P_",
    "remoteDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup2S_"
  }, {
    "remoteMirrorCopyGroupId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup3,remoteCopyGroup3P_,remoteCopyGroup3S_"
,
    "copyGroupName" : "remoteCopyGroup3",
    "muNumber" : 0,
    "remoteStorageDeviceId" : "886000123789",
    "localDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup3P_",
    "remoteDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup3S_"
  } ]
}

属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

copyGroupName string コピーグループ名

localDeviceGroupName string ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

remoteDeviceGroupName string リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

muNumber int MU（ミラーユニット）番号

MU 番号が取得できない場合は表示されません。

remoteMirrorCopyGroupId string リモートコピーグループのオブジェクト ID
次の属性をコンマで連結した形式で表示されます。

• remoteStorageDeviceId
• copyGroupName
• localDeviceGroupName
• remoteDeviceGroupName
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ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups?
remoteStorageDeviceId=886000123789

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

11.5 特定のリモートコピーグループの情報を取得する
指定したコピーグループの情報およびコピーグループに含まれるペア（TrueCopy／Universal
Replicator／global-active device）の情報を取得します。コピーグループ名やコピーペア名に半角スペ

ースが含まれている場合などは、ペアの情報を取得できません。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copygroups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リモートコピーグループの情報取得で取得した remoteMirrorCopyGroupIdの値を指定し

ます。次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteStorageDeviceId ＞,＜copyGroupName ＞,＜localDeviceGroupName ＞,
＜remoteDeviceGroupName ＞

属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID
0以上の 10 進数で指定します。

copyGroupName string （必須）コピーグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

localDeviceGroupName string （必須）ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

remoteDeviceGroupName string （必須）リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。
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ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

TrueCopy の場合の出力例を次に示します。

{
  "remoteMirrorCopyGroupId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup1,remoteCopyGroup1P_,remoteCopyGroup1S_"
,
  "copyGroupName" : "remoteCopyGroup1",
  "copyPairs" : [ {
    "copyGroupName" : "remoteCopyGroup1",
    "copyPairName" : "pair1",
    "replicationType" : "TC",
    "remoteMirrorCopyPairId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup1,remoteCopyGroup1P_,remoteCopyGroup1S_,
pair1",
    "pvolLdevId" : 2108,
    "svolLdevId" : 1581,
    "fenceLevel" : "DATA",
    "pvolStatus" : "PAIR",
    "svolStatus" : "PAIR",
    "consistencyGroupId": 5,
    "pvolStorageDeviceId" : "886000123456",
    "svolStorageDeviceId" : "886000123789"
  }, {
    "copyGroupName" : "remoteCopyGroup1",
    "copyPairName" : "pair2",
    "replicationType" : "TC",
    "remoteMirrorCopyPairId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup1,remoteCopyGroup1P_,remoteCopyGroup1S_,
pair2",
    "pvolLdevId" : 2109,
    "svolLdevId" : 1582,
    "fenceLevel" : "DATA",
    "pvolStatus" : "PSUS",
    "svolStatus" : "SMPL",
    "consistencyGroupId": 5,
    "pvolStorageDeviceId" : "886000123456",
    "svolStorageDeviceId" : "886000123789"
  } ],
  "remoteStorageDeviceId" : "886000123789",
  "localDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup1P_",
  "remoteDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup1S_"
}

Universal Replicator の場合の出力例を次に示します。

{
  "remoteMirrorCopyGroupId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup2,remoteCopyGroup2P_,remoteCopyGroup2S_"
,
  "copyGroupName" : "remoteCopyGroup2",
  "copyPairs" : [ {
    "copyGroupName" : "remoteCopyGroup2",
    "copyPairName" : "pair1",
    "replicationType" : "UR",
    "remoteMirrorCopyPairId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup2,remoteCopyGroup2P_,remoteCopyGroup2S_,
pair1",
    "consistencyGroupId" : 10,
    "pvolLdevId" : 1569,
    "pvolJournalId" : 13,
    "svolLdevId" : 2835,
    "svolJournalId" : 36,
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    "fenceLevel" : "ASYNC",
    "pvolStatus" : "PAIR",
    "svolStatus" : "PAIR",
    "pvolStorageDeviceId" : "886000123456",
    "svolStorageDeviceId" : "886000123789"
  } ],
  "remoteStorageDeviceId" : "886000123789",
  "localDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup2P_",
  "remoteDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup2S_"
}

global-active device の場合の出力例を次に示します。

{
  "remoteMirrorCopyGroupId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup3,remoteCopyGroup3P_,remoteCopyGroup3S_"
,
  "copyGroupName" : "remoteCopyGroup3",
  "copyPairs" : [ {
    "copyGroupName" : "remoteCopyGroup3",
    "copyPairName" : "pair1",
    "replicationType" : "GAD",
    "remoteMirrorCopyPairId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup3,remoteCopyGroup3P_,remoteCopyGroup3S_,
pair1",
    "quorumDiskId" : 14,
    "pvolLdevId" : 1580,
    "svolLdevId" : 2128,
    "fenceLevel" : "NEVER",
    "pvolStatus" : "PAIR",
    "svolStatus" : "PAIR",
    "pvolIOMode" : "L/M",
    "svolIOMode" : "L/M",
    "pvolStorageDeviceId" : "886000123456",
    "svolStorageDeviceId" : "886000123789"
  } ],
  "remoteStorageDeviceId" : "886000123789",
  "localDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup3P_",
  "remoteDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup3S_"
}

属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

copyGroupName string コピーグループ名

localDeviceGroupName string ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

remoteDeviceGroupName string リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

remoteMirrorCopyGroupId string リモートコピーグループのオブジェクト ID
次の属性をコンマで連結した形式で表示されます。

• remoteStorageDeviceId
• copyGroupName
• localDeviceGroupName
• remoteDeviceGroupName

copyPairs object[] コピーペアの詳細情報が表示されます。

• copyGroupName（string）
コピーグループ名

• copyPairName（string）
コピーペア名

• replicationType（string）
ペア種別
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属性 型 説明

◦ TC：TrueCopy

◦ UR：Universal Replicator

◦ GAD：global-active device
ペア状態が SMPLの場合は表示されません。

• pvolLdevId（int）
P-VOL の LDEV 番号

• svolLdevId（int）
S-VOL の LDEV 番号

• fenceLevel（string）
フェンスレベル

• DATA：S-VOL データ

• STATUS：S-VOL 状態

• NEVER：なし

• ASYNC：非同期

フェンスレベルが取得できない場合は表示されません。

• pvolJournalId（int）
P-VOL のジャーナル ID
UR の場合だけ 0～255の値で表示されます。ペア状態が

SMPLの場合は表示されません。

• svolJournalId（int）
S-VOL のジャーナル ID
UR の場合だけ 0～255の値で表示されます。ペア状態が

SMPLの場合は表示されません。

• quorumDiskId（int）
Quorum ディスク ID
GAD の場合だけ 0～31の値で表示されます。ペア状態が

SMPLの場合は表示されません。

• pvolStatus（string）
P-VOL のペア状態

詳細については、ペアの状態遷移（TrueCopy／Universal
Replicator）またはペアの状態遷移（global-active device）の説

明を参照してください。

ペア状態が取得できない場合は表示されません。

• svolStatus（string）
S-VOL のペア状態

詳細については、ペアの状態遷移（TrueCopy／Universal
Replicator）またはペアの状態遷移（global-active device）の説

明を参照してください。

ペア状態が取得できない場合は表示されません。

• consistencyGroupId（int）
コンシステンシーグループ ID
コンシステンシーグループでない場合は表示されません。

• pvolIOMode（string）
P-VOL の I/O モード

• L/M：Mirror（RL）

• L/L：Local

• B/B：Block
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属性 型 説明

GAD の場合だけ表示されます。ペア状態が SMPLの場合は

表示されません。

• svolIOMode（string）
S-VOL の I/O モード

• L/M：Mirror（RL）

• L/L：Local

• B/B：Block
GAD の場合だけ表示されます。ペア状態が SMPLの場合は

表示されません。

• pvolStorageDeviceId（string）
P-VOL 側のストレージシステムのストレージデバイス ID

• svolStorageDeviceId（string）
S-VOL 側のストレージシステムのストレージデバイス ID

• copyProgressRate（int）
コピーの進捗率

P-VOL のペア状態が COPYの場合に表示されます。

• remoteMirrorCopyPairId（string）
リモートコピーペアのオブジェクト ID
次の属性をコンマで連結した形式で表示されます。

• remoteStorageDeviceId
• copyGroupName
• localDeviceGroupName
• remoteDeviceGroupName
• copyPairName

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

TrueCopy の場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123789,remoteCopyGroup1,remoteCopyGroup1P_,remoteCopyGroup1S_

Universal Replicator の場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123789,remoteCopyGroup2,remoteCopyGroup2P_,remoteCopyGroup2S_

global-active device の場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
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ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123789,remoteCopyGroup3,remoteCopyGroup3P_,remoteCopyGroup3S_

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 11.3 ペアの状態遷移（TrueCopy／Universal Replicator）

• 12.3 ペアの状態遷移（global-active device）

11.6 特定のリモートコピーペアの情報を取得する
指定したコピーペア（TrueCopy／Universal Replicator／global-active device）の情報を取得します。ペ

アの状態などペアの操作に必要な情報を取得できます。コピーグループ名やコピーペア名に半角ス
ペースが含まれている場合などは、ペアの情報を取得できません。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copypairs/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リモートコピーペアの情報取得で取得した remoteMirrorCopyPairIdの値を指定します。

次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteStorageDeviceId ＞,＜copyGroupName ＞,＜localDeviceGroupName ＞,
＜remoteDeviceGroupName ＞,＜copyPairName ＞

属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID
0以上の 10 進数で指定します。

copyGroupName string （必須）コピーグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

localDeviceGroupName string （必須）ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

remoteDeviceGroupName string （必須）リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

copyPairName string （必須）コピーペア名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。
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レスポンスメッセージ

ボディ

TrueCopy の場合の出力例を次に示します。

{
  "copyGroupName" : "remoteCopyGroup1",
  "copyPairName" : "pair1",
  "replicationType" : "TC",
  "remoteMirrorCopyPairId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup1,remoteCopyGroup1P_,remoteCopyGroup1S_,
pair1",
  "pvolLdevId" : 2108,
  "svolLdevId" : 1581,
  "fenceLevel" : "DATA",
  "pvolStatus" : "PAIR",
  "svolStatus" : "PAIR",
  "pvolStorageDeviceId" : "886000123456",
  "svolStorageDeviceId" : "886000123789"
}

Universal Replicator の場合の出力例を次に示します。

{
  "copyGroupName" : "remoteCopyGroup2",
  "copyPairName" : "pair1",
  "replicationType" : "UR",
  "remoteMirrorCopyPairId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup2,remoteCopyGroup2P_,remoteCopyGroup2S_,
pair1",
  "consistencyGroupId" : 10,
  "pvolLdevId" : 1569,
  "pvolJournalId" : 13,
  "svolLdevId" : 2835,
  "svolJournalId" : 36,
  "fenceLevel" : "ASYNC",
  "pvolStatus" : "PAIR",
  "svolStatus" : "PAIR",
  "pvolStorageDeviceId" : "886000123456",
  "svolStorageDeviceId" : "886000123789"
}

global-active device の場合の出力例を次に示します。

{
  "copyGroupName" : "remoteCopyGroup3",
  "copyPairName" : "pair1",
  "replicationType" : "GAD",
  "remoteMirrorCopyPairId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup3,remoteCopyGroup3P_,remoteCopyGroup3S_,
pair1",
  "quorumDiskId" : 14,
  "pvolLdevId" : 1580,
  "svolLdevId" : 2128,
  "fenceLevel" : "NEVER",
  "pvolStatus" : "PAIR",
  "svolStatus" : "PAIR",
  "pvolIOMode" : "L/M",
  "svolIOMode" : "L/M",
  "pvolStorageDeviceId" : "886000123456",
  "svolStorageDeviceId" : "886000123789"
}

属性 型 説明

copyGroupName string コピーグループ名

copyPairName string コピーペア名
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属性 型 説明

replicationType string ペア種別

• TC：TrueCopy

• UR：Universal Replicator

• GAD：global-active device
ペア状態が SMPLの場合は表示されません。

pvolLdevId int P-VOL の LDEV 番号

svolLdevId int S-VOL の LDEV 番号

fenceLevel string フェンスレベル

• DATA：S-VOL データ

• STATUS：S-VOL 状態

• NEVER：なし

• ASYNC：非同期

フェンスレベルが取得できない場合は表示されません。

pvolJournalId int P-VOL のジャーナル ID
UR の場合だけ 0～255の値で表示します。ペア状態が SMPLの場合

は表示されません。

svolJournalId int S-VOL のジャーナル ID
UR の場合だけ 0～255の値で表示します。ペア状態が SMPLの場合

は表示されません。

quorumDiskId int Quorum ディスク ID
GAD の場合だけ 0～31の値で表示します。ペア状態が SMPLの場合

は表示されません。

pvolStatus string P-VOL のペア状態

詳細については、ペアの状態遷移（TrueCopy／Universal Replicator）ま

たはペアの状態遷移（global-active device）の説明を参照してください。

ペア状態が取得できない場合は表示されません。

svolStatus string S-VOL のペア状態

詳細については、ペアの状態遷移（TrueCopy／Universal Replicator）ま

たはペアの状態遷移（global-active device）の説明を参照してください。

ペア状態が取得できない場合は表示されません。

consistencyGroupId int コンシステンシーグループ ID
コンシステンシーグループでない場合は表示されません。

pvolIOMode string P-VOL の I/O モード

• L/M：Mirror（RL）

• L/L：Local

• B/B：Block
GAD の場合だけ表示されます。ペア状態が SMPLの場合は表示されま

せん。

svolIOMode string S-VOL の I/O モード

• L/M：Mirror（RL）

• L/L：Local

• B/B：Block
GAD の場合だけ表示されます。ペア状態が SMPLの場合は表示されま

せん。
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属性 型 説明

pvolStorageDeviceId string P-VOL 側のストレージシステムのストレージデバイス ID

svolStorageDeviceId string S-VOL 側のストレージシステムのストレージデバイス ID

copyProgressRate int コピーの進捗率

P-VOL のペア状態が COPYの場合に表示されます。

remoteMirrorCopyPairId string リモートコピーペアのオブジェクト ID
次の属性をコンマで連結した形式で表示されます。

• remoteStorageDeviceId
• copyGroupName
• localDeviceGroupName
• remoteDeviceGroupName
• copyPairName

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

TrueCopy の場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123789,remoteCopyGroup1,remoteCopyGroup1P_,remoteCopyGroup1S_,pair1

Universal Replicator の場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123789,remoteCopyGroup2,remoteCopyGroup2P_,remoteCopyGroup2S_,pair1

global-active device の場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123789,remoteCopyGroup3,remoteCopyGroup3P_,remoteCopyGroup3S_,pair1

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 11.3 ペアの状態遷移（TrueCopy／Universal Replicator）

• 12.3 ペアの状態遷移（global-active device）

11.7 TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアを作成する
正サイトと副サイトのストレージシステムに、TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアを作成

します。新規にコピーグループを作成してペアを追加する方法と、既存のコピーグループにペアを
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追加する方法があります。コピーグループを作成する場合は、デバイスグループも作成します。ペ
アの作成は、正サイトのストレージシステムから実行します。ペアの作成は、リソースをロックし
てから実行するか、またはほかのユーザがリソースをロックしていないときに実行してください。

ヒント　 この API は、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWaitを指定して

実行することをお勧めします。詳細についてはペアの操作の流れの説明を参照してください。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）およびストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copypairs

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

TrueCopy ペアを作成する場合のコード例を次に示します。

新規にコピーグループを作成してペアを追加する場合

{
  "copyGroupName": "remoteCopyGroup1",
  "copyPairName": "pair1",
  "replicationType": "TC",
  "remoteStorageDeviceId": "886000123789",
  "pvolLdevId": 2108,
  "svolLdevId": 1581,
  "localDeviceGroupName": "remoteCopyGroup1P_",
  "remoteDeviceGroupName": "remoteCopyGroup1S_",
  "isNewGroupCreation": true,
  "fenceLevel": "DATA",
  "isConsistencyGroup": true,
  "consistencyGroupId": 5,
  "copyPace": 10,
  "pathGroupId": 3,
  "doInitialCopy": true,
  "isDataReductionForceCopy": true
}

既存のコピーグループにペアを追加する場合

{
  "copyGroupName": "remoteCopyGroup1",
  "copyPairName": "pair2",
  "replicationType": "TC",
  "remoteStorageDeviceId": "886000123789",
  "pvolLdevId": 2109,
  "svolLdevId": 1582,
  "localDeviceGroupName": "remoteCopyGroup1P_",
  "remoteDeviceGroupName": "remoteCopyGroup1S_",
  "isNewGroupCreation": false,
  "fenceLevel": "DATA",
  "isConsistencyGroup": true,
  "consistencyGroupId": 5,
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  "copyPace": 10,
  "doInitialCopy": true,
  "isDataReductionForceCopy": false
}

TrueCopy の場合の属性を次に示します。

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 1～29 文字で指定します。大文字と小

文字を区別します。

ローカル側とリモート側のストレージシステムで一意になるよう

に設定してください。

copyPairName string （必須）コピーペア名を 1～31 文字で指定します。大文字と小文字

を区別します。

コピーグループ内のストレージシステムで一意になるように設定

してください。

replicationType string （必須）ペア種別を指定します。

TC：TrueCopy

remoteStorageDeviceId string （必須）ペアを作成するリモートストレージシステムのストレージ

デバイス ID を指定します。

pvolLdevId int （必須）P-VOL の LDEV 番号を 10 進数で指定します。

svolLdevId int （必須）S-VOL の LDEV 番号を 10 進数で指定します。

pathGroupId int （任意）パスグループ ID を 0～255の 10 進数で指定します。

省略した場合、または 0を指定した場合は、設定済みのパスグル

ープのうち最小の番号が設定されます。

localDeviceGroupName string （任意）ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名を 1
～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

既存のコピーグループにペアを追加する場合は、既存のローカル

ストレージシステム側のデバイスグループ名と合わせてくださ

い。ローカルストレージシステムで一意である必要があります。

省略した場合、＜copyGroupName ＞ P_が設定されます。

remoteDeviceGroupName string （任意）リモートストレージシステム側のデバイスグループ名を 1
～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

既存のコピーグループにペアを追加する場合は、既存のリモート

ストレージシステム側のデバイスグループ名と合わせてくださ

い。リモートストレージシステムで一意である必要があります。

省略した場合、＜copyGroupName ＞ S_が設定されます。

isNewGroupCreation boolean （必須）コピーグループを新規に作成してペアを追加するか、既存

のコピーグループにペアを追加するかを指定します。

• true：新しくコピーグループを作成してペアを追加する

• false：既存のコピーグループにペアを追加する

isConsistencyGroup boolean （任意）作成するペアをコンシステンシーグループに登録するかど

うかを指定します。

• true：コンシステンシーグループに登録する

• false：コンシステンシーグループに登録しない

既存のコピーグループにペアを追加する場合は、既存のコピーペ

アの値と合わせてください。同じコピーグループ内にコンシステ

ンシーグループに登録されているペアと登録されていないペアが

混在すると、コンシステンシーグループ単位でペアを正しく操作

できません。

省略した場合、falseが設定されます。
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属性 型 説明

consistencyGroupId int （任意）コンシステンシーグループ ID を 0～255の 10 進数で指定

します。

コンシステンシーグループに登録する場合に、この値を省略する

と、コンシステンシーグループ ID は自動で付与されます。

既存のコピーグループにペアを追加する場合は、既存のコピーペ

アの値と合わせてください。同じコピーグループ内にコンシステ

ンシーグループ ID が異なるペアが混在すると、コンシステンシ

ーグループ単位でペアを正しく操作できません。

この属性を指定する場合は、isConsistencyGroup属性に

trueを指定してください。

fenceLevel string （必須）フェンスレベル

指定できる値を次に示します。

• DATA：S-VOL データ

• STATUS：S-VOL 状態

• NEVER：なし

copyPace int （任意）コピー速度

コピーをする場合のトラックサイズを 1～15の 10 進数で指定し

ます。数値が大きいほどコピーをする速度が上がります。

省略した場合、3が設定されます。

doInitialCopy boolean （任意）ペアを作成するとき、形成コピー（初期コピー）を行うか

どうかを指定します。

• true ：形成コピーを行う

• false：形成コピーを行わない

省略した場合、trueが設定されます。

isDataReductionForceCopy boolean （任意）容量削減機能（dedupe and compression）が有効なボリュー

ムでペアを強制的に作成するかどうかを指定します。

• true：強制的に作成する※

• false：強制的に作成しない

省略した場合、false が設定されます。

注※　容量削減機能（圧縮または重複排除）が有効なボリュームのコピーには、データの量に

よって最長で数か月掛かるおそれがあります。計画的にペア作成を実行することをお勧めし

ます。

Universal Replicator ペアを作成する場合のコード例を次に示します。

新規にコピーグループを作成してペアを追加する場合

{
  "copyGroupName": "remoteCopyGroup2",
  "copyPairName": "pair1",
  "replicationType": "UR",
  "remoteStorageDeviceId": "886000123789",
  "pvolLdevId": 1569,
  "svolLdevId": 2835,
  "pvolJournalId": 13,
  "svolJournalId": 36,
  "localDeviceGroupName": "remoteCopyGroup2P_",
  "remoteDeviceGroupName": "remoteCopyGroup2S_",
  "isNewGroupCreation": true,
  "fenceLevel": "ASYNC",
  "muNumber": 0,
  "consistencyGroupId": 10,
  "doInitialCopy": true,
  "doDeltaResyncSuspend": false,
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  "isDataReductionForceCopy": true
}

既存のコピーグループにペアを追加する場合

{
  "copyGroupName": "remoteCopyGroup2",
  "copyPairName": "pair2",
  "replicationType": "UR",
  "remoteStorageDeviceId": "886000123789",
  "pvolLdevId": 1570,
  "svolLdevId": 2836,
  "localDeviceGroupName": "remoteCopyGroup2P_",
  "remoteDeviceGroupName": "remoteCopyGroup2S_",
  "isNewGroupCreation": false,
  "fenceLevel": "ASYNC",
  "consistencyGroupId": 10,
  "doInitialCopy": true,
  "doDeltaResyncSuspend": false,
  "isDataReductionForceCopy": false
}

Universal Replicator の場合の属性を次に示します。

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 1～29 文字で指定します。大文字と小

文字を区別します。

ローカル側とリモート側のストレージシステムで一意になるよう

に設定してください。

copyPairName string （必須）コピーペア名を 1～31 文字で指定します。大文字と小文字

を区別します。

ローカル側とリモート側のストレージシステムで一意になるよう

に設定してください。

replicationType string （必須）ペア種別を指定します。

UR：Universal Replicator

remoteStorageDeviceId string （必須）ペアを作成するリモートストレージシステムのストレージ

デバイス ID を指定します。

pvolLdevId int （必須）P-VOL の LDEV 番号を 10 進数で指定します。

svolLdevId int （必須）S-VOL の LDEV 番号を 10 進数で指定します。

pathGroupId int （任意）パスグループ ID を 0～255の 10 進数で指定します。

省略した場合、または 0を指定した場合は、設定済みのパスグル

ープのうち最小の番号が設定されます。

localDeviceGroupName string （任意）ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名を 1
～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

既存のコピーグループにペアを追加する場合は、既存のローカル

ストレージシステム側のデバイスグループ名と合わせてくださ

い。ローカルストレージシステムで一意である必要があります。

省略した場合、＜copyGroupName ＞ P_が設定されます。

remoteDeviceGroupName string （任意）リモートストレージシステム側のデバイスグループ名を 1
～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

既存のコピーグループにペアを追加する場合は、既存のリモート

ストレージシステム側のデバイスグループ名と合わせてくださ

い。リモートストレージシステムで一意である必要があります。

省略した場合、＜copyGroupName ＞ S_が設定されます。

isNewGroupCreation boolean （必須）コピーグループを新規に作成してペアを追加するか、既存

のコピーグループにペアを追加するかを指定します。
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属性 型 説明

• true：新しくコピーグループを作成してペアを追加する

• false：既存のコピーグループにペアを追加する

muNumber int （必須）MU（ミラーユニット）番号を 0～3の値で指定します。

この値は、P-VOL と S-VOL で使用します。新しくコピーグルー

プを作成してペアを追加する場合だけ指定できます。

pvolJournalId int （必須）P-VOL のジャーナル ID を 0～255の 10 進数で指定しま

す。

新しくコピーグループを作成してペアを追加する場合は必ず指定

します。

svolJournalId int （必須）S-VOL のジャーナル ID を 0～255の 10 進数で指定しま

す。

新しくコピーグループを作成してペアを追加する場合は必ず指定

します。

consistencyGroupId int （任意）コンシステンシーグループ ID を 0～255の 10 進数で指定

します。

新しくコピーグループを作成してペアを追加する場合は、この値

を省略すると、コンシステンシーグループ ID の値は自動で付与

されます。

既存のコピーグループにペアを追加する場合は、既存のコピーペ

アの値と合わせてください。同じコピーグループ内にコンシステ

ンシーグループ ID が異なるペアが混在すると、コンシステンシ

ーグループ単位でペアを正しく操作できません。

fenceLevel string （任意）フェンスレベル

自動で ASYNCが設定されます。

doInitialCopy boolean （任意）ペアを作成するとき、形成コピー（初期コピー）を行うか

どうかを指定します。

• true：形成コピーを行う

• false：形成コピーを行わない

省略した場合、trueが設定されます。

isDataReductionForceCopy boolean （任意）容量削減機能（dedupe and compression）が有効なボリュー

ムでペアを強制的に作成するかどうかを指定します。

• true：強制的に作成する※

• false：強制的に作成しない

省略した場合、false が設定されます。

doDeltaResyncSuspend boolean （任意）3DC マルチターゲット構成の場合に、副サイトのストレ

ージシステム間でデルタリシンクを使用するどうかを指定しま

す。

• true：デルタリシンクを使用する

• false：デルタリシンクを使用しない

trueを指定した場合、デルタリシンク用の Universal Replicator ペ
アのジャーナルボリュームを、形成コピーをせずに初期状態で作

成します。

省略した場合、falseが設定されます。

注※　容量削減機能（圧縮または重複排除）が有効なボリュームのコピーには、データの量に

よって最長で数か月掛かるおそれがあります。計画的にペア作成を実行することをお勧めし

ます。
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レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 作成した TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --data-
binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs

関連概念

• 11.2 TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアの操作の流れ

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 11.5 特定のリモートコピーグループの情報を取得する

11.8 コピーグループ単位で TrueCopy ペア／Universal
Replicator ペアを分割する

指定したコピーグループ単位で TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアを分割します。ペア

を分割するとプライマリボリュームからセカンダリボリュームへのデータのコピーを中断します。
同一のコピーグループやコピーグループ内のペアに対して、同時にほかの処理を行わないでくださ
い。

ヒント　 この API は、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWaitを指定して

実行することをお勧めします。詳細についてはペアの操作の流れの説明を参照してください。

実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copygroups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/split/invoke
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リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リモートコピーグループの情報取得で取得した remoteMirrorCopyGroupIdの値を指定し

ます。次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteStorageDeviceId ＞,＜copyGroupName ＞,＜localDeviceGroupName ＞,
＜remoteDeviceGroupName ＞

属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

copyGroupName string （必須）コピーグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

localDeviceGroupName string （必須）ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

remoteDeviceGroupName string （必須）リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

分割だけをする場合のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "TC"
  }
}

S-VOL を指定して分割したあと、S-VOL のペア状態を SSWS へ強制的に変更する場合のコー

ド例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "UR",
    "svolOperationMode": "SSWS"
  }
}

TrueCopy の場合で、分割したあと、P-VOL への書き込みを不可にするときのコード例を次に

示します。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "TC",
    "doPvolWriteProtect": true
  }
}

Universal Replicator の場合で、分割したあと、ジャーナルボリュームを強制的に停止するとき

のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "UR",
    "doDataSuspend": true
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  }
}

属性 型 説明

replicationType string （必須）ペア種別を指定します。

• TC：TrueCopy

• UR：Universal Replicator

svolAccessMode string （任意）ペアを分割したあとの S-VOL へのアクセスモードを指定しま

す。

• r：Read だけ

• rw：Read および Write
省略した場合、rが設定されたと見なされます。

この属性を指定する場合は svolOperationMode属性の指定はでき

ません。

TC の場合は、doPvolWriteProtect属性に trueを指定できません。

UR の場合は、doDataSuspend属性に trueを指定できません。

svolOperationMode string （任意）正サイトのストレージシステムで障害が発生した場合などに、

S-VOL のペアの状態を強制的に変更します。副サイトのストレージシ

ステムからリクエストを発行してください。

• SSWS：SSWS モードにする

• PSUS：PSUS（PSUE、SSUS）モードにする

この属性を指定する場合は svolAccessMode属性を指定できません。

TC の場合は、doPvolWriteProtect属性に trueを指定できません。

UR の場合は、doDataSuspend属性に trueを指定できません。

doPvolWriteProtect boolean （任意）TC の場合、P-VOL への書き込みを強制的に不可にします。

• true：P-VOL を書き込み不可にする

• false：P-VOL を書き込み不可にしない

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

この属性に trueを指定する場合は、svolAccessMode属性および

svolOperationMode属性を指定できません。

doDataSuspend boolean （任意）UR の場合、ジャーナルの利用アクセス量が多くなったときに、

ジャーナルの操作を強制的に停止します。

• true：ジャーナルの操作を強制的に停止する

S-VOL 側のグループにデータをコピーしないで、マスタジャーナル

ボリュームとリストアジャーナルボリュームのデータを消去しま

す。

• false：ジャーナルの操作を強制的に停止しない

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

この属性に trueを指定する場合は、svolOperationMode属性を指

定できません。svolAccessMode属性は rwだけ指定できます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。
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属性 説明

affectedResources 分割した TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアのコピーグループの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copygroups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/split

この Action テンプレートでは、オブジェクト ID で指定されたコピーグループのペア種別と、ロー

カルストレージシステムにあるコピーグループ内のボリュームが P-VOL か S-VOL かによって、指

定できる属性だけを返します。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed 指定したコピーグループのペアの操作ができないことを示

します。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

P-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_/actions/
split

S-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123456,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupS_,remoteCopyGroupP_/actions/
split

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

P-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --data-
binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_/actions/
split/invoke
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S-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --data-
binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123456,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupS_,remoteCopyGroupP_/actions/
split/invoke

関連概念

• 11.2 TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアの操作の流れ

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 11.4 リモートコピーグループの一覧を取得する

11.9 TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアを分割する
指定した TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアを分割します。ペアを分割するとプライマ

リボリュームからセカンダリボリュームへのデータのコピーを中断します。同一のコピーグループ
やコピーグループ内のペアに対して、同時にほかの処理を行わないでください。

ヒント　 この API は、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWaitを指定して

実行することをお勧めします。詳細についてはペアの操作の流れの説明を参照してください。

実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copypairs/＜オブジェクト ID ＞/
actions/split/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リモートコピーペアの情報取得で取得した remoteMirrorCopyPairIdの値を指定します。

次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteStorageDeviceId ＞,＜copyGroupName ＞,＜localDeviceGroupName ＞,
＜remoteDeviceGroupName ＞,＜copyPairName ＞

属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

copyGroupName string （必須）コピーグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

localDeviceGroupName string （必須）ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

440 TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアの管理

REST API リファレンスガイド



属性 型 説明

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

remoteDeviceGroupName string （必須）リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

copyPairName string （必須）コピーペア名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

分割だけをする場合のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "UR"
  }
}

分割したあと、S-VOL への書き込みを可能にする場合のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "TC",
    "svolAccessMode": "rw"
  }
}

S-VOL を指定して分割したあと、S-VOL のペア状態を強制的に変更する場合のコード例を次

に示します。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "TC",
    "svolOperationMode": "PSUS"
  }
}

属性 型 説明

replicationType string （必須）ペア種別を指定します。

• TC：TrueCopy

• UR：Universal Replicator

svolAccessMode string （任意）ペアを分割したあとの S-VOL へのアクセスモードを指定しま

す。

• r：Read だけ

• rw：Read および Write
省略した場合、rが設定されたと見なされます。

この属性を指定する場合は svolOperationMode属性を指定できま

せん。

TC の場合は、doPvolWriteProtect属性に trueを指定できません。

UR の場合は、doDataSuspend属性に trueを指定できません。
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属性 型 説明

svolOperationMode string （任意）正サイトのストレージシステムで障害が発生した場合などに、

S-VOL のペアの状態を強制的に変更します。副サイトのストレージシ

ステムからリクエストを発行してください。

• SSWS：SSWS モードにする

• PSUS：PSUS（PSUE、SSUS）モードにする

この属性を指定する場合は svolAccessMode属性を指定できません。

TC の場合は、doPvolWriteProtect属性に trueを指定できません。

UR の場合は、doDataSuspend属性に trueを指定できません。

doPvolWriteProtect boolean （任意）TC の場合に、P-VOL への書き込みを強制的に不可にします。

• true：P-VOL を書き込み不可にする

• false：P-VOL を書き込み不可にしない

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

この属性に trueを指定する場合は、svolAccessMode属性および

svolOperationMode属性を指定できません。

doDataSuspend boolean （任意）UR の場合に、ジャーナルの利用アクセス量が多くなったとき

に、ジャーナルの操作を強制的に停止します。

• true：ジャーナルの操作を強制的に停止する

S-VOL にデータをコピーしないで、マスタジャーナルボリュームと

リストアジャーナルボリュームのデータを消去します。

• false：ジャーナルの操作を強制的に停止しない

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

この属性に trueを指定する場合は、svolOperationMode属性を指

定できません。svolAccessMode属性は rwだけ指定できます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 分割した TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copypairs/＜オブジェクト ID ＞/
actions/split

この Action テンプレートでは、オブジェクト ID で指定されたペアのペア種別と、ローカルストレ

ージシステムにあるボリュームが P-VOL か S-VOL かによって、指定できる属性だけを返します。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。
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ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed 指定したペアの操作ができないことを示します。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

P-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_,pair1/
actions/split

S-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123456,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupS_,remoteCopyGroupP_,pair1/
actions/split

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

P-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --data-
binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_,pair1/
actions/split/invoke

S-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --data-
binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123456,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupS_,remoteCopyGroupP_,pair1/
actions/split/invoke

関連概念

• 11.2 TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアの操作の流れ

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 11.6 特定のリモートコピーペアの情報を取得する
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11.10 コピーグループ単位で TrueCopy ペア／Universal
Replicator ペアを再同期する

指定したコピーグループ単位で TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアを再同期します。ペ

アを再同期すると、コピーグループ単位で、分割したあとの差分データをプライマリボリュームか
らセカンダリボリュームへコピーして、再度データを一致させます。同一のコピーグループやコピ
ーグループ内のペアに対して、ほかの処理を同時に行わないでください。

ヒント　 この API は、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWaitを指定して

実行することをお勧めします。詳細についてはペアの操作の流れの説明を参照してください。

メモ　

TrueCopy の場合でペアの再同期時に、同時にペアをコンシステンシーグループに新規に登録する操作は、対象

のコピーグループ内のペア数が 1,000 以下のときだけ実行できます。ペアの数が 1,000 を超える場合は、コピー

グループ内のペアをいったんすべて削除したあと、ペアを再作成するときにコンシステンシーグループに登録し

てください。または、ペアを削除してペアの数を 1,000 以下にしてから再同期したあとに、削除した分のペアを

作成するときにコンシステンシーグループに登録してください。

実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copygroups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/resync/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リモートコピーグループの情報取得で取得した remoteMirrorCopyGroupIdの値を指定し

ます。次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteStorageDeviceId ＞,＜copyGroupName ＞,＜localDeviceGroupName ＞,
＜remoteDeviceGroupName ＞

属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

copyGroupName string （必須）コピーグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

localDeviceGroupName string （必須）ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

remoteDeviceGroupName string （必須）リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ
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再同期だけをする場合のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "TC"
  }
}

フェイルバック対象のコピーグループの MU（ミラーユニット）番号を指定して再同期をする

場合のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "UR",
    "doFailback": true,
    "failbackMuNumber": 1
  }
}

P-VOL を指定して、P-VOL と S-VOL を入れ替えて再同期する場合のコード例を次に示しま

す。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "UR",
    "doSwapPvol": true
  }
}

TrueCopy の場合で、指定したコピーグループを新たにコンシステンシーグループにして再同期

するときのコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "TC",
    "fenceLevel": "STATUS",
    "isConsistencyGroup": true,
    "consistencyGroupId": 123
  }
}

属性 型 説明

replicationType string （必須）ペア種別を指定します。

• TC：TrueCopy

• UR：Universal Replicator

doFailback boolean （任意）3DC カスケード構成で障害が発生した場合に、フェイルバック

を行うかどうか指定します。

• true：フェイルバックを行う

• false：フェイルバックを行わない

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

この属性が trueの場合は、doSwapSvol属性と doSwapPvol属性に

trueを指定できません。TC の場合は、fenceLevel属性も指定でき

ません。

failbackMuNumber int （任意）フェイルバックを行う対象の MU（ミラーユニット）番号を指

定します。

doFailback属性が trueの場合だけ指定できます。
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属性 型 説明

doSwapSvol boolean （任意）S-VOL を指定してペアが分割されている場合に、ペアの再同期

の方法を指定します。副サイトのストレージシステムからリクエスト

を発行してください。

• true：S-VOL を指定して再同期する（スワップリシンク）

P-VOL と S-VOL を入れ替えます。新しい P-VOL のデータを S-
VOL へコピーして、ペアを再同期します。

• false：P-VOL を指定して再同期する

P-VOL のデータを S-VOL へコピーして、ペアを再同期します。

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

この属性が trueの場合は、doSwapPvol属性と doFailback属性に

trueを指定できません。TC の場合は、fenceLevel属性も指定でき

ません。

doSwapPvol boolean （任意）P-VOL を指定してペアが分割されている場合に、ペアの再同期

の方法を指定します。正サイトのストレージシステムからリクエスト

を発行してください。

• true：P-VOL を指定して再同期する（スワップリシンク）

P-VOL と S-VOL を入れ替えます。新しい P-VOL のデータを S-
VOL へコピーして、ペアを再同期します。

• false：P-VOL を指定して再同期する

P-VOL のデータを S-VOL へコピーして、ペアを再同期します。

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

この属性が trueの場合は、doSwapSvol属性と doFailback属性に

trueを指定できません。TC の場合は、fenceLevel属性も指定でき

ません。

isConsistencyGroup boolean （任意）TC の場合に、コンシステンシーグループの登録状態に応じて次

のように指定します。

• コンシステンシーグループに未登録の場合

◦ true：コンシステンシーグループに新規に登録する※

◦ false：コンシステンシーグループに未登録のままにする

• コンシステンシーグループに登録済みの場合

◦ true：コンシステンシーグループに登録済みのままにする

◦ false：コンシステンシーグループの登録を取り消して未登録

にする

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。コンシステンシ

ーグループに登録済みの状態を保持する場合は必ずこの属性に true を

指定してください。この属性を省略すると、コンシステンシーグループ

の登録が取り消されます。

コンシステンシーグループの登録状態は、コピーグループ内で統一して

ください。同じコピーグループ内にコンシステンシーグループに登録

されているペアと登録されていないペアが混在すると、コンシステンシ

ーグループ単位でペアを正しく操作できません。

この属性が trueの場合は、fenceLevel属性も必ず指定します。

consistencyGroupId int （任意）TC の場合、コンシステンシーグループ ID を 0～255の 10 進数

で指定します。

指定したコピーグループをコンシステンシーグループに新規に登録す

る場合に使用します。

指定したコピーグループがコンシステンシーグループに登録済みの場

合は、指定できません。
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属性 型 説明

この属性を指定する場合は、isConsistencyGroup属性に必ず true
を指定します。

fenceLevel string （任意）TC の場合、フェンスレベルを指定します。

• DATA：S-VOL データ

• STATUS：S-VOL 状態

• NEVER：なし

isConsistencyGroup属性に trueを指定する場合、この属性は必ず

指定します。その場合に、フェンスレベルに変更がないときは、既存の

フェンスレベルの値を指定してください。

フェンスレベルを変更する場合は、変更したあとの値を指定してくださ

い。

この属性を指定する場合は、doFailback属性、doSwapSvol属性、

doSwapPvol属性に trueを指定できません。

copyPace int （任意）TC の場合、コピーをするときのトラックサイズを 1～15の 10
進数で指定します。数値が大きいほどコピーをする速度が上がります。

注※　コピーグループ内のペア数が 1,000 以下の場合だけ指定できます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 再同期した TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアのコピーグループの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copygroups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/resync

この Action テンプレートでは、オブジェクト ID で指定されたコピーグループのペア種別と、ロー

カルストレージシステムにあるコピーグループ内のボリュームが P-VOL か S-VOL かによって、指

定ができる属性だけを返します。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed 指定したコピーグループのペアの操作ができないことを示

します。

コード例

Action テンプレートを取得する場合
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P-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_/actions/
resync

S-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123456,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupS_,remoteCopyGroupP_/actions/
resync

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

P-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --data-
binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_/actions/
resync/invoke

S-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --data-
binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123456,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupS_,remoteCopyGroupP_/actions/
resync/invoke

関連概念

• 11.2 TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアの操作の流れ

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 11.4 リモートコピーグループの一覧を取得する

11.11 TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアを再同期する
指定した TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアを再同期します。ペアを再同期すると、分割

したあとの差分データをプライマリボリュームからセカンダリボリュームへコピーして、再度デー
タを一致させます。同一のコピーグループやコピーグループ内のペアに対して、ほかの処理を同時
に行わないでください。

ヒント　 この API は、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWaitを指定して

実行することをお勧めします。詳細についてはペアの操作の流れの説明を参照してください。
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メモ　

TrueCopy の場合でペアの再同期時に、同時にペアをコンシステンシーグループに新規に登録する操作は、対象

のコピーグループ内のペア数が 1,000 以下のときだけ実行できます。ペアの数が 1,000 を超える場合は、コピー

グループ内のペアをいったんすべて削除したあと、ペアを再作成するときにコンシステンシーグループに登録し

てください。または、ペアを削除してペアの数を 1,000 以下にしてから再同期したあとに、削除した分のペアを

作成するときにコンシステンシーグループに登録してください。

実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copypairs/＜オブジェクト ID ＞/
actions/resync/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リモートコピーペアの情報取得で取得した remoteMirrorCopyPairIdの値を指定します。

次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteStorageDeviceId ＞,＜copyGroupName ＞,＜localDeviceGroupName ＞,
＜remoteDeviceGroupName ＞,＜copyPairName ＞

属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

copyGroupName string （必須）コピーグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

localDeviceGroupName string （必須）ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

remoteDeviceGroupName string （必須）リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

copyPairName string （必須）コピーペア名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

再同期だけをする場合のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "UR"
  }
}

フェイルバック対象のペアの MU（ミラーユニット）番号を指定して再同期をする場合のコー

ド例を次に示します。

{
  "parameters": {
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    "replicationType": "TC",
    "doFailback": true,
    "failbackMuNumber": 1
  }
}

S-VOL を指定して、P-VOL と S-VOL を入れ替えて再同期する場合のコード例を次に示しま

す。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "TC",
    "doSwapSvol": true
  }
}

属性 型 説明

replicationType string （必須）ペア種別を指定します。

• TC：TrueCopy

• UR：Universal Replicator

doFailback boolean （任意）3DC カスケード構成で障害が発生した場合に、フェイルバック

を行うかどうか指定します。

• true：フェイルバックを行う

• false：フェイルバックを行わない

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

この属性が trueの場合は、doSwapSvol属性と doSwapPvol属性に

trueを指定できません。TC の場合は、fenceLevel属性も指定でき

ません。

failbackMuNumber int （任意）フェイルバックを行う対象の MU（ミラーユニット）番号を指

定します。

doFailback属性が trueの場合だけ指定できます。

doSwapSvol boolean （任意）S-VOL を指定してペアが分割されている場合に、ペアの再同期

の方法を指定します。副サイトのストレージシステムからリクエスト

を発行してください。

• true：S-VOL を指定して再同期する（スワップリシンク）

P-VOL と S-VOL を入れ替えます。新しい P-VOL のデータを S-
VOL へコピーして、ペアを再同期します。

• false：P-VOL を指定して再同期する

P-VOL のデータを S-VOL へコピーして、ペアを再同期します。

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

この属性が trueの場合は、doSwapPvol属性と doFailback属性に

trueを指定できません。TC の場合は、fenceLevel属性も指定でき

ません。

doSwapPvol boolean （任意）P-VOL を指定してペアが分割されている場合に、ペアの再同期

の方法を指定します。正サイトのストレージシステムからリクエスト

を発行してください。

• true：P-VOL を指定して再同期する（スワップリシンク）

P-VOL と S-VOL を入れ替えます。新しい P-VOL のデータを S-
VOL へコピーして、ペアを再同期します。

• false：P-VOL を指定して再同期する

P-VOL のデータを S-VOL へコピーして、ペアを再同期します。

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。
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属性 型 説明

この属性が trueの場合は、doSwapSvol属性と doFailback属性に

trueを指定できません。TC の場合は、fenceLevel属性も指定でき

ません。

isConsistencyGroup boolean （任意）TC の場合に、コンシステンシーグループの登録状態に応じて次

のように指定します。

• コンシステンシーグループに未登録の場合

◦ true：コンシステンシーグループに新規に登録する※

◦ false：コンシステンシーグループに未登録のままにする

• コンシステンシーグループに登録済みの場合

◦ true：コンシステンシーグループに登録済みのままにする

◦ false：コンシステンシーグループの登録を取り消して未登録

にする

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。コンシステンシ

ーグループに登録済みの状態を保持する場合は必ずこの属性に true
を指定してください。この属性を省略すると、コンシステンシーグルー

プの登録が取り消されます。

コンシステンシーグループの登録状態は、コピーグループ内で統一して

ください。同じコピーグループ内にコンシステンシーグループに登録

されているペアと登録されていないペアが混在すると、コンシステンシ

ーグループ単位でペアを正しく操作できません。

この属性が trueの場合は、fenceLevel属性も必ず指定します。

consistencyGroupId int （任意）TC の場合、コンシステンシーグループ ID を 0～255の 10 進数

で指定します。

指定したペアをコンシステンシーグループに新規に登録する場合に使

用します。

指定したペアがコンシステンシーグループに登録済みの場合は、指定で

きません。

コンシステンシーグループ ID は、コピーグループ内で統一してくださ

い。同じコピーグループ内にコンシステンシーグループ ID が異なるペ

アが混在すると、コンシステンシーグループ単位でペアを正しく操作で

きません。

この属性を指定する場合は、isConsistencyGroup属性に必ず true
を指定します。

fenceLevel string （任意）TC の場合、フェンスレベルを指定します。

• DATA：S-VOL データ

• STATUS：S-VOL 状態

• NEVER：なし

isConsistencyGroup属性に trueを指定する場合、この属性は必ず

指定します。その場合に、フェンスレベルに変更がないときは、既存の

フェンスレベルの値を指定してください。

フェンスレベルを変更する場合は、変更したあとの値を指定してくださ

い。

この属性を指定する場合は、doFailback属性、doSwapSvol属性、

doSwapPvol属性に trueを指定できません。

copyPace int （任意）TC の場合、コピーをするときのトラックサイズを 1～15の 10
進数で指定します。数値が大きいほどコピーをする速度が上がります。

注※　コピーグループ内のペア数が 1,000 以下の場合だけ指定できます。
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レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 再同期した TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copypairs/＜オブジェクト ID ＞/
actions/resync

この Action テンプレートでは、オブジェクト ID で指定されたペアのペア種別と、ローカルストレ

ージシステムにあるボリュームが P-VOL か S-VOL かによって、指定できる属性だけを返します。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed 指定したペアの操作ができないことを示します。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

P-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_,pair1/
actions/resync

S-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123456,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupS_,remoteCopyGroupP_,pair1/
actions/resync

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

P-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --data-
binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_,pair1/
actions/resync/invoke
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S-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --data-
binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123456,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupS_,remoteCopyGroupP_,pair1/
actions/resync/invoke

関連概念

• 11.2 TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアの操作の流れ

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 11.6 特定のリモートコピーペアの情報を取得する

11.12 コピーグループ単位で TrueCopy ペア／Universal
Replicator ペアを削除する

指定したコピーグループ単位で TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアを削除します。ペア

を削除すると、デバイスグループも削除されます。ペアの削除は、リソースをロックしてから実行
するか、またはほかのユーザがリソースをロックしていないときに実行してください。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）およびストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copygroups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リモートコピーペアの情報取得で取得した remoteMirrorCopyGroupIdの値を指定します。

次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteStorageDeviceId ＞,＜copyGroupName ＞,＜localDeviceGroupName ＞,
＜remoteDeviceGroupName ＞

属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

copyGroupName string （必須）コピーグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

localDeviceGroupName string （必須）ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

remoteDeviceGroupName string （必須）リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアの管理 453
REST API リファレンスガイド



属性 型 説明

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除した TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアのコピーグループの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 11.4 リモートコピーグループの一覧を取得する

11.13 TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアを削除する
指定した TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアを削除します。ペアを削除した結果、コピー

グループにペアがなくなる場合は、そのコピーグループとデバイスグループも削除されます。ペア
の削除は、リソースをロックしてから実行するか、またはほかのユーザがリソースをロックしてい
ないときに実行してください。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）およびストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copypairs/＜オブジェクト ID ＞
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リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リモートコピーペアの情報取得で取得した remoteMirrorCopyPairIdの値を指定します。

次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteStorageDeviceId ＞,＜copyGroupName ＞,＜localDeviceGroupName ＞,
＜remoteDeviceGroupName ＞,＜copyPairName ＞

属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

copyGroupName string （必須）コピーグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

localDeviceGroupName string （必須）ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

remoteDeviceGroupName string （必須）リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

copyPairName string （必須）コピーペア名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除した TrueCopy ペアまたは Universal Replicator ペアの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_,pair1

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード
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• 1.16 ジョブオブジェクト

• 11.5 特定のリモートコピーグループの情報を取得する

456 TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアの管理

REST API リファレンスガイド



12
global-active device ペアの管理

この章では、REST API で実行する global-active device ペアの操作について説明します。

 12.1 global-active device とは

 12.2 global-active device ペアの操作の流れ

 12.3 ペアの状態遷移（global-active device）

 12.4 リモートコピーグループの一覧を取得する

 12.5 特定のリモートコピーグループの情報を取得する

 12.6 global-active device ペアの情報を取得する

 12.7 特定のリモートコピーペアの情報を取得する

 12.8 global-active device ペアを作成する

 12.9 コピーグループ単位で global-active device ペアを削除する

 12.10 global-active device ペアを削除する

 12.11 コピーグループ単位で global-active device ペアを中断する

 12.12 global-active device ペアを中断する

 12.13 コピーグループ単位で global-active device ペアを再同期する

 12.14 global-active device ペアを再同期する
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12.1 global-active device とは
global-active device は、2 台のストレージシステムの間でボリュームを二重化し、ストレージシステ

ムの可用性を向上させます。同一の仮想ストレージマシンにそれぞれのストレージシステムのリソ
ースを登録し、ペアとなるボリュームに同一の仮想 LDEV ID を付与することで、ホストからは 1 台

のストレージシステムのボリュームとして扱えます。ホストからの I/O を両方のストレージシステ

ムで受け付けられ、一方のボリュームに書き込まれたデータが自動的にもう一方のボリュームに同
期されます。

REST API クライアントから API を発行することで、global-active device のペアを作成したり、どち

らかのストレージシステムをメンテナンスのために停止する場合にペアを操作したりします。

global-active device のペアボリューム間のデータの同期状態を判断するために、Quorum ディスクが

使用されます。global-active device の詳細については、マニュアル「global-active device ユーザガイ

ド」を参照してください。

関連概念

• 10.1 リモートコピーの環境構築の流れ

関連参照

• 1.20 リソースのロック

12.2 global-active device ペアの操作の流れ
REST API を使用した環境で行う global-active device のペア操作は、通常運用とメンテナンス運用が

あります。

重要　 global-active device のペア操作および情報取得では、リクエストヘッダに Remote-Authorization を指定し

てください。
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通常運用の場合

通常運用での操作の流れを次の図に示します。

ペアの作成

ペアを作成して、P-VOL のすべてのデータを S-VOL にコピーします。ペアは二重化状態にな

ります。ペアは新規のコピーグループに作成するか、既存のコピーグループに追加します。コ

ピーグループは、コピーペアを 1 つにグループ化したものです。P-VOL をグループ化したデバ

イスグループと、S-VOL をグループ化したデバイスグループから構成されます。

コピーグループまたはペアの情報取得

コピーグループまたはペア単位で、ペアを操作できます。

ペアの削除

あらかじめペアを中断してボリュームのペア状態を解消します。

メンテナンス運用の場合

REST API を使用して、global-active device で使用しているストレージシステムを計画的に停止し、

メンテナンス作業を行うことができます。

正サイトのメンテナンスを行う場合の操作の流れを次の図に示します。
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ペアの中断（S-VOL 指定）

ペアの二重化を中断します。I/O が副サイトに切り替わります。

P-VOL に対する I/O の計画停止

P-VOL の I/O を停止します。

メンテナンス作業

正サイトにマイクロバージョンアップなどのメンテナンスを行います。

ペアの再同期（S-VOL 指定）（スワップリシンク）

メンテナンス作業の終了後に、P-VOL 停止中の差分データを再同期します。P-VOL と S-VOL
を入れ替え、入れ替わった P-VOL のデータを S-VOL にコピーして、ペアを再同期します。

メモ　

再同期は、コピーグループまたはペア単位で操作できます。再同期時にコンシステンシーグループに登録

したい場合は、ペア単位ではなくコピーグループ単位でペアを操作してください。

ペアの再同期（P-VOL 指定）（スワップリシンク）

必要に応じて、入れ替わった P-VOL と S-VOL を再び入れ替えます。

P-VOL の I/O 再開

P-VOL の I/O を再開します。

リクエストヘッダでの Job-Mode-Wait-Configuration-Change の指定について

ペアの作成、ペアの分割、およびペアの再同期では、データコピーに時間がかかるためにジョブの

ステータスが Completedにならず、複数の非同期処理を同時に実行するとジョブが滞留すること

があります。この場合、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-
Change:NoWaitを指定して実行することで、データコピーが完了するまで待たないでジョブのス

テータスが Completedになり、次のジョブの実行が開始されます。このとき、ジョブの実行が完

了してもデータコピーは継続されます。データのコピーが完了したかどうかは、ジョブのステータ

スではなく対象のペアの状態を取得して確認してください。ペアの状態については、ペアの状態遷

移の説明を参照してください。

関連参照

• 1.8 リクエストヘッダ

• 12.3 ペアの状態遷移（global-active device）
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12.3 ペアの状態遷移（global-active device）
global-active device ペアの操作によって遷移するペアの状態を、次の図に示します。

global-active device の状態管理

global-active device は、次の状態とモードによって管理されています。

• GAD 状態

global-active device の状態です。ペア状態と I/O モードの組み合わせによって決まります。どこ

にも表示されません。
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• ペアの状態

プライマリボリュームとセカンダリボリュームのペアの状態です。

• I/O モード

プライマリボリュームとセカンダリボリュームの I/O モードです。

GAD 状態を次に示します。

GAD 状態 説明

初期 ペアを作成する前の状態

二重化中 二重化の状態へ遷移中

次のどちらかの状態を示します。

• Quorum ディスクの準備中

• P-VOL から S-VOL へのコピー中

二重化 ペアが正常に動作している状態

データが二重化しています。

サスペンド 操作か障害によってペアが中断している状態

P-VOL または S-VOL のどちらかに最新データがあります。ホストからの I/O は、最

新データがある方のボリュームにだけ行われます。

ブロック 複数の障害が同時に発生し、P-VOL と S-VOL のどちらもホストからの I/O を受け付

けない状態

次のどちらかの状態を示します。

• P-VOL と S-VOL の両方に最新データがあります。ペアを強制削除すると、どち

らかのボリュームでホストからの I/O を再開できます。ただし、REST API では

ペアを強制削除できません。

• ローカルストレージシステムかリモートストレージシステムのどちらかで障害

が発生し、もう一方のストレージシステムのボリュームもホストからの I/O を

停止しています。

ペアの状態を次に示します。ペア状態は、プライマリボリュームとセカンダリボリュームがそれぞ

れ持つボリュームの状態です。

ペアの状態 説明

SMPL ペアの関係が設定されていない状態

COPY ペア作成中

形成コピーまたは再同期中の状態

PAIR ペア状態

形成コピーが完了し、データも二重化されています。

PSUS 操作によってぺアが中断（サスペンド）している状態（P-VOL 側で表示）

SSUS 操作によってぺアが中断（サスペンド）していて、S-VOL の更新が中止されている状態（S-
VOL 側で表示）

PSUE 障害によってペアが中断（サスペンド）およびブロックしている状態

SSWS 操作または障害によってペアが中断（サスペンド）していて、P-VOL の更新が中止されて

いる状態（S-VOL 側で表示）

I/O モードを次に示します。I/O モードは、global-active device ペアのプライマリボリュームとセカン

ダリボリュームがそれぞれ持つ I/O の流れを表しています。
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I/O モード 状態 Read 処理 Write 処理

L/M Mirror（RL） ローカルストレージシステムのボリュ

ームのデータをホストへ送信

ローカルストレージシステム、リモート

ストレージシステムの順で、両方のボリ

ュームへデータを書き込む

L/L Local ローカルストレージシステムのボリュ

ームのデータをホストへ送信

ローカルストレージシステムのボリュ

ームにだけデータを書き込む

B/B Block 拒否（Illegal request を応答） 拒否（Illegal request を応答）

L は Local、M は Mirror、B は Block を示します。

GAD 状態とペアの状態およびＩ/Ｏモードの関係を次に示します。

GAD 状態 中断の契機

P-VOL S-VOL
最新データがある

ボリューム
ペアの状態 I/O モード ペアの状態 I/O モード

初期 - SMPL - SMPL - -

二重化中 - COPY L/M COPY B/B P-VOL

二重化 - PAIR L/M PAIR L/M P-VOL、S-VOL

サスペンド

（P-LOCAL）
ペアの操作 PSUS L/L SSUS B/B P-VOL

障害 PSUE L/L PSUE B/B

SMPL -

× ×

サスペンド

（S-LOCAL）
ペアの操作 PSUS B/B SSWS L/L S-VOL

障害 PSUE B/B SSWS L/L

SMPL -

× ×

ブロック - PSUE B/B PSUE B/B P-VOL、S-VOL

× ×

× × PSUE B/B

（凡例）

-：該当なし

×：ストレージシステムの障害などで、ペアの状態や I/O モードを確認できない状態

メモ　

次の場合、ペアに対する操作を実行すると、レスポンスは成功で返りますが、実際にはリクエストの内容は反映

されません。

• PSUS または SSUS 状態のペアに対してペアの中断を実行した場合

• COPY または PAIR 状態のペアに対してペアの再同期を実行した場合

12.4 リモートコピーグループの一覧を取得する
対象のストレージシステム内のリモートコピーペア（TrueCopy／Universal Replicator／global-active
device）が登録されているすべてのリモートコピーグループの一覧を取得します。デバイスグルー
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プ名やコピーグループ名に半角スペースが含まれている場合などは、コピーグループの情報を取得
できません。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copygroups

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

パラメータ 型 フィルタ条件

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data" : [ {
    "remoteMirrorCopyGroupId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup1,remoteCopyGroup1S_,remoteCopyGroup1P_"
,
    "copyGroupName" : "remoteCopyGroup1",
    "muNumber" : 0,
    "remoteStorageDeviceId" : "886000123789",
    "localDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup1S_",
    "remoteDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup1P_"
  }, {
    "remoteMirrorCopyGroupId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup2,remoteCopyGroup2P_,remoteCopyGroup2S_"
,
    "copyGroupName" : "remoteCopyGroup2",
    "muNumber" : 0,
    "remoteStorageDeviceId" : "886000123789",
    "localDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup2P_",
    "remoteDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup2S_"
  }, {
    "remoteMirrorCopyGroupId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup3,remoteCopyGroup3P_,remoteCopyGroup3S_"
,
    "copyGroupName" : "remoteCopyGroup3",
    "muNumber" : 0,
    "remoteStorageDeviceId" : "886000123789",
    "localDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup3P_",
    "remoteDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup3S_"
  } ]
}
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属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

copyGroupName string コピーグループ名

localDeviceGroupName string ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

remoteDeviceGroupName string リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

muNumber int MU（ミラーユニット）番号

MU 番号が取得できない場合は表示されません。

remoteMirrorCopyGroupId string リモートコピーグループのオブジェクト ID
次の属性をコンマで連結した形式で表示されます。

• remoteStorageDeviceId
• copyGroupName
• localDeviceGroupName
• remoteDeviceGroupName

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups?
remoteStorageDeviceId=886000123789

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

12.5 特定のリモートコピーグループの情報を取得する
指定したコピーグループの情報およびコピーグループに含まれるペア（TrueCopy／Universal
Replicator／global-active device）の情報を取得します。コピーグループ名やコピーペア名に半角スペ

ースが含まれている場合などは、ペアの情報を取得できません。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copygroups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID
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リモートコピーグループの情報取得で取得した remoteMirrorCopyGroupIdの値を指定し

ます。次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteStorageDeviceId ＞,＜copyGroupName ＞,＜localDeviceGroupName ＞,
＜remoteDeviceGroupName ＞

属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID
0以上の 10 進数で指定します。

copyGroupName string （必須）コピーグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

localDeviceGroupName string （必須）ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

remoteDeviceGroupName string （必須）リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

TrueCopy の場合の出力例を次に示します。

{
  "remoteMirrorCopyGroupId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup1,remoteCopyGroup1P_,remoteCopyGroup1S_"
,
  "copyGroupName" : "remoteCopyGroup1",
  "copyPairs" : [ {
    "copyGroupName" : "remoteCopyGroup1",
    "copyPairName" : "pair1",
    "replicationType" : "TC",
    "remoteMirrorCopyPairId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup1,remoteCopyGroup1P_,remoteCopyGroup1S_,
pair1",
    "pvolLdevId" : 2108,
    "svolLdevId" : 1581,
    "fenceLevel" : "DATA",
    "pvolStatus" : "PAIR",
    "svolStatus" : "PAIR",
    "consistencyGroupId": 5,
    "pvolStorageDeviceId" : "886000123456",
    "svolStorageDeviceId" : "886000123789"
  }, {
    "copyGroupName" : "remoteCopyGroup1",
    "copyPairName" : "pair2",
    "replicationType" : "TC",
    "remoteMirrorCopyPairId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup1,remoteCopyGroup1P_,remoteCopyGroup1S_,
pair2",
    "pvolLdevId" : 2109,
    "svolLdevId" : 1582,
    "fenceLevel" : "DATA",
    "pvolStatus" : "PSUS",
    "svolStatus" : "SMPL",
    "consistencyGroupId": 5,
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    "pvolStorageDeviceId" : "886000123456",
    "svolStorageDeviceId" : "886000123789"
  } ],
  "remoteStorageDeviceId" : "886000123789",
  "localDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup1P_",
  "remoteDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup1S_"
}

Universal Replicator の場合の出力例を次に示します。

{
  "remoteMirrorCopyGroupId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup2,remoteCopyGroup2P_,remoteCopyGroup2S_"
,
  "copyGroupName" : "remoteCopyGroup2",
  "copyPairs" : [ {
    "copyGroupName" : "remoteCopyGroup2",
    "copyPairName" : "pair1",
    "replicationType" : "UR",
    "remoteMirrorCopyPairId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup2,remoteCopyGroup2P_,remoteCopyGroup2S_,
pair1",
    "consistencyGroupId" : 10,
    "pvolLdevId" : 1569,
    "pvolJournalId" : 13,
    "svolLdevId" : 2835,
    "svolJournalId" : 36,
    "fenceLevel" : "ASYNC",
    "pvolStatus" : "PAIR",
    "svolStatus" : "PAIR",
    "pvolStorageDeviceId" : "886000123456",
    "svolStorageDeviceId" : "886000123789"
  } ],
  "remoteStorageDeviceId" : "886000123789",
  "localDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup2P_",
  "remoteDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup2S_"
}

global-active device の場合の出力例を次に示します。

{
  "remoteMirrorCopyGroupId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup3,remoteCopyGroup3P_,remoteCopyGroup3S_"
,
  "copyGroupName" : "remoteCopyGroup3",
  "copyPairs" : [ {
    "copyGroupName" : "remoteCopyGroup3",
    "copyPairName" : "pair1",
    "replicationType" : "GAD",
    "remoteMirrorCopyPairId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup3,remoteCopyGroup3P_,remoteCopyGroup3S_,
pair1",
    "quorumDiskId" : 14,
    "pvolLdevId" : 1580,
    "svolLdevId" : 2128,
    "fenceLevel" : "NEVER",
    "pvolStatus" : "PAIR",
    "svolStatus" : "PAIR",
    "pvolIOMode" : "L/M",
    "svolIOMode" : "L/M",
    "pvolStorageDeviceId" : "886000123456",
    "svolStorageDeviceId" : "886000123789"
  } ],
  "remoteStorageDeviceId" : "886000123789",
  "localDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup3P_",
  "remoteDeviceGroupName" : "remoteCopyGroup3S_"
}
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属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

copyGroupName string コピーグループ名

localDeviceGroupName string ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

remoteDeviceGroupName string リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

remoteMirrorCopyGroupId string リモートコピーグループのオブジェクト ID
次の属性をコンマで連結した形式で表示されます。

• remoteStorageDeviceId
• copyGroupName
• localDeviceGroupName
• remoteDeviceGroupName

copyPairs object[] コピーペアの詳細情報が表示されます。

• copyGroupName（string）
コピーグループ名

• copyPairName（string）
コピーペア名

• replicationType（string）
ペア種別

◦ TC：TrueCopy

◦ UR：Universal Replicator

◦ GAD：global-active device
ペア状態が SMPLの場合は表示されません。

• pvolLdevId（int）
P-VOL の LDEV 番号

• svolLdevId（int）
S-VOL の LDEV 番号

• fenceLevel（string）
フェンスレベル

• DATA：S-VOL データ

• STATUS：S-VOL 状態

• NEVER：なし

• ASYNC：非同期

フェンスレベルが取得できない場合は表示されません。

• pvolJournalId（int）
P-VOL のジャーナル ID
UR の場合だけ 0～255の値で表示されます。ペア状態が

SMPLの場合は表示されません。

• svolJournalId（int）
S-VOL のジャーナル ID
UR の場合だけ 0～255の値で表示されます。ペア状態が

SMPLの場合は表示されません。

• quorumDiskId（int）
Quorum ディスク ID
GAD の場合だけ 0～31の値で表示されます。ペア状態が

SMPLの場合は表示されません。

• pvolStatus（string）
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属性 型 説明

P-VOL のペア状態

詳細については、ペアの状態遷移（TrueCopy／Universal
Replicator）またはペアの状態遷移（global-active device）の説

明を参照してください。

ペア状態が取得できない場合は表示されません。

• svolStatus（string）
S-VOL のペア状態

詳細については、ペアの状態遷移（TrueCopy／Universal
Replicator）またはペアの状態遷移（global-active device）の説

明を参照してください。

ペア状態が取得できない場合は表示されません。

• consistencyGroupId（int）
コンシステンシーグループ ID
コンシステンシーグループでない場合は表示されません。

• pvolIOMode（string）
P-VOL の I/O モード

• L/M：Mirror（RL）

• L/L：Local

• B/B：Block
GAD の場合だけ表示されます。ペア状態が SMPLの場合は

表示されません。

• svolIOMode（string）
S-VOL の I/O モード

• L/M：Mirror（RL）

• L/L：Local

• B/B：Block
GAD の場合だけ表示されます。ペア状態が SMPLの場合は

表示されません。

• pvolStorageDeviceId（string）
P-VOL 側のストレージシステムのストレージデバイス ID

• svolStorageDeviceId（string）
S-VOL 側のストレージシステムのストレージデバイス ID

• copyProgressRate（int）
コピーの進捗率

P-VOL のペア状態が COPYの場合に表示されます。

• remoteMirrorCopyPairId（string）
リモートコピーペアのオブジェクト ID
次の属性をコンマで連結した形式で表示されます。

• remoteStorageDeviceId
• copyGroupName
• localDeviceGroupName
• remoteDeviceGroupName
• copyPairName

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

TrueCopy の場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123789,remoteCopyGroup1,remoteCopyGroup1P_,remoteCopyGroup1S_

Universal Replicator の場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123789,remoteCopyGroup2,remoteCopyGroup2P_,remoteCopyGroup2S_

global-active device の場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123789,remoteCopyGroup3,remoteCopyGroup3P_,remoteCopyGroup3S_

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 11.3 ペアの状態遷移（TrueCopy／Universal Replicator）

• 12.3 ペアの状態遷移（global-active device）

12.6 global-active device ペアの情報を取得する
global-active device のペアを構成する P-VOL と S-VOL について、ボリュームやストレージシステム

の情報の一覧を取得します。リクエストメッセージにリモートストレージシステム側の情報を指定
することなく、ペアの情報を取得できます。

重要　

この API は、同時に最大 2 つまでしか実行できません。同時に 3 つ以上実行した場合、受け付けられなかった

リクエストに対して HTTP ステータスコード 503 が返ります。その場合は、しばらく待ってから再度リクエスト

を実行してください。

実行権限

Administrator ユーザグループ（ビルトイングループ）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-copypairs

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ
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パラメータ 型 フィルタ条件

replicationType string （必須）ペア種別を指定します。

GAD：global-active device

startLdevId int （任意）ペアの情報取得を開始する LDEV 番号を 10 進数で指定します。

0～65279の値を指定します。

この属性を指定する場合、endLdevIdも必ず指定します。この属性には、

endLdevIdの値以下を指定する必要があります。

省略した場合は 0が設定されます。

endLdevId int （任意）ペアの情報取得を終了する LDEV 番号を 10 進数で指定します。

0～65279の値を指定します。

この属性を指定する場合、startLdevIdも必ず指定します。この属性には、

startLdevIdの値以上を指定する必要があります。

startLdevId属性および endLdevId属性で指定する範囲に含まれる LDEV
が 2048 個以内となるように指定してください。

省略した場合は 2047が設定されます。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data" : [ {
    "replicationType" : "GAD",
    "ldevId" : 8,
    "remoteSerialNumber" : "415008",
    "remoteStorageTypeId" : "M8",
    "remoteLdevId" : 22,
    "primaryOrSecondary" : "P-VOL",
    "muNumber" : 0,
    "status" : "PSUE",
    "isSSWS" : false,
    "createdLocalTime" : "2017-09-29T16:26:07",
    "quorumDiskId" : 1,
    "suspendedMode" : "BLOCK"
  }, {
    "replicationType" : "GAD",
    "ldevId" : 9,
    "remoteSerialNumber" : "415008",
    "remoteStorageTypeId" : "M8",
    "remoteLdevId" : 23,
    "primaryOrSecondary" : "P-VOL",
    "muNumber" : 2,
    "status" : "PSUS",
    "isSSWS" : false,
    "createdLocalTime" : "2017-10-02T09:46:36",
    "quorumDiskId" : 1,
    "suspendedMode" : "BLOCK"
  }, {
    "replicationType" : "GAD",
    "ldevId" : 73,
    "remoteSerialNumber" : "415008",
    "remoteStorageTypeId" : "M8",
    "remoteLdevId" : 2171,
    "primaryOrSecondary" : "P-VOL",
    "muNumber" : 0,
    "status" : "PAIR",
    "isSSWS" : false,
    "createdLocalTime" : "2018-11-04T01:12:39",
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    "quorumDiskId" : 1,
    "suspendedMode" : "BLOCK"
  }, {
    "replicationType" : "GAD",
    "ldevId" : 93,
    "remoteSerialNumber" : "415008",
    "remoteStorageTypeId" : "M8",
    "remoteLdevId" : 25,
    "primaryOrSecondary" : "P-VOL",
    "muNumber" : 0,
    "status" : "PSUE",
    "isSSWS" : false,
    "createdLocalTime" : "2017-10-27T17:42:33",
    "quorumDiskId" : 1,
    "suspendedMode" : "BLOCK"
  }, {
    "replicationType" : "GAD",
    "ldevId" : 99,
    "remoteSerialNumber" : "415008",
    "remoteStorageTypeId" : "M8",
    "remoteLdevId" : 2163,
    "primaryOrSecondary" : "P-VOL",
    "muNumber" : 0,
    "status" : "PAIR",
    "isSSWS" : false,
    "createdLocalTime" : "2018-03-11T03:10:22",
    "quorumDiskId" : 1,
    "suspendedMode" : "BLOCK"
  } ]
}

属性 型 説明

replicationType string ペア種別

GAD：global-active device

ldevId int ローカルストレージシステム側のボリュームの LDEV 番号

remoteSerialNumber string リモートストレージシステムのシリアル番号

remoteStorageTypeId string リモートストレージシステムのモデルを示す ID
M8：VSP Gx00 モデルまたは VSP Fx00 モデル

remoteLdevId int リモートストレージシステム側のボリュームの LDEV 番号

primaryOrSecondary string ローカルストレージシステム側のボリュームの属性

• P-VOL
• S-VOL

muNumber int MU 番号

status string ローカルストレージシステム側のボリュームのペアの状態

詳細については、ペアの状態遷移（global-active device）の説明を参照し

てください。

isSSWS boolean ローカルストレージシステム側のボリュームが SSWS 状態かどうか

• true：SSWS 状態である

• false：SSWS 状態でない

createdLocalTime string ペアが作成された時刻

YYYY-MM-DDThh:mm:ss 形式でストレージシステムのローカルタイム

が表示されます。

quorumDiskId int Quorum ディスク ID

suspendedMode string ペア中断（サスペンド）時の Block/Remote 指示

• BLOCK_IO：I/O チェック有り Block
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属性 型 説明

• BLOCK：I/O チェック無し Block

• REMOTE：Remote

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/remote-copypairs?
replicationType=GAD

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 12.3 ペアの状態遷移（global-active device）

12.7 特定のリモートコピーペアの情報を取得する
指定したコピーペア（TrueCopy／Universal Replicator／global-active device）の情報を取得します。ペ

アの状態などペアの操作に必要な情報を取得できます。コピーグループ名やコピーペア名に半角ス
ペースが含まれている場合などは、ペアの情報を取得できません。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copypairs/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リモートコピーペアの情報取得で取得した remoteMirrorCopyPairIdの値を指定します。

次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteStorageDeviceId ＞,＜copyGroupName ＞,＜localDeviceGroupName ＞,
＜remoteDeviceGroupName ＞,＜copyPairName ＞

属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID
0以上の 10 進数で指定します。

copyGroupName string （必須）コピーグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

localDeviceGroupName string （必須）ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。
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属性 型 説明

remoteDeviceGroupName string （必須）リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

copyPairName string （必須）コピーペア名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

TrueCopy の場合の出力例を次に示します。

{
  "copyGroupName" : "remoteCopyGroup1",
  "copyPairName" : "pair1",
  "replicationType" : "TC",
  "remoteMirrorCopyPairId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup1,remoteCopyGroup1P_,remoteCopyGroup1S_,
pair1",
  "pvolLdevId" : 2108,
  "svolLdevId" : 1581,
  "fenceLevel" : "DATA",
  "pvolStatus" : "PAIR",
  "svolStatus" : "PAIR",
  "pvolStorageDeviceId" : "886000123456",
  "svolStorageDeviceId" : "886000123789"
}

Universal Replicator の場合の出力例を次に示します。

{
  "copyGroupName" : "remoteCopyGroup2",
  "copyPairName" : "pair1",
  "replicationType" : "UR",
  "remoteMirrorCopyPairId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup2,remoteCopyGroup2P_,remoteCopyGroup2S_,
pair1",
  "consistencyGroupId" : 10,
  "pvolLdevId" : 1569,
  "pvolJournalId" : 13,
  "svolLdevId" : 2835,
  "svolJournalId" : 36,
  "fenceLevel" : "ASYNC",
  "pvolStatus" : "PAIR",
  "svolStatus" : "PAIR",
  "pvolStorageDeviceId" : "886000123456",
  "svolStorageDeviceId" : "886000123789"
}

global-active device の場合の出力例を次に示します。

{
  "copyGroupName" : "remoteCopyGroup3",
  "copyPairName" : "pair1",
  "replicationType" : "GAD",
  "remoteMirrorCopyPairId" : 
"886000123789,remoteCopyGroup3,remoteCopyGroup3P_,remoteCopyGroup3S_,
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pair1",
  "quorumDiskId" : 14,
  "pvolLdevId" : 1580,
  "svolLdevId" : 2128,
  "fenceLevel" : "NEVER",
  "pvolStatus" : "PAIR",
  "svolStatus" : "PAIR",
  "pvolIOMode" : "L/M",
  "svolIOMode" : "L/M",
  "pvolStorageDeviceId" : "886000123456",
  "svolStorageDeviceId" : "886000123789"
}

属性 型 説明

copyGroupName string コピーグループ名

copyPairName string コピーペア名

replicationType string ペア種別

• TC：TrueCopy

• UR：Universal Replicator

• GAD：global-active device
ペア状態が SMPLの場合は表示されません。

pvolLdevId int P-VOL の LDEV 番号

svolLdevId int S-VOL の LDEV 番号

fenceLevel string フェンスレベル

• DATA：S-VOL データ

• STATUS：S-VOL 状態

• NEVER：なし

• ASYNC：非同期

フェンスレベルが取得できない場合は表示されません。

pvolJournalId int P-VOL のジャーナル ID
UR の場合だけ 0～255の値で表示します。ペア状態が SMPLの場合

は表示されません。

svolJournalId int S-VOL のジャーナル ID
UR の場合だけ 0～255の値で表示します。ペア状態が SMPLの場合

は表示されません。

quorumDiskId int Quorum ディスク ID
GAD の場合だけ 0～31の値で表示します。ペア状態が SMPLの場合

は表示されません。

pvolStatus string P-VOL のペア状態

詳細については、ペアの状態遷移（TrueCopy／Universal Replicator）ま

たはペアの状態遷移（global-active device）の説明を参照してください。

ペア状態が取得できない場合は表示されません。

svolStatus string S-VOL のペア状態

詳細については、ペアの状態遷移（TrueCopy／Universal Replicator）ま

たはペアの状態遷移（global-active device）の説明を参照してください。

ペア状態が取得できない場合は表示されません。

consistencyGroupId int コンシステンシーグループ ID
コンシステンシーグループでない場合は表示されません。

pvolIOMode string P-VOL の I/O モード

• L/M：Mirror（RL）

global-active device ペアの管理 475
REST API リファレンスガイド



属性 型 説明

• L/L：Local

• B/B：Block
GAD の場合だけ表示されます。ペア状態が SMPLの場合は表示されま

せん。

svolIOMode string S-VOL の I/O モード

• L/M：Mirror（RL）

• L/L：Local

• B/B：Block
GAD の場合だけ表示されます。ペア状態が SMPLの場合は表示されま

せん。

pvolStorageDeviceId string P-VOL 側のストレージシステムのストレージデバイス ID

svolStorageDeviceId string S-VOL 側のストレージシステムのストレージデバイス ID

copyProgressRate int コピーの進捗率

P-VOL のペア状態が COPYの場合に表示されます。

remoteMirrorCopyPairId string リモートコピーペアのオブジェクト ID
次の属性をコンマで連結した形式で表示されます。

• remoteStorageDeviceId
• copyGroupName
• localDeviceGroupName
• remoteDeviceGroupName
• copyPairName

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

TrueCopy の場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123789,remoteCopyGroup1,remoteCopyGroup1P_,remoteCopyGroup1S_,pair1

Universal Replicator の場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123789,remoteCopyGroup2,remoteCopyGroup2P_,remoteCopyGroup2S_,pair1

global-active device の場合

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123789,remoteCopyGroup3,remoteCopyGroup3P_,remoteCopyGroup3S_,pair1
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関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 11.3 ペアの状態遷移（TrueCopy／Universal Replicator）

• 12.3 ペアの状態遷移（global-active device）

12.8 global-active device ペアを作成する
正サイトと副サイトのストレージシステムに global-active device ペアを作成します。新規にコピー

グループを作成してペアを追加する方法と、既存のコピーグループにペアを追加する方法がありま
す。コピーグループを作成する場合は、デバイスグループも作成されます。ペアの作成は、リソー
スをロックしてから実行するか、またはほかのユーザがリソースをロックしていないときに実行し
てください。

ヒント　

• ペアを作成する前に、仮想 LDEV 番号を設定する API で、セカンダリボリュームに対して global-active device
の予約属性を設定してください。

• この API は、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWaitを指定して実行

することをお勧めします。詳細についてはペアの操作の流れの説明を参照してください。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）およびストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copypairs

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

新規にコピーグループを作成してペアを追加する場合のコード例を次に示します。

{
  "copyGroupName": "remoteCopyGroup3",
  "copyPairName": "pair1",
  "replicationType": "GAD",
  "remoteStorageDeviceId": "886000123789",
  "pvolLdevId": 1580,
  "svolLdevId": 2128,
  "localDeviceGroupName": "remoteCopyGroup3P_",
  "remoteDeviceGroupName": "remoteCopyGroup3S_",
  "muNumber": 0,
  "quorumDiskId": 14,
  "isNewGroupCreation": true,
  "fenceLevel": "NEVER",
  "copyPace": 10,
  "doInitialCopy": true,
  "isDataReductionForceCopy": true
}
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既存のコピーグループにペアを追加する場合のコード例を次に示します。

{
  "copyGroupName": "remoteCopyGroup3",
  "copyPairName": "pair2",
  "replicationType": "GAD",
  "remoteStorageDeviceId": "886000123789",
  "pvolLdevId": 1581,
  "svolLdevId": 2129,
  "localDeviceGroupName": "remoteCopyGroup3P_",
  "remoteDeviceGroupName": "remoteCopyGroup3S_",
  "quorumDiskId": 14,
  "isNewGroupCreation": false,
  "fenceLevel": "NEVER",
  "copyPace": 10,
  "doInitialCopy": true,
  "isDataReductionForceCopy": false
}

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 1～29 文字で指定します。大文字と小

文字を区別します。

ローカル側とリモート側のストレージシステムで一意になるよう

に設定してください。

copyPairName string （必須）コピーペア名を 1～31 文字で指定します。大文字と小文字

を区別します。

コピーグループ内で一意になるように設定してください。

replicationType string （必須）ペア種別を指定します。

GAD：global-active device

remoteStorageDeviceId string （必須）ペアを作成するリモートストレージシステムのストレージ

デバイス ID を指定します。

pvolLdevId int （必須）P-VOL の LDEV 番号を 10 進数で指定します。

svolLdevId int （必須）global-active device の予約属性を設定した S-VOL の LDEV
番号を 10 進数で指定します。

global-active device の予約属性は、仮想 LDEV 番号を設定する API
で指定します。

pathGroupId int （任意）パスグループ ID を 0～255の 10 進数で指定します。

省略した場合、または 0を指定した場合は、設定済みのパスグル

ープのうち最小の番号が設定されます。

localDeviceGroupName string （任意）ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名を 1
～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

既存のコピーグループにペアを追加する場合は、既存のローカル

ストレージシステム側のデバイスグループ名と合わせてくださ

い。ローカルストレージシステムで一意である必要があります。

省略した場合、＜copyGroupName ＞ P_が設定されます。

remoteDeviceGroupName string （任意）リモートストレージシステム側のデバイスグループ名を 1
～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

既存のコピーグループにペアを追加する場合は、既存のリモート

ストレージシステム側のデバイスグループ名と合わせてくださ

い。リモートストレージシステムで一意である必要があります。

省略した場合、＜copyGroupName ＞ S_が設定されます。

isNewGroupCreation boolean （必須）コピーグループを新規に作成してペアを追加するか、既存

のコピーグループにペアを追加するかを指定します。

• true：新しくコピーグループを作成してペアを追加する
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属性 型 説明

• false：既存のコピーグループにペアを追加する

muNumber int （必須）MU（ミラーユニット）番号を 0～3の値で指定します。

この値は P-VOL と S-VOL で使用します。新しくコピーグループ

を作成してペアを追加する場合だけ指定できます。

quorumDiskId int （必須）Quorum ディスク ID を 0～31の 10 進数で指定します。

isConsistencyGroup boolean （任意）作成するペアをコンシステンシーグループに登録するかど

うかを指定します。

• true：コンシステンシーグループに登録する

• false：コンシステンシーグループに登録しない

既存のコピーグループにペアを追加する場合は、既存のコピーペ

アの値と合わせてください。同じコピーグループ内にコンシステ

ンシーグループに登録されているペアと登録されていないペアが

混在すると、コンシステンシーグループ単位でペアを正しく操作

できません。

省略した場合、falseが設定されます。

consistencyGroupId int （任意）コンシステンシーグループ ID を 0～255の 10 進数で指定

します。

コンシステンシーグループに登録する場合に、この値を省略する

と自動で付与されます。

既存のコピーグループにペアを追加する場合は、既存のコピーペ

アの値と合わせてください。同じコピーグループ内にコンシステ

ンシーグループ ID が異なるペアが混在すると、コンシステンシー

グループ単位でペアを正しく操作できません。

この属性を指定する場合は、isConsistencyGroup属性に

trueを指定します。

fenceLevel string （任意）フェンスレベル

自動で NEVERが設定されます。

copyPace int （任意）コピー速度

コピーをする場合のトラックサイズを 1～15の 10 進数で指定し

ます。数値が大きいほどコピーをする速度が上がります。

省略した場合、3が設定されます。

doInitialCopy boolean （任意）ペアを作成するとき、形成コピー（初期コピー）を行うか

どうかを指定します。

• true：形成コピーを行う

• false：形成コピーを行わない

省略した場合、trueが設定されます。

isDataReductionForceCopy boolean （任意）容量削減機能（dedupe and compression）が有効なボリュー

ムでペアを強制的に作成するかどうかを指定します。

• true：強制的に作成する※

• false：強制的に作成しない

省略した場合、falseが設定されます。

注※　容量削減機能（圧縮または重複排除）が有効なボリュームのコピーには、データの量に

よって最長で数か月掛かるおそれがあります。計画的にペア作成を実行することをお勧めし

ます。

レスポンスメッセージ

ボディ
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ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 作成した global-active device ペアの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --data-
binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs

関連概念

• 12.2 global-active device ペアの操作の流れ

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 5.41 仮想 LDEV 番号を設定する

• 12.5 特定のリモートコピーグループの情報を取得する

12.9 コピーグループ単位で global-active device ペアを削除する
指定したコピーグループ単位で global-active device ペアを削除します。ペアを削除するとデバイス

グループも削除されます。プライマリボリューム側のコピーグループを指定してペアを削除する方
法と、セカンダリボリューム側のコピーグループを指定してペアを削除する方法があります。削除
する前に、あらかじめそのコピーグループを指定してペアを中断しておいてください。コピーグル
ープ内にプライマリボリュームとセカンダリボリュームが混在している場合は、コピーグループを
指定してペアの削除はできません。ペアの削除は、リソースをロックしてから実行するか、または
ほかのユーザがリソースをロックしていないときに実行してください。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）およびストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copygroups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID
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リモートコピーペアの情報取得で取得した remoteMirrorCopyGroupIdの値を指定します。

次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteStorageDeviceId ＞,＜copyGroupName ＞,＜localDeviceGroupName ＞,
＜remoteDeviceGroupName ＞

属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

copyGroupName string （必須）コピーグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

localDeviceGroupName string （必須）ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

remoteDeviceGroupName string （必須）リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

サスペンド（S-LOCAL）状態のペアを削除したあとに、S-VOL を継続して使用する場合のコ

ード例を次に示します。

{
  "isSvolToKeepUsing" : true
}

属性 型 説明

isSvolToKeepUsing boolean （任意）ペアを削除したあとに I/O を継続するボリュームを指定します。

• true：S-VOL を指定してペアを削除する

S-VOL で I/O が継続され、P-VOL には global-active device の予約属

性が設定されます。この値を指定する場合は、S-VOL を指定してペ

アを中断しておく必要があります。

• false：P-VOL を指定してペアを削除する

P-VOL で I/O が継続され、S-VOL には global-active device の予約属

性が設定されます。この値を指定する場合は、P-VOL を指定してペ

アを中断しておく必要があります。

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除した global-active device ペアのコピーグループの URL
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ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 12.4 リモートコピーグループの一覧を取得する

12.10 global-active device ペアを削除する
指定した global-active device ペアを削除します。ペアを削除した結果、コピーグループにペアがな

くなる場合は、そのコピーグループとデバイスグループも削除されます。プライマリボリュームを
指定してペアを削除する方法と、セカンダリボリュームを指定してペアを削除する方法があります。
削除する前に、あらかじめペアを中断しておいてください。ペアの削除は、リソースをロックして
から実行するか、またはほかのユーザがリソースをロックしていないときに実行してください。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）およびストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copypairs/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リモートコピーペアの情報取得で取得した remoteMirrorCopyPairIdの値を指定します。

次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteStorageDeviceId ＞,＜copyGroupName ＞,＜localDeviceGroupName ＞,
＜remoteDeviceGroupName ＞,＜copyPairName ＞

属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

copyGroupName string （必須）コピーグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

localDeviceGroupName string （必須）ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

remoteDeviceGroupName string （必須）リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。
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属性 型 説明

copyPairName string （必須）コピーペア名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

サスペンド（S-LOCAL）状態のペアを削除したあとに、S-VOL を継続して使用する場合のコ

ード例を次に示します。

{
  "isSvolToKeepUsing" : true
}

属性 型 説明

isSvolToKeepUsing boolean （任意）ペアを削除したあとに I/O を継続するボリュームを指定します。

• true：S-VOL を指定してペアを削除する

S-VOL で I/O が継続され、P-VOL には global-active device の予約属

性が設定されます。この値を指定する場合は、S-VOL を指定してペ

アを中断しておく必要があります。

• false：P-VOL を指定してペアを削除する

P-VOL で I/O が継続され、S-VOL には global-active device の予約属

性が設定されます。この値を指定する場合は、P-VOL を指定してペ

アを中断しておく必要があります。

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除した global-active device ペアの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_,pair1

global-active device ペアの管理 483
REST API リファレンスガイド



関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 12.7 特定のリモートコピーペアの情報を取得する

12.11 コピーグループ単位で global-active device ペアを中断す

る
指定したコピーグループ単位で global-active device ペアを中断（サスペンド）します。プライマリ

ボリューム側のコピーグループを指定してペアを中断する方法と、セカンダリボリューム側のコピ
ーグループを指定してペアを中断する方法があります。コピーグループ内にプライマリボリューム
とセカンダリボリュームが混在している場合は、コピーグループを指定してペアの中断はできませ
ん。また、コピーグループ単位でペアの中断をする場合、同一のコピーグループやコピーグループ
内のペアに対して、同時にほかの処理を行わないでください。

ヒント　 この API は、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWaitを指定して

実行することをお勧めします。詳細についてはペアの操作の流れの説明を参照してください。

実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copygroups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/split/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リモートコピーペアの情報取得で取得した remoteMirrorCopyGroupIdの値を指定します。

次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteStorageDeviceId ＞,＜copyGroupName ＞,＜localDeviceGroupName ＞,
＜remoteDeviceGroupName ＞

属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

copyGroupName string （必須）コピーグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

localDeviceGroupName string （必須）ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

remoteDeviceGroupName string （必須）リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ
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中断だけをする場合のコード例を次に示します。中断したあと、P-VOL で I/O が継続されま

す。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "GAD"
  }
}

S-VOL を指定して中断する場合のコード例を次に示します。中断したあと、S-VOL で I/O が継

続されます。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "GAD",
    "svolOperationMode": "SSWS"
  }
}

属性 型 説明

replicationType string （必須）ペア種別を指定します。

GAD：global-active device

svolOperationMode string （任意）ペアを中断したあとに、I/O を継続するボリュームを指定します。

次の値を指定します。

• SSWS：S-VOL で I/O が継続されます。

S-VOL を指定してペアを中断してください。

省略した場合、P-VOL で I/O が継続されます。P-VOL を指定してペアを中

断してください。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 中断した global-active device ペアのコピーグループの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copygroups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/split

この Action テンプレートでは、オブジェクト ID で指定されたコピーグループのペア種別と、ロー

カルストレージシステムにあるコピーグループ内のボリュームが P-VOL か S-VOL かによって、指

定できる属性だけを返します。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。
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ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed 指定したコピーグループのペアの操作ができないことを示

します。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

P-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_/actions/
split

S-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123456,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupS_,remoteCopyGroupP_/actions/
split

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

P-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --data-
binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_/actions/
split/invoke

S-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --data-
binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123456,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupS_,remoteCopyGroupP_/actions/
split/invoke

関連概念

• 12.2 global-active device ペアの操作の流れ

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 12.4 リモートコピーグループの一覧を取得する
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12.12 global-active device ペアを中断する
指定した global-active device ペアを中断（サスペンド）します。プライマリボリュームを指定して

ペアを中断する方法と、セカンダリボリュームを指定してペアを中断する方法があります。また、
ペアの中断をする場合に、同一のコピーグループやペアに対して、同時にほかの処理を行わないで
ください。

ヒント　 この API は、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWaitを指定して

実行することをお勧めします。詳細についてはペアの操作の流れの説明を参照してください。

実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copypairs/＜オブジェクト ID ＞/
actions/split/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リモートコピーペアの情報取得で取得した remoteMirrorCopyPairIdの値を指定します。

次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteStorageDeviceId ＞,＜copyGroupName ＞,＜localDeviceGroupName ＞,
＜remoteDeviceGroupName ＞,＜copyPairName ＞

属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

copyGroupName string （必須）コピーグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

localDeviceGroupName string （必須）ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

remoteDeviceGroupName string （必須）リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

copyPairName string （必須）コピーペア名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

中断だけをする場合のコード例を次に示します。中断したあと、P-VOL で I/O が継続されま

す。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "GAD"
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  }
}

S-VOL を指定して中断する場合のコード例を次に示します。中断したあと、S-VOL で I/O が継

続されます。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "GAD",
    "svolOperationMode": "SSWS"
  }
}

属性 型 説明

replicationType string （必須）ペア種別を指定します。

GAD：global-active device

svolOperationMode string （任意）ペアを中断したあとに、I/O を継続するボリュームを指定します。

次の値を指定します。

• SSWS：S-VOL で I/O が継続されます。

S-VOL を指定してペアを中断してください。

省略した場合、P-VOL で I/O が継続されます。P-VOL を指定してペアを中

断してください。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 中断した global-active device ペアの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copypairs/＜オブジェクト ID ＞/
actions/split

この Action テンプレートでは、オブジェクト ID で指定されたペアのペア種別と、ローカルストレ

ージシステムにあるボリュームが P-VOL か S-VOL かによって、指定できる属性だけを返します。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed このオブジェクトは、指定したペアの操作ができないことを

示します。

コード例

Action テンプレートを取得する場合
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P-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_,pair1/
actions/split

S-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123456,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupS_,remoteCopyGroupP_,pair1/
actions/split

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

P-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --data-
binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_,pair1/
actions/split/invoke

S-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --data-
binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123456,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupS_,remoteCopyGroupP_,pair1/
actions/split/invoke

関連概念

• 12.2 global-active device ペアの操作の流れ

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 12.7 特定のリモートコピーペアの情報を取得する

12.13 コピーグループ単位で global-active device ペアを再同期

する
指定したコピーグループ単位で global-active device ペアを再同期します。プライマリボリューム側

のコピーグループを指定してペアを再同期する方法と、セカンダリボリューム側のコピーグループ
を指定してペアを再同期する方法があります。コピーグループ内にプライマリボリュームとセカン
ダリボリュームが混在している場合は、コピーグループを指定してペアの再同期はできません。ま
た、コピーグループ単位でペアの再同期をする場合、同一のコピーグループやコピーグループ内の
ペアに対して、ほかの処理を同時に行わないでください。
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ヒント　 この API は、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWaitを指定して

実行することをお勧めします。詳細についてはペアの操作の流れの説明を参照してください。

メモ　

ペアの再同期時に、同時にペアをコンシステンシーグループに新規に登録する操作は、対象のコピーグループ内

のペア数が 1,000 以下のときだけ実行できます。ペアの数が 1,000 を超える場合は、コピーグループ内のペアを

いったんすべて削除したあと、ペアを再作成するときにコンシステンシーグループに登録してください。また

は、ペアを削除してペアの数を 1,000 以下にしてから再同期したあとに、削除した分のペアを作成するときにコ

ンシステンシーグループに登録してください。

実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copygroups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/resync/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リモートコピーペアの情報取得で取得した remoteMirrorCopyGroupIdの値を指定します。

次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteStorageDeviceId ＞,＜copyGroupName ＞,＜localDeviceGroupName ＞,
＜remoteDeviceGroupName ＞

属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

copyGroupName string （必須）コピーグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

localDeviceGroupName string （必須）ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

remoteDeviceGroupName string （必須）リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

再同期だけをする場合のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "GAD"
  }
}
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S-VOL を指定して、P-VOL と S-VOL を入れ替えて再同期する場合のコード例を次に示しま

す。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "GAD",
    "doSwapSvol": true
  }
}

属性 型 説明

replicationType string （必須）ペア種別を指定します。

GAD：global-active device

doSwapSvol boolean （任意）どちらのコピーグループを指定してペアを再同期するかを指定し

ます。S-VOL 側をローカルストレージシステムとする場合に使用しま

す。

• true：S-VOL 側のコピーグループを指定してペアを再同期する（ス

ワップリシンク）

S-VOL 側のコピーグループを指定してペアの状態が中断（サスペン

ド）されている場合に使用できます。P-VOL と S-VOL を入れ替え

て、新しい P-VOL のデータを新しい S-VOL へコピーします。

• false：P-VOL 側のコピーグループを指定してペアの再同期をする

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

この属性に trueを指定する場合、doSwapPvol属性および

isConsistencyGroup属性に trueを指定できません。

doSwapPvol boolean （任意）どちらのコピーグループを指定してペアを再同期するかを指定し

ます。P-VOL 側をローカルストレージシステムとする場合に使用しま

す。

• true：P-VOL 側のコピーグループを指定してペアを再同期する（ス

ワップリシンク）

P-VOL 側のコピーグループを指定してペアの状態が中断（サスペン

ド）されている場合に使用できます。P-VOL と S-VOL を入れ替え

て、新しい P-VOL のデータを新しい S-VOL へコピーします。

• false：P-VOL 側のコピーグループを指定してペアの再同期をする

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

この属性に trueを指定する場合、doSwapSvol属性および

isConsistencyGroup属性に trueを指定できません。

isConsistencyGroup boolean （任意）次の指定ができます。

• コンシステンシーグループに未登録の場合

◦ true：コンシステンシーグループに新規に登録する※

◦ false：コンシステンシーグループに未登録のままにする

• コンシステンシーグループに登録済みの場合

◦ true：コンシステンシーグループに登録済みのままにする

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。コンシステンシー

グループに登録済みの状態を保持する場合は必ず trueを指定してくだ

さい。

コンシステンシーグループに新規に登録する場合は

consistencyGroupId属性も必ず指定します。

コンシステンシーグループの登録状態は、コピーグループ内で統一して

ください。同じコピーグループ内にコンシステンシーグループに登録さ

れているペアと登録されていないペアが混在すると、コンシステンシー

グループ単位でペアを正しく操作できません。
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属性 型 説明

この属性に trueを指定した場合は、doSwapSvol属性、doSwapPvol
属性と同時に指定できません。

consistencyGroupId int （任意）コンシステンシーグループ ID を 0～255の 10 進数で指定しま

す。

コンシステンシーグループに新規に登録する場合は必ず指定します。

fenceLevel string （任意）フェンスレベル

isConsistencyGroup属性に trueを指定した場合に自動で NEVER
が設定されます。

copyPace int （任意）コピー速度

コピーをする場合のトラックサイズを 1～15の 10 進数で指定します。

数値が大きいほどコピーをする速度が上がります。

注※　コピーグループ内のペア数が 1,000 以下の場合だけ指定できます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 再同期した global-active device ペアのコピーグループの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copygroups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/resync

この Action テンプレートでは、オブジェクト ID で指定されたコピーグループのペア種別と、ロー

カルストレージシステムにあるコピーグループ内のボリュームが P-VOL か S-VOL かによって、指

定できる属性だけを返します。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed 指定したペアの操作ができないことを示します。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

P-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_/actions/
resync
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S-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123456,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupS_,remoteCopyGroupP_/actions/
resync

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合

P-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --data-
binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_/actions/
resync/invoke

S-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --data-
binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copygroups/
886000123456,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupS_,remoteCopyGroupP_/actions/
resync/invoke

関連概念

• 12.2 global-active device ペアの操作の流れ

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 12.4 リモートコピーグループの一覧を取得する

12.14 global-active device ペアを再同期する
指定した global-active device ペアを再同期します。プライマリボリュームを指定してペアを再同期

する方法と、セカンダリボリュームを指定してペアを再同期する方法があります。また、ペアの再
同期をする場合に、同一のコピーグループやペアに対して、ほかの処理を同時に行わないでくださ
い。

ヒント　 この API は、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWaitを指定して

実行することをお勧めします。詳細についてはペアの操作の流れの説明を参照してください。

メモ　

ペアの再同期時に、同時にペアをコンシステンシーグループに新規に登録する操作は、対象のコピーグループ内

のペア数が 1,000 以下のときだけ実行できます。ペアの数が 1,000 を超える場合は、コピーグループ内のペアを

いったんすべて削除したあと、ペアを再作成するときにコンシステンシーグループに登録してください。また

は、ペアを削除してペアの数を 1,000 以下にしてから再同期したあとに、削除した分のペアを作成するときにコ

ンシステンシーグループに登録してください。
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実行権限

ストレージ管理者（リモートバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copypairs/＜オブジェクト ID ＞/
actions/resync/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

リモートコピーペアの情報取得で取得した remoteMirrorCopyPairIdの値を指定します。

次のように属性値を連結した形式でも指定できます。

＜remoteStorageDeviceId ＞,＜copyGroupName ＞,＜localDeviceGroupName ＞,
＜remoteDeviceGroupName ＞,＜copyPairName ＞

属性 型 説明

remoteStorageDeviceId string （必須）リモートストレージシステムのストレージデバイス ID

copyGroupName string （必須）コピーグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

localDeviceGroupName string （必須）ローカルストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

remoteDeviceGroupName string （必須）リモートストレージシステム側のデバイスグループ名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

copyPairName string （必須）コピーペア名

1～31 文字で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

再同期だけをする場合のコード例を次に示します。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "GAD"
  }
}

P-VOL を指定して、P-VOL と S-VOL を入れ替えて再同期する場合のコード例を次に示しま

す。

{
  "parameters": {
    "replicationType": "GAD",
    "doSwapPvol": true
  }
}
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属性 型 説明

replicationType string （必須）ペア種別を指定します。

GAD：global-active device

doSwapSvol boolean （任意）どちらのボリュームを指定してペアを再同期するかを指定しま

す。S-VOL 側をローカルストレージシステムとする場合に使用します。

• true：S-VOL を指定してペアを再同期する（スワップリシンク）

S-VOL を指定してペアの状態が中断（サスペンド）されている場合

に使用できます。P-VOL と S-VOL を入れ替えて、新しい P-VOL の

データを新しい S-VOL へコピーします。

• false：P-VOL を指定してペアの再同期をする

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

この属性に trueを指定する場合、doSwapPvol属性および

isConsistencyGroup属性に trueを指定できません。

doSwapPvol boolean （任意）どちらのボリュームを指定してペアを再同期するかを指定しま

す。P-VOL 側をローカルストレージシステムとする場合に使用します。

• true：P-VOL を指定してペアを再同期する（スワップリシンク）

P-VOL を指定してペアの状態が中断（サスペンド）されている場合

に使用できます。P-VOL と S-VOL を入れ替えて、新しい P-VOL の

データを新しい S-VOL へコピーします。

• false：P-VOL を指定してペアの再同期をする

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

この属性に trueを指定する場合、doSwapSvol属性および

isConsistencyGroup属性に trueを指定できません。

isConsistencyGroup boolean （任意）次の指定ができます。

• コンシステンシーグループに未登録の場合

◦ true：コンシステンシーグループに新規に登録する※

◦ false：コンシステンシーグループに未登録のままにする

• コンシステンシーグループに登録済みの場合

◦ true：コンシステンシーグループに登録済みのままにする

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。コンシステンシー

グループに登録済みの状態を保持する場合は必ず trueを指定してくだ

さい。

コンシステンシーグループに新規に登録する場合は

consistencyGroupId属性も必ず指定します。

コンシステンシーグループの登録状態は、コピーグループ内で統一して

ください。同じコピーグループ内にコンシステンシーグループに登録さ

れているペアと登録されていないペアが混在すると、コンシステンシー

グループ単位でペアを正しく操作できません。

この属性に trueを指定した場合は、doSwapSvol属性、doSwapPvol
属性と同時に指定できません。

consistencyGroupId int （任意）コンシステンシーグループ ID を 0～255の値で指定します。

コンシステンシーグループに新規に登録する場合は必ず指定します。

コンシステンシーグループ ID は、コピーグループ内で統一してくださ

い。同じコピーグループ内にコンシステンシーグループ ID が異なるペ

アが混在すると、コンシステンシーグループ単位でペアを正しく操作で

きません。

fenceLevel string （任意）フェンスレベル

isConsistencyGroup属性に trueを指定した場合に自動で NEVER
が設定されます。
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属性 型 説明

copyPace int （任意）コピー速度

コピーをする場合のトラックサイズを 1～15の 10 進数で指定します。

数値が大きいほどコピーをする速度が上がります。

注※　コピーグループ内のペア数が 1,000 以下の場合だけ指定できます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 再同期した global-active device ペアの URL

Action テンプレート

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/remote-mirror-copypairs/＜オブジェクト ID ＞/
actions/resync

この Action テンプレートでは、オブジェクト ID で指定されたペアのペア種別と、ローカルストレ

ージシステムにあるボリュームが P-VOL か S-VOL かによって、指定できる属性だけを返します。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータスコード メッセージ 説明

412 Precondition Failed このオブジェクトは、指定したペアの操作ができないことを

示します。

コード例

Action テンプレートを取得する場合

P-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_,pair1/
actions/resync

S-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123456,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupS_,remoteCopyGroupP_,pair1/
actions/resync

Action テンプレートを取得してリクエストを実行する場合
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P-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --data-
binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123789,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupP_,remoteCopyGroupS_,pair1/
actions/resync/invoke

S-VOL 側のストレージシステムを指定するとき

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Remote-Authorization:Session 
10399a1ffce3489b9c3a823017462396" -H "Content-Type: application/json" -H 
"Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --data-
binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/remote-mirror-copypairs/
886000123456,remoteCopyGroup,remoteCopyGroupS_,remoteCopyGroupP_,pair1/
actions/resync/invoke

関連概念

• 12.2 global-active device ペアの操作の流れ

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 1.19 Action テンプレートオブジェクト

• 12.7 特定のリモートコピーペアの情報を取得する

global-active device ペアの管理 497
REST API リファレンスガイド



498 global-active device ペアの管理

REST API リファレンスガイド



13
Volume Migration の操作

この章では、REST API で実行する Volume Migration の操作について説明します。

 13.1 Volume Migration とは

 13.2 Volume Migration の操作の流れ

 13.3 ペアの状態遷移（Volume Migration）

 13.4 Volume Migration 用のペアを作成する

 13.5 コピーグループ単位でマイグレーションを実行する

 13.6 マイグレーションを実行する

 13.7 コピーグループの一覧を取得する（Volume Migration）

 13.8 特定のコピーグループの情報を取得する（Volume Migration）

 13.9 ペアの一覧を取得する（Volume Migration）

 13.10 特定のペアの情報を取得する（Volume Migration）

 13.11 ペアを削除する（Volume Migration）

 13.12 コピーグループを削除する（Volume Migration）

 13.13 コピーグループ単位でマイグレーションをキャンセルする

 13.14 マイグレーションをキャンセルする
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13.1 Volume Migration とは
Volume Migration は、ストレージシステム内（外部ストレージシステムを含む）で、ボリューム上

のデータを別のボリュームへ移動します。別のボリュームへデータを移動することをマイグレーシ
ョンと呼びます。

次のような場合に、Volume Migration を使用して、マイグレーションを実行します。

• 新しくストレージシステムを導入したときに古いストレージシステムからデータを移行する。

• I/O 頻度が低くなったデータを外部ストレージシステムに移行する。

• I/O 頻度が高いデータを、利用率の低いドライブや性能の高いドライブのボリュームに再配置す

る。

マイグレーションの実行中も、ホストからデータにアクセスできます。マイグレーションが完了す

ると、移動元ボリュームの LDEV ID とホスト I/O は、移動先ボリュームのものと自動的に入れ替わ

ります。そのため、マイグレーション後もホストとのパス設定を変更することなくデータへのアク

セスを継続できます。

Volume Migration でマイグレーションを実行する場合の、データの流れについて説明します。

マイグレーション実行前

ホストからの移動元ボリューム（ソースボリューム）に対して I/O がある状態です。ソースボ

リュームと、マイグレーション用に用意した移動先ボリューム（ターゲットボリューム）と

で、Volume Migration 用のペアを作成します。

マイグレーション実行中

マイグレーションを実行すると、ソースボリュームからターゲットボリュームへデータがコピ

ーされます。マイグレーション実行中にも、ホストからオンラインでデータの読み込み

（Read）および書き込み（Write）ができます。データのコピー中にホストからの書き込み I/O
が発生した場合は、差分データだけをターゲットボリュームにコピーし直します。差分がなく

なるまでコピーを繰り返します。
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メモ　

マイグレーション実行中に繰り返すコピー回数には上限があり、上限値は移動するボリュームの容量によ

って変わります。コピー回数の上限値を超えても差分がなくならない場合は、マイグレーションが失敗し

ます。このときは、ホストからの負荷を下げてマイグレーションを再実行してください。ホストからの更

新 I/O は、50IOPS 以下を目安としてください。

マイグレーション完了

データのコピーが完了し、ソースボリュームとターゲットボリュームのデータが完全に同期す

ると、ソースボリュームの LDEV ID とホスト I/O はターゲットボリュームに入れ替わります。

ホスト側から見たボリュームやパスの設定はマイグレーション前と変わりませんが、実際のデ

ータはマイグレーション用に用意したボリューム上に移動しています。

Volume Migration を使用するために必要な要件やボリューム移動時の注意事項などの詳細について

は、マニュアル「Volume Migration ユーザガイド」を参照してください。
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13.2 Volume Migration の操作の流れ
REST API で行う、Volume Migration を使用したマイグレーション操作の流れについて説明します。

Volume Migration で使用するボリュームの要件や、マイグレーション実行時の注意事項などについ

ては、マニュアル「Volume Migration ユーザガイド」を参照してください。

マイグレーションの準備

マイグレーションを開始する前に、移動先のボリューム（ターゲットボリューム）の準備をします。

ターゲットボリュームには LU パスを設定しておく必要があります。

操作の流れを次に説明します。

ボリュームの作成（ターゲットボリューム）

データの移動先となるターゲットボリュームを作成します。

ホストグループの作成

ターゲットボリュームに LU パスを設定するために、ホストグループを作成します。このホス

トグループはホストに割り当てられている必要はありません。既存のホストグループを使用

することもできますが、移動元ボリューム（ソースボリューム）が属するホストグループは使

用できません。

LU パスの設定

ターゲットボリューム用に作成したホストグループを指定して、LU パスを設定します。

マイグレーションの実行

ソースボリュームを P-VOL、ターゲットボリュームを S-VOL として Volume Migration 用のペアを作

成し、データのコピーを行います。ペアはコピーグループ単位でも操作できます。コピーグループ

は、コピーペアを 1 つにグループ化したものです。P-VOL をグループ化したデバイスグループと、

S-VOL をグループ化したデバイスグループから構成されます。

操作の流れを次に説明します。
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ペアを作成する（Volume Migration）

ソースボリュームとターゲットボリュームで Volume Migration 用のペアを作成します。

Volume Migration 用のペアを作成した時点では、ペア状態は SMPL です。マイグレーションを

実行するまではデータのコピーは行われません。

マイグレーションを実行する

ペア単位またはコピーグループ単位で、ソースボリュームからターゲットボリュームへデータ

のコピーを行います。データのコピーが完了すると、ソースボリュームとターゲットボリュー

ムの LDEV ID やパスの設定が入れ替わり、ターゲットボリューム側にホストの I/O が切り替わ

ります。

ペアを削除する（Volume Migration）

マイグレーションのジョブが完了し、成功していた場合は、マイグレーション用のペアを削除

します。

マイグレーションをキャンセルする

実行中のマイグレーションを中止したい場合や、マイグレーションのジョブが失敗した場合な

どは、マイグレーションをキャンセルします。マイグレーションをキャンセルすると、ペアの

状態が SMPL になり、マイグレーションを再実行できる状態になります。

マイグレーション後の処理

マイグレーション用に作成したボリュームやホストグループを削除します。

操作の流れを次に説明します。
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LU パスを削除する

ソースボリュームに設定された LU パスを削除します。ただし、マイグレーション完了時にパ

スの設定がソースボリュームとターゲットボリュームで入れ替わっているため、ボリュームマ

イグレーション用に作成したホストグループ（ホストに割り当てられていないホストグルー

プ）側に設定されたパスを削除します。

ボリュームを削除する（ソースボリューム）

ソースボリュームを削除します。ただし、マイグレーション完了時に LDEV ID が入れ替わっ

ているため、削除するボリュームの LDEV ID には、ターゲットボリュームとして作成したボ

リューム（ホストからの I/O がないボリューム）の LDEV ID を指定します。

ホストグループを削除する

ソースボリュームが属していたホストグループが不要になった場合は、削除します。

リクエストヘッダでの Job-Mode-Wait-Configuration-Change の指定について

マイグレーションの実行やキャンセルの操作では、データコピーに時間がかかるためにジョブのス

テータスが Completedにならず、複数の非同期処理を同時に実行するとジョブが滞留することが

あります。この場合、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWait
を指定して実行することで、データコピーが完了するまで待たないでジョブのステータスが

Completedになり、次のジョブの実行が開始されます。このとき、ジョブの実行が完了してもデ

ータコピーは継続されます。データのコピーが完了したかどうかは、ジョブのステータスではなく

対象のペアの状態を取得して確認してください。ペアの状態については、ペアの状態遷移の説明を

参照してください。
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13.3 ペアの状態遷移（Volume Migration）
ペアの操作によって遷移するペアの状態を、次の図に示します。

ペア

の状

態

コピーモード 説明

P-VOL へ

のアクセ

ス

S-VOL へ

のアクセ

ス

SMPL NotSynchronized Volume Migration が実行できる状態 Read/Write
可

Read/Write
可

COPY VolumeMigration マイグレーション中 Read/Write
可

-

PSUS VolumeMigration マイグレーション完了 Read/Write
可

Read/Write
可

PSUE VolumeMigration マイグレーションが中断された、または失敗した状態 Read/Write
可

Read のみ

可
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13.4 Volume Migration 用のペアを作成する
REST API でマイグレーションを行うために、ソースボリューム（P-VOL）とターゲットボリューム

（S-VOL）でペアを作成します。ペアを作成した時点では、ペアの状態は SMPL です。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）およびストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copypairs

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "copyGroupName": "vm-cg",
  "pvolDeviceGroupName": "dgp",
  "svolDeviceGroupName": "dgs",
  "copyPairName": "pair",
  "svolLdevId": 40970,
  "pvolLdevId": 40960,
  "replicationType": "SI",
  "copyMode": "NotSynchronized",
  "isNewGroupCreation": true
}

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 29 文字以内で指定します。大文字と小文

字を区別します。

isNewGroupCreation boolean （必須）コピーグループを新規に作成してペアを追加するか、既存の

コピーグループにペアを追加するかを指定します。

同じコピーグループ内に、Volume Migration 用のペアと ShadowImage
ペアが混在しないようにしてください。

• true：新しくコピーグループを作成してペアを追加

• false：既存のコピーグループへペアを追加

copyPairName string （必須）ペア名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字を区別し

ます。

copyMode string （必須）コピーモード

NotSynchronizedを指定します。

replicationType string （必須）ペア種別

SIを指定します。

pvolLdevId int （必須）P-VOL（ソースボリューム）の LDEV 番号を 10 進数で指定し

ます。
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属性 型 説明

svolLdevId int （必須）S-VOL（ターゲットボリューム）の LDEV 番号を 10 進数で指

定します。

pvolDeviceGroupName string （任意）P-VOL 用デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。

大文字と小文字を区別します。

S-VOL 用デバイスグループ名とは異なる名称を指定します。また、

既存のコピーグループへペアを追加する場合、既存の P-VOL 用デバ

イスグループ名を指定します。

省略した場合、＜copyGroupName ＞ P_が設定されます。

svolDeviceGroupName string （任意）S-VOL 用デバイスグループ名を 31 文字以内で指定します。

大文字と小文字を区別します。

P-VOL 用デバイスグループ名とは異なる名称を指定します。既存の

コピーグループへペアを追加する場合、既存の S-VOL 用デバイスグ

ループ名を指定します。

省略した場合、＜copyGroupName ＞ S_が設定されます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 作成したペアの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST --data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copypairs

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

13.5 コピーグループ単位でマイグレーションを実行する
指定したコピーグループ単位でマイグレーションを実行して、ソースボリューム（P-VOL）のデー

タをターゲットボリューム（S-VOL）にコピーします。コピーが完了すると、ホストのアクセスが

ソースボリュームからターゲットボリュームに切り替わります。

メモ　

マイグレーション実行の API が成功してデータのコピーが完了したあとに、ペアを削除する API を実行して、

ソースボリュームとターゲットボリュームのペアの状態を SMPL にしてください。
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ヒント　 この API は、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWaitを指定して

実行することをお勧めします。詳細については Volume Migration の操作の流れの説明を参照してください。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copygroups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/migrate/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

コピーグループ一覧から取得した localCloneCopygroupIdの値を指定します。次に示す

属性値を連結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜svolDeviceGroupName ＞

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字

を区別します。

pvolDeviceGroupName string （必須）P-VOL（ソースボリューム）デバイスグループ名を 31 文字以内

で指定します。大文字と小文字を区別します。

svolDeviceGroupName string （必須）S-VOL（ターゲットボリューム）デバイスグループ名を 31 文字

以内で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。ジョブオブジェクトの説明を参照してください。この API
は affectedResourcesを表示しません。マイグレーションが成功したかどうかは、コピー

グループの情報を取得する API を実行して確認してください。ペアボリューム状態を次に示

します。

• マイグレーション成功：PSUS
• マイグレーション失敗：PSUE

Action テンプレート

なし。
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ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST -d "" https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/local-
clone-copygroups/vm-cg,dgp,dgs/actions/migrate/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 13.8 特定のコピーグループの情報を取得する（Volume Migration）

13.6 マイグレーションを実行する
マイグレーションを実行して、ソースボリューム（P-VOL）のデータをターゲットボリューム（S-
VOL）にコピーします。コピーが完了すると、ホストのアクセスがソースボリュームからターゲッ

トボリュームに切り替わります。

メモ　

マイグレーション実行の API が成功してデータのコピーが完了したあとに、ペアを削除する API を実行して、

ソースボリュームとターゲットボリュームのペアの状態を SMPL にしてください。

ヒント　 この API は、リクエストヘッダに Job-Mode-Wait-Configuration-Change:NoWaitを指定して

実行することをお勧めします。詳細については Volume Migration の操作の流れの説明を参照してください。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copypairs/＜オブジェクト ID ＞/
actions/migrate/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ペアの情報から取得した localCloneCopypairIdの値を指定します。次に示す属性値を連

結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜svolDeviceGroupName ＞,＜
copyPairName ＞

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字

を区別します。
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属性 型 説明

pvolDeviceGroupName string （必須）P-VOL（ソースボリューム）デバイスグループ名を 31 文字以内

で指定します。大文字と小文字を区別します。

svolDeviceGroupName string （必須）S-VOL（ターゲットボリューム）デバイスグループ名を 31 文字

以内で指定します。大文字と小文字を区別します。

copyPairName string （必須）ペア名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字を区別しま

す。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。ジョブオブジェクトの説明を参照してください。この API
は affectedResourcesを表示しません。マイグレーションが成功したかどうかは、ペアの

情報を取得する API を実行して確認してください。ペアの状態を次に示します。

• マイグレーション成功：PSUS
• マイグレーション失敗：PSUE

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST -d "" https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/local-
clone-copypairs/vm-cg,dgp,dgs,p1/actions/migrate/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 13.10 特定のペアの情報を取得する（Volume Migration）
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13.7 コピーグループの一覧を取得する（Volume Migration）
対象のストレージシステム内のコピーグループのうちペアが登録されているコピーグループの情報
を取得します。

重要　 コピーグループ名またはデバイスグループ名に半角スペースが含まれている場合、そのコピーグループ

の情報は取得できません。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copygroups

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "copyGroupName": "localCopyGroup1",
      "pvolDeviceGroupName": "localCopyGroup1P_",
      "svolDeviceGroupName": "localCopyGroup1S_",
      "localCloneCopygroupId": 
"localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_"
    },
    {
      "copyGroupName": "localCopyGroup2",
      "pvolDeviceGroupName": "localCopyGrouppvol",
      "svolDeviceGroupName": "localCopyGroupsvol",
      "localCloneCopygroupId": 
"localCopyGroup2,localCopyGrouppvol,localCopyGroupsvol"
    }
  ]
}

属性 型 説明

copyGroupName string コピーグループ名

pvolDeviceGroupName string P-VOL（ソースボリューム）のデバイスグループ名

svolDeviceGroupName string S-VOL（ターゲットボリューム）のデバイスグループ名
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属性 型 説明

localCloneCopygroupId string ペアが登録されているコピーグループのオブジェクト ID
次の属性をコンマで連結した形式で出力します。

• copyGroupName
• pvolDeviceGroupName
• svolDeviceGroupName

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copygroups

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

13.8 特定のコピーグループの情報を取得する（Volume
Migration）

指定したコピーグループの情報およびコピーグループに含まれる Volume Migration 用のペアの情報

を取得します。ペアの状態を確認したり、ペアの構成情報を取得したりできます。

重要　

• 対象のコピーグループに、ほかの REST API サーバや REST API 以外のソフトウェアを使用して作成または

削除したペアが含まれている場合、その情報が正しく取得できないことがあります。最新のペアの情報を取

得したいときは、ペアの一覧を取得する API を使用してください。

• コピーグループ名、デバイスグループ名、またはコピーペア名に半角スペースが含まれている場合、その情

報は取得できません。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copygroups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

コピーグループ一覧から取得した localCloneCopygroupIdの値を指定します。次に示す

属性値を連結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜svolDeviceGroupName ＞
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属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字

を区別します。

pvolDeviceGroupName string （必須）P-VOL（ソースボリューム）のデバイスグループ名を 31 文字以

内で指定します。大文字と小文字を区別します。

svolDeviceGroupName string （必須）S-VOL（ターゲットボリューム）のデバイスグループ名を 31 文

字以内で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "localCloneCopygroupId" : "vm-cg,dgp,dgs",
  "copyGroupName" : "vm-cg",
  "pvolDeviceGroupName" : "dgp",
  "svolDeviceGroupName" : "dgs",
  "copyPairs" : [ {
    "localCloneCopypairId" : "vm-cg,dgp,dgs,p0",
    "copyGroupName" : "vm-cg",
    "copyPairName" : "p0",
    "replicationType" : "SI",
    "copyMode" : "NotSynchronized",
    "pvolLdevId" : 40970,
    "pvolStatus" : "SMPL",
    "svolLdevId" : 40960,
    "svolStatus" : "SMPL",
    "pvolMuNumber" : 0
  }, {
    "localCloneCopypairId" : "vm-cg,dgp,dgs,p1",
    "copyGroupName" : "vm-cg",
    "copyPairName" : "p1",
    "replicationType" : "SI",
    "copyMode" : "NotSynchronized",
    "pvolLdevId" : 40971,
    "pvolStatus" : "SMPL",
    "svolLdevId" : 40961,
    "svolStatus" : "SMPL",
    "pvolMuNumber" : 0
  } ]
}

属性 型 説明

copyGroupName string コピーグループ名

pvolDeviceGroupName string P-VOL のデバイスグループ名

svolDeviceGroupName string S-VOL のデバイスグループ名

localCloneCopygroupId string ペアが登録されているコピーグループのオブジェクト ID
次の属性をコンマで連結した形式で出力します。

• copyGroupName
• pvolDeviceGroupName
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属性 型 説明

• svolDeviceGroupName

copyPairs object[] ペアに関する、次の属性が出力されます。

• copyGroupName（string）
コピーグループ名

• copyPairName（string）
ペア名

• replicationType（string）
ペア種別

SIが出力されます。

• copyMode（string）
コピーモード

• NotSynchronized：マイグレーションをするために作成し

たペア

• VolumeMigration：マイグレーション中またはマイグレー

ションが完了したペア

そのほかのペアは、それ以外の値が表示されます。

• copyProgressRate（int）
コピーの進捗率（％）

情報が取得できない場合、この属性は出力しません。

• pvolLdevId（int）
P-VOL の LDEV 番号（10 進数）

• svolLdevId（int）
S-VOL の LDEV 番号（10 進数）

• pvolStatus（string）
P-VOL のペアボリューム状態

詳細については、ペアの状態遷移（Volume Migration）の説明を

参照してください。

情報が取得できない場合、この属性は出力しません。

• svolStatus（string）
S-VOL のペアボリューム状態

詳細については、ペアの状態遷移（Volume Migration）の説明を

参照してください。

情報が取得できない場合、この属性は出力しません。

• localCloneCopypairId（string）
ペアのオブジェクト ID

• pvolMuNumber（int）
P-VOL の MU 番号

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

404 Not Found 取得できるコピーグループがない、または取得したコピーグループに

含まれるペアが一組もないことを示します。
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コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-
copypairs?localCloneCopyGroupId=vm-cg,dgp,dgs

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 13.3 ペアの状態遷移（Volume Migration）

• 13.9 ペアの一覧を取得する（Volume Migration）

13.9 ペアの一覧を取得する（Volume Migration）
クエリパラメータで指定したコピーグループに含まれるペアの情報を取得します。ペアの情報を最
新の状態に更新することもできます。

重要　

• 対象のコピーグループに、ほかの REST API サーバや REST API 以外のソフトウェアを使用して作成または

削除したペアが含まれている場合、その情報が取得できないことがあります。この場合、クエリパラメータ

に refresh=trueを指定して実行すると、最新のペアの情報を取得できます。ただし、指定したコピーグ

ループに含まれるペアの情報を更新してから情報を取得するため、処理に時間がかかります。

• コピーグループ名、デバイスグループ名、またはペア名に半角スペースが含まれている場合、その情報は取

得できません。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copypairs

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

パラメータ 型 フィルタ条件

localCloneCopyGroupId string （必須）ペアが登録されているコピーグループのオブジェクト ID
コピーグループ一覧で取得した localCloneCopygroupIdの値を

指定します。次に示す属性値を連結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜
svolDeviceGroupName ＞

• copyGroupName（string）
コピーグループ名

31 文字以内で指定します。

• pvolDeviceGroupName（string）
P-VOL（ソースボリューム）のデバイスグループ名
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パラメータ 型 フィルタ条件

31 文字以内で指定します。

• svolDeviceGroupName（string）
S-VOL（ターゲットボリューム）のデバイスグループ名

31 文字以内で指定します。

refresh boolean （任意）ペアの情報を最新の状態に更新するかどうか

• true：更新する

• false：更新しない

trueを指定した場合、指定したコピーグループに含まれるペアの情

報を更新してから情報を取得するため、処理に時間がかかります。

省略した場合は、falseが指定されたと見なされます。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

指定したコピーグループ内のペアの情報が一覧で取得されます。レスポンスボディの内容に

ついては、特定のペアの情報を取得する API の説明を参照してください。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copypairs?
localCloneCopyGroupId=localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_
&refresh=true

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 13.10 特定のペアの情報を取得する（Volume Migration）

13.10 特定のペアの情報を取得する（Volume Migration）
指定した Volume Migration 用のペアの情報を取得します。ペアの状態や構成情報を取得できます。

重要　

• 対象のペアを、ほかの REST API サーバや REST API 以外のソフトウェアを使用して作成したりまたは削除

した場合、その情報が正しく取得できないことがあります。最新のペアの情報を取得したいときは、ペアの

一覧を取得する API を使用してください。

• コピーグループ名、デバイスグループ名、またはペア名に半角スペースが含まれている場合、その情報は取

得できません。
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実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copypairs/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ペアの情報から取得した localCloneCopypairIdの値を指定します。次に示す属性値を連

結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜svolDeviceGroupName ＞,＜
copyPairName ＞

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字

を区別します。

pvolDeviceGroupName string （必須）P-VOL（ソースボリューム）デバイスグループ名を 31 文字以内

で指定します。大文字と小文字を区別します。

svolDeviceGroupName string （必須）S-VOL（ターゲットボリューム）デバイスグループ名を 31 文字

以内で指定します。大文字と小文字を区別します。

copyPairName string （必須）ペア名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字を区別しま

す。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "localCloneCopypairId" : "vm-cg,dgp,dgs,p1",
  "copyGroupName" : "vm-cg",
  "copyPairName" : "p1",
  "replicationType" : "SI",
  "copyMode" : "NotSynchronized",
  "pvolLdevId" : 40971,
  "pvolStatus" : "SMPL",
  "svolLdevId" : 40961,
  "svolStatus" : "SMPL",
  "pvolMuNumber" : 0
}

属性 型 説明

copyGroupName string コピーグループ名

copyPairName string ペア名
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属性 型 説明

replicationType string ペア種別

SIが出力されます。

copyMode string コピーモード

• NotSynchronized：マイグレーションをするために作成したペア

• VolumeMigration：マイグレーション中またはマイグレーション

が完了したペア

そのほかのペアは、それ以外の値が表示されます。

copyProgressRate string コピーの進捗率（％）

情報が取得できない場合、この属性は出力しません。

pvolLdevId int P-VOL の LDEV 番号（10 進数）

svolLdevId int S-VOL の LDEV 番号（10 進数）

pvolStatus string P-VOL のペアボリューム状態

詳細については、ペアの状態遷移（Volume Migration）の説明を参照して

ください。

情報が取得できない場合、この属性は出力しません。

svolStatus string S-VOL のペアボリューム状態

詳細については、ペアの状態遷移（Volume Migration）の説明を参照して

ください。

情報が取得できない場合、この属性は出力しません。

localCloneCopypairId string ペアのオブジェクト ID

pvolMuNumber int P-VOL の MU 番号

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-
copypairs/vm-cg,dgp,dgs,p1

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 13.3 ペアの状態遷移（Volume Migration）

• 13.9 ペアの一覧を取得する（Volume Migration）

13.11 ペアを削除する（Volume Migration）
指定したペアを削除します。コピーグループにペアがなくなった場合、コピーグループとコピーグ
ループを構成するデバイスグループも削除します。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）および ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）
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リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copypairs/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ペアの情報から取得した localCloneCopypairIdの値を指定します。次に示す属性値を連

結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜svolDeviceGroupName ＞,＜
copyPairName ＞

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字

を区別します。

pvolDeviceGroupName string （必須）P-VOL（ソースボリューム）デバイスグループ名を 31 文字以内

で指定します。大文字と小文字を区別します。

svolDeviceGroupName string （必須）S-VOL（ターゲットボリューム）デバイスグループ名を 31 文字

以内で指定します。大文字と小文字を区別します。

copyPairName string （必須）コピーペア名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字を区

別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除したペアの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Authorization:Session 
d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copypairs/
localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_,pair1
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関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 13.10 特定のペアの情報を取得する（Volume Migration）

13.12 コピーグループを削除する（Volume Migration）
指定したコピーグループを削除します。コピーグループに含まれるすべてのペアおよびデバイスグ
ループも削除します。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）および ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copygroups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

コピーグループ一覧から取得した localCloneCopygroupIdの値を指定します。次に示す

属性値を連結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜svolDeviceGroupName ＞

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字

を区別します。

pvolDeviceGroupName string （必須）P-VOL（ソースボリューム）デバイスグループ名を 31 文字以内

で指定します。大文字と小文字を区別します。

svolDeviceGroupName string （必須）S-VOL（ターゲットボリューム）デバイスグループ名を 31 文字

以内で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 削除したコピーグループの URL
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コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
DELETE --data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copygroups/
localCopyGroup1,localCopyGroup1P_,localCopyGroup1S_

コピーグループを強制的に削除する場合

P-VOL のデバイスグループだけが残っているなど、正常な構成でないためにコピーグループを削除

できない場合、リクエストボディに forceDelete属性を設定することでコピーグループを強制的

に削除できます。forceDelete属性を設定する場合のコード例を次に示します。

{
  "forceDelete" : true
}

属性 型 説明

forceDelete boolean （任意）コピーグループを強制的に削除するかどうかを指定します。

• true：コピーグループを強制的に削除する

• false：コピーグループを強制的に削除しない

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 13.8 特定のコピーグループの情報を取得する（Volume Migration）

13.13 コピーグループ単位でマイグレーションをキャンセルする
実行中のマイグレーションを中止したい場合や、マイグレーションが失敗したときなどに、指定し
たコピーグループのマイグレーションをキャンセルします。マイグレーションをキャンセルする
と、対象のコピーグループに含まれるペアの状態が SMPL に戻ります。

実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copygroups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/split/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

コピーグループ一覧から取得した localCloneCopygroupIdの値を指定します。次に示す

属性値を連結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜svolDeviceGroupName ＞
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属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字

を区別します。

pvolDeviceGroupName string （必須）P-VOL（ソースボリューム）デバイスグループ名を 31 文字以内

で指定します。大文字と小文字を区別します。

svolDeviceGroupName string （必須）S-VOL（ターゲットボリューム）デバイスグループ名を 31 文字

以内で指定します。大文字と小文字を区別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters":{
    "forceSplit": true
  }
}

属性 型 説明

forceSplit boolean （任意）マイグレーションをキャンセルするかどうかを指定します。

• true：キャンセルする

• false：キャンセルしない

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources マイグレーションをキャンセルしたコピーグループの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST --data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copygroups/vm-cg,dgp,dgs/
actions/split/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト
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• 13.8 特定のコピーグループの情報を取得する（Volume Migration）

13.14 マイグレーションをキャンセルする
実行中のマイグレーションを中止したい場合や、マイグレーションが失敗した場合などに、指定し
たペアのマイグレーションをキャンセルします。マイグレーションをキャンセルすると、ペアの状
態が SMPL に戻ります。

実行権限

ストレージ管理者（ローカルバックアップ管理）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/local-clone-copypairs/＜オブジェクト ID ＞/
actions/split/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ペアの情報から取得した localCloneCopypairIdの値を指定します。次に示す属性値を連

結した形式でも指定できます。

＜copyGroupName ＞,＜pvolDeviceGroupName ＞,＜svolDeviceGroupName ＞,＜
copyPairName ＞

属性 型 説明

copyGroupName string （必須）コピーグループ名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字

を区別します。

pvolDeviceGroupName string （必須）P-VOL（ソースボリューム）デバイスグループ名を 31 文字以内

で指定します。大文字と小文字を区別します。

svolDeviceGroupName string （必須）S-VOL（ターゲットボリューム）デバイスグループ名を 31 文字

以内で指定します。大文字と小文字を区別します。

copyPairName string （必須）コピーペア名を 31 文字以内で指定します。大文字と小文字を区

別します。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "parameters":{
    "forceSplit": true
  }
}

属性 型 説明

forceSplit boolean （任意）マイグレーションをキャンセルするかどうかを指定します。

• true：キャンセルする

• false：キャンセルしない
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属性 型 説明

省略した場合、falseが設定されたと見なされます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources マイグレーションをキャンセルしたペアの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept: application/json" -H "Content-Type: application/
json" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X 
POST --data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/local-clone-copypairs/vm-cg,dgp,dgs,p1/
actions/split/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 13.10 特定のペアの情報を取得する（Volume Migration）
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14
Universal Volume Manager の操作

この章では、REST API で実行する Universal Volume Manager の操作について説明します。

 14.1 Universal Volume Manager とは

 14.2 Universal Volume Manager の操作の流れ

 14.3 外部ストレージシステムのポートの一覧を取得する

 14.4 外部ストレージポートの LU の一覧を取得する

 14.5 外部ボリュームをマッピングする

 14.6 外部パスグループの一覧を取得する

 14.7 指定した外部パスグループの情報を取得する

 14.8 外部パスグループに外部パスを追加する

 14.9 外部パスグループから外部パスを削除する

 14.10 外部ボリュームのマッピングを解除する

 14.11 外部ボリュームへの接続を切断する
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14.1 Universal Volume Manager とは
Universal Volume Manager は、ストレージデバイスを仮想化し、機種の異なる複数のストレージシス

テムを 1 つのストレージシステムとして利用できるようにする機能です。

ローカルストレージシステムの外部接続用のポートと外部ストレージシステムのポート間をケーブ

ルで接続し、外部ストレージシステムにあるボリュームをローカルストレージシステム上に割り当

てる（マッピングする）と、外部ストレージシステムのボリュームを外部ボリュームとして使用で

きるようになります。

外部ボリュームは、次のような用途で使用します。

• ローカルストレージシステムのボリュームのデータを外部ストレージシステムにバックアップ

する。

• データ保管の用途でホストからボリュームを要求された場合に、外部ボリュームをホストへ割

り当てる。

• 新しいストレージシステムを導入したときに、古いストレージシステム（外部ストレージシス

テム）からデータを移行する。

不要になった外部ストレージシステムを廃棄する場合は、外部ストレージシステムのボリュームの

マッピングを解除します。

Universal Volume Manager を使用する場合のシステム構成とその構成要素を次の図に示します。

ローカルストレージシステム

REST API クライアントからのリクエストを受け付ける側のストレージシステムです。

外部ストレージシステム

外部パスによってローカルストレージシステムに接続したストレージシステムです。

外部パス

ローカルストレージシステムの外部接続用ポートと、外部ストレージシステムのポート間を接
続した経路のことを外部パスと呼びます。外部パスには複数の経路を設定できます。同じ外
部パスを使用する外部ボリュームをグルーピングしたものを外部パスグループと呼びます。

外部パリティグループ

ローカルストレージシステム上で外部ボリュームを管理するために使用します。パリティ情
報は含みませんが、管理上はパリティグループと同じように扱います。外部パリティグループ
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に外部ストレージシステムの外部ボリュームを登録すると、外部ボリュームをローカルストレ
ージシステムから使用できるようになります。

外部ボリューム

ホストから外部ストレージシステムのボリュームを使用するために、外部パリティグループか

ら外部ボリュームを作成します。外部ボリュームは、ローカルストレージシステム上のほかの

ボリュームと同じように操作できます。

ヒント　

外部ストレージシステムにあるマッピング元のボリュームも外部ボリュームと呼びますが、ローカルスト

レージシステム上で使用する外部ボリュームと区別が必要な場合は、「外部ストレージシステム側の外部ボ

リューム」と呼びます。

Universal Volume Manager の機能の詳細や注意事項については、マニュアル「Universal Volume
Manager ユーザガイド」を参照してください。

14.2 Universal Volume Manager の操作の流れ
Universal Volume Manager を使用して外部ストレージシステムのリソースを仮想化して利用するた

めの、REST API で行う操作の流れについて説明します。

外部ボリュームの利用を開始する

ローカルストレージシステムのポートに接続した外部ストレージシステムのボリュームをマッピン

グして、外部ボリュームを作成します。

操作の流れを次に説明します。
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外部ストレージシステムにボリュームを作成する

外部ストレージシステムにボリュームを作成します。外部ストレージシステムが REST API が
サポートしている場合は、外部ストレージシステム側の REST API でも作成できます。

外部ストレージシステムのポートを設定をする

外部ストレージシステムのポートとシステムオプションを設定します。操作方法は、ご使用の

外部ストレージシステムのマニュアルを参照してください。

外部ストレージシステムのポートの一覧を取得する

接続した外部ストレージシステムのポートの情報を取得します。取得した情報は、外部ボリュ

ームをマッピングする際に使用します。

外部ストレージポートの LU の一覧を取得する

接続した外部ストレージシステムのポートに定義された LU の情報を取得します。取得した

情報は、外部ボリュームをマッピングする際に使用します。

外部パスグループの情報を取得する

既存の外部パスグループを利用してマッピングするときは、外部パスグループの情報を取得し

てパスグループ ID を確認します。

外部ボリュームをマッピングする

外部パリティグループを作成して、マッピングしたい外部ストレージシステム側の外部ボリュ

ームの情報を登録します。登録されたマッピング情報は、作成した外部パリティグループが属

する外部パスグループの情報を取得する API で確認します。
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ボリュームを作成する

ローカルストレージシステムに作成した外部パリティグループから外部ボリュームを作成し

ます。作成した外部ボリュームは、ローカルストレージシステム上のほかのボリュームと同じ

ように、ホストに割り当てたり、プールボリュームとして使用したりできます。

外部パスを冗長化する

ローカルストレージシステムと外部ストレージシステム間の外部パスを複数設定することで、外部

ボリュームへのアクセス経路を冗長化できます。複数の外部パスを設定するには、外部パスグルー

プにパスを追加します。外部パスグループは、外部ボリュームをマッピングするときに自動的に作

成されます。

操作の流れを次に説明します。

外部パスグループの情報を取得する

操作対象の外部パスグループの情報を取得して、パスグループ ID を確認します。

外部パスグループに外部パスを追加する

外部パスグループを指定して外部パスを追加します。

外部パスの優先順位を変更する

外部パスの優先順位は、外部パスグループに登録された順に高くなります。REST API でパスの優

先度を変更したい場合は、優先度を上げたいパスより先に登録されたパスを削除してから、再度パ

スを登録してください。

外部パス操作の流れを次に説明します。
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外部パスグループの情報を取得する

操作対象の外部パスグループの情報を取得して、外部パスの優先順位やパスグループ ID を確

認します。

外部パスグループから外部パスを削除する

優先順位を下げる外部パスをパスグループから削除します。

外部パスグループに外部パスを追加する

削除した外部パスを外部パスグループに再度追加します。複数のパスを追加する場合は、優先

度の高い順に追加します。

外部ボリュームの利用を廃止する

外部ストレージシステムを廃棄する場合などに、外部ボリュームへの接続を切断してマッピングを

解除し、外部ボリュームの利用を廃止します。

操作の流れを次に説明します。

外部ボリュームへの接続を切断する

外部ボリュームへの接続を切断します。マッピングされている外部ボリュームへのホスト I/O
が停止され、キャッシュメモリに蓄えられているデータがすべて外部ボリュームに書き込まれ

ます（デステージされます）。

外部ボリュームのマッピングを解除する

外部パリティグル―プを削除して、外部ボリュームのマッピングを解除します。マッピングを

解除しても、外部ストレージシステム側のボリュームに書き込まれたデータは削除されませ

ん。外部パスグループ内の最後の外部パリティグループが削除されると、その外部パスグルー

プも自動的に削除されます。

14.3 外部ストレージシステムのポートの一覧を取得する
ローカルストレージシステムに外部接続している 外部ストレージシステムのポートの一覧を取得

します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/external-storage-ports
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リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

パラメータ 型 フィルタ条件

portId string （必須）ローカルストレージシステム側のポート番号

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data" : [ {
    "externalWwn" : "50060e80222fd141",
    "portId" : "CL7-A",
    "externalSerialNumber" : "477777",
    "externalStorageInfo" : "HITACHI VSP Gx00",
    "externalPathMode" : "Multi",
    "externalIsUsed" : false
  } ]
}

属性 型 説明

externalWwn string 外部ストレージシステム側のポートの WWN

portId string ローカルストレージシステム側のポート番号

externalSerialNumber string 外部ストレージシステムのシリアル番号

externalStorageInfo string 外部ストレージシステムの VENDOR 情報およびプロダクト ID
VENDOR 情報とプロダクト ID をスペースで連結した形式で取得しま

す。

externalPathMode string 外部ストレージシステム側のポートの外部パスのパスモード

• Multi：Multi モード

• Single：Single モード

• APLB：APLB モード

externalIsUsed boolean ローカルストレージシステムに外部接続している 外部ストレージシ

ステムのポートを外部ボリュームのマッピングに使用しているかどう

かが表示されます。

• true：使用している

• false：使用していない

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/external-storage-
ports?portId=CL7-A

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

14.4 外部ストレージポートの LU の一覧を取得する
ローカルストレージシステムに外部接続している外部ストレージシステムのポートに定義されてい
る LU の一覧を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/external-storage-luns

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

パラメータ 型 フィルタ条件

portId string （必須）ローカルストレージシステム側のポート番号

externalWwn string （必須）外部ストレージシステム側のポートの WWN

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data" : [ {
    "externalLun" : 0,
    "portId" : "CL7-A",
    "externalWwn" : "50060e80222fd141",
    "externalVolumeCapacity" : 62914560,
    "externalVolumeInfo" : "OPEN-V HITACHI 50412FD100CC"
  } ]
}

属性 型 説明

externalLun int 外部ストレージシステムのポートから参照できる LUN
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属性 型 説明

portId string ローカルストレージシステム側のポート番号

externalWwn string 外部ストレージシステム側のポートの WWN

externalVolumeCapacity long 外部ストレージシステム側の外部ボリュームの容量（ブロック単位：

1 ブロック=512 バイト）

externalVolumeInfo string 外部ストレージシステム側の外部ボリュームの SCSI 情報内のプロダ

クト ID およびデバイス識別情報（アスキー表示）

プロダクト ID とデバイス識別情報をスペースで連結した形式で取得

します。

LU が外部ボリュームグループとして使用できない場合は、プロダクト

ID に OTHERが表示されます。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
"https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/external-storage-
luns?portId=CL7-A&externalWwn=50060e80222fd141"

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

14.5 外部ボリュームをマッピングする
ローカルストレージシステム上に外部パリティグループを作成して、作成した外部パリティグルー
プに外部ストレージシステムのボリュームを登録（マッピング）します。マッピング時に外部パス
グループと外部パスも作成されます。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/external-parity-groups

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。
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ボディ

{   "externalParityGroupId":"1-1",
    "externalPathGroupId":1,
    "portId":"CL7-A",
    "externalWwn":"50060e80222fd141",
    "lunId":0,
    "emulationType":"OPEN-V",
    "clprId":0
}

属性 型 説明

externalParityGroupId string （必須）外部パリティグループ番号

<gno >-<sgno >形式で指定します。

externalPathGroupId int （必須）外部パスグループ ID
指定したパスグループ ID が存在しない場合は、新たに作成され

ます。

portId string （必須）ローカルストレージシステム側のポート番号

externalWwn string （必須）外部ストレージシステム側の WWN

lunId int （必須）外部ストレージシステム側のポートの LUN

emulationType string （任意）エミュレーションタイプ

次の値を指定できます。

OPEN-3 , OPEN-8 , OPEN-9 , OPEN-E , OPEN-K , OPEN-L ,
OPEN-V , 3380-3 , 3380-3A , 3380-3B , 3380-3C , 3390-1 ,
3390-2 , 3390-3 , 3390-A , 3390-3A , 3390-3B , 3390-3C ,
3390-3R , 3390-9 , 3390-9A , 3390-9B , 3390-9C , 3390-L ,
3390-LA , 3390-LB , 3390-LC , 3390-M , 3390-MA , 3390-
MB , 3390-MC , 3390-V , 6586-G , 6586-J , 6586-K , 6586-
KA , 6586-KB , 6586-KC , 6588-1 , 6588-3 , 6588-9 , 6588-
A , 6588-3A , 6588-3B , 6588-3C , 6588-9A , 6588-9B ,
6588-9C , 6588-L , 6588-LA , 6588-LB , 6588-LC
省略した場合、OPEN-Vが設定されます。

clprId int （任意）外部パリティグループが使用する CLPR 番号

0～31の 10 進数を指定します。

省略した場合、0が設定されます。

isExternalAttributeMigration boolean （任意）外部パリティグループの属性に nondisruptive migration を
設定するかどうか

• true：設定する

• false：設定しない

省略した場合、falseが設定されます。

commandDeviceLdevId int （任意）リモートコマンドデバイスの LDEV 番号

外部ストレージシステムのコマンドデバイスをマッピングする

場合に指定します。

指定した LDEV 番号がリモートコマンドデバイスに付与されま

す。

レスポンスメッセージ

ボディ
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ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。この API の実行結果が正しく反映されているかどうか

は、外部パスの情報を取得する API を実行して確認してください。

属性 説明

affectedResources マッピングした外部パリティグループの URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/external-parity-groups

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 14.7 指定した外部パスグループの情報を取得する

14.6 外部パスグループの一覧を取得する
外部パスグループの情報を一覧で取得します。関連する外部パリティグループと外部パスの情報も
取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/external-path-groups

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

パラメータ 型 フィルタ条件

externalParityGroupId string （任意）外部パリティグループ番号

<gno >-<sgno >形式で指定します。

ldevId パラメータと同時に指定できません。

ldevId string （任意）LDEV 番号

externalParityGroupIdパラメータと同時に指定できません。
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ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
    "data": [
        {
            "externalPathGroupId": 0,
            "externalSerialNumber": "91110309",
            "externalProductId": "HUS",
            "externalParityGroups": [
                {
                    "externalParityGroupId": "1-1",
                    "externalParityGroupStatus": "BLK",
                    "cacheMode": "D",
                    "mpBladeId": 0,
                    "loadBalanceMode": "N",
                    "pathMode": "M",
                    "externalLuns": [
                        {
                            "portId": "CL5-B",
                            "externalWwn": "50060e8010539b51",
                            "priority": 1,
                            "externalLun": 0,
                            "pathStatus": "BLK"
                        }
                    ],
                    "isInflowControlEnabled": false,
                    "isDataDirectMapping": false
                },
                {
                    "externalParityGroupId": "1-12",
                    "externalParityGroupStatus": "BLK",
                    "cacheMode": "E",
                    "mpBladeId": 2,
                    "loadBalanceMode": "N",
                    "pathMode": "M",
                    "externalLuns": [
                        {
                            "portId": "CL5-B",
                            "externalWwn": "50060e8010539b51",
                            "priority": 1,
                            "externalLun": 19,
                            "pathStatus": "BLK"
                        }
                    ],
                    "isInflowControlEnabled": false,
                    "isDataDirectMapping": false
                }
            ],
            "externalPaths": [
                {
                    "portId": "CL5-B",
                    "externalWwn": "50060e8010539b51"
                }
            ]
        },
        {
            "externalPathGroupId": 1,
            "externalSerialNumber": "210945",
            "externalProductId": "HUS VM",
            "externalParityGroups": [
                {
                    "externalParityGroupId": "1-2",
                    "externalParityGroupStatus": "NML",
                    "cacheMode": "D",
                    "mpBladeId": 1,
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                    "loadBalanceMode": "N",
                    "pathMode": "M",
                    "externalLuns": [
                        {
                            "portId": "CL5-B",
                            "externalWwn": "50060e80132ac120",
                            "priority": 1,
                            "externalLun": 21,
                            "pathStatus": "NML"
                        }
                    ],
                    "isInflowControlEnabled": false,
                    "isDataDirectMapping": false
                },
                {
                    "externalParityGroupId": "1-23",
                    "externalParityGroupStatus": "NML",
                    "cacheMode": "E",
                    "mpBladeId": 2,
                    "loadBalanceMode": "N",
                    "pathMode": "M",
                    "externalLuns": [
                        {
                            "portId": "CL5-B",
                            "externalWwn": "50060e80132ac120",
                            "priority": 1,
                            "externalLun": 32,
                            "pathStatus": "NML"
                        }
                    ],
                    "isInflowControlEnabled": false,
                    "isDataDirectMapping": false
                }
            ],
            "externalPaths": [
                {
                    "portId": "CL5-B",
                    "externalWwn": "50060e80132ac120"
                }
            ]
        }
    ]
}

属性 型 説明

externalPathGroupId int 外部パスグループ番号

externalSerialNumber string 外部ストレージシステムのシリアル番号

externalProductId string 外部ストレージシステムのプロダクト ID

externalParityGroups object[] 外部パリティグループごとに次の属性が出力されます。

• externalParityGroupId（string）
外部パリティグループ番号

• externalParityGroupStatus（string）
外部パリティグループの状態

• NML：正常状態

• CHK：マッピングパスの状態を確認中

• SYN：キャッシュ内のデータをボリュームに書き込み中

• DSC：外部ストレージシステムまたは外部ボリュームへの接続

を停止した状態

• BLK：マッピングパスが閉塞状態

• WAR：マッピングパスの状態が正常でない状態
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属性 型 説明

• Unknown：不明状態

• cacheMode（string）
キャッシュモード

• E：有効

• D：無効

外部パリティグループが nondisruptive migration 属性の場合は、次の

値が出力されます。

• EM：有効

• DM：無効

• TM：スルー

• SM：同期書き込み

• isInflowControlEnabled（boolean）
キャッシュ流入制御

• true：有効

• false：無効

• mpBladeId（int）
MP ブレード ID

• loadBalanceMode（string）
外部ストレージシステムへの I/O の負荷分散方式

• N：標準ラウンドロビン方式

• E：拡張ラウンドロビン方式

• D：負荷分散を実行せず、1 つのパスで I/O を実行

• pathMode（string）
外部ストレージシステム側のパスモード

• M：Multi モード

• S：Single モード

• A：APLB モード

• AL：ALUA モード

• MA：Multi モード（ALUA モードに変更可能な状態）

• SA：Single モード（ALUA モードに変更可能な状態）

• isDataDirectMapping（boolean）
データダイレクトマップ属性が有効かどうか

• true：有効

• false：無効

• externalLuns（object[]）
外部ストレージシステムの LU ごとに次の属性が出力されます。

◦ portId（string）
ポート番号

◦ externalWwn（string）
外部ストレージシステム側の WWN

◦ priority（int）
外部パスグループ内での優先順位

◦ externalLun（int）
外部ストレージシステム側のポート内の LUN

◦ pathStatus（string）
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属性 型 説明

外部パスの状態

NML：正常状態

CHK：一時閉塞している状態（外部パスの状態を確認中）

BLK：閉塞状態

DSC：接続が停止している状態

Unknown：不明状態

externalPaths object[] 外部パスごとに次の属性が出力されます。

• portId（string）
ポート番号

• externalWwn（string）
外部ストレージシステム側の WWN

• qDepth（int）
外部パリティグループに対して 1 度に発行できる Read/Write コマ

ンドの数

qDepth属性に値が設定されている場合だけ取得されます。

• ioTimeOut（int）
外部パリティグループへの I/O タイムオーバーの設定値（秒）

ioTimeOut属性に値が設定されている場合だけ取得されます。

• blockedPathMonitoring（int）
外部パリティグループへのすべてのパスの接続が切断されてから、

外部パリティグループが閉塞するまでの時間（秒）

blockedPathMonitoring属性に値が設定されている場合だけ

取得されます。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/external-path-groups

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

14.7 指定した外部パスグループの情報を取得する
指定した外部パスグループの情報と、関連する外部パリティグループおよび外部パスの情報を取得
します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/external-path-groups/＜オブジェクト ID ＞
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リクエストメッセージ

オブジェクト ID

外部パスグループの情報取得で取得した externalPathGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

externalPathGroupId int （必須）外部パスグループ番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
    "externalPathGroupId": 1,
    "externalSerialNumber": "210945",
    "externalProductId": "HUS VM",
    "externalParityGroups": [
        {
            "externalParityGroupId": "1-2",
            "externalParityGroupStatus": "NML",
            "cacheMode": "D",
            "mpBladeId": 1,
            "loadBalanceMode": "N",
            "pathMode": "M",
            "externalLuns": [
                {
                    "portId": "CL5-B",
                    "externalWwn": "50060e80132ac120",
                    "priority": 1,
                    "externalLun": 21,
                    "pathStatus": "NML"
                }
            ],
            "isInflowControlEnabled": false,
            "isDataDirectMapping": false
        },
        {
            "externalParityGroupId": "1-23",
            "externalParityGroupStatus": "NML",
            "cacheMode": "E",
            "mpBladeId": 2,
            "loadBalanceMode": "N",
            "pathMode": "M",
            "externalLuns": [
                {
                    "portId": "CL5-B",
                    "externalWwn": "50060e80132ac120",
                    "priority": 1,
                    "externalLun": 32,
                    "pathStatus": "NML"
                }
            ],
            "isInflowControlEnabled": false,
            "isDataDirectMapping": false
        }
    ],
    "externalPaths": [
        {
            "portId": "CL5-B",
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            "externalWwn": "50060e80132ac120"
        }
    ]
}

属性 型 説明

externalPathGroupId int 外部パスグループ番号

externalSerialNumber string 外部ストレージシステムのシリアル番号

externalProductId string 外部ストレージシステムのプロダクト ID

externalParityGroups object[] 外部パリティグループごとに次の属性が出力されます。

• externalParityGroupId（string）
外部パリティグループ番号

• externalParityGroupStatus（string）
外部パリティグループの状態

• NML：正常状態

• CHK：マッピングパスの状態を確認中

• SYN：キャッシュ内のデータをボリュームに書き込み中

• DSC：外部ストレージシステムまたは外部ボリュームへの接続

を停止した状態

• BLK：マッピングパスが閉塞状態

• WAR：マッピングパスの状態が正常でない状態

• Unknown：不明状態

• cacheMode（string）
キャッシュモード

• E：有効

• D：無効

外部パリティグループが nondisruptive migration 属性の場合は、次の

値が出力されます。

• EM：有効

• DM：無効

• TM：スルー

• SM：同期書き込み

• isInflowControlEnabled（boolean）
キャッシュ流入制御

• true：有効

• false：無効

• mpBladeId（int）
MP ブレード ID

• loadBalanceMode（string）
外部ストレージシステムへの I/O の負荷分散方式

• N：標準ラウンドロビン方式

• E：拡張ラウンドロビン方式

• D：負荷分散を実行せず、1 つのパスで I/O を実行

• pathMode（string）
外部ストレージシステム側のパスモード

• M：Multi モード
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属性 型 説明

• S：Single モード

• A：APLB モード

• AL：ALUA モード

• MA：Multi モード（ALUA モードに変更可能な状態）

• SA：Single モード（ALUA モードに変更可能な状態）

• isDataDirectMapping（boolean）
データダイレクトマップ属性が有効かどうか

• true：有効

• false：無効

• externalLuns（object[]）
外部ストレージシステムの LU ごとに次の属性が出力されます。

◦ portId（string）
ポート番号

◦ externalWwn（string）
外部ストレージシステム側の WWN

◦ priority（int）
外部パスグループ内での優先順位

◦ externalLun（int）
外部ストレージシステム側のポート内の LUN

◦ pathStatus（string）
外部パスの状態

NML：正常状態

CHK：一時的に閉塞している状態（外部パスの状態を確認中）

BLK：閉塞状態

DSC：接続が停止している状態

Unknown：不明状態

externalPaths object[] 外部パスごとに次の属性が出力されます。

• portId（string）
ポート番号

• externalWwn（string）
外部ストレージシステム側の WWN

• qDepth（int）
外部パリティグループに対して、1 度に発行できる Read/Write コマ

ンドの数

qDepth属性に値が設定されている場合だけ取得されます。

• ioTimeOut（int）
外部パリティグループへの I/O タイムオーバーの設定値（秒）

ioTimeOut属性に値が設定されている場合だけ取得されます。

• blockedPathMonitoring（int）
外部パリティグループへのすべてのパスの接続が切断されてから、

外部パリティグループが閉塞するまでの時間（秒）

blockedPathMonitoring属性に値が設定されている場合だけ

取得されます。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/external-path-
groups/1

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 14.6 外部パスグループの一覧を取得する

14.8 外部パスグループに外部パスを追加する
既存の外部パスグループに外部パスの情報を追加します。パスの優先度は、パスを追加した順番に
高くなります。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/external-path-groups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/add-path/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

外部パスグループの情報取得で取得した externalPathGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

externalPathGroupId int （必須）外部パスグループ番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
"parameters": {
    "portId":"CL7-A",
    "externalWwn":"50060E801033C2F0"
}
}

属性 型 説明

portId string （必須）ローカルストレージシステム側のポート番号

externalWwn string （必須）外部ストレージシステム側の WWN

レスポンスメッセージ

ボディ
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ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 外部パスを追加した外部パスグループの URL

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/external-path-groups/1/actions/add-path/
invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 14.7 指定した外部パスグループの情報を取得する

14.9 外部パスグループから外部パスを削除する
外部パスグループから外部パスの情報を削除します。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/external-path-groups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/remove-path/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

外部パスグループの情報取得で取得した externalPathGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

externalPathGroupId int （必須）外部パスグループ番号

クエリパラメータ

なし。
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ボディ

{
"parameters": {
    "portId":"CL7-A",
    "externalWwn":"50060E801033C2F0"
}
}

属性 型 説明

portId string （必須）ローカルストレージシステム側のポート番号

externalWwn string （必須）外部ストレージシステム側の WWN

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 外部パスを削除した外部パスグループの URL

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/external-path-groups/1/actions/remove-
path/invoke

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 14.7 指定した外部パスグループの情報を取得する

14.10 外部ボリュームのマッピングを解除する
外部パリティグループを削除して、外部ボリュームのマッピングを解除します。最後の外部パリテ
ィグループを削除すると、外部パスグループ自体も削除されます。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）
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リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/external-parity-groups/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

外部パスグループの情報取得で取得した externalParityGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

externalParityGroupId string （必須）外部パリティグループ番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "force": true
}

属性 型 説明

force boolean （任意）デステージされていない状態のままでも強制的にマッピングを解除するかど

うかを指定します。

デステージをしていない場合でも外部ボリュームへのマッピングを解除する場合は

trueを指定します。

• true：強制的にマッピングを解除する

• false：デステージされている場合だけマッピングを解除する

省略した場合、falseが指定されたと見なされます。

falseを指定する場合は、事前に外部ボリュームの接続を切断する API を実行して

ください。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。ジョブオブジェクトの説明を参照してください。この API
は affectedResourcesを表示しません。マッピングが解除されたかどうかは、外部パスグ

ループの情報を取得する API を実行して確認してください。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/external-parity-
groups/1-1
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関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 14.6 外部パスグループの一覧を取得する

• 14.7 指定した外部パスグループの情報を取得する

14.11 外部ボリュームへの接続を切断する
ローカルストレージシステムから外部ストレージシステム内の外部ボリュームへの接続を切断しま
す。外部ボリュームとのマッピング状態は解除されません。

実行権限

ストレージ管理者（プロビジョニング）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/external-parity-groups/＜オブジェクト ID ＞/
actions/disconnect/invoke

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

外部パスグループの情報取得で取得した externalParityGroupIdの値を指定します。

属性 型 説明

externalParityGroupId string （必須）外部パリティグループ番号

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。ジョブオブジェクトの説明を参照してください。この API
は affectedResourcesを表示しません。接続が切断されたかどうかは、外部パスグループ

の情報を取得する API を実行して外部パスの状態を確認してください。

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/external-parity-
groups/1-1/actions/disconnect/invoke -d ""

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 14.6 外部パスグループの一覧を取得する

• 14.7 指定した外部パスグループの情報を取得する
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15
ストレージシステムの初期設定

この章では、REST API で実行するストレージシステムの初期設定について説明します。

 15.1 ストレージシステムの初期設定とは

 15.2 ストレージシステムのシステム日時を取得する

 15.3 ストレージシステムで使用できるタイムゾーンの一覧を取得する

 15.4 ストレージシステムのシステム日時を設定する

 15.5 初期設定に必要なファイルをアップロードする

 15.6 監査ログの転送先情報を取得する

 15.7 監査ログの転送先を設定する

 15.8 監査ログの転送先にテストメッセージを送信する

 15.9 SNMP の設定情報を取得する

 15.10 SNMP の障害通知の送信先を設定する

 15.11 SNMP トラップのテスト送信をする

 15.12 ライセンス情報の一覧を取得する

 15.13 特定のライセンス情報を取得する

 15.14 プログラムプロダクトをインストールする

 15.15 ライセンスを有効または無効にする

 15.16 プログラムプロダクトをアンインストールする
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15.1 ストレージシステムの初期設定とは
ストレージシステムの初期設定のうち、REST API から実行できる操作について説明します。

REST API で実行できる初期設定の操作

• ストレージシステムのシステム日時の設定

ストレージシステムのシステム日時を設定します。

• 監査ログの転送先の設定

ストレージシステムの監査ログを Syslog サーバへ転送するための設定をします。ストレージシ

ステムと syslog サーバ間で SSL 通信を行う場合に必要な証明書ファイルを、ストレージシステ

ムにアップロードすることもできます。

• SNMP の通知先の設定

ストレージシステムの障害情報（SIM）を SMNP で通知するための設定をします。SNMP の詳

細については、マニュアル「SNMP Agent ユーザガイド」を参照してください。

• ライセンスの管理

プログラムプロダクトのライセンスの設定をします。ライセンスの詳細については、マニュア

ル「Hitachi Device Manager - Storage Navigator ユーザガイド」を参照してください。

ストレージシステムの初期設定の詳細については、マニュアル「システム管理者ガイド」または

「Hitachi Device Manager - Storage Navigator ユーザガイド」を参照してください。

15.2 ストレージシステムのシステム日時を取得する
ストレージシステムに設定されているシステム日時を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/date-times/instance

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

instanceを指定します。

instanceは、単一のインスタンスしか持たないオブジェクトの場合に、オブジェクト ID と

して指定する固定の値です。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。
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レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "isNtpEnabled": true,
  "ntpServerNames": [
    "192.0.2.200"
  ],
  "timeZoneId": "America/Los_Angeles",
  "systemTime": "2016-07-20T17:02:12Z",
  "synchronizingLocalTime": "22:00",
  "adjustsDaylightSavingTime": true
}

属性 型 説明

isNtpEnabled boolean NTP サーバと時刻を同期するかどうか

• true：同期する

• false：同期しない

ntpServerNames string[] NTP サーバの IP アドレスまたはホスト名

NTP サーバと同期している場合に表示されます。

timeZoneId string タイムゾーン ID

systemTime ISO8601string システム日時（UTC）

synchronizingLocalTime string NTP サーバとの同期時刻（現地時間）

NTP サーバと同期している場合に表示されます。

adjustsDaylightSavingTime boolean 自動的に夏時間に切り替えるかどうか

タイムゾーンが夏時間をサポートしている場合に表示され

ます。

• true：切り替える

• false：切り替えない

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed ストレージシステムのマイクロコードのバージョンは、この操作をサ

ポートしていません。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/date-times/instance

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード
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15.3 ストレージシステムで使用できるタイムゾーンの一覧を取得

する
ストレージシステムのシステム日時を設定する場合などに、使用できるタイムゾーンを確認します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/time-zones

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "timeZoneId": "Etc/GMT+12",
      "timeZone": "(UTC-12:00)",
      "displayName": "International Date Line West",
      "observesDaylightSavingTime": false
    },
    {
      "timeZoneId": "Etc/GMT+11",
      "timeZone": "(UTC-11:00)",
      "displayName": "Coordinated Universal Time-11",
      "observesDaylightSavingTime": false
    },
    {
      "timeZoneId": "Pacific/Honolulu",
      "timeZone": "(UTC-10:00)",
      "displayName": "Hawaii",
      "observesDaylightSavingTime": false
    }
  ]
}

属性 型 説明

timeZoneId string タイムゾーン ID

timeZone string タイムゾーン
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属性 型 説明

displayName string タイムゾーン表示名

observesDaylightSavingTime boolean 夏時間をサポートしているかどうか

• true：夏時間をサポートしている

• false：夏時間をサポートしていない

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。

ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed ストレージシステムのマイクロコードのバージョンは、この操作をサ

ポートしていません。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/time-zones

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

15.4 ストレージシステムのシステム日時を設定する
ストレージシステムのシステム日時を設定します。

メモ　

REST API を実行するユーザが、対象ストレージシステムのリソースを REST API でロックしている場合、スト

レージシステムのシステム日時を設定する API は実行できません。その場合は、ロックを解除してから実行し

てください。

実行権限

ストレージ管理者（初期設定）

リクエストライン

PATCH ＜ベース URL ＞/v1/objects/date-times/instance

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

instanceを指定します。

instanceは、単一のインスタンスしか持たないオブジェクトの場合に、オブジェクト ID と

して指定する固定の値です。

クエリパラメータ
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なし。

ボディ

{
  "isNtpEnabled": true,
  "ntpServerNames": [
    "192.0.2.200",
    "192.0.2.300"
  ],
  "timeZoneId": "America/Los_Angeles",
  "systemTime": "2016-07-20T17:02:12Z",
  "synchronizingLocalTime": "22:00",
  "adjustsDaylightSavingTime": true,
  "synchronizesNow": true
}

属性 型 説明

isNtpEnabled boolean （必須）NTP サーバと時刻を同期するかどうか

• true：同期する

• false：同期しない

ntpServerNames string[] （任意）NTP サーバの IP アドレスまたはホスト名

isNtpEnabled属性に trueを指定した場合にだけ指定で

きる属性です。この場合は必ず指定してください。

NTP サーバを複数指定する場合はコンマで区切ります。最

大で 5 台指定できます。

timeZoneId string （必須）タイムゾーン ID
ストレージシステムで使用できるタイムゾーンの一覧を取

得する API で取得したタイムゾーン ID を指定してくださ

い。

systemTime ISO8601string （必須）システム日時（UTC）
2000/1/1～2037/12/31 の値を、YYYY-MM-DDThh:mm:ssZ 形

式で指定します。

timeZoneId属性に指定したタイムゾーンが夏時間をサポ

ートしていて、adjustsDaylightSavingTime属性が

trueの場合は、標準時間から夏時間、または夏時間から標

準時間への移行期間に含まれる時刻は指定できません。

指定したシステム日時と、実際にストレージシステムに設定

される日時には、数十秒の誤差が生じることがあります。正

確な日時を設定するには、NTP サーバと同期することをお

勧めします。

synchronizingLocalTime string （任意）NTP サーバとの同期時刻（現地時間）

isNtpEnabled属性に trueを指定した場合にだけ指定で

きる属性です。00:00～23:59の間で、"hh:mm"の形式で指

定します。

省略した場合、00:00が設定されたと見なされます。

adjustsDaylightSavingTime boolean （任意）自動的に夏時間に切り替えるかどうか

timeZoneId属性に指定したタイムゾーンが夏時間をサポ

ートしている場合にだけ指定できる属性です。

指定したタイムゾーンが夏時間をサポートしていない場合

は、この属性を指定できません。タイムゾーンが夏時間をサ

ポートしているかどうかは、ストレージシステムで使用でき

るタイムゾーンの一覧を取得する API で確認できます。

• true：切り替える
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属性 型 説明

• false：切り替えない

省略した場合、trueが設定されたと見なされます。

synchronizesNow boolean （任意）NTP サーバと即時に同期するかどうか

isNtpEnabled属性に trueを指定した場合にだけ指定で

きる属性です。

• true：即時に同期する

• false：同期時刻まで同期しない

この属性に falseを指定すると、

synchronizingLocalTime属性に指定した同期時刻まで

の間は、systemTime属性に指定した時刻が設定されます。

省略した場合、trueが設定されたと見なされます。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "isNtpEnabled": true,
  "ntpServerNames": [
    "192.0.2.200",
    "192.0.2.300"
  ],
  "timeZoneId": "America/Los_Angeles",
  "systemTime": "2016-07-20T17:02:12Z",
  "synchronizingLocalTime": "22:00",
  "adjustsDaylightSavingTime": true
}

属性 型 説明

isNtpEnabled boolean NTP サーバと時刻を同期するかどうか

• true：同期する

• false：同期しない

ntpServerNames string[] NTP サーバの IP アドレスまたはホスト名

timeZoneId string タイムゾーン ID

systemTime ISO8601string システム日時（UTC）

synchronizingLocalTime string NTP サーバとの同期時刻（現地時間）

adjustsDaylightSavingTime boolean 自動的に夏時間に切り替えるかどうか

• true：切り替える

• false：切り替えない

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードの意味を次に示します。そのほかのステータスコ

ードについては、HTTP ステータスコードの説明を参照してください。
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ステータス

コード
メッセージ 説明

412 Precondition Failed ストレージシステムのマイクロコードのバージョンは、この操作をサ

ポートしていません。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X PATCH --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/date-times/instance

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 15.2 ストレージシステムのシステム日時を取得する

• 15.3 ストレージシステムで使用できるタイムゾーンの一覧を取得する

15.5 初期設定に必要なファイルをアップロードする
ストレージシステムの初期設定を行うために必要なファイルを、REST API クライアントからスト

レージシステムにアップロードします。この API のリクエストヘッダには、Content-Type に

multipart/form-dataを指定してください。

ストレージシステムの初期設定の詳細については、マニュアル「システム管理者ガイド」または

「Hitachi Device Manager - Storage Navigator ユーザガイド」を参照してください。

ストレージシステムと Syslog サーバ間で SSL 通信を行う場合、この API を実行して、SSL 通信で使

用する証明書ファイルをストレージシステムにあらかじめアップロードしておきます。そのあと、

監査ログの転送先を設定する API を実行すると、アップロードした証明書ファイルを通信時に使用

するようストレージシステムに設定されます。

重要　

• 1 回のリクエストで 1 ファイルだけアップロードできます。

• すでに同じ fileType属性のファイルがアップロードされている場合は、あとからアップロードしたファ

イルで上書きされます。

実行権限

監査ログ管理者（参照・編集）

リクエストヘッダ

この API では、リクエストボディを multipart/form-data 形式で送信します。リクエストヘッダの

Content-Type には multipart/form-dataを指定してください。

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/actions/file-upload/invoke
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リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

属性 型 説明

fileType string （必須）アップロードするファイルの種類

指定できる値を次に示します。

• AuditSyslogPrimaryClientCertFile：監査ログ転送先 syslog サーバのクラ

イアント証明書ファイル（プライマリサーバ用）

• AuditSyslogPrimaryRootCertFile：監査ログ転送先 syslog サーバのルート

証明書ファイル（プライマリサーバ用）

• AuditSyslogSecondaryClientCertFile：監査ログ転送先 syslog サーバのク

ライアント証明書ファイル（セカンダリサーバ用）

• AuditSyslogSecondaryRootCertFile：監査ログ転送先 syslog サーバのルー

ト証明書ファイル（セカンダリサーバ用）

file file （必須）アップロードするファイル

使用できる文字列は次のとおりです。

• 半角スペース

• 半角英数字

• 次の記号

! " # $ % & ' ( ) * + , - . : ; < = > ? @ [ \ ] ^ _ ` { | }
~

レスポンスメッセージ

ボディ

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

HTTP ステータスコード 502 が返る場合、ファイルが正しく指定されていることを確認してから、

再度実行してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type: multipart/form-
data" -H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -H 
"Expect:" -X POST -F "file=@C:\certfile.crt" -F 
"fileType=AuditSyslogPrimaryClientCertFile" https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/actions/file-upload/invoke

Content-Type が multipart/form-dataのリクエストを実行すると、クライアントソフトウェア

の仕様によっては、自動的に Expect: 100-continueがヘッダに付与されることがあります。
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Web サーバの仕様によってはこのヘッダを受け付けず、417 エラーでリクエストが失敗することが

あります。このコード例では、このエラーを回避するために、自動的に付与されるヘッダを上書き

するように Except ヘッダを指定しています。

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

15.6 監査ログの転送先情報を取得する
ストレージシステムに設定された、監査ログの syslog サーバへの転送設定の情報を取得します。

実行権限

監査ログ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/auditlog-syslog-servers/instance

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

instanceを指定します。

instanceは、単一のインスタンスしか持たないオブジェクトの場合に、オブジェクト ID と

して指定する固定の値です。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "transferProtocol": "TLS",
  "locationName": "886000123456",
  "retries": true,
  "retryInterval": 30,
  "isDetailed": true,
  "primarySyslogServer": {
    "isEnabled": true,
    "ipAddress": "192.0.1.100",
    "port": 12345
  },
  "secondarySyslogServer": {
    "isEnabled": true,
    "ipAddress": "192.0.1.200",
    "port": 12345
  }
}
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属性 型 説明

transferProtocol string 監査ログを Syslog サーバへ転送する際に使用するプロトコル

• TLS：TLS1.2/RFC5424

• UDP：UDP/RFC3164

locationName string 監査ログ情報の転送元のストレージシステムを識別する名称

retries boolean Syslog サーバとの通信に失敗した場合、リトライするかどうか

transferProtocol属性が TLSの場合に表示されます。

• true：リトライする

• false：リトライしない

retryInterval int Syslog サーバとの通信に失敗した場合のリトライ間隔（秒）

retries属性が trueの場合に表示されます。

isDetailed boolean 監査ログの詳細情報を Syslog サーバに転送するかどうか

• true：詳細情報を転送する

• false：詳細情報を転送しない

primarySyslogServer object プライマリ側の Syslog サーバの設定

プライマリ側の Syslog サーバについて、次の情報が表示されます。

• isEnabled（boolean）
Syslog サーバに監査ログを転送するかどうか

• true：監査ログを転送する

• false：監査ログを転送しない

• ipAddress（string）
IP アドレス

isEnabled属性が trueの場合に表示されます。

• port（int）
ポート番号

isEnabled属性が trueの場合に表示されます。

secondarySyslogServer object セカンダリ側の syslog サーバの設定

セカンダリ側の Syslog サーバについて、次の情報が表示されます。

• isEnabled（boolean）
Syslog サーバに監査ログを転送するかどうか

• true：監査ログを転送する

• false：監査ログを転送しない

• ipAddress（string）
IP アドレス

isEnabled属性が trueの場合に表示されます。

• port（int）
ポート番号

isEnabled属性が trueの場合に表示されます。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/auditlog-syslog-
servers/instance

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

15.7 監査ログの転送先を設定する
ストレージシステムの監査ログを Syslog サーバへ転送するよう設定します。この API は、プロトコ

ルに httpsを指定して実行してください。

メモ　

• ストレージシステムと Syslog サーバ間で SSL 通信をする場合は、事前に必要な証明書ファイルをストレー

ジシステムにアップロードしてから転送先を設定してください。

• REST API を実行するユーザが、対象ストレージシステムのリソースを REST API でロックしている場合、

監査ログの転送先設定を行う API は実行できません。その場合は、ロックを解除してから実行してくださ

い。

実行権限

監査ログ管理者（参照・編集）

リクエストライン

PATCH ＜ベース URL ＞/v1/objects/auditlog-syslog-servers/instance

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

instanceを指定します。

instanceは、単一のインスタンスしか持たないオブジェクトの場合に、オブジェクト ID と

して指定する固定の値です。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "transferProtocol": "TLS",
  "locationName": "886000123456",
  "retries": true,
  "retryInterval": 30,
  "isDetailed": true,
  "primarySyslogServer": {
    "isEnabled": true,
    "ipAddress": "192.0.1.100",
    "port": 12345,
    "clientCertFileName": "primaryClientCert.crt",
    "clientCertFilePassword": "123456",
    "rootCertFileName": "primaryRootCert.crt"
  },
  "secondarySyslogServer": {
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    "isEnabled": true,
    "ipAddress": "192.0.1.200",
    "port": 12345,
    "clientCertFileName": "secondaryClientCert.crt",
    "clientCertFilePassword": "123456",
    "rootCertFileName": "secondaryRootCert.crt"
  }
}

属性 型 説明

transferProtocol string （必須）監査ログを Syslog サーバへ転送する際に使用するプロトコル

次に示す値を指定します。

• TLS：TLS1.2/RFC5424

• UDP：UDP/RFC3164

locationName string （必須）監査ログ情報の転送元のストレージシステムを識別する名称

1～32 文字の文字列を指定します。使用できる文字は次のとおりで

す。

• 半角英数字

• 次の記号

! " # $ % & ' ( ) * + - . / : ; < = > ? @ [ \ ] ^ _ ` { | } ~

retries boolean （任意）Syslog サーバとの通信に失敗した場合、リトライするかどう

か

transferProtocol属性が TLSの場合に、次に示す値を指定しま

す。

• true：リトライする

• false：リトライしない

省略した場合、trueが指定されたと見なされます。

retryInterval int （任意）Syslog サーバとの通信に失敗した場合のリトライ間隔（秒）

retries属性が trueの場合に、1～60の値を指定します。省略し

た場合、1が指定されたと見なされます。

isDetailed boolean （任意）監査ログの詳細情報を Syslog サーバに転送するかどうか

次に示す値を指定します。

• true：詳細情報を転送する

• false：詳細情報を転送しない

省略した場合、trueが指定されたと見なされます。

primarySyslogServer object （必須）プライマリ側の Syslog サーバの設定

プライマリ側の Syslog サーバについて、次の属性を指定します。

• isEnabled（boolean）
（必須）Syslog サーバに監査ログを転送するかどうか

• true：監査ログを転送する

• false：監査ログを転送しない

• ipAddress（string）
（任意）IP アドレス

isEnabled属性が trueの場合、必ず指定します。IPv4 形式と

IPv6 形式のどちらでも指定できま す。

• port（int）
（任意）ポート番号

isEnabled属性が trueの場合、必ず指定します。

• clientCertFileName（string）
（任意）クライアント証明書ファイル名
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属性 型 説明

isEnabled属性が trueで、かつ transferProtocol属性が

TLSの場合、必ず指定します。この属性を指定すると、ストレ

ージシステムにアップロードされた証明書ファイルを使用する

よう設定されます（証明書ファイル名とこの属性に指定したファ

イル名との整合性はチェックされません）。空文字を指定した場

合は、ストレージシステムに設定済みの証明書ファイルが使用さ

れます。

• clientCertFilePassword（string）
（任意）クライアント証明書のパスワード

isEnabled属性が trueで、かつ transferProtocol属性が

TLSの場合、必ず指定します。

• rootCertFileName（string）
（任意）ルート証明書用ファイル名

isEnabled属性が trueで、かつ transferProtocol属性が

TLSの場合、必ず指定します。この属性を指定すると、ストレ

ージシステムにアップロードされた証明書ファイルを使用する

よう設定されます（証明書ファイル名とこの属性に指定したファ

イル名との整合性はチェックされません）。空文字を指定した場

合は、ストレージシステムに設定済みの証明書ファイルが使用さ

れます。

secondarySyslogServer object （必須）セカンダリ側の Syslog サーバの設定

セカンダリ側の Syslog サーバについて、次の属性を指定します。

• isEnabled（boolean）
（必須）Syslog サーバに監査ログを転送するかどうか

• true：監査ログを転送する

• false：監査ログを転送しない

• ipAddress（string）
（任意）IP アドレス

isEnabled属性が trueの場合、必ず指定します。IPv4 形式と

IPv6 形式のどちらでも指定できま す。

• port（int）
（任意）ポート番号

isEnabled属性が trueの場合、必ず指定します。

• clientCertFileName（string）
（任意）クライアント証明書ファイル名

isEnabled属性が trueで、かつ transferProtocol属性が

TLSの場合、必ず指定します。この属性を指定すると、ストレ

ージシステムにアップロードされた証明書ファイルを使用する

よう設定されます（証明書ファイル名とこの属性に指定したファ

イル名との整合性はチェックされません）。空文字を指定した場

合は、ストレージシステムに設定済みの証明書ファイルが使用さ

れます。

• clientCertFilePassword（string）
isEnabled属性が trueで、かつ transferProtocol属性が

TLSの場合、必ず指定します。

• rootCertFileName（string）
（任意）ルート証明書用ファイル名

isEnabled属性が trueで、かつ transferProtocol属性が

TLSの場合、必ず指定します。この属性を指定すると、ストレ

ージシステムにアップロードされた証明書ファイルを使用する
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属性 型 説明

よう設定されます（証明書ファイル名とこの属性に指定したファ

イル名との整合性はチェックされません）。空文字を指定した場

合は、ストレージシステムに設定済みの証明書ファイルが使用さ

れます。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources以外の属性については、ジョブオブ

ジェクトの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources ストレージシステムに設定した監査ログの転送先情報の URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X PATCH --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/auditlog-syslog-servers/instance

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 15.6 監査ログの転送先情報を取得する

15.8 監査ログの転送先にテストメッセージを送信する
監査ログの転送先設定が正しく行われたかどうかを確認するために、Syslog サーバにテストメッセ

ージを送信します。

メモ　

REST API を実行するユーザが、対象ストレージシステムのリソースを REST API でロックしている場合、テス

トメッセージを送信する API は実行できません。その場合は、ロックを解除してから実行してください。

実行権限

監査ログ管理者（参照・編集）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/auditlog-syslog-servers/instance/actions/
send-test/invoke
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リクエストメッセージ

オブジェクト ID

instanceを指定します。

instanceは、単一のインスタンスしか持たないオブジェクトの場合に、オブジェクト ID と

して指定する固定の値です。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。ジョブオブジェクトのスキーマについては、ジョブオブジェ

クトの説明を参照してください。

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/auditlog-syslog-
servers/instance/actions/send-test/invoke -d ""

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

15.9 SNMP の設定情報を取得する
ストレージシステムの SNMP の設定情報を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/snmp-settings/instance
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リクエストメッセージ

オブジェクト ID

instanceを指定します。

instanceは、単一のインスタンスしか持たないオブジェクトの場合に、オブジェクト ID と

して指定する固定の値です。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

SNMP のバージョンが SNMP v1 の場合の出力例を次に示します。

{
  "isSNMPAgentEnabled": true,
  "snmpVersion": "v1",
  "sendingTrapSetting": {
    "snmpv1v2cSettings": [
      {
        "community": "MyRestSNMPCommunity1",
        "sendTrapTo": [
          "192.0.2.100",
          "192.0.2.200"
        ]
      }
    ]
  },
  "requestAuthenticationSetting": {
    "snmpv1v2cSettings": [
      {
        "community": "MyRestSNMPCommunity2",
        "requestsPermitted": [
          "192.0.3.100"
        ]
      }
    ]
  },
  "systemGroupInformation": {
    "storageSystemName": "VSP_G700",
    "contact": "confmanager.@example.com",
    "location": "Data Center 1F"
  },
  "snmpEngineID": "0x80000074046361336663353061"
}

SNMP のバージョンが SNMP v3 の場合の出力例を次に示します。

{
  "isSNMPAgentEnabled": true,
  "snmpVersion": "v3",
  "sendingTrapSetting": {
    "snmpv3Settings": [
      {
        "userName": "MyRestSNMPUser1",
        "sendTrapTo": "192.0.2.100",
        "authentication": {
          "protocol": "SHA",
          "password": "",
          "encryption": {
            "protocol": "AES",
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            "key": ""
          }
        }
      },
      {
        "userName": "MyRestSNMPUser2",
        "sendTrapTo": "192.0.2.200"
      }
    ]
  },
  "requestAuthenticationSetting": {
    "snmpv3Settings": [
      {
        "userName": "MyRestSNMPUser3",
        "authentication": {
          "protocol": "MD5",
          "password": "",
          "encryption": {
            "protocol": "DES",
            "key": ""
          }
        }
      }
    ]
  },
  "systemGroupInformation": {
    "storageSystemName": "VSP_G700",
    "contact": "confmanager.@example.com",
    "location": "Data Center 1F"
  },
  "snmpEngineID": "0x80000074046361336663353061"
}

属性 型 説明

isSNMPAgentEnabled boolean SNMP エージェントが有効かどうか

• true：有効

• false：無効

この属性が trueの場合、障害情報（SIM）を SNMP トラップ

で通知します。また、SNMP オペレーションのリクエスト（GET
REQUEST、GETNEXT REQUEST、および GETBULK
REQUEST）を受け付けます。

snmpVersion string SNMP のバージョン

使用している SNMP プロトコルのバージョンが出力されます。

• v1：SNMP v1

• v2c：SNMP v2c

• v3：SNMP v3
設定されていない場合は Unestablishedが出力されます。

sendingTrapSetting object SNMP トラップの送信先

• snmpv1v2cSettings（object[]）
SNMP トラップの送信先の設定の配列

SNMP v1 または SNMP v2c の場合の設定がされているとき

に出力されます。

◦ community（string）
SNMP トラップの報告に使用するコミュニティ名

◦ sendTrapTo（string[]）
SNMP トラップの送信先の IP アドレスの配列

IPv4 または IPv6 形式で出力されます。

• snmpv3Settings（object[]）
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属性 型 説明

SNMP トラップの送信先の設定の配列

SNMP v3 の場合の設定がされているときに出力されます。

◦ userName（string）
SNMP トラップの報告に使用するユーザ名

◦ sendTrapTo（string）
SNMP トラップの送信先の IP アドレス

IPv4 または IPv6 形式で出力されます。

◦ authentication（object）
認証情報

パスワードによる認証が有効な場合に出力されます。

出力される属性については、authentication属性に

出力される属性の表を参照してください。

requestAuthenticationSetting object リクエスト許可の設定

SNMP オペレーションのリクエスト（GET REQUEST、
GETNEXT REQUEST、および GETBULK REQUEST）許可の設

定が出力されます。

• snmpv1v2cSettings（object[]）
リクエスト許可の設定の配列

SNMP v1 または SNMP v2c の場合の設定がされているとき

に出力されます。

◦ community（string）
リクエストを受け付けるコミュニティ名

◦ requestsPermitted（string[]）
リクエストを受け付ける SNMP マネージャの IP アド

レスの配列

IPv4 または IPv6 形式で出力されます。空の配列の場合

は、すべての SNMP マネージャのリクエストを受け付

けます。

• snmpv3Settings（object[]）
リクエスト許可の設定の配列

SNMP v3 の場合の設定がされているときに出力されます。

◦ userName（string）
リクエストを受け付けるユーザ名

◦ authentication（object）
認証情報

パスワードによる認証が有効な場合に出力されます。

出力される属性については、authentication属性に

出力される属性の表を参照してください。

systemGroupInformation object システムグループ情報

• storageSystemName（string）
ストレージシステム名

• contact（string）
管理者名または連絡先

• location（string）
ストレージシステムの設置場所

snmpEngineID string SNMP エンジンを識別する ID

authentication属性に出力される属性を次の表に示します。
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属性 型 説明

protocol string 認証方式

次に示す値が出力されます。

• SHA
• MD5

password string パスワード

設定の有無に関係なく、空文字が出力されます。

encryption object 暗号化情報

暗号化が有効の場合に出力されます。

• protocol（string）
暗号化方式

次に示す値が出力されます。

• AES
• DES

• key（string）
暗号鍵

設定の有無に関係なく、空文字が出力されます。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/snmp-settings/
instance

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

15.10 SNMP の障害通知の送信先を設定する
ストレージシステムの障害情報（SIM）を SNMP で通知するための設定をします。この API は、プ

ロトコルに httpsを指定して実行してください。

SNMP の詳細については、マニュアル「SNMP Agent ユーザガイド」を参照してください。

リクエストボディを作成する際の注意事項

この API を実行する前に、SNMP の設定情報を取得する API で現在の設定内容を取得してくださ

い。取得したレスポンスボディをこの API のリクエストボディとして使用します。設定内容を変

更したい属性の値だけを変更してください。この API は、すべての設定値を上書き更新します。

取得したレスポンスボディの情報を削除すると、その設定内容が削除されます。

メモ　

• password属性と key属性の値は、取得したレスポンスボディに空文字が出力されます。設定内容を変更

する場合だけ値を指定します。
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• snmpEngineID属性は、設定を変更できません。値を指定しても無視されます。

実行権限

ストレージ管理者（初期設定）

リクエストライン

PATCH ＜ベース URL ＞/v1/objects/snmp-settings/instance

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

instanceを指定します。

instanceは、単一のインスタンスしか持たないオブジェクトの場合に、オブジェクト ID と

して指定する固定の値です。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

SNMP のバージョンが SNMP v1 の場合のコード例を次に示します。

{
  "isSNMPAgentEnabled": true,
  "snmpVersion": "v1",
  "sendingTrapSetting": {
    "snmpv1v2cSettings": [
      {
        "community": "MyRestSNMPCommunity1",
        "sendTrapTo": [
          "192.0.2.100",
          "192.0.2.200"
        ]
      }
    ]
  },
  "requestAuthenticationSetting": {
    "snmpv1v2cSettings": [
      {
        "community": "MyRestSNMPCommunity2",
        "requestsPermitted": [
          "192.0.3.100"
        ]
      }
    ]
  },
  "systemGroupInformation": {
    "storageSystemName": "VSP_G700",
    "contact": "confmanager.@example.com",
    "location": "Data Center 1F"
  }
}

SNMP のバージョンが SNMP v3 の場合のコード例を次に示します。

{
  "isSNMPAgentEnabled": true,
  "snmpVersion": "v3",
  "sendingTrapSetting": {
    "snmpv3Settings": [
      {
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        "userName": "MyRestSNMPUser1",
        "sendTrapTo": "192.0.2.100",
        "authentication": {
          "protocol": "SHA",
          "password": "TopSecretForMySNMP1",
          "encryption": {
            "protocol": "AES",
            "key": "KeyForMySNMP1"
          }
        }
      },
      {
        "userName": "MyRestSNMPUser2",
        "sendTrapTo": "192.0.2.200"
      }
    ]
  },
  "requestAuthenticationSetting": {
    "snmpv3Settings": [
      {
        "userName": "MyRestSNMPUser3",
        "authentication": {
          "protocol": "MD5",
          "password": "",
          "encryption": {
            "protocol": "DES",
            "key": ""
          }
        }
      }
    ]
  },
  "systemGroupInformation": {
    "storageSystemName": "VSP_G700",
    "contact": "confmanager.@example.com",
    "location": "Data Center 1F"
  }
}

属性 型 説明

isSNMPAgentEnabled boolean （必須）SNMP エージェントを有効にするかどうか

• true：有効

• false：無効

この属性を trueにすると、障害情報（SIM）を SNMP トラッ

プで通知します。また、SNMP オペレーションのリクエスト

（GET REQUEST、GETNEXT REQUEST、および GETBULK
REQUEST）を受け付けます。

snmpVersion string （必須）SNMP のバージョン

使用する SNMP プロトコルのバージョンを指定します。指定で

きる値は次のとおりです。

• v1：SNMP v1

• v2c：SNMP v2c

• v3：SNMP v3

sendingTrapSetting object （任意）SNMP トラップの送信先

SNMP のバージョンによって指定できる属性が異なります。

• snmpv1v2cSettings（object[]）
（任意）SNMP トラップの送信先の設定の配列（SNMP v1 ま

たは SNMP v2c の場合）

32 個まで指定できます。複数指定する場合、community属

性は一意となるように指定してください。
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属性 型 説明

snmpv1v2cSettings属性を指定する場合、community
属性と sendTrapTo属性の両方を必ず指定してください。

◦ community（string）
SNMP トラップの報告に使用するコミュニティ名※

1～180 文字の文字列を指定します。

◦ sendTrapTo（string[]）
SNMP トラップの送信先の IP アドレスの配列

IPv4 または IPv6 形式で指定します。32 個まで指定で

きます。

• snmpv3Settings（object[]）
（任意）SNMP トラップの送信先の設定の配列（SNMP v3 の

場合）

8 個まで指定できます。複数指定する場合、sendTrapTo
属性は一意となるように指定してください。

snmpv3Settings属性を指定する場合、userName属性と

sendTrapTo属性を必ず指定してください。

◦ userName（string）
SNMP トラップの報告に使用するユーザ名※

1～32 文字の文字列を指定します。

◦ sendTrapTo（string）
SNMP トラップの送信先の IP アドレス

IPv4 または IPv6 形式で指定します。

◦ authentication（object）
（任意）認証情報

パスワードによる認証を有効にする場合に指定します。

指定できる属性については、authentication属性に

指定できる属性の表を参照してください。

requestAuthenticationSetting object （任意）リクエスト許可の設定

SNMP オペレーションのリクエスト（GET REQUEST、GETNEXT
REQUEST、および GETBULK REQUEST）許可の設定をします。

SNMP のバージョンによって指定できる属性が異なります。

• snmpv1v2cSettings（object[]）
（任意）リクエスト許可の設定の配列（SNMP v1 または

SNMP v2c の場合）

32 個まで指定できます。複数指定する場合、community属

性は一意となるように指定してください。

snmpv1v2cSettings属性を指定する場合、community
属性と requestsPermitted属性の両方を必ず指定して

ください。

◦ community（string）
リクエストを受け付けるコミュニティ名※

1～180 文字の文字列を指定します。

◦ requestsPermitted（string[]）
リクエストを受け付ける SNMP マネージャの IP アド

レスの配列

IPv4 または IPv6 形式で指定します。32 個まで指定で

きます。空の配列を指定した場合は、すべての SNMP
マネージャのリクエストを受け付けます。

• snmpv3Settings（object[]）
（任意）リクエスト許可の設定の配列（SNMP v3 の場合）
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属性 型 説明

8 個まで指定できます。複数指定する場合、userName属性

は一意となるように指定してください。snmpv3Settings
属性を指定する場合、userName属性を必ず指定してくだ

さい。

◦ userName（string）
リクエストを受け付けるユーザ名※

1～32 文字の文字列を指定します。大文字小文字を区

別します。

◦ authentication（object）
（任意）認証情報

パスワードによる認証を有効にする場合に指定します。

指定できる属性については、authentication属性に

指定できる属性の表を参照してください。

systemGroupInformation object （必須）システムグループ情報

• storageSystemName（string）
（必須）ストレージシステム名※

SNMP エージェントの MIB の sysName として出力されま

す。1～180 文字の文字列を指定します。

• contact（string）
（必須）管理者名または連絡先※

SNMP エージェントの MIB の sysContact として出力されま

す。0～180 文字の文字列を指定します。

• location（string）
（必須）ストレージシステムの設置場所※

SNMP エージェントの MIB の sysLocation として出力され

ます。0～180 文字の文字列を指定します。

authentication属性に指定できる属性を次の表に示します。authentication属性を指

定する場合、protocol属性と password属性を必ず指定してください。

属性 型 説明

protocol string 認証方式

指定できる値は次のとおりです。

• SHA
• MD5

password string パスワード※

8～64 文字の文字列を指定します。パスワードを変更しない場合は、空文字を指定

してください。

encryption object （任意）暗号化情報

暗号化を有効にする場合に指定します。この属性を指定する場合、protocol属性

と key属性を必ず指定してください。

• protocol（string）
暗号化方式

指定できる値は次のとおりです。

• AES
• DES

• key（string）
暗号鍵※
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属性 型 説明

8～64 文字の文字列を指定します。暗号鍵を変更しない場合は、空文字を指定し

てください。

注※　使用できる文字は次のとおりです。

• 半角英数字

• 半角記号（ \ , / ; : * ? " < > | & % ^ を除く）

• 半角スペース（先頭または末尾を除く）

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources 以外の属性については、ジョブオブジェク

トの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources SNMP の設定情報を取得する URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X PATCH --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/snmp-settings/instance

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 15.9 SNMP の設定情報を取得する

15.11 SNMP トラップのテスト送信をする
SNMP マネージャに障害情報（SIM）を通知する SNMP トラップの設定が正しく行われたかどうか

を確認するために、テスト送信を行います。

SNMP の詳細については、マニュアル「SNMP Agent ユーザガイド」を参照してください。

実行権限

ストレージ管理者（初期設定）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/snmp-settings/instance/actions/send-trap-
test/invoke
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リクエストメッセージ

オブジェクト ID

instanceを指定します。

instanceは、単一のインスタンスしか持たないオブジェクトの場合に、オブジェクト ID と

して指定する固定の値です。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。ジョブオブジェクトのスキーマについては、ジョブオブジェ

クトの説明を参照してください。

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/snmp-settings/
instance/actions/send-trap-test/invoke -d ""

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

15.12 ライセンス情報の一覧を取得する
プログラムプロダクトのライセンス情報の一覧を取得します。プログラムプロダクト名やプログラ
ムプロダクトのインストール状態を指定して取得することもできます。

メモ　

ライセンスを更新した直後に API を実行すると、ライセンスの更新が認識されずに、正常に動作しないことが

あります。そのときは、しばらくしてから再度リクエストを実行してください。

実行権限

ストレージ管理者（参照）
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リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/licenses

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

パラメータ 型 フィルタ条件

programProductName string （任意）プログラムプロダクト名

statusパラメータと同時に指定できません。

status string （任意）プログラムプロダクトのインストール状態

指定できる値は次のとおりです。

• Installed
• Installed (Disabled)
• Not Installed
• Not Enough License
• Grace Period
• Expired
programProductNameパラメータと同時に指定できません。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "data": [
    {
      "licenseId": 32775,
      "programProductName": "Dynamic Provisioning",
      "status": "Installed",
      "keyType": "Permanent",
      "capacityLimitStatus": "Unlimited",
      "usedCapacityInGB": 24379
    },
    {
      "licenseId": 32835,
      "programProductName": "Dynamic Tiering",
      "status": "Installed",
      "keyType": "Permanent",
      "capacityLimitStatus": "Unlimited",
      "usedCapacityInGB": 14682
    },
    {
      "licenseId": 32880,
      "programProductName": "Thin Image",
      "status": "Installed",
      "keyType": "Permanent",
      "capacityLimitStatus": "Unlimited",
      "usedCapacityInGB": 940
    },
    {
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      "licenseId": 32884,
      "programProductName": "global-active device",
      "status": "Installed",
      "keyType": "Permanent",
      "capacityLimitStatus": "Unlimited",
      "usedCapacityInGB": 161
    }
  ]
}

クエリパラメータを指定した場合の出力例を次に示します。

{
  "data": [
    {
      "licenseId": 32775,
      "programProductName": "Dynamic Provisioning",
      "status": "Installed",
      "keyType": "Permanent",
      "capacityLimitStatus": "Unlimited",
      "usedCapacityInGB": 24379
    }
  ]
}

取得できるライセンス情報を次に示します。ライセンス情報の詳細については、マニュアル

「システム管理者ガイド」または「Hitachi Device Manager - Storage Navigator ユーザガイド」を

参照してください。

属性 型 説明

licenseId int ライセンス ID

programProductName string プログラムプロダクト名

status string プログラムプロダクトのインストール状態

• Installed：インストール済み

• Installed (Disabled)：インストール済み（ライセンスが無効）

• Not Installed：インストールされていない

• Not Enough License：インストール済み（ライセンス容量不足）

• Grace Period：LDEV またはプールボリューム追加、ペア作成に

よるライセンス容量不足

• Expired：有効期限切れ

keyType属性が Temporaryの場合に出力されます。

keyType string ライセンスキーの種別

• Permanent：購入用（無期限）

• Term：購入用（有効期間あり）

• Temporary：購入前のお試し用

• Emergency：非常用

capacityLimitStatus string ライセンスの許可容量に制限があるかどうか

• Limited：制限あり

• Unlimited：制限なし

permittedCapacityInTB long ライセンスの許可容量（TB）

usedCapacityInGB long プログラムプロダクトが使用しているボリューム容量（GB）

remainingDays int ライセンスの残日数
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属性 型 説明

• keyType属性が Term、Temporaryまたは Emergencyの場合：有

効期限までの残日数

• keyType属性が Temporaryのライセンスが失効している場合：失

効したあと再びインストールが可能になるまでの残日数

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/licenses

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

15.13 特定のライセンス情報を取得する
プログラムプロダクトのライセンス ID を指定して、ライセンス情報を取得します。

実行権限

ストレージ管理者（参照）

リクエストライン

GET ＜ベース URL ＞/v1/objects/licenses/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ライセンスの情報取得で取得した licenseIdの値を指定します。

属性 型 説明

licenseId int （必須）ライセンス ID

クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。
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レスポンスメッセージ

ボディ

{
  "licenseId": 32775,
  "programProductName": "Dynamic Provisioning",
  "status": "Installed",
  "keyType": "Permanent",
  "capacityLimitStatus": "Unlimited",
  "usedCapacityInGB": 24379
}

取得できるライセンス情報を次に示します。ライセンス情報の詳細については、マニュアル

「システム管理者ガイド」または「Hitachi Device Manager - Storage Navigator ユーザガイド」を

参照してください。

属性 型 説明

licenseId int ライセンス ID

programProductName string プログラムプロダクト名

status string プログラムプロダクトのインストール状態

• Installed：インストール済み

• Installed (Disabled)：インストール済み（ライセンスが無効）

• Not Installed：インストールされていない

• Not Enough License：インストール済み（ライセンス容量不足）

• Grace Period：LDEV またはプールボリューム追加、ペア作成に

よるライセンス容量不足

• Expired：有効期限切れ

keyType属性が Temporaryの場合に出力されます。

keyType string ライセンスキーの種別

• Permanent：購入用（無期限）

• Term：購入用（有効期間あり）

• Temporary：購入前のお試し用

• Emergency：非常用

capacityLimitStatus string ライセンスの許可容量に制限があるかどうか

• Limited：制限あり

• Unlimited：制限なし

permittedCapacityInTB long ライセンスの許可容量（TB）

usedCapacityInGB long プログラムプロダクトが使用しているボリューム容量（GB）

remainingDays int ライセンスの残日数

• keyType属性が Term、Temporaryまたは Emergencyの場合：有

効期限までの残日数

• keyType属性が Temporaryのライセンスが失効している場合：失

効したあと再びインストールが可能になるまでの残日数

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。
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コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X GET 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/licenses/34055

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

15.14 プログラムプロダクトをインストールする
ライセンスキーコードを登録して、プログラムプロダクトをインストールします。

実行権限

ストレージ管理者（初期設定）

リクエストライン

POST ＜ベース URL ＞/v1/objects/licenses

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

なし。

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "keyCode": 
"ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ123456789012345678901234567890ABCDEFGHIJKL
MNOPQRS"
}

属性 型 説明

keyCode string （必須）ライセンスキーコード

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources 以外の属性については、ジョブオブジェク

トの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources プログラムプロダクトのライセンス情報の一覧を取得する URL
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ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X POST --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/licenses

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 15.12 ライセンス情報の一覧を取得する

15.15 ライセンスを有効または無効にする
プログラムプロダクトのライセンス ID を指定して、ライセンスを有効または無効にします。

実行権限

ストレージ管理者（初期設定）

リクエストライン

PATCH ＜ベース URL ＞/v1/objects/licenses/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ライセンス情報の情報取得で取得した licenseIdの値を指定します。

属性 型 説明

licenseId int （必須）ライセンス ID

クエリパラメータ

なし。

ボディ

{
  "isEnabled": true
}

属性 型 説明

isEnabled boolean （必須）ライセンスを有効にするかどうか

• true：有効にする

• false：無効にする
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レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources 以外の属性については、ジョブオブジェク

トの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources 設定を変更したライセンスの情報を取得する URL

Action テンプレート

なし。

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X PATCH --
data-binary @./InputParameters.json https://192.0.2.100/
ConfigurationManager/v1/objects/licenses/34055

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 15.13 特定のライセンス情報を取得する

15.16 プログラムプロダクトをアンインストールする
ライセンス ID を指定して、プログラムプロダクトをアンインストールします。

実行権限

ストレージ管理者（初期設定）

リクエストライン

DELETE ＜ベース URL ＞/v1/objects/licenses/＜オブジェクト ID ＞

リクエストメッセージ

オブジェクト ID

ライセンス情報の情報取得で取得した licenseIdの値を指定します。

属性 型 説明

licenseId int （必須）ライセンス ID
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クエリパラメータ

なし。

ボディ

なし。

レスポンスメッセージ

ボディ

ジョブオブジェクトを返します。affectedResources 以外の属性については、ジョブオブジェク

トの説明を参照してください。

属性 説明

affectedResources アンインストールしたプログラムプロダクトのライセンス情報を取得する URL

ステータスコード

この操作のリクエストに対するステータスコードについては、HTTP ステータスコードの説明を参

照してください。

コード例

curl -v -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -
H "Authorization:Session d7b673af189048468c5af9bcf3bbbb6f" -X DELETE 
https://192.0.2.100/ConfigurationManager/v1/objects/licenses/34055

関連参照

• 1.10 HTTP ステータスコード

• 1.16 ジョブオブジェクト

• 15.13 特定のライセンス情報を取得する
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16
サンプルコード

この章では、サンプルコードについて説明します。

 16.1 サンプルコードの概要

 16.2 ボリューム割り当てのサンプルコード

 16.3 ShadowImage ペア操作のサンプルコード

 16.4 リモートストレージシステムの情報登録のサンプルコード

 16.5 TrueCopy ペア操作のサンプルコード

 16.6 ストレージシステムの監査ログ転送先設定のサンプルコード

 16.7 サンプルコードで使用している関数
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16.1 サンプルコードの概要
REST API を呼び出して使用する際の参考情報として、Python で書かれたサンプルコードを提供し

ます。サンプルコードには、オブジェクトの情報取得、新規作成、属性変更 といった、クライアン

トプログラムで必要とされる基本的なコードの構成要素が含まれています。サンプルコードでは、
例としてボリューム割り当てやコピーペア作成などの操作を対象にしていますが、そのほかの操作
についても、サンプルコードに含まれる構成要素を応用してプログラムを構築できます。

サンプルコードの構成要素

サンプルコードでは、次の操作を実行します。

• ボリューム割り当て

作成済みの HDP プールから HDP ボリュームを作成し、アクセスできるようにホストに割り当

てます。

• ShadowImage ペア操作

作成済みのボリュームを使用して ShadowImage ペアを作成します。そのペアを分割したあと、

ペアの状態を確認します。

• リモートストレージシステムの情報登録

リモートストレージシステムの情報をローカルストレージシステム側の REST API サーバに登

録します。リモートコピー操作の前提となる操作です。

• TrueCopy ペア操作

作成済みのボリュームを使用して TrueCopy ペアを作成し、ペアの状態を確認します。ペアの作

成はリソースグループをロックして行います。

• ストレージシステムの監査ログ転送先設定

ストレージシステムの監査ログを syslog サーバに転送するように設定します。

上記の操作には、次のようなコードの構成要素が含まれます。

1. REST API を呼び出す前に実行する処理

• JSON 形式によるリクエストボディの生成

• フォームデータの作成

• リクエストヘッダの指定（既定の HTTP ヘッダの場合、カスタム HTTP ヘッダの場合）

• ユーザ認証情報の設定（ユーザ ID とパスワードによる認証の場合、セッションベースの認

証の場合）

• リソースの URL 取得（オブジェクト ID を指定しない場合、操作結果から取得したオブジェ

クト ID を指定する場合、単一インスタンスのオブジェクトの場合）

2. REST API を呼び出す処理

• GET 操作による REST API バージョン情報の取得

• GET 操作による Action テンプレートの取得

• PATCH 操作によるオブジェクトの属性変更

• POST 操作による Action テンプレートを使用したアクションの実行

• POST 操作によるオブジェクトに対するアクションの実行

• POST 操作によるサービスのアクションの実行

• POST 操作によるオブジェクトの新規作成

• POST 操作によるオブジェクトに対するアクションの実行
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• 複数装置でのセッション生成を必要とする操作（リモートコピー操作）

• DELETE 操作によるオブジェクトの削除

3. REST API を呼び出したあとに実行する処理

• 取得した情報の出力

• ジョブの実行結果の取得

• 操作結果が反映されたリソースの URL 取得

• エラーコードの取得

• エラーメッセージの出力

サンプルコード中での、各コードの構成要素の使用例を次に示します。コードの具体的な内容につ

いては、それぞれのサンプルコードの説明を参照してください。

コードの構成要素 サンプルコードでの使用例 対応するサンプルコード

JSON 形式によるリクエストボディ

の生成

HTTP リクエストの発行と非同期

処理の状態確認のための関数の定

義

ボリューム割り当て

ShadowImage ペア操作

HDP ボリュームの作成 ボリューム割り当て

ShadowImage ペアの作成 ShadowImage ペア操作

フォームデータの作成 転送先 syslog サーバのルート証明

書のアップロード

転送先 syslog サーバのクライアン

ト証明書のアップロード

ストレージシステムの監査ログ転

送先設定

リクエストヘッダの指定（既定の

HTTP ヘッダの場合）

ヘッダの定義 ボリューム割り当て

ShadowImage ペア操作

リモートストレージシステムの情

報登録

TrueCopy ペア操作

リクエストヘッダの指定（カスタム

HTTP ヘッダの場合）

ヘッダの定義 ShadowImage ペア操作

ユーザ認証情報の設定（ユーザ ID
とパスワードによる認証の場合）

セッションの生成 ボリューム割り当て

ShadowImage ペア操作

リモートストレージシステムの情

報登録

TrueCopy ペア操作

ユーザ認証情報の設定（セッション

ベースの認証の場合）

HTTP リクエストの発行と非同期

処理の状態確認のための関数の定

義

ボリューム割り当て

ShadowImage ペア操作

HDP ボリュームの作成 ボリューム割り当て

ShadowImage ペアの分割 ShadowImage ペア操作

リソースの URL 取得（オブジェク

ト ID を指定しない場合）

HDP ボリュームの作成

（BlockStorageAPI.ldevs）
ボリューム割り当て

ホストグループの作成

（BlockStorageAPI.host_groups）
ボリューム割り当て

ShadowImage ペアの作成

（BlockStorageAPI.local_copy_pairs）
ShadowImage ペア操作
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コードの構成要素 サンプルコードでの使用例 対応するサンプルコード

リソースの URL 取得（操作結果か

ら取得したオブジェクト ID を指定

する場合）

ホストグループの作成

（BlockStorageAPI.affected_resource）
ボリューム割り当て

ShadowImage ペアの作成

（BlockStorageAPI.affected_resource）
ShadowImage ペア操作

リソースの URL 取得（単一インス

タンスのオブジェクトの場合）

転送先 syslog サーバの設定

（BlockStorageAPI.auditlog_syslog）
転送先 syslog サーバへのテストメ

ッセージ送信

（BlockStorageAPI.auditlog_syslog_s
end_test）

ストレージシステムの監査ログ転

送先設定

GET 操作による REST API バージ

ョン情報の取得

REST API のバージョンの確認

（BlockStorageAPI.api_version）
ボリューム割り当て

ShadowImage ペア操作

リモートストレージシステムの情

報登録

TrueCopy ペア操作

GET 操作によるオブジェクトの取

得

HDP ボリュームの情報取得

（BlockStorageAPI.ldev）
ボリューム割り当て

ShadowImage ペアの情報取得 ShadowImage ペア操作

GET 操作による Action テンプレー

トの取得

ShadowImage ペアの分割

（BlockStorageAPI.split_local_copy
_pair_template）

ShadowImage ペア操作

GET 操作によるジョブの状態取得 HTTP リクエストの発行と非同期

処理の状態確認のための関数の定

義

ボリューム割り当て

ShadowImage ペア操作

リモートストレージシステムの情

報登録

非同期処理の状態変化取得のため

の関数の定義

TrueCopy ペア操作

PATCH 操作によるオブジェクトの

属性変更

ホストモードの変更 ボリューム割り当て

POST 操作による Action テンプレ

ートを使用したアクションの実行

ShadowImage ペアの分割

（BlockStorageAPI.split_local_copy_p
air）

ShadowImage ペア操作

POST 操作によるオブジェクトに対

するアクションの実行

転送先 syslog サーバへのテストメ

ッセージ送信

ストレージシステムの監査ログ転

送先設定

POST 操作によるサービスのアクシ

ョンの実行

リソースのロック

リソースのアンロック

TrueCopy ペア操作

POST 操作によるオブジェクトの新

規作成

HDP ボリュームの作成

（BlockStorageAPI.ldevs）
ホストの WWN の登録

（BlockStorageAPI.host_wwns）
ホストグループの作成

（BlockStorageAPI.host_groups）
LU パスの設定

（BlockStorageAPI.luns）

ボリューム割り当て

ShadowImage ペアの作成

（BlockStorageAPI.local_copy_pairs）
ShadowImage ペア操作
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コードの構成要素 サンプルコードでの使用例 対応するサンプルコード

POST 操作によるオブジェクトに対

するアクションの実行

転送先 syslog サーバのルート証明

書のアップロード

転送先 syslog サーバのクライアン

ト証明書のアップロード

ストレージシステムの監査ログ転

送先設定

複数装置でのセッション生成を必

要とする操作（リモートコピー操

作）

TrueCopy ペアの作成 TrueCopy ペア操作

DELETE 操作によるオブジェクト

の削除

セッションの破棄 ボリューム割り当て

ShadowImage ペア操作

リモートストレージシステムの情

報登録

TrueCopy ペア操作

取得した情報の出力 HDP ボリュームの情報取得 ボリューム割り当て

ShadowImage ペアの 情報取得 ShadowImage ペア操作

ジョブの実行結果の取得 HTTP リクエストの発行と非同期

処理の状態確認のための関数の定

義（BlockStorageAPI.job）

ボリューム割り当て

ShadowImage ペア操作

リモートストレージシステムの情

報登録

非同期処理の状態変化取得のため

の関数の定義

TrueCopy ペア操作

操作結果が反映されたリソースの

URL 取得

HTTP リクエストの発行と非同期

処理の状態確認のための関数の定

義

ボリューム割り当て

ShadowImage ペア操作

リモートストレージシステムの情

報登録

非同期処理の状態変化取得のため

の関数の定義

TrueCopy ペア操作

エラーコードの取得 HTTP リクエストの発行と非同期

処理の状態確認のための関数の定

義

ボリューム割り当て

ShadowImage ペア操作

リモートストレージシステムの情

報登録

非同期処理の状態変化取得のため

の関数の定義

TrueCopy ペア操作

エラーメッセージの出力 エラーメッセージの出力 ボリューム割り当て

ShadowImage ペア操作

リモートストレージシステムの情

報登録

TrueCopy ペア操作

サンプルコードの構造

サンプルコードでは、次の操作を共通化し、メインの操作から関数として呼び出して実行していま

す。それぞれの関数の詳細については、サンプルコードで使用している関数の説明を参照してくだ

さい。

• URL の生成 （BlockStorageAPI クラス）

ストレージシステムへの HTTP リクエストを発行するための URL を生成します。

• HTTP リクエストの発行と非同期処理の状態確認（invoke_async_command）
HTTP リクエストを発行し、さらに非同期処理の実行結果が反映されたかどうかを確認して結果

を返します。
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• 非同期処理の状態変化取得（wait_until_jobstatus_is_changed）
パラメータで指定した状態にジョブが遷移したことを確認して結果を返します。

サンプルコードのファイル

サンプルコードとして提供されるファイルとその内容について説明します。

• provisioning.py
ボリューム割り当てのサンプルコードを記載したファイルです。

• local_copy.py 　
ShadowImage ペア操作のサンプルコードを記載したファイルです。

• register_remote_storage.py
リモートストレージシステムの情報登録のサンプルコードを記載したファイルです。

• synchronous_remote_copy.py
TrueCopy ペア操作のサンプルコードを記載したファイルです。

• auditlog_syslog_server_setting.py
ストレージシステムの監査ログ転送先設定のサンプルコードを記載したファイルです。

• block_storage_api.py
リクエストラインを生成する関数を、BlockStorageAPI クラスとして定義したファイルです。

• rest_server_param.py
REST API サーバがインストールされているサーバの情報を定義したファイルです。

• storage_param.py
ローカルストレージシステムの情報を定義したファイルです。

• remote_copy_param.py
リモートストレージシステムとローカルストレージシステムの情報を定義したファイルです。

サンプルコードのファイルは、下記の URL からダウンロードできます。

http://＜GUMの IPアドレス＞/download/restapi/samplecode.zip

サンプルコードの動作環境

サンプルコードは、スクリプト言語の Python で作成されています。Python は可読性に優れ、Web サ

ービス開発において広く普及している汎用性の高い言語です。Python の公式サイト（https://
www.python.org/）から Python をダウンロードし、動作環境を構築してください。

また、標準ライブラリのほかに、サードパーティライブラリである Requests ライブラリを使用しま

す。 Requests ライブラリのダウンロードページからダウンロードしてください。

なお、この章に記載しているサンプルコードは、 Python3.4.2 および Requests2.5.1 の環境で動作確

認しています。

ヒント　 サンプルコードでは、REST API クライアントとストレージシステム間の SSL 通信で使用するサーバ証

明書が自己署名証明書の場合に発生するエラーを回避するため、リクエスト発行時にサーバ証明書の検証処理を

スキップするよう指定しています。

関連参照

• 16.7 サンプルコードで使用している関数
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16.2 ボリューム割り当てのサンプルコード
ボリューム割り当てのサンプルコードについて説明します。

ボリューム割り当てのサンプルコードの流れ

ボリューム割り当てのサンプルコードの流れと、対応するコードの構成要素を次に示します。

ステ

ップ
サンプルコードの流れ コードの構成要素

1 必要なライブラリのインポートおよ

びパラメータの設定

―

2 ヘッダの定義 リクエストヘッダの指定（既定の HTTP ヘッダの場合）

3 HTTP リクエストの発行と非同期処

理の状態確認のための関数の定義

GET 操作によるジョブの状態取得

ユーザ認証情報の設定（セッションベースの認証の場合）

JSON 形式によるリクエストボディの生成

ジョブの実行結果の取得

操作結果が反映されたリソースの URL 取得

エラーコードの取得

4 REST API のバージョンの確認 GET 操作による REST API バージョン情報の取得

5 セッションの生成 リソースの URL 取得（オブジェクト ID を指定しない場合）

ユーザ認証情報の設定（ユーザ ID とパスワードによる認証の

場合）

POST 操作によるオブジェクトの新規作成

6 HDP ボリュームの作成 リソースの URL 取得（オブジェクト ID を指定しない場合）

ユーザ認証情報の設定（セッションベースの認証の場合）

JSON 形式によるリクエストボディの生成

POST 操作によるオブジェクトの新規作成

7 ホストグループの作成 リソースの URL 取得（オブジェクト ID を指定しない場合）

JSON 形式によるリクエストボディの生成

POST 操作によるオブジェクトの新規作成

リソースの URL 取得（操作結果から取得したオブジェクト ID
を指定する場合）

8 ホストモードの変更 JSON 形式によるリクエストボディの生成

PATCH 操作によるオブジェクトの属性変更

9 ホストの WWN の登録 リソースの URL 取得（オブジェクト ID を指定しない場合）

JSON 形式によるリクエストボディの生成

POST 操作によるオブジェクトの新規作成

10 LU パスの設定 リソースの URL 取得（オブジェクト ID を指定しない場合）

JSON 形式によるリクエストボディの生成

POST 操作によるオブジェクトの新規作成

11 HDP ボリュームの情報取得 GET 操作によるオブジェクトの取得

ユーザ認証情報の設定（セッションベースの認証の場合）

取得した情報の出力

12 エラーメッセージの出力 エラーメッセージの出力

13 セッションの破棄 リソースの URL 取得（操作結果から取得したオブジェクト ID
を指定する場合）

DELETE 操作によるオブジェクトの削除
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想定するシステム構成

このサンプルコードでは、次の概念図のようなシステム構成を想定しています。

サンプルコードのパラメータに設定している値を次に示します。必要に応じて、システムの環境や

要件に合わせた設定に変更してください。

パラメータ 設定値 説明

USER_CREDENTIAL ("user1",
"pass1")

ストレージシステムでの認証に使用する認証情報です。サ

ンプルコードの例は、ユーザ ID が user1、パスワードが

pass1の場合の設定例です。このユーザにはストレージ管

理者（プロビジョニング）ロールが必要です。
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パラメータ 設定値 説明

POOL_ID 8 HDP ボリュームの作成元として使用する、作成済みの HDP
プールの ID です。

BYTE_CAPACITY "1T" 作成する HDP ボリュームの容量です。

PORT_ID ["CL1-A"] ホストとの I/O に使用するファイバーチャネルポート名の

配列です。

HOST_GRP_NAME "WindowsHost" ホストとポートを関連づけるために作成するホストグルー

プ名です。

HOST_MODE "WIN" ホストグループに設定するホストモードです。

HOST_WWN "aaaabbbbcccc01
23"

ホストの WWN です。

FIRST_WAIT_TIME 1 非同期処理の実行結果を取得する 1 回目の間隔（秒）です。

通常は変更する必要はありません。

MAX_RETRY_COUNT 6 非同期処理の実行結果を取得する最大リトライ回数です。

通常は変更する必要はありません。

サンプルコードの内容

サンプルコードの内容について説明します。

1. 必要なライブラリのインポートおよびパラメータの設定

ボリューム割り当ての処理を開始する前に、必要なライブラリやクラスをインポートします。

サンプルコードでは、共通ライブラリのほか、URL を生成する関数を定義した BlockStorageAPI
クラスをインポートしています。

# coding:utf-8

"""
provisioning

This program requires API version 1.9.0 or newer.
"""

import requests
import json
import sys
import http.client
import time
import traceback
import rest_server_param
import storage_param

from block_storage_api import BlockStorageAPI

サンプルコード内で使用するパラメータを設定します。

# #################Initialize parameters################# #
# Change the following parameters to fit your environment

# A POOL ID for creating a volume
POOL_ID = 8

# The DP volume capacity to create
BYTE_CAPACITY = "1T"

# A port name to add a LUN path
PORT_ID = ["CL1-A"]
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# A host group name to create
# You can assign any host group name
HOST_GRP_NAME = "WindowsHost"

# A Host mode for the created host group
# Please refer to the manual and set an appropriate mode
HOST_MODE = "WIN"

# A World Wide Name of the host (HBA) to allocate the volume
HOST_WWN = "aaaabbbbcccc0123"

# This parameter defines the first interval to access
# an asynchronous job. (Unit: Second)
FIRST_WAIT_TIME = 1

# This parameter defines the maximum retry time
# to confirm job status.
MAX_RETRY_COUNT = 6

# An user id and password of the target storage
USER_CREDENTIAL = ("user1", "pass1")

###########################################################

2. ヘッダの定義

HTTP リクエストヘッダを定義します。REST API は JSON 形式のデータだけをサポートしてい

るため、データを JSON 形式で扱うようヘッダ情報を定義しておきます。

# ###You don't have to change the following parameters### #
block_storage_api = BlockStorageAPI(
    rest_server_param.REST_SERVER_IP_ADDR,
    rest_server_param.REST_SERVER_PORT,
    storage_param.STORAGE_MODEL,
    storage_param.SERIAL_NUMBER)

headers = {"content-type": "application/json",
           "accept": "application/json"}

REQUIRED_MAJOR_VERSION = 1
REQUIRED_MINOR_VERSION = 9

session_id = 0

###########################################################

3. HTTP リクエストの発行と非同期処理の状態確認のための関数の定義（invoke_async_command
関数）

HTTP リクエストの発行と非同期処理の状態を確認する関数を定義します。この関数は、メイン

のボリューム割り当て操作から呼び出して使用します。この関数の詳細については、サンプル

コードで使用している関数の説明を参照してください。

ヒント　 サンプルコードでは、REST API クライアントとストレージシステム間の SSL 通信で使

用するサーバ証明書が自己署名証明書の場合に発生するエラーを回避するため、リクエスト発行

時に verify=Falseを指定することでサーバ証明書の検証処理をスキップしています。

"""
Check whether the asynchronous command was finished.
@param job_id the job ID to identify
       the asynchronous command
@return r the response data
"""

def check_update(job_id):
    url = block_storage_api.job(str(job_id))
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    r = requests.get(url, headers=headers, verify=False)
    return r

"""
Execute the HTTP request (POST or PATCH)
@param method_type HTTP request method (POST or PATCH)
@param url URL to execute HTTP method
@param body The information of a resource
@return job_result.json()["affectedResources"][0]
         URL of an affected resource
"""

def invoke_async_command(method_type, url, body):
    if method_type == "patch":
        r = requests.patch(url, headers=headers,
                         data=json.dumps(body), verify=False)
    elif method_type == "post":
        r = requests.post(
            url,
            headers=headers,
            data=json.dumps(body),
            verify=False)
    if r.status_code != http.client.ACCEPTED:
        raise requests.HTTPError(r)
    print("Request was accepted. JOB URL : " +
          r.json()["self"])

    status = "Initializing"
    job_result = None
    retry_count = 1
    wait_time = FIRST_WAIT_TIME
    while status != "Completed":
        if retry_count > MAX_RETRY_COUNT:
            raise Exception("Timeout Error! "
                            "Operation was not completed.")
        time.sleep(wait_time)
        job_result = check_update(r.json()["jobId"])
        status = job_result.json()["status"]
        double_time = wait_time * 2
        if double_time < 120:
            wait_time = double_time
        else:
            wait_time = 120
        retry_count += 1
    if job_result.json()["state"] == "Failed":
        error_obj = job_result.json()["error"]
        if "errorCode" in error_obj:
            if "SSB1" in error_obj["errorCode"]:
                print("Error! SSB code : ",
                      error_obj["errorCode"]["SSB1"],
                      ", ", error_obj["errorCode"]["SSB2"])
            elif "errorCode" in error_obj["errorCode"]:
                print("Error! error code : ",
                      error_obj["errorCode"]["errorCode"])
        raise Exception("Job Error!", job_result.text)

    print("Async job was succeeded. affected resource : " +
          job_result.json()["affectedResources"][0])
    return job_result.json()["affectedResources"][0]

4. REST API のバージョンの確認

REST API のバージョン情報を取得し、サポートしているバージョンであることを確認します。

"""
Check whether this API version allows the REST
 Server to execute this program

@param api_version api version of this REST Server
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@param required_major_version the lowest number of
       the major version that this program requires
@param required_minor_version the lowest number of
       the minor version that this program requires

"""

def check_api_version(api_version, required_major_version,
                      required_minor_version):
    version = api_version.split(".")
    major_version = int(version[0])
    minor_version = int(version[1])
    if not ((major_version == required_major_version and
             minor_version >= required_minor_version) or
            major_version >= required_major_version + 1):
        sys.exit("This program requires API Version " +
                 str(required_major_version) + "." +
                 str(required_minor_version) +
                 "." + "x or newer.\n")

try:
    # step1 Check the API version #
    print("Check the API version")
    url = block_storage_api.api_version()
    r = requests.get(url, headers=headers, verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)
    check_api_version(
        r.json()["apiVersion"],
        REQUIRED_MAJOR_VERSION,
        REQUIRED_MINOR_VERSION)

5. セッションの生成

REST API サーバで、セッションを生成します。

    # step2 Generate a session #
    print("Generate a session")
    url = block_storage_api.generate_session()
    r = requests.post(url, headers=headers, auth=USER_CREDENTIAL,
                      verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)
    token = r.json()["token"]
    auth = "Session " + token
    session_id = r.json()["sessionId"]

セッションを生成すると、セッション ID とトークンが返却されます。トークンは、これ以降の

操作で必要な認証情報として、API 実行時に Authentication ヘッダに指定します。セッション ID
は、一連の操作が終了したあと、セッションを破棄するときに使用します。

6. HDP ボリュームの作成

プール ID、ボリュームの容量を指定して、HDP ボリュームを作成します。

    # step3 Add an LDEV #
    print("Add an LDEV")
    url = block_storage_api.ldevs()
    headers["Authorization"] = auth
    body = {
        "poolId": POOL_ID,
        "byteFormatCapacity": BYTE_CAPACITY,
        "isParallelExecutionEnabled": True
    }
    ldev_id = invoke_async_command("post", url, body).split("/")[-1]

invoke_async_command 関数は、HDP ボリュームを作成するリクエストを発行し、非同期に実行

されるジョブの実行状態を確認して、作成した HDP ボリュームの URL を実行結果として返し

ます。
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7. ホストグループの作成

作成した HDP ボリュームをホストに割り当てるため、ホストグループを作成します。サンプル

コードでは、ホストグループが使用するポート番号とホストグループ名だけを指定し、ホスト

グループ番号の指定は省略しています。この場合、ホストグループ番号は自動で割り当てられ

ます。

    # step4 Add a host group #
    print("Add a host group")
    url = block_storage_api.host_groups()
    body = {
        "portId": PORT_ID[0],
        "hostGroupName": HOST_GRP_NAME
    }
    affected_resource_path = invoke_async_command("post",
                                                  url, body)

作成したホストグループの URL と、割り当てられたホストグループ番号を取得します。

    url = block_storage_api.affected_resource(
        affected_resource_path)

    r = requests.get(url, headers=headers, verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)

    host_group_number = r.json()["hostGroupNumber"]

8. ホストモードの変更

作成したホストグループのホストモードを、ボリュームを割り当てるホストのプラットフォー

ムに応じて変更します。 ホストグループの作成ステップで取得したホストグループの URL を

使用し、ホストモードを変更するリクエストを発行します。

    # step5 Modify the host group #
    print("Modify the host group")
    body = {
        "hostMode": HOST_MODE
    }
    invoke_async_command("patch", url, body)

9. ホストの WWN の登録

HDP ボリュームを割り当てるホストを、作成したホストグループに登録します。登録するホス

トの HBA の WWN と、ホストグループのポート番号、割り当てられたホストグループ番号を指

定します。 ホストグループ番号は、ホストグループの作成ステップで取得したものを使用しま

す。

    # step6 Add an HBA WWN #
    print("Add an HBA WWN")
    url = block_storage_api.host_wwns()
    body = {
        "hostWwn": HOST_WWN,
        "portId": PORT_ID[0],
        "hostGroupNumber": host_group_number
    }
    invoke_async_command("post", url, body)

10. LU パスの設定

作成したボリュームとホストグループとを結び付けて LU パスを設定します。 サンプルコード

では、作成した HDP ボリュームの LDEV 番号と、ホストグループが使用するポート番号、ホス

トグループ番号を指定し、LUN の指定は省略しています。この場合、LUN は自動で割り当てら

れます。

    # step7 Add a LUN path #
    print("Add a LUN path")
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    url = block_storage_api.luns()
    body = {
        "ldevId": ldev_id,
        "portIds": PORT_ID,
        "hostGroupNumber": host_group_number
    }
    invoke_async_command("post", url, body)

LU パスが設定され、ホストから HDP ボリュームにアクセスできるようになります。

11. HDP ボリュームの情報取得

ここまでの操作が正しくリソースに反映されていることを確認するため、HDP ボリュームの作

成時に取得した LDEV 番号を指定して、HDP ボリュームの情報を取得します。サンプルコード

では、取得した情報から、LDEV 番号、作成元のプール ID、HDP ボリュームの容量、割り当て

られているポートを出力しています。

    # step8 Print the LDEV #
    print("Print the LDEV")
    url = block_storage_api.ldev(ldev_id)
    r = requests.get(url, headers=headers, verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)

    print("LDEV ID : " + str(r.json()["ldevId"]))
    print("POOL ID : " + str(r.json()["poolId"]))
    print("CAPACITY : " +
          str(r.json()["byteFormatCapacity"]))
    print("PORT : " + str(r.json()["ports"]))
    print()

12. エラーメッセージの出力

サンプルコードでは、通信エラー、HTTP リクエストエラー、ジョブ実行時エラーの処理を記載

しています。通信エラーの場合は、エラーメッセージを出力します。HTTP リクエストエラーの

場合は、エラーコードとメッセージ、レスポンスボディを出力します。ジョブ実行時エラーの

場合は、ジョブの実行結果に含まれる内容をすべて出力します。

except requests.ConnectionError:
    sys.stderr.write("Connection Error!\n")
    sys.stderr.write(traceback.format_exc())
except requests.HTTPError as he:
    sys.stderr.write("HTTP Error! status code : ")
    sys.stderr.write(str(he.args[0].status_code) + "\n")
    sys.stderr.write(he.args[0].text + "\n")
except Exception as e:
    sys.stderr.write(traceback.format_exc())
    for msg in e.args:
        sys.stderr.write(str(msg) + "\n")

13. セッションの破棄

一連の操作が完了したら、セッションを破棄します。セッションの作成時に取得したセッショ

ン ID を指定します。サンプルコードでは、API の実行中にエラーが発生した場合にも必ずセッ

ションが破棄されるよう、finally 句で記述しています。セッションを破棄したら、処理を終了し

ます。

finally:
    # ----step10 Discard the session----#
    print("Discard the session")
    url = block_storage_api.discard_session(session_id)
    r = requests.delete(url, headers=headers, verify=False)
    try:
        if r.status_code != http.client.OK:
            raise requests.HTTPError(r)
    except requests.HTTPError as he:
        sys.stderr.write("HTTP Error! status code : ")
        sys.stderr.write(str(he.args[0].status_code) + "\n")
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        sys.stderr.write(he.args[0].text + "\n")

    print("Operation was completed.")
    sys.exit()

関連参照

• 1.8 リクエストヘッダ

• 2.1 バージョン情報を取得する

• 2.6 セッションを生成する

• 2.7 セッションを破棄する

• 5.2 ボリュームの情報を取得する

• 5.3 特定のボリュームの情報を取得する

• 5.4 ボリュームを作成する

• 5.17 ホストグループまたは iSCSI ターゲットを作成する

• 5.18 ホストグループまたは iSCSI ターゲットの設定を変更する

• 5.22 ホストグループに WWN を登録する

• 5.37 LU パスを設定する

• 16.7 サンプルコードで使用している関数

16.3 ShadowImage ペア操作のサンプルコード
ShadowImage ペア操作のサンプルコードについて説明します。

ShadowImage ペア操作のサンプルコードの流れ

ShadowImage ペア操作のサンプルコードの流れと、対応するコードの構成要素を次に示します。

ステ

ップ
サンプルコードの流れ コードの構成要素

1 必要なライブラリのインポートおよ

びパラメータの設定

―

2 ヘッダの定義 リクエストヘッダの指定（既定の HTTP ヘッダの場合）

リクエストヘッダの指定（カスタム HTTP ヘッダの場合）

3 HTTP リクエストの発行と非同期処

理の状態確認のための関数の定義

GET 操作によるジョブの状態取得

ユーザ認証情報の設定（セッションベースの認証の場合）

JSON 形式によるリクエストボディの生成

ジョブの実行結果の取得

操作結果が反映されたリソースの URL 取得

エラーコードの取得

4 REST API のバージョンの確認 GET 操作による REST API バージョン情報の取得

5 セッションの生成 リソースの URL 取得（オブジェクト ID を指定しない場合）

ユーザ認証情報の設定（ユーザ ID とパスワードによる認証の

場合）

POST 操作によるオブジェクトの新規作成

6 ShadowImage ペアの作成 リソースの URL 取得（オブジェクト ID を指定しない場合）

リソースの URL 取得（操作結果から取得したオブジェクト ID
を指定する場合）
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ステ

ップ
サンプルコードの流れ コードの構成要素

JSON 形式によるリクエストボディの生成

POST 操作によるオブジェクトの新規作成

7 ShadowImage ペアの分割 GET 操作による Action テンプレートの取得

ユーザ認証情報の設定（セッションベースの認証の場合）

JSON 形式によるリクエストボディの生成

POST 操作による Action テンプレートを使用したアクション

の実行

8 ShadowImage ペアの情報取得 GET 操作によるオブジェクトの取得

ユーザ認証情報の設定（セッションベースの認証の場合）

取得した情報の出力

9 エラーメッセージの出力 エラーメッセージの出力

10 セッションの破棄 リソースの URL 取得（操作結果から取得したオブジェクト ID
を指定する場合）

DELETE 操作によるオブジェクトの削除

想定するシステム構成

このサンプルコードでは、次の概念図のようなシステム構成を想定しています。
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サンプルコードのパラメータに設定している値を次に示します。必要に応じて、システムの環境や

要件に合わせた設定に変更してください。

パラメータ 設定値 説明

USER_CREDENTIAL ("user1",
"pass1")

ストレージシステムでの認証に使用する認証情報です。サ

ンプルコードの例は、ユーザ ID が user1、パスワードが

pass1の場合の設定例です。このユーザには、ストレージ

管理者（プロビジョニング）およびストレージ管理者（ロー

カルバックアップ管理）のロールが必要です。

COPY_GROUP_NAME "SI_347" ShadowImage ペアの作成に使用するコピーグループ名です。

サンプルコードでは、ペア作成時にコピーグループを新規に

作成します。

COPY_PAIR_NAME "p_347-348" 作成する ShadowImage ペアのコピーペア名です。

PVOL_LDEV_ID 347 プライマリボリュームに使用する、作成済みボリュームの

LDEV 番号です。
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パラメータ 設定値 説明

SVOL_LDEV_ID 348 セカンダリボリュームに使用する、作成済みボリュームの

LDEV 番号です。

FIRST_WAIT_TIME 1 非同期処理の実行結果を取得する 1 回目の間隔（秒）です。

通常は変更する必要はありません。

MAX_RETRY_COUNT 10 非同期処理の実行結果を取得する最大リトライ回数です。

通常は変更する必要はありません。

サンプルコードの内容

サンプルコードの内容について説明します。

1. 必要なライブラリのインポートおよびパラメータの設定

ShadowImage ペアの操作を開始する前に、必要なライブラリやクラスをインポートします。サ

ンプルコードでは、共通ライブラリのほか、URL を生成する関数を定義した BlockStorageAPI ク
ラスをインポートしています。

# coding:utf-8

"""
local_copy

This program requires API version 1.9.0 or newer.
"""

import traceback
import requests
import json
import sys
import http.client
import time
import rest_server_param
import storage_param

from block_storage_api import BlockStorageAPI

サンプルコード内で使用するパラメータを設定します。

# #################Initialize parameters################# #
# Change the following parameters to fit your environment

# A copy group name
COPY_GROUP_NAME = "SI_347"

# A copy pair name
COPY_PAIR_NAME = "p_347-348"

# A primary volume ID
# Specify already created and allocated volume ID by decimal
PVOL_LDEV_ID = 347

# A secondary volume ID which has the exactly same size
# as the primary volume
# Specify already created and allocated volume ID by decimal
SVOL_LDEV_ID = 348

# This parameter defines the first interval to access
# an asynchronous job. (Unit: Second)
FIRST_WAIT_TIME = 1

# This parameter defines the maximum retry time
# to confirm job status.
MAX_RETRY_COUNT = 10
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# An user id and password of the target storage
USER_CREDENTIAL = ("user1", "pass1")

###########################################################

2. ヘッダの定義

HTTP リクエストヘッダを定義します。REST API は JSON 形式のデータだけをサポートしてい

るため、データを JSON 形式で扱うようヘッダ情報を定義しておきます。また、非同期処理の場

合に、ジョブが完了するのを待ってレスポンスを返すよう Response-Job-Status ヘッダで指定しま

す。

# ###You don't have to change the following parameters### #
block_storage_api = BlockStorageAPI(
    rest_server_param.REST_SERVER_IP_ADDR,
    rest_server_param.REST_SERVER_PORT,
    storage_param.STORAGE_MODEL,
    storage_param.SERIAL_NUMBER)

headers = {"content-type": "application/json",
           "accept": "application/json",
           "Response-Job-Status": "Completed"}

REQUIRED_MAJOR_VERSION = 1
REQUIRED_MINOR_VERSION = 9

session_id = 0

###########################################################

3. HTTP リクエストの発行と非同期処理の状態確認のための関数の定義（invoke_async_command
関数）

HTTP リクエストの発行と非同期処理の状態を確認する関数を定義します。この関数は、メイン

の ShadowImage ペアの操作から呼び出して使用します。この関数の詳細については、サンプル

コードで使用している関数の説明を参照してください。

ヒント　 サンプルコードでは、REST API クライアントとストレージシステム間の SSL 通信で使

用するサーバ証明書が自己署名証明書の場合に発生するエラーを回避するため、リクエスト発行

時に verify=Falseを指定することでサーバ証明書の検証処理をスキップしています。

"""
Check whether the asynchronous command was finished.
@param job_id The job ID to identify
              the asynchronous command
@return r.json() The JSON data that contains response data

"""

def check_update(job_id):
    url = block_storage_api.job(str(job_id))
    r = requests.get(url, headers=headers, verify=False)
    return r

"""
Execute the HTTP request (POST or PATCH)
@param method_type HTTP request method (POST or PATCH)
@param url URL to execute HTTP method
@param body The information of a resource
@return job_result.json()["affectedResources"][0]
         URL of an affected resource
"""

サンプルコード 601
REST API リファレンスガイド



def invoke_async_command(method_type, url, body):
    if method_type == "patch":
        r = requests.patch(url, headers=headers,
                         data=json.dumps(body), verify=False)
    elif method_type == "post":
        r = requests.post(
            url,
            headers=headers,
            data=json.dumps(body),
            verify=False)
    if r.status_code != http.client.ACCEPTED:
        raise requests.HTTPError(r)
    print("Request was accepted. JOB URL : " +
          r.json()["self"])
    status = "Initializing"
    job_result = None
    retry_count = 1
    wait_time = FIRST_WAIT_TIME
    while status != "Completed":
        if retry_count > MAX_RETRY_COUNT:
            raise Exception("Timeout Error! "
                            "Operation was not completed.")
        time.sleep(wait_time)
        job_result = check_update(r.json()["jobId"])
        status = job_result.json()["status"]
        double_time = wait_time * 2
        if double_time < 120:
            wait_time = double_time
        else:
            wait_time = 120
        retry_count += 1
    if job_result.json()["state"] == "Failed":
        error_obj = job_result.json()["error"]
        if "errorCode" in error_obj:
            if "SSB1" in error_obj["errorCode"]:
                print("Error! SSB code : ",
                      error_obj["errorCode"]["SSB1"],
                      ", ", error_obj["errorCode"]["SSB2"])
            elif "errorCode" in error_obj["errorCode"]:
                print("Error! error code : ",
                      error_obj["errorCode"]["errorCode"])
        raise Exception("Job Error!", job_result.text)
    print("Async job was succeeded. affected resource : " +
          job_result.json()["affectedResources"][0])
    return job_result.json()["affectedResources"][0]

4. REST API のバージョンの確認

REST API のバージョン情報を取得し、サポートしているバージョンであることを確認します。

"""
Check whether this API version allows the REST
 Server to execute this program

@param api_version api version of this REST Server
@param required_major_version the lowest number of
       the major version that this program requires
@param required_minor_version the lowest number of
       the minor version that this program requires

"""

def check_api_version(api_version, required_major_version,
                      required_minor_version):
    version = api_version.split(".")
    major_version = int(version[0])
    minor_version = int(version[1])
    if not ((major_version == required_major_version and
             minor_version >= required_minor_version) or
            major_version >= required_major_version + 1):
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        sys.exit(
            "This program requires API Version " +
            str(required_major_version) +
            "." +
            str(required_minor_version) +
            "." +
            "x or newer.\n")

try:
    # step1 Check the API version #
    print("Check the API version")
    url = block_storage_api.api_version()
    r = requests.get(url, headers=headers, verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)
    check_api_version(
        r.json()["apiVersion"],
        REQUIRED_MAJOR_VERSION,
        REQUIRED_MINOR_VERSION)

5. セッションの生成

REST API サーバで、セッションを生成します。

    # step2 Generate a session #
    print("Generate a session")
    url = block_storage_api.generate_session()
    r = requests.post(url, headers=headers,
                      auth=USER_CREDENTIAL, verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)
    token = r.json()["token"]
    auth = "Session " + token
    session_id = r.json()["sessionId"]

セッションを生成すると、セッション ID とトークンが返却されます。トークンは、これ以降の

操作で必要な認証情報として、API 実行時に Authentication ヘッダに指定します。セッション ID
は、一連の操作が終了したあと、セッションを破棄するときに使用します。

6. ShadowImage ペアの作成

作成済みのボリュームを使用して、ShadowImage ペアを作成します。コピーグループも新規に

作成します。コピーグループ名やコピーペア名、使用するボリュームの LDEV 番号は、あらか

じめパラメータで定義したものを指定します。そのほか、コピーペア種別、MU 番号、コピーグ

ループの作成の有無などを指定して、ShadowImage ペアを作成するリクエストを発行します。

URL の生成には block_storage_api 関数を使用しています。

    # step3 Create a local copy pair #
    print("Create a local copy pair")
    url = block_storage_api.local_copy_pairs()
    body = {
        "copyGroupName": COPY_GROUP_NAME,
        "copyPairName": COPY_PAIR_NAME,
        "replicationType": "SI",
        "pvolLdevId": PVOL_LDEV_ID,
        "pvolMuNumber": 0,
        "svolLdevId": SVOL_LDEV_ID,
        "isNewGroupCreation": True,
    }
    headers["Authorization"] = auth
    affected_resource = invoke_async_command("post",
                                             url, body)
    pair_url = block_storage_api.affected_resource(
        affected_resource)
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invoke_async_command 関数は、指定した条件で ShadowImage ペアを作成するリクエストを発行

し、非同期に実行されるジョブの実行状態を確認して、作成したペアの URL を実行結果として

返します。

7. ShadowImage ペアの分割

サンプルコードでは、Action テンプレートを使用して ShadowImage ペア分割の操作を行います。

まず、ShadowImage ペア作成ステップで取得したペアの URL を使用して、ペア分割用の Action
テンプレートを取得します。

    # step4 Split the local copy pair #
    print("Split the local copy pair")
    url = block_storage_api.split_local_copy_pair_template(
        pair_url)
    r = requests.get(url, headers=headers, verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)
    print("Action template(split):")
    print(r.text)

取得したテンプレートに値を設定して、作成した ShadowImage ペアを分割するためのリクエス

トを発行します。

    body = r.json()
    body["parameters"]["copyPace"] = 3
    split_url = block_storage_api.split_local_copy_pair(
        pair_url)
    invoke_async_command("post", split_url, body)

8. ShadowImage ペアの情報取得

ShadowImage ペア作成ステップで取得したペアの URL を使用して、ペアの情報を取得します。

サンプルコードでは、コピーグループ名、コピーペア名、P-VOL の LDEV 番号とペアボリュー

ム状態、S-VOL の LDEV 番号とペアボリューム状態を出力しています。

    # step5 Print the pair status #
    print("Print the pair status")
    r = requests.get(pair_url,
                     headers=headers, verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)

    print("COPY GROUP NAME : " + r.json()["copyGroupName"])
    print("COPY PAIR NAME : " + r.json()["copyPairName"])
    print("P-VOL LDEV ID : " + str(r.json()["pvolLdevId"]))
    print("S-VOL LDEV ID : " + str(r.json()["svolLdevId"]))
    print("P-VOL STATUS : " + r.json()["pvolStatus"])
    print("S-VOL STATUS : " + r.json()["svolStatus"])
    print("LOCAL CLONE COPY PAIR ID : " +
          r.json()["localCloneCopypairId"])
    print()

9. エラーメッセージの出力

サンプルコードでは、通信エラー、HTTP リクエストエラー、ジョブ実行時エラーの処理を記載

しています。通信エラーの場合は、エラーメッセージを出力します。HTTP リクエストエラーの

場合は、エラーコードとメッセージ、レスポンスボディを出力します。ジョブ実行時エラーの

場合は、ジョブの実行結果に含まれる内容をすべて出力します。 必要な情報を出力したあと、

処理を終了します。

except requests.ConnectionError:
    sys.stderr.write("Connection Error!\n")
    sys.stderr.write(traceback.format_exc())
except requests.HTTPError as he:
    sys.stderr.write("HTTP Error! status code : ")
    sys.stderr.write(str(he.args[0].status_code) + "\n")
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    sys.stderr.write(he.args[0].text + "\n")
except Exception as e:
    sys.stderr.write(traceback.format_exc())
    for msg in e.args:
        sys.stderr.write(str(msg) + "\n")

10. セッションの破棄

一連の操作が完了したら、セッションを破棄します。セッションの作成時に取得したセッショ

ン ID を指定します。サンプルコードでは、API の実行中にエラーが発生した場合にも必ずセッ

ションが破棄されるよう、finally 句で記述しています。セッションを破棄したら、処理を終了し

ます。

finally:
    # step6 Discard the session #
    print("Discard the session")
    url = block_storage_api.discard_session(session_id)
    r = requests.delete(url, headers=headers, verify=False)
    try:
        if r.status_code != http.client.OK:
            raise requests.HTTPError(r)
    except requests.HTTPError as he:
        sys.stderr.write("HTTP Error! status code : ")
        sys.stderr.write(str(he.args[0].status_code) + "\n")
        sys.stderr.write(he.args[0].text + "\n")

    print("Operation was completed.")
    sys.exit()

関連参照

• 1.8 リクエストヘッダ

• 2.1 バージョン情報を取得する

• 2.6 セッションを生成する

• 2.7 セッションを破棄する

• 8.4 コピーグループの一覧を取得する

• 8.8 ShadowImage ペアを作成する

• 8.10 ShadowImage ペアを分割する

• 16.7 サンプルコードで使用している関数

16.4 リモートストレージシステムの情報登録のサンプルコード
リモートストレージシステムの情報登録のサンプルコードについて説明します。

リモートストレージシステムの情報登録のサンプルコードの流れ

リモートストレージシステムの情報登録のサンプルコードの流れと、対応するコードの構成要素を

次に示します。

ステ

ップ
サンプルコードの流れ コードの構成要素

1 必要なライブラリのインポートおよ

びパラメータの設定

―

2 ヘッダの定義 リクエストヘッダの指定（既定の HTTP ヘッダの場合）
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ステ

ップ
サンプルコードの流れ コードの構成要素

3 HTTP リクエストの発行と非同期処

理の状態確認のための関数の定義

GET 操作によるジョブの状態取得

JSON 形式によるリクエストボディの生成

ユーザ認証情報の設定（セッションベースの認証の場合）

ジョブの実行結果の取得

操作結果が反映されたリソースの URL 取得

エラーコードの取得

4 REST API のバージョンの確認 GET 操作による REST API バージョン情報の取得

5 セッションの生成 リソースの URL 取得（オブジェクト ID を指定しない場合）

ユーザ認証情報の設定（ユーザ ID とパスワードによる認証の

場合）

POST 操作によるオブジェクトの新規作成

6 ストレージシステムの情報登録 リソースの URL 取得（オブジェクト ID を指定しない場合）

JSON 形式によるリクエストボディの生成

複数装置でのセッション生成を必要とする操作（リモートコピ

ー操作）

POST 操作によるオブジェクトの新規作成

7 ストレージシステムの情報取得 リソースの URL 取得（操作結果から取得したオブジェクト ID
を指定する場合）

ユーザ認証情報の設定（セッションベースの認証の場合）

GET 操作によるオブジェクトの取得

取得した情報の出力

8 エラーメッセージの出力 エラーメッセージの出力

9 セッションの破棄 リソースの URL 取得（操作結果から取得したオブジェクト ID
を指定する場合）

DELETE 操作によるオブジェクトの削除

想定するシステム構成

このサンプルコードでは、次の概念図のようなシステム構成を想定しています。
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サンプルコードのパラメータに設定している値を次に示します。必要に応じて、システムの環境や

要件に合わせた設定に変更してください。

パラメータ 設定値 説明

LOCAL_USER
_CREDENTIAL

("local_user",
"local_pass")

ローカルストレージシステムでの認証に使用する認証情報

です。サンプルコードの例は、ユーザ ID が local_user、
パスワードが local_passの場合の設定例です。ユーザに

は、ストレージ管理者（初期設定）ロールが必要です。

REMOTE_USER
_CREDENTIAL

("remote_user",
"remote_pass")

リモートストレージシステムでの認証に使用する認証情報

です。サンプルコードの例は、ユーザ ID が remote_user、
パスワードが remote_passの場合の設定例です。ユーザ

には、ストレージ管理者（初期設定）ロールが必要です。

FIRST_WAIT_TIME 1 非同期処理の実行結果を取得する 1 回目の間隔（秒）です。

通常は変更する必要はありません。

MAX_RETRY_COUNT 10 非同期処理の実行結果を取得する最大リトライ回数です。

通常は変更する必要はありません。

また、ローカルストレージシステムおよびリモートストレージシステムの情報を、サンプルコード

間での共通変数として使うために、remote_copy_param.pyファイルに定義したパラメータと値

を次に示します。こちらも、必要に応じて、システムの環境や要件に合わせた設定に変更してくだ

さい。

パラメータ 設定値 説明

LOCAL_REST_SERVER
_IP_ADDR

192.0.2.100 ローカルストレージシステム側の REST API サーバの IP ア

ドレスです。
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パラメータ 設定値 説明

LOCAL_PORT 443 ローカルストレージシステム側の REST API サーバの SSL
通信用ポートです。

LOCAL_STORAGE_MO
DEL

VSP G900 ローカルストレージシステムのモデル名です。

LOCAL_SERIAL_NUMB
ER

410000 ローカルストレージシステムのシリアル番号です。

REMOTE_REST_SERVE
R_IP_ADDR

192.0.2.200 リモートストレージシステム側の REST API サーバの IP ア

ドレスです。

REMOTE_PORT 443 リモートストレージシステム側の REST API サーバの SSL
通信用ポートです。

REMOTE_STORAGE_M
ODEL

VSP G900 リモートストレージシステムのモデル名です。

REMOTE_SERIAL_NUM
BER

420000 リモートストレージシステムのシリアル番号です。

サンプルコードの内容

サンプルコードの内容について説明します。

1. 必要なライブラリのインポートおよびパラメータの設定

リモートストレージシステムの情報登録の処理を開始する前に、必要なライブラリやクラスを

インポートします。サンプルコードでは、共通ライブラリのほか、URL を生成する関数を定義

した BlockStorageAPI クラスをインポートしています。

# coding:utf-8

"""
register_remote_storage

This program requires API version 1.9.0 or newer.
"""

import traceback
import requests
import json
import sys
import http.client
import time
import remote_copy_param

from block_storage_api import BlockStorageAPI

サンプルコード内で使用するパラメータを設定します。

# #################Initialize parameters################# #
# Change the following parameters to fit your environment

# This parameter defines the first interval to access
# an asynchronous job. (Unit: Second)
FIRST_WAIT_TIME = 1

# This parameter defines the maximum retry time
# to confirm job status.
MAX_RETRY_COUNT = 10

# An user id and password of the local storage
LOCAL_USER_CREDENTIAL = ("local_user", "local_pass")

# An user id and password of the remote storage
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REMOTE_USER_CREDENTIAL = ("remote_user", "remote_pass")

###########################################################

2. ヘッダの定義

HTTP リクエストヘッダを定義します。REST API は JSON 形式のデータだけをサポートしてい

るため、データを JSON 形式で扱うようヘッダ情報を定義しておきます。

# ###You don't have to change the following parameters### #
local_storage_api = BlockStorageAPI(
    remote_copy_param.LOCAL_REST_SERVER_IP_ADDR,
    remote_copy_param.LOCAL_PORT,
    remote_copy_param.LOCAL_STORAGE_MODEL,
    remote_copy_param.LOCAL_SERIAL_NUMBER)

remote_storage_api = BlockStorageAPI(
    remote_copy_param.REMOTE_REST_SERVER_IP_ADDR,
    remote_copy_param.REMOTE_PORT,
    remote_copy_param.REMOTE_STORAGE_MODEL,
    remote_copy_param.REMOTE_SERIAL_NUMBER)

local_headers = {"content-type": "application/json",
                 "accept": "application/json",
                 "Response-Job-Status": "Completed"}

remote_headers = {"content-type": "application/json",
                  "accept": "application/json",
                  "Response-Job-Status": "Completed"}

REQUIRED_MAJOR_VERSION = 1
REQUIRED_MINOR_VERSION = 9

local_session_id = 0
remote_session_id = 0

###########################################################

3. HTTP リクエストの発行と非同期処理の状態確認のための関数の定義（invoke_async_command
関数）

HTTP リクエストの発行と非同期処理の状態を確認する関数を定義します。この関数は、メイン

のリモートストレージシステムの情報登録から呼び出して使用します。この関数の詳細につい

ては、サンプルコードで使用している関数の説明を参照してください。

ヒント　 サンプルコードでは、REST API クライアントとストレージシステム間の SSL 通信で使

用するサーバ証明書が自己署名証明書の場合に発生するエラーを回避するため、リクエスト発行

時に verify=Falseを指定することでサーバ証明書の検証処理をスキップしています。

"""
Check whether the asynchronous command was finished.

@param storage_api storage_api
@param job_id the job ID to identify
the asynchronous command
@param headers the array of the http headers
@return r the response data
"""

def check_update(storage_api, job_id, headers):
    url = storage_api.job(str(job_id))
    r = requests.get(url, headers=headers, verify=False)
    return r

"""
Execute the HTTP request (POST or PATCH)
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@param storage_api storage_api
@param method_type HTTP request method (POST or PATCH)
@param headers the array of the http headers
@param url URL to execute HTTP method
@param body The information of a resource
@return job_result.json()["affectedResources"][0]
         URL of an affected resource
"""

def invoke_async_command(storage_api, method_type, headers,
                         url, body):
    if method_type == "patch":
        r = requests.patch(url, headers=headers,
                         data=json.dumps(body), verify=False)
    elif method_type == "post":
        r = requests.post(
            url,
            headers=headers,
            data=json.dumps(body),
            verify=False)
    if r.status_code != http.client.ACCEPTED:
        raise requests.HTTPError(r)
    print("Request was accepted. JOB URL : " +
          r.json()["self"])
    status = "Initializing"
    job_result = None
    retry_count = 1
    wait_time = FIRST_WAIT_TIME
    while status != "Completed":
        if retry_count > MAX_RETRY_COUNT:
            raise Exception("Timeout Error! "
                            "Operation was not completed.")
        time.sleep(wait_time)
        job_result = check_update(storage_api,
                                  r.json()["jobId"], headers)
        status = job_result.json()["status"]
        double_time = wait_time * 2
        if double_time < 120:
            wait_time = double_time
        else:
            wait_time = 120
        retry_count += 1
    if job_result.json()["state"] == "Failed":
        error_obj = job_result.json()["error"]
        if "errorCode" in error_obj:
            if "SSB1" in error_obj["errorCode"]:
                print("Error! SSB code : ",
                      error_obj["errorCode"]["SSB1"],
                      ", ", error_obj["errorCode"]["SSB2"])
            elif "errorCode" in error_obj["errorCode"]:
                print("Error! error code : ",
                      error_obj["errorCode"]["errorCode"])
        raise Exception("Job Error!", job_result.text)
    print("Async job was succeeded. affected resource : " +
          job_result.json()["affectedResources"][0])
    return job_result.json()["affectedResources"][0]

4. REST API のバージョンの確認

ローカルストレージシステム側とリモートストレージシステム側のそれぞれの REST API サー

バで、REST API のバージョン情報を取得し、サポートしているバージョンであることを確認し

ます。

"""
Check whether this API version allows the REST
 Server to execute this program

@param api version api_version of this REST Server
@param required_major_version the lowest number of
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the major version that this program requires
@param required_minor_version the lowest number of
the minor version that this program requires

"""

def check_api_version(api_version, required_major_version,
                      required_minor_version):
    version = api_version.split(".")
    major_version = int(version[0])
    minor_version = int(version[1])
    if not ((major_version == required_major_version and
             minor_version >= required_minor_version) or
            major_version >= required_major_version + 1):
        sys.exit("This program requires API Version " +
                 str(required_major_version) + "." +
                 str(required_minor_version) +
                 "." + "x or newer.\n")

try:
    # step1 Check the API version of the local REST API #
    print("Check the API version of the local REST API")
    url = local_storage_api.api_version()
    r = requests.get(url, headers=local_headers,
                     verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)
    check_api_version(r.json()["apiVersion"],
                      REQUIRED_MAJOR_VERSION,
                      REQUIRED_MINOR_VERSION)

    # step1 Check the API version of the remote REST API #
    print("Check the API version of the remote REST API")
    url = remote_storage_api.api_version()
    r = requests.get(url, headers=remote_headers,
                     verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)
    check_api_version(r.json()["apiVersion"],
                      REQUIRED_MAJOR_VERSION,
                      REQUIRED_MINOR_VERSION)

5. セッションの作成

ローカルストレージシステム側とリモートストレージシステム側のそれぞれの REST API サー

バで、セッションを生成します。

    # step2 Generate a local session #
    print("Generate a local session")
    url = local_storage_api.generate_session()
    r = requests.post(
        url,
        headers=local_headers,
        auth=LOCAL_USER_CREDENTIAL,
        verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)
    local_token = r.json()["token"]
    local_auth = "Session " + local_token
    local_session_id = r.json()["sessionId"]

    # step2 Generate a remote session #
    print("Generate a remote session")
    url = remote_storage_api.generate_session()
    r = requests.post(url, headers=remote_headers,
                      auth=REMOTE_USER_CREDENTIAL,
                      verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)
    remote_token = r.json()["token"]
    remote_auth = "Session " + remote_token
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    remote_session_id = r.json()["sessionId"]
    remote_headers["Authorization"] = remote_auth

セッションを生成すると、セッション ID とトークンが返却されます。トークンは、これ以降の

操作で必要な認証情報として、API 実行時に Authentication ヘッダに指定します。セッション ID
は、一連の操作が終了したあと、セッションを破棄するときに使用します。

6. リモートストレージシステムの情報登録

ローカルストレージシステム側の REST API サーバに、リモートストレージシステムの情報を登

録します。 リクエストボディには、リモートストレージシステムの情報を指定します。

    # step3 Register a remote storage device #
    print("Register a remote storage device")
    url = local_storage_api.remote_storage()
    body = {
        "storageDeviceId": remote_storage_api.
        get_storage_id(),
        "restServerIp":
            remote_copy_param.REMOTE_REST_SERVER_IP_ADDR,
        "restServerPort": remote_copy_param.REMOTE_PORT
    }
    local_headers["Authorization"] = local_auth
    local_headers["Remote-Authorization"] = remote_auth
    affected_resource_path = invoke_async_command(
        local_storage_api, "post",
        local_headers, url, body)

invoke_async_command 関数は、リモートストレージシステムの情報を登録するリクエストを発

行し、非同期に実行されるジョブの実行状態を確認して、登録したストレージシステムの URL
を実行結果として返し ます。

7. 登録したリモートストレージシステムの情報取得

リモートストレージシステムの情報が正しく登録されていることを確認するため、ローカルス

トレージシステム側の REST API サーバで、登録されているストレージシステムの情報を取得し

ます。

    # step4 Print the remote storage device #
    print("Print the remote storage device")
    url = local_storage_api.affected_resource(
        affected_resource_path)
    r = requests.get(url, headers=local_headers,
                     verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)
    print("STORAGE DEVICE ID : " +
          str(r.json()["storageDeviceId"]))
    print("DKC TYPE : " + str(r.json()["dkcType"]))
    print("REST SERVER IP : " + str(r.json()["restServerIp"]))
    print("REST SERVER PORT : " +
          str(r.json()["restServerPort"]))
    print("MODEL : " + str(r.json()["model"]))
    print("SERIAL NUMBER : " +
          str(r.json()["serialNumber"]))

サンプルコードでは、ストレージデバイス ID、ストレージシステムの種別、リモートストレー

ジシステム側の REST API サーバの IP アドレス、リモートストレージシステム側の REST API
サーバのポート番号、モデル名、シリアル番号を取得し、出力しています。

8. エラーメッセージの出力

サンプルコードでは、通信エラー、HTTP リクエストエラー、ジョブ実行時エラーの処理を記載

しています。通信エラーの場合は、エラーメッセージを出力します。HTTP リクエストエラーの
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場合は、エラーコードとメッセージ、レスポンスボディを出力します。ジョブ実行時エラーの

場合は、ジョブの実行結果に含まれる内容をすべて出力します。

except requests.ConnectionError:
    sys.stderr.write("Connection Error!\n")
    sys.stderr.write(traceback.format_exc())
except requests.HTTPError as he:
    sys.stderr.write("HTTP Error! status code : ")
    sys.stderr.write(str(he.args[0].status_code) + "\n")
    sys.stderr.write(he.args[0].text + "\n")
except Exception as e:
    sys.stderr.write(traceback.format_exc())
    for msg in e.args:
        sys.stderr.write(str(msg) + "\n")

9. セッションの破棄

一連の操作が完了したら、ローカルストレージシステム側とリモートストレージシステム側の

REST API サーバで、セッションを破棄します。セッションの作成時に取得したセッション ID
を指定します。サンプルコードでは、API の実行中にエラーが発生した場合にも必ずセッション

が破棄されるよう、finally 句で記述しています。セッションを破棄したら、処理を終了します。

finally:
    # step5 Discard the local session #
    print("Discard the local session")
    url = local_storage_api.discard_session(
        local_session_id)
    r = requests.delete(url, headers=local_headers,
                        verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)

    # step5 Discard the remote session #
    print("Discard the remote session")
    url = remote_storage_api.discard_session(
        remote_session_id)
    r = requests.delete(url, headers=remote_headers,
                        verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)

    print("Operation was completed.")
    sys.exit()

関連参照

• 1.8 リクエストヘッダ

• 2.1 バージョン情報を取得する

• 2.6 セッションを生成する

• 2.7 セッションを破棄する

• 10.2.3 特定のリモートストレージシステムの情報を取得する

• 10.2.4 リモートストレージシステムの情報を登録する

• 16.7 サンプルコードで使用している関数
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16.5 TrueCopy ペア操作のサンプルコード
TrueCopy ペア操作のサンプルコードについて説明します。

TrueCopy ペア操作のサンプルコードの流れ

TrueCopy ペア操作のサンプルコードの流れと、対応するコードの構成要素を次に示します。

ステ

ップ
サンプルコードの流れ コードの構成要素

1 必要なライブラリのインポートおよ

びパラメータの設定

―

2 ヘッダの定義 リクエストヘッダの指定（既定の HTTP ヘッダの場合）

3 非同期処理の状態変化取得のための

関数の定義

GET 操作によるジョブの状態取得

ユーザ認証情報の設定（セッションベースの認証の場合）

ジョブの実行結果の取得

エラーコードの取得

4 REST API のバージョンの確認 GET 操作による REST API バージョン情報の取得

5 セッションの生成 リソースの URL 取得（オブジェクト ID を指定しない場合）

ユーザ認証情報の設定（ユーザ ID とパスワードによる認証の

場合）

POST 操作によるオブジェクトの新規作成

6 リソースのロック リソースの URL 取得（オブジェクト ID を指定しない場合）

ユーザ認証情報の設定（セッションベースの認証の場合）

POST 操作によるサービスのアクションの実行

7 TrueCopy ペアの作成 リソースの URL 取得（オブジェクト ID を指定しない場合）

リソースの URL 取得（操作結果から取得したオブジェクト ID
を指定する場合）

ユーザ認証情報の設定（セッションベースの認証の場合）

JSON 形式によるリクエストボディの生成

複数装置でのセッション生成を必要とする操作（リモートコピ

ー操作）

POST 操作によるオブジェクトの新規作成

8 リソースのアンロック リソースの URL 取得（オブジェクト ID を指定しない場合）

ユーザ認証情報の設定（セッションベースの認証の場合）

POST 操作によるサービスのアクションの実行

9 ペア作成完了の確認 ―

10 TrueCopy ペアの情報取得 GET 操作による単一のオブジェクトの取得

ユーザ認証情報の設定（セッションベースの認証の場合）

操作結果が反映されたリソースの URL 取得

取得した情報の出力

11 エラーメッセージの出力 エラーメッセージの出力

12 セッションの破棄 リソースの URL 取得（操作結果から取得したオブジェクト ID
を指定する場合）

ユーザ認証情報の設定（セッションベースの認証の場合）

DELETE 操作によるオブジェクトの削除
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想定するシステム構成

このサンプルコードでは、次の概念図のようなシステム構成を想定しています。

サンプルコードのパラメータに設定している値を次に示します。必要に応じて、システムの環境や

要件に合わせた設定に変更してください。

パラメータ 設定値 説明

LOCAL_USER
_CREDENTIAL

("local_copy_us
er",
"local_copy_pas
s")

ローカルストレージシステムでの認証に使用する認証情報

です。サンプルコードの例は、ユーザ ID が

local_copy_user、パスワードが local_copy_passの

場合の設定例です。このユーザには、ストレージ管理者（プ

ロビジョニング）およびストレージ管理者（リモートバック

アップ管理）のロールが必要です。

REMOTE_USER
_CREDENTIAL

("remote_copy_u
ser",
"remote_copy_pa
ss")

リモートストレージシステムでの認証に使用する認証情報

です。サンプルコードの例は、ユーザ ID が

remote_copy_user、パスワードが remote_copy_pass
の場合の設定例です。このユーザには、ストレージ管理者

（プロビジョニング）およびストレージ管理者（リモートバ

ックアップ管理）のロールが必要です。

COPY_GROUP_NAME "TC_GROUP" 作成する TrueCopy ペアのコピーグループ名です。

COPY_PAIR_NAME "p_347-348" 作成する TrueCopy ペアのコピーペア名です。

PVOL_LDEV_ID 347 プライマリボリュームに使用する、作成済み LDEV の番号

です。

SVOL_LDEV_ID 348 セカンダリボリュームに使用する、作成済み LDEV の番号

です。
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パラメータ 設定値 説明

FIRST_WAIT_TIME 1 非同期処理の実行結果を取得する 1 回目の間隔（秒）です。

通常は変更する必要はありません。

MAX_RETRY_COUNT 10 非同期処理の実行結果を取得する最大リトライ回数です。

通常は変更する必要はありません。

また、ローカルストレージシステムおよびリモートストレージシステムの情報を、サンプルコード

間での共通変数として使うために、remote_copy_param.pyファイルに定義したパラメータと値

を次に示します。こちらも、必要に応じて、システムの環境や要件に合わせた設定に変更してくだ

さい。

パラメータ 設定値 説明

LOCAL_REST_SERVER
_IP_ADDR

192.0.2.100 ローカルストレージシステム側の REST API サーバの IP ア

ドレスです。

LOCAL_PORT 443 ローカルストレージシステム側の REST API サーバの SSL
通信用ポートです。

LOCAL_STORAGE_MO
DEL

VSP G900 ローカルストレージシステムのモデル名です。

LOCAL_SERIAL_NUMB
ER

410000 ローカルストレージシステムのシリアル番号です。

REMOTE_REST_SERVE
R_IP_ADDR

192.0.2.200 リモートストレージシステム側の REST API サーバの IP ア

ドレスです。

REMOTE_PORT 443 リモートストレージシステム側の REST API サーバの SSL
通信用ポートです。

REMOTE_STORAGE_M
ODEL

VSP G900 リモートストレージシステムのモデル名です。

REMOTE_SERIAL_NUM
BER

420000 リモートストレージシステムのシリアル番号です。

サンプルコードの内容

サンプルコードの内容について説明します。

1. 必要なライブラリのインポートおよびパラメータの設定

TrueCopy ペア操作の処理を開始する前に、必要なライブラリやクラスをインポートします。サ

ンプルコードでは、共通ライブラリのほか、URL を生成する関数を定義した BlockStorageAPI ク
ラスをインポートしています。

# coding:utf-8

"""
synchronous_remote_copy

This program requires API version 1.9.0 or newer.
"""

import traceback
import requests
import json
import sys
import http.client
import time
import remote_copy_param
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from block_storage_api import BlockStorageAPI

サンプルコード内で使用するパラメータを設定します。

# #################Initialize parameters################# #
# Change the following parameters to fit your environment

# A copy group name
COPY_GROUP_NAME = "TC_GROUP"

# A copy pair name
COPY_PAIR_NAME = "p_347-348"

# A primary volume ID
# Specify already created and allocated volume ID by decimal
PVOL_LDEV_ID = 347

# A secondary volume ID which has the exactly same size
# as the primary volume
# Specify already created and allocated volume ID by decimal
SVOL_LDEV_ID = 348

# This parameter defines the first interval to access
# an asynchronous job. (Unit: Second)
FIRST_WAIT_TIME = 1

# This parameter defines the maximum retry time
# to confirm job status.
MAX_RETRY_COUNT = 10

# An user id and password of the local storage
LOCAL_USER_CREDENTIAL = ("local_copy_user",
                         "local_copy_pass")

# An user id and password of the remote storage
REMOTE_USER_CREDENTIAL = ("remote_copy_user",
                          "remote_copy_pass")

###########################################################

2. ヘッダの定義

HTTP リクエストヘッダを定義します。REST API は JSON 形式のデータだけをサポートしてい

るため、データを JSON 形式で扱うようヘッダ情報を定義しておきます。

# ###You don't have to change the following parameters### #
local_storage_api = BlockStorageAPI(
    remote_copy_param.LOCAL_REST_SERVER_IP_ADDR,
    remote_copy_param.LOCAL_PORT,
    remote_copy_param.LOCAL_STORAGE_MODEL,
    remote_copy_param.LOCAL_SERIAL_NUMBER)

remote_storage_api = BlockStorageAPI(
    remote_copy_param.REMOTE_REST_SERVER_IP_ADDR,
    remote_copy_param.REMOTE_PORT,
    remote_copy_param.REMOTE_STORAGE_MODEL,
    remote_copy_param.REMOTE_SERIAL_NUMBER)

local_headers = {"content-type": "application/json",
                 "accept": "application/json",
                 "Response-Job-Status": "Completed"}

remote_headers = {"content-type": "application/json",
                  "accept": "application/json",
                  "Response-Job-Status": "Completed"}

REQUIRED_MAJOR_VERSION = 1
REQUIRED_MINOR_VERSION = 9

local_session_id = 0
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remote_session_id = 0

###########################################################

3. 非同期処理の状態変化取得のための関数の定義（wait_until_jobstatus_is_changed 関数）

非同期処理の状態変化を取得するための関数を定義します。この関数は、メインの TrueCopy ペ

ア操作から呼び出して使用します。この関数の詳細については、サンプルコードで使用してい

る関数の説明を参照してください。

ヒント　 サンプルコードでは、REST API クライアントとストレージシステム間の SSL 通信で使

用するサーバ証明書が自己署名証明書の場合に発生するエラーを回避するため、リクエスト発行

時に verify=Falseを指定することでサーバ証明書の検証処理をスキップしています。

"""
Check whether the asynchronous command was finished.

@param storage_api storage_api
@param job_id the job ID to identify
      the asynchronous command
@param headers the array of the http headers
@return r the response data
"""

def check_update(storage_api, job_id, headers):
    url = storage_api.job(str(job_id))
    r = requests.get(url, headers=headers, verify=False)
    return r

"""
Wait until the job status is changed

@param storage_api storage_api
@param headers the array of the http headers
@param job_id the job ID to identify
       the asynchronous command
@param changed_status job status after waiting
@param is_retry_count_enabled if true, wait
       until MAX_RETRY_COUNT. if false, wait forever
       until job status is changed.
@return job_result.json()["affectedResources"][0]
         URL of an affected resource
"""

def wait_until_jobstatus_is_changed(
        storage_api,
        headers,
        job_id,
        changed_status,
        is_retry_count_enabled):
    status = "Initializing"
    retry_count = 1
    wait_time = FIRST_WAIT_TIME
    while status != changed_status:
        if status == "Completed":
            print("Status was already changed" +
                  "to Completed.")
            break
        if is_retry_count_enabled and \
                retry_count > MAX_RETRY_COUNT:
            raise Exception("Timeout Error! "
                            "Operation was not completed.")
        time.sleep(wait_time)
        job_result = check_update(storage_api,
                                  job_id, headers)
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        status = job_result.json()["status"]
        double_time = wait_time * 2
        if double_time < 120:
            wait_time = double_time
        else:
            wait_time = 120
        retry_count += 1
    if job_result.json()["state"] == "Failed":
        error_obj = job_result.json()["error"]
        if "errorCode" in error_obj:
            if "SSB1" in error_obj["errorCode"]:
                print("Error! SSB code : ",
                      error_obj["errorCode"]["SSB1"],
                      ", ", error_obj["errorCode"]["SSB2"])
            elif "errorCode" in error_obj["errorCode"]:
                print("Error! error code : ",
                      error_obj["errorCode"]["errorCode"])
        raise Exception("Job Error!", job_result.text)
    print("Async job was succeeded. affected resource : " +
          job_result.json()["affectedResources"][0])
    return job_result.json()["affectedResources"][0]

4. REST API のバージョンの確認

ローカルストレージシステム側とリモートストレージシステム側のそれぞれの REST API サー

バで、REST API のバージョン情報を取得し、サポートしているバージョンであることを確認し

ます。

"""
Check whether this API version allows the REST
 Server to execute this program

@param api_version api version of this REST Server
@param required_major_version the lowest number of
       the major version that this program requires
@param required_minor_version the lowest number of
       the minor version that this program requires

"""

def check_api_version(api_version, required_major_version,
                      required_minor_version):
    version = api_version.split(".")
    major_version = int(version[0])
    minor_version = int(version[1])
    if not ((major_version == required_major_version and
             minor_version >= required_minor_version) or
            major_version >= required_major_version + 1):
        sys.exit(
            "This program requires API Version " +
            str(required_major_version) +
            "." +
            str(required_minor_version) +
            "." +
            "x or newer.\n")

try:
    # step1 Check the API version of the local REST API #
    print("Check the API version of the local REST API")
    url = local_storage_api.api_version()
    r = requests.get(url, headers=local_headers,
                     verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)
    check_api_version(r.json()["apiVersion"],
                      REQUIRED_MAJOR_VERSION,
                      REQUIRED_MINOR_VERSION)

    # step1 Check the API version of the remote REST API #
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    print("Check the API version of the remote REST API")
    url = remote_storage_api.api_version()
    r = requests.get(url, headers=remote_headers,
                     verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)
    check_api_version(r.json()["apiVersion"],
                      REQUIRED_MAJOR_VERSION,
                      REQUIRED_MINOR_VERSION)

5. セッションの作成

ローカルストレージシステム側とリモートストレージシステム側のそれぞれの REST API サー

バで、セッションを生成します。

    # step2 Generate a local session #
    print("Generate a local session")
    url = local_storage_api.generate_session()
    r = requests.post(
        url,
        headers=local_headers,
        auth=LOCAL_USER_CREDENTIAL,
        verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)
    local_token = r.json()["token"]
    local_auth = "Session " + local_token
    local_session_id = r.json()["sessionId"]

    # step2 Generate a remote session #
    print("Generate a remote session")
    url = remote_storage_api.generate_session()
    r = requests.post(
        url,
        headers=remote_headers,
        auth=REMOTE_USER_CREDENTIAL,
        verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)
    remote_token = r.json()["token"]
    remote_auth = "Session " + remote_token
    remote_session_id = r.json()["sessionId"]

セッションを生成すると、セッション ID とトークンが返却されます。トークンは、これ以降の

操作で必要な認証情報として、API 実行時に Authorization ヘッダに指定します。セッション ID
は、一連の操作が終了したあと、セッションを破棄するときに使用します。

6. リソースのロック

操作対象のボリュームがほかのユーザから操作されないように、ロックを取得します。ローカ

ルストレージシステム側では、プライマリボリューム用の LDEV が属するリソースグループを、

リモートストレージシステムでは、セカンダリボリューム用の LDEV が属するリソースグルー

プをロックします。

    try:
        # step3 Lock the local resource group #
        print("Lock the local resource group")
        url = local_storage_api.lock()
        local_headers["Authorization"] = local_auth
        r = requests.post(url, headers=local_headers,
                         verify=False)
        if r.status_code != http.client.ACCEPTED:
            raise requests.HTTPError(r)
        print("Request was accepted. JOB URL : " +
              r.json()["self"])
        wait_until_jobstatus_is_changed(
            local_storage_api,
            local_headers,
            r.json()["jobId"],
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            "Completed",
            True)

        # step3 Lock the remote resource group #
        print("Lock the remote resource group")
        remote_headers["Authorization"] = remote_auth
        url = remote_storage_api.lock()
        r = requests.post(url, headers=remote_headers,
                         verify=False)
        if r.status_code != http.client.ACCEPTED:
            raise requests.HTTPError(r)
        print("Request was accepted. JOB URL : " +
              r.json()["self"])
        wait_until_jobstatus_is_changed(
            remote_storage_api,
            remote_headers,
            r.json()["jobId"],
            "Completed",
            True)

wait_until_jobstatus_is_changed 関数は、非同期に実行されるジョブの実行状態を確認し、指定し

たジョブの状態になるまで待ちます。サンプルコードでは、ジョブの実行状態が"Completed"に
なり、ロックが掛けられたことを確認しています。

7. TrueCopy ペアの作成

作成済みの LDEV を使用して、TrueCopy ペアの作成を作成します。コピーグループも新規に作

成します。コピーグループ名やコピーペア名、使用するボリュームの LDEV 番号は、あらかじ

めパラメータで定義したものを指定します。そのほか、コピーペア種別、コピーグループの作

成の有無、フェンスレベルなどを指定して、TrueCopy ペアを作成するリクエストを発行します。

URL の生成には block_storage_api 関数を使用しています。

        # step4 Create a remote copy pair #
        print("Create a remote copy pair")
        url = local_storage_api.remote_copy_pairs()
        body = {
            "copyGroupName": COPY_GROUP_NAME,
            "copyPairName": COPY_PAIR_NAME,
            "replicationType": "TC",
            "remoteStorageDeviceId": remote_storage_api.
            get_storage_id(),
            "pvolLdevId": PVOL_LDEV_ID,
            "svolLdevId": SVOL_LDEV_ID,
            "isNewGroupCreation": "true",
            "fenceLevel": "data",
        }
        local_headers["Remote-Authorization"] = remote_auth
        r = requests.post(
            url,
            headers=local_headers,
            data=json.dumps(body),
            verify=False)
        if r.status_code != http.client.ACCEPTED:
            raise requests.HTTPError(r)
        print("Create remote copy pair request " +
              "was accepted. JOB URL : " + r.json()["self"])
        wait_until_jobstatus_is_changed(
            local_storage_api,
            local_headers,
            r.json()["jobId"],
            "StorageAccepted",
            False)
        jobid = r.json()["jobId"]

        print("Status changed to StorageAccepted")

wait_until_jobstatus_is_changed 関数は、非同期に実行されるジョブの実行状態を確認し、指定し

たジョブの状態になるまで待ちます。サンプルコードでは、ジョブの実行状態が
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"StorageAccepted"になり、ストレージシステムで TrueCopy ペア作成のリクエストが受け付けら

れたことを確認しています。

8. リソースのアンロック

ストレージシステムでペア作成の処理が受け付けられたことが確認できたら、取得したロック

を解除します。サンプルコードでは、API の実行中にエラーが発生した場合にも必ずロックが解

除されるよう、finally 句で記述しています。

    finally:
        # step5 Unlock the local resource group #
        print("Unlock the local resource group")
        url = local_storage_api.unlock()
        r = requests.post(url, headers=local_headers,
                         verify=False)
        if r.status_code != http.client.ACCEPTED:
            raise requests.HTTPError(r)
        print("Request was accepted. JOB URL : " +
              r.json()["self"])
        wait_until_jobstatus_is_changed(
            local_storage_api, local_headers,
            r.json()["jobId"], "Completed", True)

        # step5 Unlock the remote resource group #
        print("Unlock the remote resource group")
        url = remote_storage_api.unlock()
        r = requests.post(url, headers=remote_headers,
                         verify=False)
        if r.status_code != http.client.ACCEPTED:
            raise requests.HTTPError(r)
        print("Request was accepted. JOB URL : " +
              r.json()["self"])
        wait_until_jobstatus_is_changed(
            remote_storage_api,
            remote_headers,
            r.json()["jobId"],
            "Completed",
            True)

9. ペア作成完了の確認

ストレージシステムでのペア作成の処理が完了したことを確認します。

wait_until_jobstatus_is_changed 関数で、ジョブの実行状態が Completed になったことを確認しま

す。

    # step6 Wait until the operation is complete #
    affected_resource_path = wait_until_jobstatus_is_changed(
        local_storage_api, local_headers,
        jobid, "Completed", False)

10. TrueCopy ペアの情報取得

ペアが正しく作成されていることを確認するために、TrueCopy ペアの作成ステップで取得した

ペアの URL を使用してペアの情報を取得します。サンプルコードでは、コピーグループ名、コ

ピーペア名、ペア種別、P-VOL と S-VOL それぞれの LDEV 番号、ペアボリューム状態、および

ストレージデバイス ID を出力しています。

    # step7 Print the remote copy pair #
    print("Print the remote copy pair")
    url = local_storage_api.affected_resource(
        affected_resource_path)
    r = requests.get(url, headers=local_headers,
                     verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)
    print("COPY GROUP NAME : " +
          str(r.json()["copyGroupName"]))
    print("COPY PAIR NAME : " +
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          str(r.json()["copyPairName"]))
    print("REPLICATION TYPE : " +
          str(r.json()["replicationType"]))
    print("PVOL LDEV ID : " + str(r.json()["pvolLdevId"]))
    print("SVOL LDEV ID : " + str(r.json()["svolLdevId"]))
    print("PVOL STATUS : " + str(r.json()["pvolStatus"]))
    print("SVOL STATUS : " + str(r.json()["svolStatus"]))
    print("PVOL STORAGE DEVICE ID : "
          + str(r.json()["pvolStorageDeviceId"]))
    print("SVOL STORAGE DEVICE ID : "
          + str(r.json()["svolStorageDeviceId"]))
    print("REMOTE MIRROR COPY PAIR ID : "
          + str(r.json()["remoteMirrorCopyPairId"]))
    print()

11. エラーメッセージの出力

サンプルコードでは、通信エラー、HTTP リクエストエラー、ジョブ実行時エラーの処理を記載

しています。通信エラーの場合は、エラーメッセージを出力します。HTTP リクエストエラーの

場合は、エラーコードとメッセージ、レスポンスボディを出力します。ジョブ実行時エラーの

場合は、ジョブの実行結果に含まれる内容をすべて出力します。

except requests.ConnectionError:
    sys.stderr.write("Connection Error!\n")
    sys.stderr.write(traceback.format_exc())
except requests.HTTPError as he:
    sys.stderr.write("HTTP Error! status code : ")
    sys.stderr.write(str(he.args[0].status_code) + "\n")
    sys.stderr.write(he.args[0].text + "\n")
except Exception as e:
    sys.stderr.write(traceback.format_exc())
    for msg in e.args:
        sys.stderr.write(str(msg) + "\n")

12. セッションの破棄

一連の操作が完了したら、ローカルストレージシステム側とリモートストレージシステム側の

REST API サーバで、セッションを破棄します。セッションの作成時に取得したセッション ID
を指定します。サンプルコードでは、API の実行中にエラーが発生した場合にも必ずセッション

が破棄されるよう、finally 句で記述しています。セッションを破棄したら、処理を終了します。

finally:
    # step8 Discard the local session #
    print("Discard the local session")
    url = local_storage_api. \
        discard_session(local_session_id)
    r = requests.delete(url, headers=local_headers,
                        verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)

    # step8 Discard the remote session #
    print("Discard the remote session")
    url = remote_storage_api.discard_session(
        remote_session_id)
    r = requests.delete(url,
                        headers=remote_headers, verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)

    print("Operation was completed.")
    sys.exit()

関連参照

• 1.8 リクエストヘッダ
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• 2.1 バージョン情報を取得する

• 2.6 セッションを生成する

• 2.7 セッションを破棄する

• 2.10 リソースグループをロックする

• 2.11 リソースグループをアンロックする

• 11.6 特定のリモートコピーペアの情報を取得する

• 11.7 TrueCopy ペア／Universal Replicator ペアを作成する

• 16.7 サンプルコードで使用している関数

16.6 ストレージシステムの監査ログ転送先設定のサンプルコード
ストレージシステムの監査ログ転送先設定のサンプルコードについて説明します。

ストレージシステムの監査ログ転送先設定のサンプルコードの流れ

ストレージシステムの監査ログ転送先設定のサンプルコードの流れと、対応するコードの構成要素

を次に示します。

ステ

ップ
サンプルコードの流れ コードの構成要素

1 必要なライブラリのインポートおよ

びパラメータの設定

―

2 ヘッダの定義 リクエストヘッダの指定（既定の HTTP ヘッダの場合）

3 HTTP リクエストの発行と非同期処

理の状態確認のための関数の定義

GET 操作によるジョブの状態取得

JSON 形式によるリクエストボディの生成

ユーザ認証情報の設定（セッションベースの認証の場合）

ジョブの実行結果の取得

操作結果が反映されたリソースの URL 取得

エラーコードの取得

4 REST API のバージョンの確認 GET 操作による REST API バージョン情報の取得

5 セッションの生成 リソースの URL 取得（オブジェクト ID を指定しない場合）

ユーザ認証情報の設定（ユーザ ID とパスワードによる認証の

場合）

POST 操作によるオブジェクトの新規作成

6 転送先 syslog サーバのルート証明書

のアップロード

リソースの URL 取得（オブジェクト ID を指定しない場合）

フォームデータの作成

POST 操作によるオブジェクトに対するアクションの実行

7 転送先 syslog サーバのクライアント

証明書のアップロード

リソースの URL 取得（オブジェクト ID を指定しない場合）

フォームデータの作成

POST 操作によるオブジェクトに対するアクションの実行

8 転送先 syslog サーバの設定 リソースの URL 取得（単一インスタンスのオブジェクトの場

合）

JSON 形式によるリクエストボディの生成

PATCH 操作によるオブジェクトの属性変更

9 転送先 syslog サーバへのテストメッ

セージ送信

リソースの URL 取得（単一インスタンスのオブジェクトの場

合）

POST 操作によるオブジェクトに対するアクションの実行
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ステ

ップ
サンプルコードの流れ コードの構成要素

10 監査ログの転送先設定の取得 リソースの URL 取得（単一インスタンスのオブジェクトの場

合）

GET 操作によるオブジェクトの取得（特定のオブジェクトを取

得する場合）

取得した情報の出力

11 エラーメッセージの出力 エラーメッセージの出力

12 セッションの破棄 リソースの URL 取得（操作結果から取得したオブジェクト ID
を指定する場合）

DELETE 操作によるオブジェクトの削除

想定するシステム構成

このサンプルコードでは、次の概念図のようなシステム構成を想定しています。転送先の syslog サ

ーバは 1 台で構成するものとします。

サンプルコードのパラメータに設定している値を次に示します。必要に応じて、システムの環境や

要件に合わせた設定に変更してください。

パラメータ 設定値 説明

USER_CREDENTIAL ("user1",
"pass1")

ストレージシステムでの認証に使用する認証情報です。サ

ンプルコードの例は、ユーザ ID が user1、パスワードが

pass1の場合の設定例です。ユーザには、監査ログ管理者

（参照・編集）ロールが必要です。

ROOT_CERT_FILE_PAT
H

"D:\cert\\" ストレージシステムへアップロードする syslog サーバのル

ート証明書ファイルの格納先のパスです。
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パラメータ 設定値 説明

サンプルコードでは、ストレージシステムと syslog サーバ

間の通信に SSL 通信を使用するよう設定します。事前に

syslog サーバのルート証明書を用意してください。

ROOT_CERT_FILE_NA
ME

"root.crt" ストレージシステムへアップロードする syslog サーバのル

ート証明書ファイル名です。

CLIENT_CERT_FILE_PA
TH

"D:\cert\\" ストレージシステムへアップロードする syslog サーバのク

ライアント証明書ファイルの格納先のパスです。

サンプルコードでは、ストレージシステムと syslog サーバ

間の通信に SSL 通信を使用するよう設定します。事前に

syslog サーバのクライアント証明書を用意してください。

CLIENT_CERT_FILE_N
AME

"client.pfx" ストレージシステムへアップロードする syslog サーバのク

ライアント証明書ファイル名です。

TRANSFER_PROTOCOL "TLS" 監査ログを syslog サーバに転送する際に使用するプロトコ

ルです。

LOCATION_NAME "STORAGE_SYSTEM
_1"

監査ログの転送元のストレージシステムを識別するための

名称です。

RETRY_INTERVAL 5 syslog サーバとの通信に失敗した場合のリトライ間隔（秒）

です。

PRIMARY_SYSLOG_SE
RVER_IP_ADDR

"192.0.1.101" syslog サーバの IP アドレスです。

PRIMARY_SYSLOG_SE
RVER_PORT

"12345" syslog サーバが使用するポート番号です。

CLIENT_CERT_FILE_PA
SSWORD

"certFilePass" クライアント証明書ファイルのパスワードです。

FIRST_WAIT_TIME 1 非同期処理の実行結果を取得する 1 回目の間隔（秒）です。

通常は変更する必要はありません。

MAX_RETRY_COUNT 6 非同期処理の実行結果を取得する最大リトライ回数です。

通常は変更する必要はありません。

サンプルコードの内容

サンプルコードの内容について説明します。

1. 必要なライブラリのインポートおよびパラメータの設定

監査ログの転送先設定の処理を開始する前に、必要なライブラリやクラスをインポートします。

サンプルコードでは、共通ライブラリのほか、URL を生成する関数を定義した BlockStorageAPI
クラスをインポートしています。

# coding:utf-8

"""
auditlog_syslog_server setting

This program requires API version 1.9.0 or newer.
"""

import requests
import json
import sys
import http.client
import time
import traceback
import rest_server_param
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import storage_param

from block_storage_api import BlockStorageAPI

サンプルコード内で使用するパラメータを設定します。

# #################Initialize parameters################# #
# Change the following parameters to fit your environment

# A path of root certificate
ROOT_CERT_FILE_PATH = "D:\cert\\"

# A root certificate name
ROOT_CERT_FILE_NAME = "root.crt"

# A path of client certificate
CLIENT_CERT_FILE_PATH = "D:\cert\\"

# A client certificate name
CLIENT_CERT_FILE_NAME = "client.pfx"

# A transfer protocol
TRANSFER_PROTOCOL = "TLS"

# A location name
LOCATION_NAME = "STORAGE_SYSTEM_1"

# A retry interval
RETRY_INTERVAL = 5

# A primary syslog server IP address
PRIMARY_SYSLOG_SERVER_IP_ADDR = "192.0.1.101"

# A primary syslog server port number
PRIMARY_SYSLOG_SERVER_PORT = "12345"

# A password of the client certificate
CLIENT_CERT_FILE_PASSWORD = "certFilePass"

# This parameter defines the first interval to access
# an asynchronous job. (Unit: Second)
FIRST_WAIT_TIME = 1

# This parameter defines the maximum retry time
# to confirm job status.
MAX_RETRY_COUNT = 6

# An user id and password of the target storage
USER_CREDENTIAL = ("user1", "pass1")

###########################################################

2. ヘッダの定義

HTTP リクエストヘッダを定義します。REST API の標準である JSON 形式のほかに、ファイル

をアップロードする API で使用するフォームデータ形式も扱うようヘッダ情報を定義しておき

ます。

# ###You don't have to change the following parameters### #
block_storage_api = BlockStorageAPI(
    rest_server_param.REST_SERVER_IP_ADDR,
    rest_server_param.REST_SERVER_PORT,
    storage_param.STORAGE_MODEL,
    storage_param.SERIAL_NUMBER)

headers = {"content-type": "application/json",
           "accept": "application/json"}
file_upload_headers = {"accept": "application/json",
                       "Expect": ""}
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REQUIRED_MAJOR_VERSION = 1
REQUIRED_MINOR_VERSION = 9

session_id = 0

###########################################################

3. HTTP リクエストの発行と非同期処理の状態確認のための関数の定義（invoke_async_command
関数）

HTTP リクエストの発行と非同期処理の状態を確認する関数を定義します。この関数は、メイン

のリモートストレージシステムの情報登録から呼び出して使用します。この関数の詳細につい

ては、サンプルコードで使用している関数の説明を参照してください。

ヒント　 サンプルコードでは、REST API クライアントとストレージシステム間の SSL 通信で使

用するサーバ証明書が自己署名証明書の場合に発生するエラーを回避するため、リクエスト発行

時に verify=Falseを指定することでサーバ証明書の検証処理をスキップしています。

"""
Check whether the asynchronous command was finished.
@param job_id the job ID to identify
       the asynchronous command
@return r the response data
"""

def check_update(job_id):
    url = block_storage_api.job(str(job_id))
    r = requests.get(url, headers=headers, verify=False)
    return r

"""
Execute the HTTP request (POST or PATCH)
@param method_type HTTP request method (POST or PATCH)
@param url URL to execute HTTP method
@param body The information of a resource
@return job_result.json()["affectedResources"][0]
         URL of an affected resource
"""

def invoke_async_command(method_type, url, body):
    if method_type == "patch":
        r = requests.patch(url, headers=headers,
                         data=json.dumps(body), verify=False)
    elif method_type == "post":
        if body is None:
            r = requests.post(
                url,
                headers=headers,
                verify=False)
        else:
            r = requests.post(
                url,
                headers=headers,
                data=json.dumps(body),
                verify=False)
    if r.status_code != http.client.ACCEPTED:
        raise requests.HTTPError(r)
    print("Request was accepted. JOB URL : " +
          r.json()["self"])

    if "affectedResources" in job_result.json():
        print("Async job was succeeded." +
              " affected resource : " +
              job_result.json()["affectedResources"][0])
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        return job_result.json()["affectedResources"][0]
    else:
        print("Async job was succeeded.")
        return None

4. REST API のバージョンの確認

REST API のバージョン情報を取得し、サポートしているバージョンであることを確認します。

"""
Check whether this API version allows the REST
 Server to execute this program

@param api_version api version of this REST Server
@param required_major_version the lowest number of
       the major version that this program requires
@param required_minor_version the lowest number of
       the minor version that this program requires

"""

def check_api_version(api_version, required_major_version,
                      required_minor_version):
    version = api_version.split(".")
    major_version = int(version[0])
    minor_version = int(version[1])
    if not ((major_version == required_major_version and
             minor_version >= required_minor_version) or
            major_version >= required_major_version + 1):
        sys.exit("This program requires API Version " +
                 str(required_major_version) + "." +
                 str(required_minor_version) +
                 "." + "x or newer.\n")

try:
    # step1 Check the API version #
    print("Check the API version")
    url = block_storage_api.api_version()
    r = requests.get(url, headers=headers, verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)
    check_api_version(
        r.json()["apiVersion"],
        REQUIRED_MAJOR_VERSION,
        REQUIRED_MINOR_VERSION)

5. セッションの作成

REST API サーバで、セッションを生成します。

    # step2 Generate a session #
    print("Generate a session")
    url = block_storage_api.generate_session()
    r = requests.post(url, headers=headers, auth=USER_CREDENTIAL,
                      verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)
    token = r.json()["token"]
    auth = "Session " + token
    session_id = r.json()["sessionId"]
    headers["Authorization"] = auth
    file_upload_headers["Authorization"] = auth

セッションを生成すると、セッション ID とトークンが返却されます。トークンは、これ以降の

操作で必要な認証情報として、API 実行時に Authentication ヘッダに指定します。セッション ID
は、一連の操作が終了したあと、セッションを破棄するときに使用します。

6. 転送先 syslog サーバのルート証明書のアップロード
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監査ログの syslog サーバへの転送を SSL 通信で行うための準備として、syslog サーバのルート

証明書をストレージシステムにアップロードします。

    # step3 Upload a root certificate #
    print("Upload a root certificate")
    url = block_storage_api.file_upload()
    files = {"file": (ROOT_CERT_FILE_NAME,
        open(ROOT_CERT_FILE_PATH + ROOT_CERT_FILE_NAME, "rb"), "")}
    r = requests.post(url, headers=file_upload_headers,
        data={"fileType": "AuditSyslogPrimaryRootCertFile"},
        files=files, verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)

7. 転送先 syslog サーバのクライアント証明書のアップロード

監査ログの syslog サーバへの転送を SSL 通信で行うための準備として、syslog サーバのクライ

アント証明書をストレージシステムにアップロードします。

    # step4 Upload a client certificate #
    print("Upload a client certificate")
    files = {"file": (CLIENT_CERT_FILE_NAME,
        open(CLIENT_CERT_FILE_PATH + CLIENT_CERT_FILE_NAME,
        "rb"), "")}
    r = requests.post(url, headers=file_upload_headers,
        data={"fileType":
        "AuditSyslogPrimaryClientCertFile"},
        files=files, verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)

8. 転送先 syslog サーバの設定

監査ログを syslog サーバへ転送するための設定を行います。サンプルコードでは、syslog サーバ

との通信に SSL 通信を使用するよう設定するため、転送先の syslog サーバの情報のほかに SSL
通信用の証明書の情報も指定します。

    # step5 Modify the syslog server #
    print("Modify the syslog server")
    url = block_storage_api.auditlog_syslog()
    body = {
        "transferProtocol": TRANSFER_PROTOCOL,
        "locationName": LOCATION_NAME,
        "retries": True,
        "retryInterval": RETRY_INTERVAL,
        "primarySyslogServer": {
            "isEnabled": True,
            "ipAddress": PRIMARY_SYSLOG_SERVER_IP_ADDR,
            "port": PRIMARY_SYSLOG_SERVER_PORT,
            "clientCertFileName": CLIENT_CERT_FILE_NAME,
            "clientCertFilePassword": CLIENT_CERT_FILE_PASSWORD,
            "rootCertFileName": ROOT_CERT_FILE_NAME
        },
        "secondarySyslogServer": {
            "isEnabled": False
        }
    }
    invoke_async_command("patch", url, body)

invoke_async_command 関数は、監査ログの転送先を設定するリクエストを発行し、非同期に実

行されるジョブの実行状態を確認して、ストレージシステムに設定した監査ログの転送先情報

の URL を実行結果として返します。

9. 転送先 syslog サーバへのテストメッセージ送信
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監査ログの転送先として設定した syslog サーバが、監査ログのデータを正しく受信できるかど

うかを確認するために、テストメッセージを送信します。

    # step6 Send a test message to the syslog server #
    print("Send a test message to the syslog server")
    url = block_storage_api.auditlog_syslog_send_test()
    invoke_async_command("post", url, None)

10. 監査ログの転送先設定の情報取得

ここまでの操作が正しくストレージシステムに設定されていることを確認するため、監査ログ

の転送先設定の情報を取得して出力します。サンプルコードでは、取得した情報から、使用す

るプロトコル、転送元のストレージシステムの識別名、通信失敗時のリトライ設定およびリト

ライ間隔、syslog サーバ IP アドレスおよびポート番号を取得し、出力しています。

    # step7 Get the syslog server #
    print("get the syslog server")
    url = block_storage_api.auditlog_syslog()
    r = requests.get(url, headers=headers, verify=False)
    if r.status_code != http.client.OK:
        raise requests.HTTPError(r)
    print("TRANSFER PROTOCOL : " +
          str(r.json()["transferProtocol"]))
    print("LOCATION NAME : " +
          str(r.json()["locationName"]))
    print("RETRIES : " +
          str(r.json()["retries"]))
    print("RETRY INTERVAL : " +
          str(r.json()["retryInterval"]))
    print("PRIMARY SYSLOG SERVER")
    print("IP ADDRESS : " +
          str(r.json()["primarySyslogServer"]["ipAddress"]))
    print("PORT : " +
          str(r.json()["primarySyslogServer"]["port"]))

11. エラーメッセージの出力

サンプルコードでは、通信エラー、HTTP リクエストエラー、ジョブ実行時エラーの処理を記載

しています。通信エラーの場合は、エラーメッセージを出力します。HTTP リクエストエラーの

場合は、エラーコードとメッセージ、レスポンスボディを出力します。ジョブ実行時エラーの

場合は、ジョブの実行結果に含まれる内容をすべて出力します。

except requests.ConnectionError:
    sys.stderr.write("Connection Error!\n")
    sys.stderr.write(traceback.format_exc())
except requests.HTTPError as he:
    sys.stderr.write("HTTP Error! status code : ")
    sys.stderr.write(str(he.args[0].status_code) + "\n")
    sys.stderr.write(he.args[0].text + "\n")
except Exception as e:
    sys.stderr.write(traceback.format_exc())
    for msg in e.args:
        sys.stderr.write(str(msg) + "\n")

12. セッションの破棄

一連の操作が完了したら、セッションを破棄します。セッションの作成時に取得したセッショ

ン ID を指定します。サンプルコードでは、API の実行中にエラーが発生した場合にも必ずセッ

ションが破棄されるよう、finally 句で記述しています。セッションを破棄したら、処理を終了し

ます。

finally:
    # step8 Discard the session #
    print("Discard the session")
    url = block_storage_api.discard_session(session_id)
    r = requests.delete(url, headers=headers, verify=False)
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    try:
        if r.status_code != http.client.OK:
            raise requests.HTTPError(r)
    except requests.HTTPError as he:
        sys.stderr.write("HTTP Error! status code : ")
        sys.stderr.write(str(he.args[0].status_code) + "\n")
        sys.stderr.write(he.args[0].text + "\n")

    print("Operation was completed.")
    sys.exit()

関連参照

• 1.8 リクエストヘッダ

• 2.1 バージョン情報を取得する

• 2.6 セッションを生成する

• 2.7 セッションを破棄する

• 16.7 サンプルコードで使用している関数

• 15.5 初期設定に必要なファイルをアップロードする

• 15.6 監査ログの転送先情報を取得する

• 15.7 監査ログの転送先を設定する

• 15.8 監査ログの転送先にテストメッセージを送信する

16.7 サンプルコードで使用している関数
サンプルコードで使用している関数について説明します。

URL の生成

サンプルコードでは、HTTP リクエストに使用する URL を生成する関数を BlockStorageAPI クラス

に定義し、メインの処理から呼び出して使用します。操作対象のリソースやメソッドごとに必要な

パラメータを指定すると、対応する URL を生成して返します。 BlockStorageAPI のサンプルコード

について次に説明します。

# coding:utf-8
"""
This class creates a URL for the REST API
to manage block storage
"""

STORAGE_MODEL_DICT = {"VSP G900": "886000",
                      "VSP G700": "886000",
                      "VSP G370": "886000",
                      "VSP G350": "882000",
                      "VSP F900": "886000",
                      "VSP F700": "886000",
                      "VSP F370": "886000",
                      "VSP F350": "882000"}

class BlockStorageAPI():
    # GUM IP address
    gum_ip_addr = None
    # port number
    port = None
    # storage URL
    base_url = None
    # object URL
    object_url = None
    # service URL
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    service_url = None
    # storage device ID
    storage_id = None

URL のうち、各リクエストで共通となる次の形式の部分を生成します。

objects ドメインの場合：

＜プロトコル＞://＜ホスト名＞:＜ポート番号＞/ConfigurationManager/＜バージョン
＞/objects

services ドメインの場合：

＜プロトコル＞://＜ホスト名＞:＜ポート番号＞/ConfigurationManager/＜バージョン
＞/services

    def __init__(self, gum_ip_addr, port, storage_model,
                 serial_number):
        self.gum_ip_addr = gum_ip_addr
        self.port = port
        self.storage_id = STORAGE_MODEL_DICT[storage_model] \
            + serial_number
        self.base_url = "https://" + \
            self.gum_ip_addr + ":" + self.port + \
            "/ConfigurationManager/v1"
        self.object_url = "/objects"
        self.service_url = "/services"

次に、操作対象のリソースと操作に応じて関数を定義します。例えば、ボリューム作成を実行する

ための URL は、ldevsに対応する block_storage_api.ldevsで生成します。

    def get_storage_id(self):
        return self.storage_id

    def ldevs(self):
        url = self.base_url + self.object_url + "/ldevs"
        return url

    def undefined_ldev(self):
        url = self.ldevs() + \
            "?ldevOption=undefined&count=1"
        return url

    def ldev(self, object_id):
        url = self.ldevs() + "/" + str(object_id)
        return url

    def host_groups(self):
        url = self.base_url + self.object_url + "/host-groups"
        return url

    def host_wwns(self):
        url = self.base_url + self.object_url + "/host-wwns"
        return url

    def luns(self):
        url = self.base_url + self.object_url + "/luns"
        return url

    def local_copy_pairs(self):
        url = self.base_url + self.object_url + \
            "/local-clone-copypairs"
        return url

    def split_local_copy_pair_template(self, pair_url):
        url = pair_url + "/actions/split"
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        return url

    def split_local_copy_pair(self, pair_url):
        url = pair_url + "/actions/split/invoke"
        return url

    def generate_session(self):
        url = self.base_url + self.object_url + "/sessions"
        return url

    def discard_session(self, object_id):
        url = self.base_url + self.object_url + "/sessions/" + \
            str(object_id)
        return url

    def lock(self):
        url = self.base_url + self.service_url + \
            "/resource-group-service/" + \
            "actions/lock/invoke"
        return url

    def unlock(self):
        url = self.base_url + self.service_url + \
            "/resource-group-service/" + \
            "actions/unlock/invoke"
        return url

    def remote_storage(self):
        url = self.base_url + self.object_url + \
            "/remote-storages"
        return url

    def remote_copy_pairs(self):
        url = self.base_url + self.object_url + \
            "/remote-mirror-copypairs"
        return url

    def job(self, object_id):
        url = self.base_url + self.object_url + "/jobs/" + \
            str(object_id)
        return url

    def affected_resource(self, affected_resource):
        url = "https://" + self.gum_ip_addr + ":" + \
              self.port \
              + affected_resource
        return url

    def api_version(self):
        url = "https://" + self.gum_ip_addr + ":" + \
              self.port \
            + "/ConfigurationManager/configuration/version"
        return url

    def file_upload(self):
        url = self.base_url + self.object_url + \
            "/actions/file-upload/invoke"
        return url

    def auditlog_syslog(self):
        url = self.base_url + self.object_url + \
              "/auditlog-syslog-servers" + "/instance"
        return url

    def auditlog_syslog_send_test(self):
        url = self.auditlog_syslog() + \
            "/actions/send-test/invoke"
        return url
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HTTP リクエストの発行と非同期処理の状態確認

REST API では、オブジェクトの作成や属性変更の操作はジョブとして登録され、非同期に実行さ

れます。非同期処理の場合、リクエストの実行結果が反映されたリソースは、ジョブが完了したこ

とを確認してから取得する必要があります。サンプルコードでは、invoke_async_command 関数を使

用することで、リクエストの発行とジョブの完了待ちの処理を合わせて行います。

invoke_async_command 関数は、メソッドの種類、URL、リクエストボディを指定すると、指定され

たメソッドに応じてリクエストを発行し、ジョブの完了を待ってリソースの情報を返します。

invoke_async_command 関数は、ボリューム割り当て、ShadowImage ペア操作、リモートストレージ

システムの情報登録の各サンプルコード内で定義されています。invoke_async_command 関数のサ

ンプルコードの内容を次に示します。

あらかじめ、invoke_async_command 関数から呼び出して使用する、ジョブの状態を取得する関数を

定義します。

"""
Check whether the asynchronous command was finished.
@param job_id the job ID to identify
       the asynchronous command
@return r the response data
"""

def check_update(job_id):
    url = block_storage_api.job(str(job_id))
    r = requests.get(url, headers=headers, verify=False)
    return r

次に、invoke_async_command 関数の定義をします。リクエスト生成時には、リクエストボディの生

成を JSON 形式で行うよう指定します。認証情報は、セッション生成時に取得したトークンを使用

して指定します。

"""
Execute the HTTP request (POST or PATCH)
@param method_type HTTP request method (POST or PATCH)
@param url URL to execute HTTP method
@param body The information of a resource
@return job_result.json()["affectedResources"][0]
         URL of an affected resource
"""

def invoke_async_command(method_type, url, body):
    if method_type == "patch":
        r = requests.patch(url, headers=headers,
                         data=json.dumps(body), verify=False)
    elif method_type == "post":
        r = requests.post(
            url,
            headers=headers,
            data=json.dumps(body),
            verify=False)
    if r.status_code != http.client.ACCEPTED:
        raise requests.HTTPError(r)
    print("Request was accepted. JOB URL : " +
          r.json()["self"])

リクエストを発行したあと、ジョブのステータスが Completedになるまで、ジョブの情報を繰り

返し取得します。パラメータで指定した最大リトライ回数を超えてもジョブが完了しない場合は、

処理を終了します。ジョブがエラーとなった場合も、エラーコードを取得して処理を終了します。

    status = "Initializing"
    job_result = None
    retry_count = 1
    wait_time = FIRST_WAIT_TIME
    while status != "Completed":
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        if retry_count > MAX_RETRY_COUNT:
            raise Exception("Timeout Error! "
                            "Operation was not completed.")
        time.sleep(wait_time)
        job_result = check_update(r.json()["jobId"])
        status = job_result.json()["status"]
        double_time = wait_time * 2
        if double_time < 120:
            wait_time = double_time
        else:
            wait_time = 120
        retry_count += 1
    if job_result.json()["state"] == "Failed":
        error_obj = job_result.json()["error"]
        if "errorCode" in error_obj:
            if "SSB1" in error_obj["errorCode"]:
                print("Error! SSB code : ",
                      error_obj["errorCode"]["SSB1"],
                      ", ", error_obj["errorCode"]["SSB2"])
            elif "errorCode" in error_obj["errorCode"]:
                print("Error! error code : ",
                      error_obj["errorCode"]["errorCode"])
        raise Exception("Job Error!", job_result.text)

ジョブの実行に成功し、ステータスが Completedになったら、ジョブの実行結果が反映されたリ

ソースの URL を取得します。affectedResources に返される値は 1 件だけのため、1 件目を取得しま

す。

    print("Async job was succeeded. affected resource : " +
          job_result.json()["affectedResources"][0])
    return job_result.json()["affectedResources"][0]

非同期処理の状態変化取得

wait_until_jobstatus_is_changed 関数は REST API で非同期に実行されるジョブの状態を取得し、ジョ

ブが指定した実行状態に遷移するのを待って、リソースの情報を返します。

wait_until_jobstatus_is_changed 関数は、TrueCopy ペア操作のサンプルコード内で定義されています。

wait_until_jobstatus_is_changed 関数のサンプルコードの内容を次に示します。

あらかじめ、wait_until_jobstatus_is_changed 関数から呼び出して使用する、ジョブの状態を取得する

関数を定義します。

"""
Check whether the asynchronous command was finished.

@param storage_api storage_api
@param job_id the job ID to identify
      the asynchronous command
@param headers the array of the http headers
@return r the response data
"""

def check_update(storage_api, job_id, headers):
    url = storage_api.job(str(job_id))
    r = requests.get(url, headers=headers, verify=False)
    return r

次に、wait_until_jobstatus_is_changed 関数の定義をします。changed_status には、遷移したことを検

知したいジョブの状態を指定します。is_retry_count_enabled に Trueを指定すると、

MAX_RETRY_COUNT パラメータに設定した回数までリトライしたあと、タイムアウトエラーを返

します。Falseを指定すると、指定した状態にジョブが遷移するまで待ち続けます。

"""
Wait until the job status is changed
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@param storage_api storage_api
@param headers the array of the http headers
@param job_id the job ID to identify
       the asynchronous command
@param changed_status job status after waiting
@param is_retry_count_enabled if true, wait
       until MAX_RETRY_COUNT. if false, wait forever
       until job status is changed.
@return job_result.json()["affectedResources"][0]
         URL of an affected resource
"""

def wait_until_jobstatus_is_changed(
        storage_api,
        headers,
        job_id,
        changed_status,
        is_retry_count_enabled):
    status = "Initializing"
    retry_count = 1
    wait_time = FIRST_WAIT_TIME
    while status != changed_status:
        if status == "Completed":
            print("Status was already changed" +
                  "to Completed.")
            break
        if is_retry_count_enabled and \
                retry_count > MAX_RETRY_COUNT:
            raise Exception("Timeout Error! "
                            "Operation was not completed.")
        time.sleep(wait_time)
        job_result = check_update(storage_api,
                                  job_id, headers)
        status = job_result.json()["status"]
        double_time = wait_time * 2
        if double_time < 120:
            wait_time = double_time
        else:
            wait_time = 120
        retry_count += 1
    if job_result.json()["state"] == "Failed":
        error_obj = job_result.json()["error"]
        if "errorCode" in error_obj:
            if "SSB1" in error_obj["errorCode"]:
                print("Error! SSB code : ",
                      error_obj["errorCode"]["SSB1"],
                      ", ", error_obj["errorCode"]["SSB2"])
            elif "errorCode" in error_obj["errorCode"]:
                print("Error! error code : ",
                      error_obj["errorCode"]["errorCode"])
        raise Exception("Job Error!", job_result.text)
    print("Async job was succeeded. affected resource : " +
          job_result.json()["affectedResources"][0])
    return job_result.json()["affectedResources"][0]
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A
制限事項および注意事項

REST API を使用する上での制限事項を示します。

 A.1 制限事項および注意事項
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A.1 制限事項および注意事項
REST API を使用する上での制限事項を示します。

REST API サーバへの非同期処理の API 実行に関する制限事項

REST API サーバへ非同期処理の API を実行し、その処理に 2 時間以上経過した場合、KART30031-
E が発生して、ジョブが失敗します。

次のいずれかの API を実行し、ジョブが完了するまでに 2 時間以上経過すると発生します。

• ジャーナルからジャーナルボリュームを削除

• ボリュームのフォーマット

• ボリュームのシュレッディング

• パリティグループのフォーマット

• パリティグループの削除

• プール単位での容量削減機能の初期化

• プールの縮小

• プールの閉塞を解除

• 階層再配置

KART30031-E が発生した場合でも、リクエストが成功していることがあります。操作対象のリソー

スの情報を取得し、状態を確認してください。

Thin Image のペア情報におけるペアの一致率、処理の進捗率の表示について

以下の発生条件にすべて該当する場合、処理の進捗率（progressRate属性）が表示されます。

発生条件：

• isClone=falseの設定になっているペア

• canCascade=falseの設定になっているペア

• ペアの状態が COPY、RCPY、SMPP、PSUPのどれか

この場合、ペアの一致率（concordanceRate属性）に読み替えてください。

REST API のストレージシステムのシステム日時設定における、NTP サーバ同期に関する制限事項

以下の発生条件にすべて該当する場合、ストレージシステムのシステム日時に NTP サーバの日時と

数時間ずれた日時が設定されます。夏時間と標準時間の切替終了後に、再度 NTP サーバと同期して

ください。

発生条件

• 夏時間をサポートするタイムゾーンを指定する。

• 夏時間の自動調整を有効にする。

• 標準時間から夏時間への調整時間、または夏時間から標準時間への調整時間に NTP サーバと同

期する。
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REST API のストレージシステムのシステム日時設定における、夏時間の自動調整に関する制限事

項

発生条件

• 夏時間をサポートするタイムゾーンを指定する。

• 夏時間の自動調整を有効にする。

現象 1

以下のとおりに、標準時間と夏時間が切り替わると、NTP サーバ同期時刻が不正に変更されま

す。

• 夏時間適応期間外で設定された NTP サーバ同期時刻は、夏時間適応期間に入ると、1 時間

早い時刻に不正に変更されます。

• 夏時間適応期間で設定された NTP サーバ同期時刻は、夏時間適応期間外に入ると、1 時間

遅い時刻に不正に変更されます。

対処 1

夏時間と標準時間が切り替わった後は、再度時刻設定 API を実行し、NTP サーバ同期時刻を設

定してください。

現象 2

時刻設定の API を実行すると、以下のとおり指定した NTP サーバ同期時刻と異なる時刻が、

ストレージシステムの NTP サーバ同期時刻として設定される場合があります。

• REST サーバのシステム日時が夏時間適応期間内で、ストレージシステムのシステム日時

が夏時間適応期間外の場合、リクエストした NTP サーバ同期時刻より 1 時間早い時刻が、

ストレージシステムの NTP サーバ同期時刻として設定されます。

• REST サーバのシステム日時が夏時間適応期間外で、ストレージシステムのシステム日時

が夏時間適応期間内の場合、リクエストした NTP サーバ同期時刻より 1 時間遅い時刻が、

ストレージシステムの NTP サーバ同期時刻として設定されます。

対処 2

REST サーバのシステム日時とストレージシステムのシステム日時を合わせた上で、再度時刻

設定 API を実行し、NTP サーバ同期時刻を設定してください。

内部で複数処理を実施する API のエラー発生時の制限事項

以下の API でエラーが発生した場合、一部処理が成功していることがあります。

• HDT のプール作成

エラーが発生した場合は、該当するリソースの状態を確認し、部分的に作成されたリソースを削除

してから、API を再実行してください。

Thin Image ペアの作成に関する制限事項

以下のすべての条件に該当する場合、Thin Image ペアの作成が KART00000-E のエラーで失敗しま

す。

1. スナップショットグループのスナップショットグループ名称が同一である

2. 同一 pvolLdevId、かつ svolLdevId指定なしで Thin Image ペアを作成する API と Thin Image
ペアを削除する API を同時に実行する
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上記現象が発生した場合は、必要に応じて再度 Thin Image ペアを作成する API を実行してくださ

い。
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B
このマニュアルの参考情報

このマニュアルを読むに当たっての参考情報を示します。

 B.1 このマニュアルで使用している略語
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B.1 このマニュアルで使用している略語
このマニュアルで使用する英略語を次に示します。

略語 正式名称

ALUA Asymmetric Logical Unit Access

API Application programming interface

CHAP Challenge Handshake Authentication Protocol

DKC DisK Controller

CLPR Cache Logical Partition

CVS Custom Volume Size

DCR Dynamic Cache Residency

DP Dynamic Provisioning

FCoE Fibre Channel over Ethernet

FCSE Compatible Software for IBM® FlashCopy® SE

FMD Flash Module Drive

HBA host bus adapter

HDP Hitachi Dynamic Provisioning

HDT Hitachi Dynamic Tiering

HTML HyperText Markup Language

HTTP Hypertext Transfer Protocol

I/O input/output

ID identifier

IOPH Input Output Per Hour

IP Internet Protocol

IPv4 Internet Protocol version 4

IPv6 Internet Protocol version 6

iSCSI Internet Small Computer System Interface

JSON JavaScript Object Notation

LDEV logical device

LU logical unit

LUN logical unit number

LUSE logical unit size expansion

MCU Main Control Unit

OS operating system

P-VOL primary volume

RAID Redundant Array of Independent Disks

RCU Remote Control Unit

REST Representational State Transfer

RFC Request for Comments
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略語 正式名称

SAS Serial Attached SCSI

SATA Serial Advanced Technology Attachment

S-VOL secondary volume

SSD Solid-State Drive

SSID Storage System ID

SSL Secure Sockets Layer

TLS Transport Layer Security

URL Uniform Resource Locator

V-VOL virtual volume

WWN World Wide Name
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